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〈
シ
ン
ポ
ジ
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ム
〉
歴
史
は
何
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
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報

牛
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マ
ル
ク
ス
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歴
史
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ア
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ア
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テ
ィ
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い
て

歴
史
の
中
の
複
製
技
術
【
新
し
い
天
使
か
ら
比
較
の
亡
霊
へ
】

オ
1

ス
ト
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・
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
・
民
族
【
「
歴
史
な
き
民
族
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を
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っ
て
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帝
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植
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社
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【
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〈
公
募
論
文
〉

ベ
ン
サ
ム
に
お
け
る
快
楽
主
義
の
位
相
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
【
『
男
色
静
を
中
心
に
し
て
〕

メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
「
愛
国
心
」

レ
ス
リ
l

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
1

ク
解
釈
に
つ
い
て

〈
室
田
評

『
自
由
論
ー
ム
現
在
性
の
系
譜
学
』
(
酒
井
隆
史
著
)

『
ウ
ェ
1

パ
l

研
究
の
諸
論
点
|
|
経
済
史
と
の
関
連
で
』
(
田
中
真
晴
著
)

『
マ
ル
ク
ス
を
読
む
』
『
「
近
代
」
を
支
え
る
思
想

1
L
巾
民
社
会
・
世
界
史
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
(
植
村
邦
彦
著
)

『
ル
ソl
の
政
治
思
想
|
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
へ
の
旅
』
(
山
本
向
次
著
)

『
ル
ソ1
に
お
け
る
正
義
と
歴
史
|
ユ
ー
ト
ピ
ア
な
さ
変
民
主
主
義
喜
』
(
噂
ナ
博
子
暑
)

(
ト
ピ
ッ
ク
ス
〕
大
学
を
め
ぐ
る
「
革
命
」
の
修
辞
、
の
隠
轍

「
病
い
」

〈
自
由
論
題
〉学

問
的
成
果
を
社
会
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
社
会
哲
学
京
ル
ク
ハ
イ
マ

1

の
例
に
見
る
、
哲
学
と
社
会
科
学
の
童
直
]

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
!
の
批
判
的
人
間
学

二
十
世
紀
哲
学
に
お
け
る
存
在
論
的
転
回
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
一
生
よ
ヘ

2
7
ッ
ガl
、
フ
ッ
?
ル
バ
ル
ト
マ
ン
そ
し
て
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
}

モ
1

ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾl
ン
の
啓
蒙
理
解
に
つ
い
て

グ
レ
ゾ

l

ン

灰
色
の
領
域
と
し
て
の
美
官
・w
・
ア
ド
ル
ノ
の
『
ヴ
ァl
グ
ナ
1

試
静
を
め
ぐ
っ
て
]
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井
広
明

梅
垣
千
尋

末
冨

安
田
常
雄

肥
前
栄

晴
山
政
毅

阪
本
政
仁

岩
崎

福
野
明
子

蒜
回
数
実

石
塚
省
ニ

後
麗
正
英

多
賀
健
太
郎

E 

'" 
、。

u、

浩

i5 
』

<::> 

'" 
ド.

<::> 
。。

』
N
N

H
H
U
W
 

稔

ドー‘ト、コ
仏2

ド司

、コ
、。

ド司
仏3
ト。

ド崎
、2

m 
同
匂
可

同
弘
己



〈
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
(
1
)【
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
構
想
に
つ
い
て
】

マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
(
2
)【
オ
ッ
ト
!
パ
ウ
ア
1

『
民
族
富
と
社
会
民
主
主
義
』
を
め
ぐ
っ
て
】

太
田
仁
樹
H
h
h

松
岡
利
道
に
伺

十
八
・
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
社
会
経
済
思
想
【
高
柳
良
治
『
へ

1
ゲ
ル
社
会
理
論
の
射
程
』
を
め
ぐ
っ
て
】

イ
タ
リ
ア
思
想
史
【
啓
蒙
の
発
見
!
|
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

1

リ
『
自
由
の
た
め
の
闘
い
』
(
一
九
九
六
)
を
読
む
】

自
由
主
義
思
想
の
射
程
【
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ギ
ゾ

1

の
「
文
明
」
概
念
を
巡
る
考
察
]

ジ
エ
ン
ダ
1

諭
[
「
平
等
か
/
差
異
か
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
超
え
て
|
|
ジ
エ
ン
ダ

l
論
か
ら
見
た
法
の
言
語

日
本
思
想
と
近
代
・
現
代

ル
カ
1

チ
没
後
三
十
周
年
[
『
社
会
的
存
在
の
存
在
論
』
刊
行
十
五
周
年
】

〈
社
会
理
論
〉
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
【
い
ま
、
ヵ
l
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
ど
ワ
読
む
か
}

水
田
洋
『
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想
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国
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転
位
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っ
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〈
報ι
5

マ
ル
ク
ス
に
お
け
る

歴
史
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

植
村
邦
彦

歴史と思想のダイナミズム〉

マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
歴
史
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
問
題
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
唯
物
論
的
歴
史
観
」
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
理

解
を
聞
い
直
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
ク
ェ
ン
テ
イ
ン
・
ス

キ
ナ
l

風
に
言
え
ば
、
「
唯
物
論
的
歴
史
観
の
定
式
」
と
称
さ
れ
る
発
一
一
一
日
を

マ
ル
ク
ス
が
し
た
と
き
、
そ
う
発
言
す
る
こ
と
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
何

を
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
唯
物
論
的
歴
史
観
」
の
命
名
者
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
例
え
ば
一
八
八
五
年

の
『
ル
イ
・
ボ
ナ
バ
ル
ト
の
ブ
リ
ユ
メ
l

ル
十
八
日
』
の
第
三
版
へ
の
序

言
で
、
マ
ル
ク
ス
を
「
歴
史
の
運
動
の
大
法
則
」
を
発
見
し
証
明
し
た
科

学
者
と
し
て
描
い
た
が
、
マ
ル
ク
ス
自
身
は
、
一
八
五
九
年
の
『
経
済
学

批
判
』
序
言
の
一
節
を
「
導
き
の
糸
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
を

す
る
際
の
「
導
き
の
糸
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〈特集7 • 

政
治
的
事
件
の
解
読
1
|

『
プ
リ
ユ
メ
l

ル
十
八
日
を
中
心
に

ロ
ン
ド
ン
亡
命
後
の
一
八
五
0
年
代
を
通
し
て
マ
ル
ク
ス
が
し
て
い
た

の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
錯
綜
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
過
程
の
中
に
、
最

終
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勝
利
へ
と
い
た
る
政
治
的
変
革
の
可
能
性

を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
一
八
五
二
年
の
『
ブ
リ
ユ
メ
!
ル
十
八
日
』
が
実
践
し
た
歴

史
認
識
H
同
時
代
認
識
の
方
法
は
、
決
定
済
み
の
過
去
の
出
来
事
を
そ
の

「
規
定
的
な
要
因
」
に
還
元
し
、
「
歴
史
の
運
動
法
則
」
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
進
行
形
の
「
現
在
」
を
、
と
り
わ
け
複

雑
な
政
治
的
党
派
闘
争
を
、
階
級
闘
争
と
し
て
読
み
解
く
た
め
の
方
法
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
の
分
析
対
象
は
、
議
会
的
共
和
制
の
下
で



• 8 

正
統
王
朝
派
や
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
派
や
小
市
民
的
民
主

派
な
ど
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
政
治
劇
で
あ
り
、
ル
イ
・
ボ
ナ
バ
ル
ト
の

ク
ー
デ
タ
が
成
功
し
た
秘
密
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
党
派
は
、
諸
階
級
を
「
代

表
」
す
る
階
級
闘
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
担
い
手
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
マ
ル
ク
ス
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
の
は
、
代
表
す
る
者
と
さ
れ
る

者
と
の
ズ
レ
で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
現
実
的
利
害
と
の
ズ
レ
で
あ
る
0

マ
ル
ク
ス
は
こ
う
注
意
し
て
い
る
。

〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

「
私
生
活
に
お
い
て
は
、
あ
る
人
聞
が
自
分
に
つ
い
て
考
え
た
り
言
っ

た
り
す
る
こ
と
と
、
彼
が
現
実
に
ど
う
い
う
人
間
で
何
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
と
は
、
区
別
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
歴
史
的
闘
争
に
お
い

て
は
そ
れ
以
上
に
、
諸
党
派
の
決
ま
り
文
句
や
思
い
込
み
と
、
彼
ら
の

現
実
の
組
織
や
現
実
の
利
害
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

彼
ら
の
想
像
と
彼
ら
の
現
実
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
玄
白
同
区
忠
一O
R
g
-

回
目
ヨ
島
町
常
凹
F
2
H
U
F
S
ヨ
2
p

仲
間
一
室
曲
ロ
泊
ロ
問
。

z
・

門U
S
s
s
e
a
h
h

白
守

g
h同
C
K
P回
R
E
ロ

H
唱
、
足r
v
q
]戸
∞

-
H
N
N
)

。

「
民
主
派
の
議
員
た
ち
は
み
な
商
店
主
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
商
店
主

を
熱
愛
し
て
い
る
、
と
思
い
描
い
て
も
い
け
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
の
教

養
と
知
的
状
態
か
ら
す
れ
ば
、
商
店
主
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
う
る
。

彼
ら
を
小
市
民
の
代
表
に
し
た
事
情
と
は
、
小
市
民
が
実
生
活
に
お
い

て
超
え
な
い
限
界
を
、
彼
ら
が
頭
の
中
で
超
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
だ
か
ら
物
質
的
利
害
と
社
会
的
状
態
が
小
市
民
を
〔
実
践
的
に
〕

駆
り
立
て
て
向
か
わ
せ
る
の
と
同
じ
課
題
と
解
決
に
、
彼
ら
が
理
論
的

に
駆
り
立
て
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
も
そ
も
、
一

つ
の
階
級
の
政
治
的
・
文
筆
的
代
表
者
と
彼
ら
が
代
表
す
る
階
級
と
の

関
係
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
(
印-
H
N
S
。

こ
の
よ
う
に
政
治
的
事
件
を
一
つ
の
ド
ラ
マ
と
し
て
描
き
な
が
ら
、
登

場
人
物
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
何
を
「
代
表
/
表
象
」
し
て
い
る
の
か

を
経
済
的
基
礎
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
マ
ル
ク
ス
の
方
法
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
『
経
済
学
批
判
』
序
言
の
次
の
一
節
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。

「
こ
れ
ら
の
生
産
諸
関
係
の
総
体
は
、
社
会
の
経
済
的
構
造
を
形
成
す

る
。
こ
れ
が
実
在
的
土
台
で
あ
り
、
そ
の
上
に
一
つ
の
法
的
・
政
治
的

上
部
構
造
が
そ
び
え
た
ち
、
そ
し
て
こ
の
土
台
に
一
定
の
社
会
的
意
識

諸
形
態
が
対
応
す
る
。
・
:
:
経
済
的
基
礎
の
変
化
と
と
も
に
、
巨
大
な

上
部
構
造
全
体
が
、
徐
々
に
で
あ
れ
急
激
に
で
あ
れ
、
変
革
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
変
革
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
的
生
産
諸
条
件
に

お
け
る
自
然
科
学
的
に
正
確
に
確
認
で
き
る
物
質
的
な
変
革
と
、
人
聞

が
そ
の
中
で
こ
の
衝
突
を
意
識
し
、
そ
れ
を
闘
い
抜
く
形
態
で
あ
る
、

法
的
、
政
治
的
、
宗
教
的
、
芸
術
的
あ
る
い
は
哲
学
的
な
諸
形
態
、
簡

単
に
い
え
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
諸
形
態
と
を
つ
ね
に
区
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
あ
る
個
人
が
何
で
あ
る
か
は
、
そ
の
個
人
が
自
分
自
身

の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
い
の
と
同
様
に
、

こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
期
を
そ
の
時
期
の
意
識
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
こ
の
意
識
を
物
質
的
生
活
の
諸
矛
盾

か
ら
、
社
会
的
生
産
諸
力
と
生
産
諸
関
係
と
の
間
に
現
存
す
る
衝
突
か 2002 社会思想史研究 No.26



ら
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
言
自
民
需

N
R
医
長
雪
豆

H
U
E
S
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E
S
B
F
P
問
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H
5
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H
C
C
E
H
C
H
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歴史と思想のダイナミズム〉

し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
問
題
意
識
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
む
し
ろ

「
土
台
」
と
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
形
態
/
社
会
的
意
識
諸
形
態
」
と
の
対

応
関
係
で
あ
り
、
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
一
八
九
O
年
か
ら
九
四
年
に
か

け
て
の
手
紙
で
繰
り
返
し
説
明
し
た
よ
う
な
「
士
山
口
と
上
部
構
造
と
の
規

定
関
係
/
作
用
と
反
作
用
の
関
係
」
で
は
な
い
。

実
際
に
『
ブ
リ
ユ
メ
l

ル
十
八
日
』
で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
、
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
幻
想
」
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
創
出
さ
れ
た
分
割
地
農
民
の
経
済
的
諸

条
件
に
よ
っ
て
い
か
に
育
ま
れ
た
か
(
対
応
関
係
の
成
立
て
そ
し
て
そ
の

観
念
が
半
世
紀
後
の
負
債
に
あ
え
ぐ
分
割
地
農
民
の
経
済
的
諸
条
件
と
は

い
か
に
姐
断
を
来
す
に
い
た
っ
た
か
(
対
応
関
係
の
消
失
)
を
執
劫
に
分

析
し
、
「
帝
政
」
の
支
持
基
盤
の
成
立
根
拠
と
と
も
に
、
そ
の
没
落
の
可
能

性
を
も
「
説
明
」
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
(
宮
白
見
区
日
N
U
・
回
選
'
H
g
)
。

『
資
本
の
文
明
化
作
用
』
の
解
読
|
|
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
を
中
心
に

〈特集

一
八
五
0
年
代
の
マ
ル
ク
ス
が
し
て
い
た
の
は
、
第
二
に
、
成
立
し
つ

つ
あ
る
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
に
、
最
終
的
に
人
間
の
総
体
的

疎
外
の
止
揚
を
準
備
す
る
物
質
的
基
盤
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
八
五
七
|
五
八
年
の
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
が
描
き
出
そ
う

と
し
た
の
は
、
世
界
的
規
模
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
「
資
本
の
文
明
化
作
用
」

が
、
非
資
本
主
義
的
な
生
産
諸
形
態
を
破
壊
・
再
編
・
再
生
産
し
つ
つ
、

• 9 

結
果
と
し
て
「
世
界
史
」
を
創
り
出
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
は
ス

ミ
ス
H

へ
l

ゲ
ル
的
な
「
市
民
的
無
限
進
歩
」
の
発
展
段
階
論
に
対
す
る
批

判
で
あ
り
、
「
構
造
と
し
て
の
世
界
史
」
の
提
示
の
試
み
で
あ
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
の
分
析
対
象
は
、
地
球
的
規
模
で
の
「
資
本
の
普
遍
的
/
布

教
的
/
文
明
化
傾
向
」
で
あ
る
。
「
資
本
は
こ
の
よ
う
な
自
己
の
傾
向
に

従
っ
て
、
自
然
の
神
化
を
の
り
こ
え
て
突
き
進
む
の
と
同
様
に
、
も
ろ
も

ろ
の
国
民
的
な
制
限
や
偏
見
を
の
り
こ
え
、
一
定
の
限
界
内
に
自
足
的
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
既
存
の
諸
欲
求
の
伝
来
の
充
足
と
、
古
い
生
活
様

式
の
再
生
産
と
を
の
り
こ
え
て
突
き
進
む
。
資
本
は
こ
れ
ら
い
っ
さ
い
に

対
し
て
破
壊
的
で
あ
り
、
た
え
ず
革
命
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
生
産

諸
力
の
発
展
、
諸
欲
求
の
拡
大
、
生
産
の
多
様
性
、
自
然
諸
カ
と
精
神
諸

力
の
開
発
利
用
な
ら
び
に
交
換
を
妨
げ
る
よ
う
な
、
い
っ
さ
い
の
制
限
を

取
り
払
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
」
言
自
民
勾

'
g
H
O
S
E
由
回
二
四
円E

持

品
開
門
司
o
z
g
n
z
g
o
Eロ
D
E
M
O
-ミ
同
町c
k
p
q
y
g
N
M
)
。

も
っ
と
具
体
的
に
言
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
分
析
し
て
い
る
の
は
、
世
界

市
場
に
お
い
て
「
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
」
を
破
壊
・
解

体
・
再
編
成
す
る
「
資
本
の
文
明
化
作
用
」
と
、
そ
こ
に
生
じ
る
「
不
均

等
発
展
」
の
諸
相
で
あ
る
。
彼
は
、
「
資
本
の
基
礎
の
上
に
以
前
の
生
産
様

式
お
よ
び
所
有
様
式
を
再
生
産
す
る
」
(
印
』
芯
)
例
、
「
(
南
ア
メ
リ
カ
で
の

よ
う
に
)
奴
隷
に
適
応
し
た
生
産
様
式
が
創
り
だ
さ
れ
る
」
(
印
訟
)
例
、

「
資
本
と
労
働
と
の
関
係
が
な
ん
ら
か
の
新
た
な
生
産
諸
力
の
発
展
の
土
台

を
も
、
新
た
な
歴
史
的
諸
形
態
の
萌
芽
を
も
内
包
す
る
と
と
の
な
い
ま
ま

に
、
い
ま
だ
に
陰
険
き
わ
ま
り
な
い
労
働
搾
取
が
行
わ
れ
て
い
る

0

・

資
本
の
生
産
様
式
が
な
い
の
に
、
資
本
に
よ
る
搾
取
が
行
わ
れ
て
い
る
」
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(
印
・
己
申
)
例
、
「
直
接
的
強
制
労
働
に
対
し
て
、
富
が
資
本
と
し
て
で
は
な

く
、
支
配
関
係
と
し
て
相
対
す
る
」
(
印E
N
)
例
に
言
及
し
、
例
え
ば
、
「
ア

メ
リ
カ
の
プ
ラ
ン
テ

l

シ
ヨ
ン
所
有
者
を
今
日
わ
れ
わ
れ
が
資
本
家
と
呼

ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
事
実
彼
ら
が
資
本
家
で
あ
る
の
は
、
彼
ら
が
変
種
と

し
て
、
自
由
な
労
働
に
基
づ
く
世
界
市
場
の
内
部
に
存
在
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
」
(
印
・
邑
印
)
、
と
説
明
す
る
。
資
本
主
義
が
多
様
な
生
産
様
式
を
接

合
し
つ
つ
包
摂
す
る
世
界
シ
ス
テ
ム
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
こ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
世
界
市
場
的
不
調
和
」
の
解
読
作
業
は
、
同
時
に
、
イ

ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
や
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
制
を
「
民
族
精
神
」
や
「
市

民
的
無
限
進
歩
」
に
よ
っ
て
説
明
す
る
ス
ミ
ス
的
H

へ
l

ゲ
ル
的
「
世
界

史
」
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
明
壬
一
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
「
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
発
展
と
い
う
も
の
は
、
一
般
に
次
の
こ
と
に
基
づ

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
後
の
形
態
が
過
去
の
諸
形
態
を
自
分
自
身
に

い
た
る
諸
段
階
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
最
後
の
形
態
は
、

ま
れ
に
し
か
、
し
か
も
ま
っ
た
く
限
定
さ
れ
た
条
件
の
も
と
で
し
か
、
自

分
自
身
を
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
:
:
つ
ね
に
一
面
的
に
過
去

の
諸
形
態
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
」
(
印
・
ち
'
企
)
。
「
世

界
史
は
い
つ
も
実
存
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
界
史
と
し
て
の
歴
史
は
結

果
で
あ
る
」
(
印
・
怠
)
。

そ
し
て
、
解
読
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
る
の
は
、
資
本
主
義
の
「
種
差
庄
町
'

F
B
ロ
片
岡
白
血
刃
向

2
m
g
」
と
そ
の
過
渡
性
で
あ
る
。
「
資
本
は
一
方
で
は
、
交

通
す
な
わ
ち
交
換
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
的
制
限
を
取
り
払
っ
て
、
地
球
全
体

を
自
己
の
市
場
と
し
て
獲
得
し
よ
う
と
努
め
な
い
で
は
い
ら
れ
ず
、
他
方

• 〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

で
は
、
時
間
に
よ
っ
て
空
間
を
絶
減
し
よ
う
と
、
す
な
わ
ち
あ
る
場
所
か

ら
他
の
場
所
へ
の
移
動
に
要
す
る
時
間
を
最
小
限
に
引
き
下
げ
よ
う
と
努

め
る
。
:
:
資
本
は
、
そ
れ
自
体
は
そ
の
本
性
か
ら
し
て
局
限
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
生
産
諸
力
の
普
遍
的
な
発
展
に
努
め
る
の
で
あ
り
、
こ

う
し
て
新
し
い
生
産
様
式
の
前
提
と
な
る
。
:
こ
の
〔
資
本
の
普
遍
的
]

傾
向
は
、
資
本
を
そ
れ
に
先
行
す
る
い
っ
さ
い
の
生
産
様
式
か
ら
区
別
す

る
と
同
時
に
、
資
本
は
た
ん
な
る
通
過
点
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
う
ち
に
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
」
(
印
・8
g

。

歴
史
の
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
八
五

0
年
代
を
通
し
て
マ
ル
ク
ス
が
試

み
て
い
る
の
は
、
発
見
済
み
の
「
法
則
」
を
証
明
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

現
在
進
行
中
の
錯
綜
し
た
出
来
事
を
了
解
可
能
な
も
の
に
す
る
と
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
「
説
明
」
の
方
法
の
構
築
な
の
で
あ
る
。
そ
の
試
行
錯

誤
の
過
程
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
の
が
、
一
八
五
一
一
年
か
ら
一0
年
間

に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
宅

E
S

込
宮
舎
。
雪
喜
)
に
寄
稿
し
た

マ
ル
ク
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
第
一
に
、
「
ブ
リ
ュ
メ
l

ル
十
八
日
』
と
同
様
の
方
法
で

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
と
階
級
闘
争
を
分
析
し
(
「
彼
ら
〔
ウ
イ
ツ
グ
〕
が
か
つ
て

何
を
信
じ
て
い
た
か
、
ま
た
彼
ら
が
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
現
在
他
の
人
た
ち
に

ど
う
信
じ
て
も
ら
い
た
く
思
っ
て
い
る
か
、
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
事
実
と
し
て

彼
ら
は
何
者
な
の
か
、
彼
ら
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
方
が
、

わ
れ
わ
れ
に
は
よ
り
合
点
が
い
く
」
→
符
巴
巾8
8

・
叶
。
ロgg

仏
当
E
m田
噂
N
H
-〉
巨
四
・ 2002 社会思想史研究 NO.26
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同
∞
印N
w
-
h
N
円c
h
-
E
Y
E
H
∞
)
、
第
二
に
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
る
中
国
の
開
国

や
ク
リ
ミ
ア
戦
争
や
ス
ペ
イ
ン
草
命
な
ど
の
世
界
的
諸
事
件
の
中
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
草
命
の
可
能
性
を
読
み
取
ろ
う
と
し
(
「
重
要
な
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

工
業
は
、
外
国
市
場
が
収
縮
し
た
場
合
に
は
全
般
的
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
、
大
ブ

リ
テ
ン
の
社
会
的
政
治
的
状
態
の
激
変
を
引
き
起
v
」
さ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
拡

大
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
→
}
百
四g
r
〉
円Z
戸
∞
怠
自
己
任
問

冨
8
0
g
q
ゎ
ロ
回
目
印E
E

包
g
p
N
H
-
Z
2・
H
∞
印
叶
・
5

・
宮
間
吐
阿
山
口
岡
町
一
印
唱
(
リ
ミ
守
門
司
馬
弘

司
ミ
F
p
g
-
H
F
E
邑
8
5
g

・
3

・
ω
∞ω
・
包
串
)
、
第
三
に
、
資
本
の
本
源
的

蓄
積
と
植
民
地
化
の
問
題
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
(
「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
文
明
の
も
つ
深
い
偽
善
と
固
有
の
野
蛮
性
は
、
こ
の
文
明
、
が
体
裁
の
よ

い
形
を
止
っ
て
い
る
本
国
か
ら
、
そ
れ
が
剥
き
出
し
と
な
っ
て
い
る
植
民
地
へ
と

わ
れ
わ
れ
の
目
を
向
け
か
え
る
と
き
に
、
あ
か
ら
さ
ま
と
な
る
」
吋
宮
宮
門
口
B
F
Y

邑
広
え
切
口
片
岡
田
町H
E
Z
E
E
-
P
∞
-
E
開

5
8

・
ミ
同c
b
U
S
N
-
2
5
0

「
説
明
」
の
方
法
の
構
築
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
問
題
意
識
は
、
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
見
ら
れ
る

c

彼
は
す
で
に
一
八
四
三
年
に
こ
う
述
べ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
、
そ
も
そ
も
世
界
が
な
ぜ
闘
う
の
か

を
、
世
界
に
示
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
意
識
と
は
、
世
界
が
そ
れ
を
獲

得
し
よ
う
と
思
わ
な
く
て
も
、
獲
得
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で

あ
る
。
/
意
識
の
改
革
と
は
た
だ
、
世
界
に
そ
の
意
識
を
自
覚
さ
せ
る
こ

と
、
世
界
を
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
夢
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
、
世
界

に
対
し
て
そ
れ
自
身
の
行
動
を
説
明
し
て
や
る
こ
と
、
に
あ
る
」
(
富
国
民

お
お
い
冨

R
H
S

河
口
問
問
呂
∞
8
R
g
g
H
H∞8
・
ミ
同C
h
・
E
-
印
-
怠
∞
)
。

さ
ら
に
『
資
本
論
』
に
も
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。
「
分
析
に
よ
っ
て

宗
教
的
な
幻
像
の
現
世
的
な
核
心
を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
そ
の
逆
に
、
そ

〈特集• 11 

の
時
々
の
現
実
の
生
活
諸
関
係
か
ら
そ
の
天
固
化
さ
れ
た
諸
形
態
を
展
開

す
る
こ
と
よ
り
も
、
実
際
は
る
か
に
容
易
で
あ
る
。
後
の
方
が
、
唯
一
の

唯
物
論
的
な
、
し
た
が
っ
て
科
学
的
な
方
法
で
あ
る
」
(
富
山
H
H
H
g叶
-
E
師

同
省
E
r
E
-
r
ミ
阿
川
門UK
P
-
5・m
・8
8
0

こ
の
方
法
の
前
提
と
な
る
の
は
、
「
運
動
法
則
」
の
発
見
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
具
体
的
諸
関
係
の
解
明
で
あ
る
。
一
八
六

0
年
代
以
降
の
マ
ル

ク
ス
の
様
々
な
仕
事
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
的
出
来
事
の
「
説
明
」

根
拠
と
な
る
経
済
的
諸
条
件
そ
の
も
の
が
、
具
体
的
に
、
世
界
的
諸
関
係

の
中
で
、
い
わ
ば
つ
ね
に
新
た
に
再
考
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
「
説
明
」
の
方
法
に
し
て
根
拠
と
な
る
は
ず
の
「
経
済
学
批
判
」

が
進
行
形
の
ま
ま
未
完
成
に
終
わ
っ
た
こ
と
自
体
が
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ

て
の
歴
史
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

ト
「
ノ
。

う
え
む
ら
・
く
に
ひ
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中
山
智
香
子

• 
ぞ歴書
き史〉

警の
長中
2 の
三複
製
技
術
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は
じ
め
に

本
報
告
は
、
二
十
世
紀
の
大
戦
間
期
の
「
進
歩
」
の
概
念
、
特
に
ド
イ

ツ
・
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
勢
力
の
求
め
た
進
歩
の
概
念
と
、
こ

れ
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
ひ
と
つ
の
あ
り
方
を
、
複
製
技
術
に
ひ
き
つ
け

て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
ヴ
ア
ル
タ
l

・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が

パ
ウ
ル
・
ク
レ
l
の
「
新
し
い
天
艇
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
な
が
ら
「
歴
史
の

天
使
」
と
読
み
替
え
、
こ
れ
に
託
し
た
歴
史
観
を
考
察
し
、
そ
れ
が
彼
の

複
製
技
術
の
考
察
と
並
行
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
と
し
て
い
か
に
機
能
し

た
か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
歴
史
の
天
使
と
い
う
問
題
意
識
を
受
け

継
い
だ
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
視
角
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
歴
史
観
を
ネ
イ
シ
ヨ
ン
と
複
製
と
い
う
問
題
に
広
げ

て
み
た
場
合
の
有
効
性
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
、
複
製
の
活
用
と
い
う
技

術
進
歩
の
側
に
立
ち
な
が
ら
進
歩
に
抵
抗
す
る
立
場
か
ら
、
現
代
ま
で
漠

然
と
共
有
さ
れ
て
い
る
進
歩
へ
の
信
頼
を
考
え
直
す
手
が
か
り
と
な
る
。

こ
こ
に
は
、
歴
史
に
お
け
る
思
想
史
の
可
能
性
の
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
歴
史
の
一
局
面
と
し
て
の
大
戦
間
期
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
想

の
果
た
し
た
意
味
、
と
い
う
具
体
的
素
材
を
も
と
に
し
て
、
歴
史
に
と
っ

て
の
思
想
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
と
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
想
の
中
で
「
歴

史
」
の
果
た
し
た
位
置
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
思
想
に
と
っ
て
の
歴
史
の

意
味
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
つ
い
て
は
膨
大
な
二
次
文
献
が
あ
り
、
「
天
使
」
に
つ
い

て
も
い
く
つ
か
先
行
研
究
が
あ
討
。
し
か
し
例
え
ば
、

「
(
タ
ル
ムl
ド
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
な
ら
ば
、
)
天
使
は
|
|
毎
瞬
に 2002 社会思想史研究 No.26



新
し
く
無
数
の
群
れ
を
な
し
て
|
1
1

創
出
さ
れ
、
神
の
ま
え
で
讃
歌
を

う
た
い
お
え
る
と
、
存
在
を
や
め
て
、
無
の
な
か
に
溶
け
こ
ん
で
い
く
。

と
い
っ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
言
説
を
と
ら
え
る
場
合
に
、
そ
れ
を
宗
教
的
、

神
秘
的
で
理
解
不
可
能
な
も
の
と
評
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
研
究
の
進
展

が
止
ま
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
本
報
告
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題

を
回
避
す
る
た
め
、
や
や
単
純
化
す
る
危
険
を
お
か
し
つ
つ
も
「
進
歩
」

概
念
に
ひ
き
つ
け
る
形
で
、
天
使
の
解
釈
を
試
み
る
。
ま
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

の
歴
史
観
と
複
製
技
術
論
を
結
び
つ
け
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
対
抗
関
係
を

み
る
と
い
う
研
究
の
視
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
わ
包
雪
国
2
3
3

の
研
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究
が
あ
お
。
筆
者
は
こ
れ
と
相
通
じ
る
問
題
関
心
を
多
く
も
ち
、
ま
た
多

分
に
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
を
結
び
つ
け
る
試
み
、
あ
る
い
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
を
媒
介
に
し
て
べ
ン

ヤ
ミ
ン
を
読
み
直
す
と
い
う
試
み
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
類
似
の
研
究
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

新
し
い
天
使
か
ら
歴
史
の
天
使
へ

クレ 作「新しい天使」

パ
ウ
ル
・
ク
レ
l

の
版
画
「
新
し
い
天
使
」
に
つ
い
て
詩
を
作
り
、
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
に
お
く
つ
た
シ
ョ
l

レ
ム
は
、
長
期
に
わ
た
り
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
個

人
的
な
親
交
と
思
想
的
交
流
の
あ
っ
た
人
物
だ
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
こ
の

版
画
を
手
に
入
れ
て
以
来
、
二

O
年
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
が
彼
の
生

と
思
考
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
シ
ョi

レ
ム
は
そ
こ
で
、
こ
の
版
画
の
作
者
グ
レ
ー
に
と
っ
て
の
天
使
の
モ
チ
ー

フ
の
意
味
に
も
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
が
、
続
い
て
そ
れ
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

に
と
っ
て
重
要
で
な
く
、
む
し
ろ
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
独
自
の
仕
方
で
こ
の
絵

を
理
解
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ョ

l

レ
ム
の
証
言
は
、
た
し
か
に

傾
聴
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
で
、
現
時
点
か
ら
ク
レ
!

と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
思
想
史
上
の
同
時
代
人
と
い
う
考
察
対
象
と
し
て
見
る

場
合
、
そ
の
証
言
を
割
り
引
い
て
考
え
る
方
が
む
し
ろ
興
味
深
い
部
分
も

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ク
レ
ー
は
と
も
に
第
一
次
大
戦
後

の
ト
ラ
ウ
マ
を
体
験
し
、
ド
イ
ツ
・
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
体
系
的
な
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
力
に
対
し
て
、
抵
抗
の
生
を
生
き
た
か
ら
で
あ
る
。

ク
レ
ー
が
「
新
し
い
天
使
」
を
製
作
し
た
の
は
一
九
二

O
年
と
さ
れ
て

企図 1
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い
る
。
こ
の
時
期
の
グ
レ
ー
に
関
す
る
論
考
に
よ
れ
ば
、
彼
は
一
九
一
六

年
か
ら
一
九
一
八
年
に
か
け
て
兵
役
を
果
た
し
、
一
九
一
九
年
に
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
を
中
心
と
し
た
大
戦
後
の
革
命
と
混
乱
の
な
か
で
社
会
主
義
的
運

動
に
も
接
近
し
た
が
、
ゴ
ル
ツ
画
廊
の
尽
力
の
も
と
、
一
九
二

O
年
の
展

覧
会
を
起
点
に
安
定
し
た
活
動
期
に
入
る
。
同
論
考
の
著
者
宅q
n
r
5
2巳
巾
門

に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
描
か
れ
た
「
飛
行
機
の
墜
落
」
は
、
第
一
次
大
戦

中
に
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
た
落
下
の
イ
メ
ー
ジ
の
集
大
成
で
あ
り
、
新
し

い
天
使
の
モ
チ
ー
フ
は
こ
れ
と
対
を
な
す
飛
朔
の
成
功
イ
メ
ー
ジ
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
も
ま
た
、
第
一
次
大
戦
後
の
時
代
の
問
題

性
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
彼
は
こ
の
大
戦
を
戦
っ
た
兵
士
た
ち
の
経
験

が
貧
困
で
あ
り
、
「
戦
後
」
の
時
期
に
人
類
全
体
が
貧
困
状
態
に
陥
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
芸
術
家
の
ひ
と
り
と
し
て
、
ク
レ
ー

を
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
「
き
わ
め
て
即
物
的
に
平
静
に
か
つ
控
え
め
に
苦

難
と
窮
乏
を
語
る
ひ
左
び
と
に
こ
そ
、
耳
を
貸
す
べ
き
時
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
ア
ド
ル
フ
・
ロ
l

ス
や
パ
ウ
ル
・
シ
ェ
l

ア
バ
ル
ト

ら
幾
人
か
の
芸
術
家
の
あ
り
方
が
論
じ
ら
れ
る
中
に
、
ク
レ
ー
の
名
が
あ

る
。
ク
レ

l

は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
人
間
」
の
ひ

と
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
時
代
精
神
と
、
歴
史
の
要
請
に
応
じ
た
「
ア
ク
チ
ユ

ア
リ
テ
ィ
l

」
を
担
う
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

ク
レ
ー
は
こ
の
頃
か
ら
画
家
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

パ
ウ
ハ
ウ
ス
で
教
鞭
を
と
る
べ
く
ド
イ
ツ
へ
招
聴
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の

後
ナ
チ
ズ
ム
の
迫
害
を
受
け
、
再
び
ス
イ
ス
へ
亡
命
す
る
。
彼
は
ユ
ダ
ヤ

人
で
は
な
い
が
、
一
九
三
三
年
か
ら
自
宅
が
家
宅
捜
索
を
受
け
、
個
人
的

な
誹
誘
・
中
傷
の
新
聞
記
事
を
載
せ
ら
れ
、
ま
た
パ
ウ
ハ
ウ
ス
の
職
を
停

• 〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

職
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一

O
二
点
あ
ま
り
の
作
品
が
押
収
さ
れ
た
と

い
う
。
一
九
三
七
年
に
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
開
催
し
た
「
退
廃
美
術
展
」
に

お
い
て
、
彼
の
作
品
も
ま
た
、
退
廃
美
術
の
一
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

な
ぜ
ク
レ
ー
は
こ
の
よ
う
に
ナ
チ
ズ
ム
に
迫
害
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
確
認

し
た
い
の
は
、
退
廃
(
何
回S
2
5

開
・
英
語
で
は
号
四2
0
5
5
5

が
本
来
、
生

物
学
的
な
文
脈
で
語
ら
れ
る
「
退
化
」
を
一
示
す
言
葉
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど

進
化
デ
邑
5
5

ロ
の
対
語
に
あ
た
る
と
と
で
あ
る
。
進
化
論
の
興
隆
に
つ

れ
、
そ
れ
が
強
い
価
値
判
断
を
伴
い
単
純
化
さ
れ
た
社
会
進
化
論
の
文
脈

に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

ナ
チ
ズ
ム
は
学
問
や
芸
術
に
お
い
て
も
「
健
全
な
も
の
」
、
「
わ
か
り
や
す

い
も
の
」
の
み
に
価
値
が
あ
る
と
し
て
、
図
式
的
な
価
値
判
断
を
行
な
っ

た
の
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
、
退
廃
美
術
展
に
一
不
さ
れ
た
ク
レ
!
の
ニ
一
日
説
、
「
私
を
こ
の

世
の
こ
の
瞬
間
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
私
は
死
者
と
も

生
ま
れ
ざ
る
も
の
と
も
一
緒
に
生
き
て
い
る
か
ら
だ
」
と
い
う
引
用
句
に

着
目
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
過
去
や
未
来
と
の
連
続
性
を
担
う
者
」
対
「
そ

の
退
廃
性
を
糾
弾
す
る
者
」
と
い
う
構
図
が
見
え
て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
の
示
し
た
通
り
、
老
い
や
病
、
死
な
ど
人
間
に
と
っ
て
い
か
ん
と
も
し

が
た
い
宿
命
に
対
し
て
、
従
来
は
宗
教
が
、
個
人
は
死
ん
で
も
過
去
や
未

来
と
つ
な
が
っ
て
生
き
続
け
る
と
い
う
人
間
の
連
続
性
を
喚
起
し
、
宿
命

に
耐
え
る
術
を
提
供
し
て
き
た
。
や
が
て
近
代
の
啓
蒙
期
に
宗
教
の
権
威

が
揺
ら
ぎ
始
め
る
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
こ
の
課
題
を
引
き
継
ご
う
と

す
る
一
方
、
生
物
学
的
進
化
論
を
初
め
と
す
る
諸
学
問
に
よ
っ
て
担
わ
れ

た
進
歩
主
義
は
、
連
続
性
を
捨
象
し
よ
う
と
す
る
対
立
的
な
立
場
に
立
つ

2002 社会思想史研究 No.26



た
。
ナ
チ
ズ
ム
は
さ
ら
に
単
純
化
し
た
形
の
進
歩
主
義
の
方
針
を
打
ち
出

し
、
連
続
性
に
よ
っ
て
克
服
を
試
み
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
病
、
死
な
ど

の
問
題
を
「
退
廃
」
の
名
の
下
に
切
り
捨
て
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ズ
ム
に

と
っ
て
ク
レ

l

は
、
の
ぞ
ま
し
く
な
い
課
題
に
従
事
す
る
反
社
会
的
芸
術

家
で
あ
っ
た
。

ク
レ
l

は
三
0
年
代
も
ナ
チ
ズ
ム
に
抵
抗
す
る
形
で
活
動
を
続
け
た
が
、

死
期
の
近
づ
く
中
で
再
び
天
使
の
モ
チ
ー
フ
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
の
時
期
の
グ
レ
ー
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、
一
九

四
O
年
の
段
階
で
新
し
い
天
使
を
「
歴
史
の
天
使
」
と
し
て
考
察
し
直
し

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
ク
レ

l

自
身
の
問
題
意
識
に
対
応
し
て
い

る
。
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抵
抗
の
方
法
|
|
天
使
に
依
拠
し
て

企クレ 作、「飛行機の墜落j

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
歴
史
観
は
、
「
歴
史
を
逆
な
で
す
る
」
よ
う
に
過
去
、
歴

史
と
の
関
わ
り
を
も
っ
唯
物
論
的
な
歴
史
観
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
こ
で
着

目
す
る
の
は
、
歴
史
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の
複
製
の
あ
り
方
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
歴
史
主
義
は
常
に
歴
史
上
の
勝
利
者
、
支
配
者
の
側
に
立

ち
、
そ
の
戦
利
品
を
文
化
財
と
呼
ん
で
保
護
し
て
い
る
た
め
、
文
化
財
や

文
化
の
伝
達
が
そ
れ
自
体
、
野
蛮
な
契
機
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
歴
史
を
単
線
的
に
と
ら
え
る
流
れ
か
ら
断
絶
し
、
過
去
と
の
新
た
な

関
係
を
求
め
る
歴
史
観
を
彼
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
キ
!
と
な

る
の
が
複
製
技
術
で
あ
り
、
広
義
の
「
複
製
」
の
概
念
で
あ
る
。

複
製
技
術
は
過
去
の
あ
る
瞬
間
を
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
を
現
前
化
さ
せ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ゼ
!
シ
ヨ

ン
の
手
法
で
あ
る
。
そ
の
際
、
複
製
技
術
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
ア
ウ
ラ
を

消
失
さ
せ
、
神
秘
性
、
権
威
を
奪
う
。
ま
た
真
偽
の
別
や
厳
格
さ
を
無
化

し
、
無
拘
束
な
遊
戯
空
間
を
開
く
。
カ
メ
ラ
ア
イ
の
実
践
は
、
人
が
そ
れ

ま
で
も
ち
得
な
か
っ
た
視
覚
を
可
能
と
し
、
伝
統
か
ら
自
由
な
平
等
の
感

覚
を
世
界
に
行
き
渡
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
手
法
で
捉
え
ら
れ
た
歴
史

は
、
ひ
と
つ
の
写
真
の
よ
う
に
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
過
去
の
あ
る
一
点

と
現
在
が
「
い
ま
・
こ
こ
」
と
し
て
一
体
化
す
る
。
そ
れ
は
、
現
在
を
過

去
か
ら
連
綿
と
続
く
物
語
の
最
後
部
と
理
解
す
る
よ
う
な
、
す
な
わ
ち
歴

史
の
単
線
的
進
歩
・
進
化
を
信
じ
る
立
場
と
な
じ
ま
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
そ

れ
は
、
支
配
者
の
物
語
、
支
配
者
へ
の
感
情
移
入
に
よ
っ
て
成
立
す
る
歴
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史
観
と
対
立
す
る
。
こ
れ
が
広
義
の
、
存
在
様
式
と
し
て
の
複
製
の
意
味

で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
の
よ
う
な
複
製
概
念
に
可
能
性
を
見
出
し
、

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
略
の
主
眼
と
し
た
。

無
論
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
楽
観
主
義
は
い
く
ぶ
ん
、
差
し
引
い
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
自
身
が
す
で
に
一
九
三
六
年
の
論
考
で
指
摘
し
た

と
お
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
側
も
ま
た
、
大
衆
社
会
を
背
景
と
し
て
勢
力
を

増
大
さ
せ
る
際
に
、
複
製
技
術
を
戦
略
的
に
取
り
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

彼
ら
は
複
製
に
、
時
の
支
配
者
の
望
む
よ
う
な
一
意
的
な
意
味
を
担
わ
せ
、

排
除
さ
れ
る
は
ず
の
ア
ウ
ラ
や
物
語
を
回
収
し
て
、
む
し
ろ
感
情
移
入
に

よ
る
理
解
を
求
め
た
。
複
製
技
術
自
体
、
当
時
、
飛
躍
的
に
発
達
し
た
技

術
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
へ
の
期
待
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
技
術
至
上
主
義
、

進
歩
主
義
と
危
う
い
点
で
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
入
り
込
ん
だ
点
を
注
意
深
く
選
り
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
進
歩
自
体
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が

「
特
定
の
歴
史
的
変
化
の
尺
度
で
は
な
く
、
:
:
:
全
体
性
に
お
け
る
歴
史
過

程
の
象
徴
と
な
る
と
き
、
進
歩
は
歴
史
の
批
判
た
り
う
る
こ
と
を
や
め
る
」

の
で
あ
る
。
連
続
性
で
は
な
く
、
歴
史
的
変
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ア
ク
チ
ユ

ア
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
は
有
効
と
な
る
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
指
摘
す
る

よ
う
に
、
複
製
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
各
自
に
も
た
ら
さ
れ
る
同
時
進
行

的
な
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ゼ

l

シ
ヨ
ン
、
同
時
性
の
意
識
、
あ
る
い
は
こ
れ
を

も
と
に
し
た
連
続
性
の
意
識
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
意
識
自
体
が
悪
い
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
系
列
化
し
、
閉
じ
た
共
同
体
の
契
機
と
し
よ
う
と
す

る
、
権
力
の
介
入
の
あ
り
か
た
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

• 〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

四

お
わ
り
に

以
上
を
踏
ま
え
、
歴
史
の
な
か
で
の
複
製
の
可
能
性
を
考
え
る
。
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
も
「
比
較
の
亡
霊
」
と
い
う
タ
l

ム
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
例

え
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
も
、
成
立
の
き
っ
か
け
は
「
均
質
で
空

虚
な
時
間
」
の
同
時
性
、
連
続
性
、
同
質
性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず

そ
こ
に
比
較
の
契
機
を
含
み
、
単
な
る
レ
プ
リ
カ
、
つ
ま
り
媛
小
化
さ
れ

た
複
製
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
異
質
な
要
素
の
導
入
を
必
要
と
す
る
と

こ
ろ
に
、
お
そ
ら
く
そ
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
複
製
が
ア
ク
チ
ュ
ア

ラ
イ
ズ
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
過
去
自
身
か
ら
の
断
絶
に
お
い
て

で
あ
る
。

(
な
か
や
ま
・
ち
か
こ
)

注

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

図
1

参
照
。

図
説
巳
F
O円
同
・
巴a
・
4司
何
百
官5
5
0
n
g
∞
N

・5
g
・

回
0
2
自
民
p
g
N
H
b由
、3
・
邦
訳
一
七
頁
。

学
会
報
告
時
に
細
見
会
員
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記

し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

p
e
a
-
5
2
・
し
か
し
同
書
は
写
真
論
で
あ
り
、
本
報
告
と
視
点
が
異

な
る
。

(
6
)
印
n
g
z
B
・
5
芯
・
邦
訳
一
七
四
l

五
頁
。

(
7
)
当
時
n
r目

2
2
0
F呂
田
由
・
唱NA
F
Hま
た
「
飛
行
機
の
墜
落
」
は
図2
参
照
。

(
8
)
切
。
口
]
巳
H
t
p
S
N
H
\
5
3
・
邦
訳
一
四
頁
。

(
5
)
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9 

「
芸
術
家
が
数
学
を
た
よ
り
に
し
て
、
-
ク
レ
ー
の
よ
う
に
技
術
に
依

拠
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
芸
術
家
の
眼
中
に
あ
っ
た
の
も
、
最
初
か
ら

す
べ
て
を
や
り
な
お
そ
う
と
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
'
ク
レ
ー

の
絵
は
、
そ
の
人
物
の
表
情
に
お
い
て
、
何
よ
り
も
内
面
の
声
に
し
た

が
っ
て
い
る
。
と
れ
は
、
内
面
性
で
は
な
く
、
内
面
そ
の
も
の
と
い
っ

た
ほ
う
が
い
い
。
」
切
E
V
E
-ロ巴
u
ω

邦
訳
一
O
一
頁
。

斎
藤
5
8
・
8
・
ω
8
ー
包
∞
・
た
だ
し
一
方
で
、
ナ
チ
ズ
ム
は
ク
レ
l

の

絵
を
海
外
に
売
却
し
て
お
り
(
寺
門
編
5
8

・
二
四
七
頁
)
、
そ
の
意
味

は
さ
ら
に
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
「
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
だ
と
か
、
ダ
ダ
イ

ズ
ム
と
い
っ
た
総
括
的
概
念
で
:
:
:
精
神
錯
乱
的
、
退
廃
的
人
間
の
病

的
な
奇
形
が
、
:
国
家
的
に
公
認
さ
れ
た
芸
術
と
し
て
賛
美
さ
れ
て

い
る
の
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
-
Z
i
-
-
-

国
民
が
精
神
的
錯
乱
の
手
中
に
追

い
立
て
ら
れ
る
の
を
阻
止
す
る
の
は
、
国
家
管
理
に
属
す
る
仕
事

で
あ
る
。
」
(
邑
己O
F
H
S一
ア
邦
訳
上
巻
、
三
六
八
頁
)
等
。

一
九
二
O
年
の
ツ
ア
l

ン
(
ゴ
ル
ツ
画
廊
)
の
ク
レ
l

論
か
ら
引
用
さ

れ
た
。
(
斎
藤
一
九
九
五
)

旨
丘
R
E
P
S
2

邦
訳
三
三
四
頁
。

一
九
二
八
年
の
『
ド
イ
ツ
芸
術
通
信
』
は
、
す
で
に
ナ
チ
ズ
ム
的
な
評

価
を
ク
レ
l

に
下
し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
ク
レl
の
ハ
ン
セ
ン
病
に

権
っ
た
聖
者
と
も
、
不
気
味
な
「
幽
霊
」
や
絵
画
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
も
、
か
れ
の
純
然
た
る
理
知
的
な
形
式
遊
戯

と
も
、
ま
っ
た
く
関
係
は
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
・
・
:
:
わ
れ
わ
れ
の
敵

の
な
か
で
、
「
も
っ
と
も
成
功
し
た
」
一
人
の
名
と
し
て
覚
え
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
;
ド
イ
ツ
国
民
の
よ
う
な
何
千
万
も
の
強
力
な

民
族
が
、
こ
ん
な
意
識
的
な
破
壊
の
仕
事
を
言
葉
巧
み
に
売
り
つ
け
ら

れ
て
い
る
・
」
(
平
井
一
九
九
四
、
一
九
O
頁
)

例
え
ば
一
九
三
八
年
、
パ
リ
で
の
「
自
由
美
術
家
協
会
」
の
組
織
に
参

10 11 12 14 13 15 

加
し
、
ま
た
ロ
ン
ド
ン
の
パ
!
リ
ン
ト
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ズ
の
「
二
十
世

紀
ド
イ
ツ
美
術
展
」
に
も
一
五
点
出
品
し
、
好
評
を
得
た
。
(
司
。
唱

2
P

5
定
・
司
N
g
N
8
・
ま
た
『
芸
術
の
危
機
』
の
「
パ
ウ
ル
・
ク
レl
」
の

項
目
、
二
九
一
頁
)

「
歴
史
の
天
使
は
こ
の
よ
う
な
様
子
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
か
れ
は
顔
を

過
去
に
向
け
て
い
る
。

-
a
(
楽
園
か
ら
吹
い
て
く
る
)
強
風
は
天
使

を
、
か
れ
が
背
中
を
向
け
て
い
る
未
来
の
ほ
う
で
不
可
抗
的
に
運
ん

で
い
く
。
目
ぼ
く
ら
が
進
歩
と
呼
ぶ
も
の
は
、
こ
の
強
風
な
の
だ
。
」

固
め
ロE
B
B
-
S斗
営
・
邦
訳
一
一
九
二

O
頁
。

(
げ
)
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ニ
ュ
ー
ス
映
画
等
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。
ま
た
リ
l

フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
映
画
等
も
ナ
チ
ズ
ム
に
戦
略
的
に
用
い
ら
れ
た

一
例
で
あ
る
。

図
。
ロ
盲
目
E
.
H申
m
w
u
Z
5

・H
・
官
・
叶
{
)

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
複
製
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
印
刷
技
術
、
出
版
資
本
主

義
の
重
要
性
を
と
ら
え
、
新
聞
や
小
説
の
役
割
を
論
じ
た
。
系
列
化
に

つ
い
て
は
〉
包
耳
切
自
呂
田
、
三
版
で
付
け
加
え
ら
れ
た
最
後
の
二
章
に

詳
し
い
。

旨
丘
2
8
P

早
川
お
・
の
題
名
で
あ
り
、
ま
た
主
題
で
あ
る
。

16 19 18 
~ ~ 

20 
〉
出
血O
円
ω
。
ロ
w
回
・

1
5
2
・
富
島
町
言
礼
会
遣
さ
私
立
S
h
ミ
R
S
2
S
S
R

。
諸
国.3富
札
旬
、
、
富
弘
三

さ
さ
き
【
百
戸
E
E
o
ロ
\
Z
2
4。
円
昨
日
〈
2
8

・
(
『
増
補
想
像
の
共
同

体
|
|
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』
白
石
さ
や
・
白
石
隆
訳
、

N
T
T

出
版
、
一
九
九
七
年
)

ム
申
S
F
5

且
己
注
。P
E
E
r
円
z
z
s
・
の
(
色
)
w』
向
島
幸
誌
を
s
S
富
・

戸
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昆
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口\
Z
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E
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U
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E
-

呂
志
・
豆
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s
B
z
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~
s
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P
R
S
S

三
h
E

喜
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苦
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-
F
O
E
s
h
L
2
5長
一
5
2

・



句
和司

• 会
心
叩
仰
や
る
け
吋
川
崎
剛
山
W
E
品
川
一
割
刷
出
〈

d
h
r
hモ
入
、
叫
〉

Balakrishnan, G. 1996. The national imagination, Balakrishnan, G. (ed.), 

Map抑留 the nation , London川ewYork : Verso 

Benjamin，収

ー192ν1977.Ankündigungder Zeitschrift:Angelus Novus, .G四am間，elte

Schrも庁'en II-1, pp. 2241-246. Tiedemann, R, et al (edふ

Frankfurt: Suhrkamp Verlag. (r繰;Iì主『窯J ニH<巡j 8M刊日」

『燕..J:;'H<駆j ~~犬、_. "í 入午 ，， 1 入判事是土地眠出 'mgj状記'

1 -F-tJ-F母)

-1933/1977, Erfahrung und Armut, G白ammelte Schriften II -1, pp, 

213-219. Tiedemann, R, et al (ed.), Frankfurt: Suhrkamp 

Verlag. (r騨醤AJ細菌J W時R認喜字詰害~ ~~ミミ之、_. "í 入午

111 入神社城 ~I' t1!~-p<ギ， 1 -F 1く長崎)

-1966/1972, Briefe, hrsg. Scholem G. und Adorno T. w., Bd. II. 

Frankfurt am Main. (W仰堰 ~-1910-1928~ '~~え hー・

て入ト 111 入榊社輔自 ， m~状記， 1 -F-tJ 1 I ll:ト)

-1966/1975. Briej量， hrsg. Scholem G. und Adorno T. w., Bd. 1. 

Frankfurt am Main. (W抑涯円一一191O-1928~ ~~ ~ミ~_.

Y 入 ，r lll 入樽社縦~' mæ-l><ギ， 1 -F-tJ同社ト)

-1973. fllu問inatio附， Arendt, H. (ed.) andZohn, H. (trs.), London: 

FontanalCollins. 

-1978a. Uber den Begri旺 der Geschichte, Gesammelte Schr併en 1-2, 

Tiedemann, R, et al (ed.), Frankfurt: Suhrkamp Verlag. (r闘

争(艇が iト-'fJ J 匝ii;t;:通信， W時平毛主~~字詰u ~~ヘミミ hー・て

入争 ，， 1 入榊社蝶，...，' m!ll゙�:;l;i' I -F K 平宅地士)

-1978b. Das Kunstwerk im Zeitalter seiner technischen Reproduzi町ー

barkeit, Gesammelte Schペ庁間 1-2，てriedemann， R, et al (ed.), 

Frankfurt : Suhrkamp Verlag. (r望書感I話器~8世ギ:d.~与なの州

通~~ilgJ !n[*ぷ趨ミヨ穏， W型車部t括返堂土:8t1~*~ ~トミミhー

。も

さ
1983. Re. the theory of knowledge, theory of progress，仕s， BySi- 吋

ebu抽， R., Smith, G目 (ed.) ， B明酬in: Philosophy, HJ日同， 潟

e、

~ 

-て入 Jr- rr( 入榔造紙C\J mæ状記， 1 -F-tJ O叶)

A田thet幻， Chicago/London: The University of Chicago Press. 

Cadava, E. 1997. 陥油 ofLight: Th町田 on the Phot，ψaPhy 01 Histoη， 民

自芸
品{
正当
田国
4同
寸斗
干、一

Princeton : Princeton University Press. 

Frowein, C. 1984. The Exhibition of 20th Century German Art in London 

1938 : eine Antwort auf die Ausstellung > Entartete Kunst< in 

M�chen 1937, Exi(伽'schung， Bd. 2. pp. 212-237 

Haselberg, P. von 1975. Benjamins Engel, MaterialienzuBe加ifam加初出仰

>�er tkn Begriff der Geschichte く， Frankfurt: S吐立kamp.

Hitler, A. 1927. MeinKa閣が; (併猷 1 ~苦起晴香 W ，g:己堕緋~ <íICミ仰坦'

1 -F-tJ 111 叶)

Jay, Martin 1998/2001. Walter Benjamin, Remembrance, and the First 

World War, <yamamoto, T, (ed.) Philosoph町dルS伊坦β叩おcio­

Cultural Transþ帥明a加n:l均四ulVwle:町eandModernEra， (EHESC/ 

Rowman & Littlefield) r て入ト Ir(;γ 同題'総 1 ，紙記Hli;+<岩手」

(ぬ豊臣揺， W自主事局~ -F 11 -Fゆ. 11001 ，小 -F, pp. 4-31) 

Scholem, G. 1972, Walter Benjamin und sein Engel, (r'~トーともー・

''í入 ，r lll 入 AJ 主~8 H<巡 J I1:H世話匝剖荷量， W~ど国税~ 1 -F -tJ fIヰ
地ト' ド同， pp. 166-194) 

Schulte, C. 1997, Psychopathologie des fin de si鐵le: Der Kul，白lrkritiker，

Arzt仰dZionist Max Nordau , Frankfurt am Main : Fischer. 

Smith, G. (ed) 1983. Benjamin:Philosophy, HJ日toη" Aesthet.附， Chicago/ 

London : The University of Chicago Press. 

Werckmeister, O. K. 

-1982, Walter Benjamin, Paul Klee, and the Angel of History, opｭ
μs伽店 :aJow捌か ldé邸 and Cri批間 inA励倣由de， Fall: 



歴史と思想のダイナミズム〉〈特集• 19 

同
印-
H
C
ω
H
N

印
・

-
H由
∞
申
・
豆
、
書
与
な
時
局
弓

Q
ミ
包
君
・
2
Q

喜
需

H
U
~
h
t
N
U
N
-
-
(
U
F
F
E

問
。
一
、
H
Z

d
回
一z
a
-
q
。
『
円U
F
H
E問
。
司2g
-

斎
藤
郁
夫
一
九
五
五
「
ク
レ

l

、
ノ
ル
デ
と
退
廃
美
術
i
l

内
面
に
お
け
る

結
晶
と
豊
穣
」
(
『
芸
術
の
危
機
ヒ
ト
ラ
ー
と
〈
退
廃
美
術
)
』
神
奈
川

県
立
近
代
美
術
館
他
編
)

寺
門
臨
太
郎
他
(
編
)
一
九
九
三
『
パ
ウ
ル
・
ク
レ
l

の
芸
術
』
(
愛
知
県
美
術
館
)

平
井
正
一
九
九
四
『
ダ
ダ
/
ナ
チ

S
N
φ
s
a

』
(
ド
イ
ツ
・
悲
劇
の
誕
生
3

、

せ
り
か
書
一
房
)

リ
ュ
テ
イ
ヒ
ヤ
ウ

(
F
E
R
E
三
-
g

ロ
)
一
九
九
五
「
狂
気
の
極
み
|
|
〈
退

廃
美
術
展
)
に
先
立
つ
近
代
美
術
の
「
病
理
学
化
」
に
つ
い
て
」
(
河
合

哲
夫
訳
、
『
芸
術
の
危
機
|
|
ヒ
ト
ラ
ー
と
(
退
廃
美
術
〉
』
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
他
編
に
収
録
)

付

コ
仁M

E
-
-
云
u
R

な
お
、
こ
の
報
告
を
も
と
に
、

E

・
ユ
ン
ガ
!
と
の
比
較
を
加
え
て
「
天

使
の
顔
|
|
大
戦
間
期
の
複
製
技
術
と
総
動
員
」
(
東
京
外
国
語
大
学
海

外
事
情
研
究
所
『
ク
ア
ド
ラ
ン
テ
』
第
四
号
、
二
O
O
二
年
三
月
、
二

一
七
三
五
頁
)
に
ま
と
め
た
。
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〈シンポジウム〉歴史は何を語るごとができるか

「
歴
史
は
何
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
問
題
が
本
日
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
与
え
ら
れ
た
テ
l

マ
で
す
。
こ
の
種
の
聞
い
に
対
し
て
、
人
は

「
歴
史
は1
を
語
っ
て
い
る
」
と
い
う
形
で
、
特
定
の
社
会
集
団
、
民
族
と

か
階
級
の
特
権
的
地
位
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
例
と

し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
「
歴
史
な
き
民
族
」
の
取
り
扱
い
の
問

題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
歴
史
な
き
民
族
」
と
い
う
表
現
は
、

マ
ル
ク
ス
、
と
く
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
表
現
で
、
自
前
の

ネ
イ
シ
ヨ
ン
・
ス
テ
イ
ト
を
つ
く
る
力
の
な
い
小
民
族
の
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス

ト
を
販
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
日
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
歴
史
認
識
の
な
か
で
の
民
族
の
問
題
、
そ
れ
と
「
歴
史
な
き

民
族
」
の
意
義
づ
け
を
転
換
さ
せ
た
オ
l

ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
民

族
理
論
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
え
て
み
ま
す
。

こ
の
表
現
は
へ
l

ゲ
ル
の
歴
史
認
識
に
由
来
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
へ
l

ゲ
ル
の
『
歴
史
哲
学
講
義
』
を
み
ま
し
ょ
う
。
へ
|

ゲ
ル
は
歴
史
は
単
に
過
去
に
お
こ
っ
た
事
実
で
は
な
く
、
歴
史
叙
述
で
も

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
は
言
語
、
と
く
に
書
か
れ

た
言
語
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
へ

l

ゲ

ル
に
と
っ
て
、
「
現
実
の
自
由
と
い
う
真
の
地
平
を
踏
ま
え
な
い
民
族
は
、

言
語
の
発
達
は
あ
っ
て
も
、
歴
史
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
い
。
言
語
の
先

進
性
と
国
民
の
先
行
性
は
、
国
家
が
あ
ら
わ
れ
、
本
来
の
国
家
形
成
が
は

じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
は
じ
め
て
、
具
体
的
な
理
性
の
あ
り
か
た
を
し
め
す

も
の
と
し
て
、
意
味
を
も
ち
、
関
心
を
ひ
く
も
の
と
な
る
の
で
す
。
」
歴
史

に
到
達
で
き
る
の
は
自
由
な
民
族
だ
け
で
あ
り
、
自
由
と
い
う
も
の
は
、

国
家
形
成
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
地
平
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と

い
う
の
が
へ
l

ゲ
ル
の
論
理
で
す
。
へ
l

ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
は
、
こ
の
観

点
か
ら
諸
民
族
の
世
界
史
に
お
け
る
意
義
を
測
る
も
の
で
あ
り
、
彼
に
と
つ
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て
は
、
歴
史
は
ド
イ
ツ
民
族
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
卓
越
性
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
国
家
形
成
と
い
う
観
点
を
へ
|
ゲ
ル
か

ら
受
け
継
い
で
、
諸
民
族
を
「
歴
史
的
な
民
族
」
と
「
歴
史
な
き
民
族
」

に
区
別
し
、
「
歴
史
な
き
民
族
」
と
分
類
さ
れ
た
人
々
が
自
前
の
国
家
を
形

成
し
よ
う
と
す
る
の
を
噺
笑
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
非
難
の
的
と
し
た
の
は
、

ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
の
唱
え
る
「
民
族
性
原
理
」
で
し
た
。
「
民
族
性
原
理
」

と
は
、
ど
の
民
族
も
自
分
の
国
家
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
民
族
は

一
つ
の
国
家
に
結
集
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
、
十
九
世
紀
に
高
揚

し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
ど
の
民

族
も
自
前
の
国
家
を
つ
く
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
主
張
に
、
と
く
に
非
難

を
浴
び
せ
ま
す
。
「
あ
る
民
族
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
重
要
性
や
生
活
力
は
、

民
族
性
原
理
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
な
ん
ら
意
義
を
も
た
な
い
。
」
民
族
性

原
理
に
従
え
ば
、
ワ
ラ
キ
ア
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
イ
タ
リ
ア
人
と
、
ヴ
ェ
ー

ル
ズ
人
と
マ
ン
島
人
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
「
同
等
の
、
独
立
の
政
治
的
存
在

を
い
と
な
む
権
利
を
も
つ
こ
と
に
な
る
」
が
、
「
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
す
べ

て
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
り
、
あ
さ
は
か
な
人
び
と
の
日
を
く
ら
ま
す
俗
う

け
の
す
る
衣
装
を
着
せ
ら
れ
、
便
利
な
文
句
と
し
て
使
わ
れ
、
必
要
な
場

合
に
は
投
げ
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る
J
エ
ン
ゲ
ル
ス
に

は
、
小
民
族
が
国
家
形
成
を
す
る
こ
と
に
何
の
同
情
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

諸
民
族
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
史
的
な
重
要
度
の
差
異
が
あ
る
と
い
う
へi

ゲ
ル
の
論
理
が
、
特
定
の
民
族
や
国
家
の
正
当
化
の
た
め
で
は
な
く
、
現

存
社
会
の
全
面
的
変
革
と
い
う
別
の
展
望
の
な
か
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
共
産
党
宣
言
』
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
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で
は
、
全
階
級
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
二
大

階
級
に
分
裂
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア

社
会
の
墓
掘
り
人
と
し
て
成
長
し
て
く
る
と
主
張
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
が
特
権
的
な
変
革
主
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。
ま
た
民
族
問
題

に
つ
い
て
は
「
諸
民
族
の
国
民
的
な
分
離
と
対
立
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
た
貿
易
の
自
由
が
う
ち
た
て
ら
れ
、
世
界
市

場
が
生
ま
れ
、
工
業
生
産
や
そ
れ
に
照
応
す
る
生
活
諸
関
係
が
一
様
化
す

る
に
つ
れ
て
、
今
日
す
で
に
し
だ
い
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
支
配
は
、
こ
の
状
態
の
消
滅

を
い
っ
そ
う
は
や
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
特
権
的
主
体
に
よ
る
変
革
が
普

遍
的
な
解
放
を
も
た
ら
す
こ
と
を
展
望
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
見
て
と

れ
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
民
族
的
な
対
立
は
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
発
展
が
未
だ
不
十
分
な
段
階
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

社
会
の
枠
内
で
も
、
工
業
生
産
の
進
展
と
と
も
に
民
族
的
な
対
立
は
消
滅

し
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
近
代
社
会
固
有
の

問
題
と
し
て
の
民
族
的
対
立
の
深
刻
さ
は
、
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う

0

マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
と
っ
て
は
、
資
本
が
生

み
出
す
巨
大
な
生
産
力
と
そ
れ
を
継
承
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う

特
権
的
存
在
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
民
族
対
立
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
解
放
事
業
の
な
か
で
解
消
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
世
界
史
的
な
流
れ

か
ら
は
ず
れ
た
小
民
族
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
は
取
る
に
足
ら
ぬ
存
在

で
あ
り
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
が
掲
げ
る
「
民
族
性
原
理
」
に
執
着
す
る
こ

と
な
ど
は
愚
の
骨
頂
で
あ
っ
た
の
で
す
。
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
ま
ず

も
っ
て
政
治
支
配
を
獲
得
し
て
、
国
民
的
な
階
級
の
地
位
に
の
ぼ
り
、
み
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ず
か
ら
を
国
民
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
も
、
と
り
あ
え

ず
一
国
規
模
の
権
力
獲
得
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
意
味
を
持
つ
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
特
権
的
地
位
を
歴

史
に
語
ら
せ
て
い
た
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
抑
圧
さ
れ
た
小
民
族

と
い
う
別
個
の
変
革
主
体
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
1

は
、
民
族
問
題
を
近
代
固
有
の
問
題
と
考
え
、

民
族
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
り
、
民
族
政
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
本
格
的
に
考
え
た
最
初
の
人
だ
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
民
族
性
原
理
」
に
対
す
る
噺

笑
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
「
民
族
性
原
理
」
が
歴
史
の
一
定
の
段
階
で

も
つ
意
義
を
承
認
し
ま
し
た
。
レ
l

ニ
ン
は
こ
の
カ
ウ
ツ
キ

l

の
立
場
を

さ
ら
に
進
め
て
、
二
疋
の
歴
史
的
状
況
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
積

極
的
に
支
持
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。
オ

l

ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス

主
義
の
オ
ッ
ト
l
-

パ
ウ
ア
l

は
大
著
『
民
族
問
題
と
社
会
民
主
主
義
』

の
な
か
で
、
「
民
族
性
原
理
」
の
意
味
変
換
を
お
こ
な
い
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス

ト
に
接
近
し
ま
し
た
。

パ
ウ
ア
l

は
、
国
家
と
民
族
と
を
不
可
分
の
も
の
と
す
る
ナ
シ
ヨ
ナ
リ

ス
ト
の
「
民
族
性
原
理
」
に
代
え
て
、
「
社
会
主
義
的
民
族
性
原
理
」
を
提

起
し
ま
す
。
パ
ウ
ア
l

は
、
社
会
主
義
社
会
で
は
、
国
際
法
共
同
体
と
い

う
一
種
の
世
界
連
邦
の
な
か
に
、
各
民
族
的
共
同
社
会
が
組
み
込
ま
れ
、

そ
こ
で
民
族
的
な
自
治
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
構
想
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
カ
l

ル
・
レ
ン
ナ
l

の
『
国
家
と
民
族
』
お
よ
び
『
国
家
を
め
ぐ

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
諸
民
族
の
闘
争
』
で
の
提
唱
の
継
承
で
す
が
、
こ
の
構

想
を
「
社
会
主
義
民
族
性
原
理
」
と
呼
ぶ
の
は
、
パ
ウ
ア
l

の
独
創
で
あ

〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

り
、
こ
の
よ
う
な
「
民
族
性
原
理
」
の
換
骨
奪
胎
は
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
や
レ

ン
ナ
!
と
比
べ
て
も
パ
ウ
ア

l

に
特
徴
的
な
も
の
で
す

Q

こ
の
よ
う
な
「
民

族
性
原
理
」
の
意
味
変
換
は
、
彼
の
民
族
把
握
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

カ
ワ
ツ
キ
ー
や
レ
ン
ナ
ー
が
、
近
代
国
家
と
近
代
民
族
の
問
題
と
し
て

民
族
問
題
を
考
察
し
た
の
に
対
し
て
、
バ
ウ
ア

l

は
、
民
族
と
い
う
存
在

を
、
「
氏
族
共
産
主
義
」
の
時
代
か
ら
将
来
の
社
会
主
義
社
会
と
い
う
人
類

史
を
貫
く
も
の
だ
と
考
え
ま
し
た
。
パ
ウ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
民
族
の
第
一

段
階
は
、
氏
族
共
産
主
義
と
遊
牧
農
業
の
時
代
で
、
そ
こ
に
は
血
統
共
同

体
と
し
て
の
統
一
し
た
民
族
が
あ
り
ま
し
た
。
定
住
農
業
の
開
始
と
と
も

に
、
古
い
民
族
は
、
一
方
で
は
支
配
階
級
の
民
族
共
同
体
へ
、
他
方
で
は

民
族
の
隷
属
民
へ
と
分
裂
し
ま
す
。
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
民
族
的
文

化
共
同
体
と
民
族
の
隷
属
民
へ
と
の
分
裂
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、
民
族
的

統
一
へ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
段
階
の
社
会
主
義
に
な
っ

て
、
統
一
し
た
民
族
は
復
活
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
民
族
は
教
育
共
同
体
、

労
働
共
同
体
、
文
化
共
同
体
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
ま
す
。
パ
ウ
ア

l

の

民
族
把
握
は
、
本
源
的
状
態
↓
疎
外
状
態
↓
回
復
さ
れ
た
本
源
的
状
態
と

い
う
、
一
種
の
疎
外
革
命
論
的
歴
史
発
展
観
を
表
し
て
い
ま
す
。
第
二
段

階
の
状
態
を
変
革
す
る
主
体
は
、
民
族
の
隷
属
民
と
し
て
の
勤
労
大
衆
で

す
。疎

外
論
的
歴
史
発
展
観
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
『
へ
l

ゲ
ル
法
哲
学
批

判
序
説
』
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
、
「
疎
外
さ
れ
た
存
在
」
に
よ
る

「
歴
史
の
奪
還
」H
革
命
に
よ
る
歴
史
の
転
換
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
ま

す
。
マ
ル
ク
ス
は
疎
外
論
的
発
展
観
を
後
期
に
置
い
て
も
完
全
に
捨
て
去
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
期
以
降
の
経
済
学
研
究
に
よ
っ
て
生

産
力
の
発
展
に
よ
る
進
化
論
的
発
展
観
の
傾
向
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
歴
史
観
は
さ
ら
に
進
化
論
的
傾
向
が
強
い
も
の
で
、
彼
の
教

え
子
た
ち
の
、
第
二
イ
ン
タ
ー
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
も
生
産
力
的

な
進
化
論
的
歴
史
発
展
観
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ウ
ア
l

は
、
進
化
論
的
歴
史
観
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
カ
ウ
ツ
キ
ー
か
ら

継
承
し
ま
す
が
、
初
期
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
「
疎
外
さ
れ
た
存
在
」
と
し

て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
「
民
族
の
隷
属
民
」
を

発
見
し
ま
す
。
パ
ウ
ア
l

の
民
族
規
定
は
、
自
然
共
同
体
、
文
化
共
同
体
、

性
格
共
同
体
、
運
命
共
同
体
な
ど
、
多
様
で
、
錯
綜
し
た
も
の
で
す
が
、

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
民
族
は
、
文
化
共
同
体
と
し
て
の
民
族
で
す
。

氏
族
共
産
主
義
時
代
と
社
会
主
義
時
代
の
民
族
は
統
一
し
た
存
在
で
あ
り
、

そ
の
構
成
員
は
、
そ
の
水
準
を
別
と
し
て
、
文
化
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
第
二
段
階
の
民
族
の
隷
属
民
は
文
化
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
歴
史
な
き
民
族
」
の
目
覚
め
と
い
う
の
は
、
文
化
か
ら
疎
外
さ
れ
て

き
た
彼
ら
が
、
自
ら
の
手
に
文
化
を
奪
還
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
歴
史

的
民
族
」
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
歴
史
な
き
民
族
」

と
し
て
軽
視
し
た
人
々
は
、
「
民
族
の
隷
属
民
」
か
ら
「
民
族
」
へ
と
回
帰

す
る
過
程
に
あ
る
存
在
と
し
て
、
パ
ウ
ア
ー
に
よ
っ
て
復
権
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
こ
こ
に
は
「
疎
外
さ
れ
た
存
在
」
が
本
来
の
姿
へ
と
回
帰
す
る
と
い

う
疎
外
革
命
論
的
発
展
観
が
表
出
し
て
い
ま
す
。

パ
ウ
ア
l

の
疎
外
草
命
論
的
歴
史
発
展
観
は
、
民
族
と
い
う
存
在
を
永

続
化
さ
せ
る
論
理
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
や
レ
l

ニ
ン
も
民
族
と
い
う
存
在
は
歴
史
的
な
存
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在
で
、
将
来
的
に
は
民
族
は
融
合
し
、
民
族
文
化
は
世
界
文
化
に
と
っ
て

代
わ
ら
れ
る
と
展
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
パ
ウ
ア

1

の
論
理
に
は

民
族
と
い
う
存
在
が
消
滅
す
る
契
機
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
民
族
の
存
在
を

太
古
の
昔
か
ら
将
来
社
会
に
ま
で
永
遠
化
し
よ
う
と
す
る
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス

ト
に
、
パ
ウ
ア
l

は
接
近
す
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
民
族
の
歴
史
は
民
族

の
統
一
↓
分
裂
↓
再
統
一
で
あ
る
と
い
う
疎
外
論
的
弁
証
法
の
論
理
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
民
族
と
い
う
契
機
を
永
遠
化
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ウ
ア
1

は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
と
も
に
小
民
族
の
変
革
主
体
と
し

て
の
権
利
を
、
歴
史
に
語
ら
せ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う

c

パ
ウ
ア
ー
が
そ
の
著
書
で
も
提
起
し
て
い
る
属
人
的
な
民
族
的
文
化
的

自
治
は
レ
ン
ナ
l

の
創
唱
し
た
も
の
で
、
も
と
も
と
小
民
族
の
ナ
シ
ヨ
ナ

リ
ス
ト
の
領
土
的
要
求
を
押
さ
え
込
む
こ
と
、
す
な
わ
ち
小
民
族
も
自
己

の
排
他
的
な
領
域
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
「
民
族
性
原
理
」
の
発
現
を
抑

止
し
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
部
の
民
族
的
亀
裂
を
小
さ
く
し
よ
う
と
し

て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
パ
ウ
ア
l

の
論
理
は
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
の

立
場
に
接
近
す
る
こ
と
で
、
民
族
的
文
化
的
自
治
要
求
の
背
景
に
あ
っ
た

レ
ン
ナ
!
の
歴
史
認
識
と
ず
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
間
の
事

情
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
民
族
的
文
化
的
自
治
の
創
唱
者
で
あ
る

レ
ン
ナ
1

の
議
論
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

レ
ン
ナ
l

は
一
八
九
九
年
『
国
家
と
民
族
』
で
民
族
的
文
化
的
自
治
を

初
め
て
提
唱
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
法
学
的
な
観
点
か
ら
、
法
人
と
し
て

の
民
族
団
体
結
成
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
背
景
に
あ

る
彼
の
歴
史
認
識
は
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
体
系
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
民
族
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
遺
書
と
も
い
う
べ
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き
『
民
族
|
|
神
話
と
現
実
』
(
一
九
六
四
年
刊
行
)
に
お
い
て
で
す
。
こ

の
著
作
で
は
民
族
に
か
か
わ
る
歴
史
認
識
が
全
面
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
、
民
族
と
い
う
存
在
が
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
永
遠
不
変
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
「
民
族
性
原
理
」
の
暴
走
を
く
い
止
め
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
ま
す
。
彼
に
は
、
パ
ウ

ア
l

的
な
「
民
族
性
原
理
」
の
換
骨
奪
胎
と
い
う
発
想
は
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
論
調
は
、
む
し
ろ
資
本
の
文
明
化
作
用
に
対
す
る
楽
観
的

期
待
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
被
抑
圧
民
族
や
被
抑
圧
階
級
に
対
す

る
期
待
を
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
疎
外
革
命
論

的
な
変
革
主
体
の
設
定
は
な
く
、
進
化
論
的
発
展
の
観
点
か
ら
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
特
権
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
疎
外
革
命

論
的
な
観
点
か
ら
に
せ
よ
、
進
化
論
的
発
展
の
観
点
か
ら
に
せ
よ
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
特
権
化
し
て
き
ま
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
歴

史
認
識
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
特
権
的
地
位
を
「
歴
史
に
語
ら
せ
る
」

も
の
で
し
た
が
、
レ
ン
ナ

l

に
お
い
て
は
、
将
来
社
会
は
、
特
権
化
さ
れ

た
変
革
主
体
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
覚
的
な
諸
個

人
の
努
力
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
レ
ン
ナ
l

に
お

い
て
は
、
「
歴
史
が
語
る
」
も
の
は
、
将
来
社
会
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
価
値

理
念
と
そ
の
実
現
の
社
会
的
な
条
件
の
み
で
す
。
も
は
や
特
定
の
社
会
集

団
の
特
権
的
地
位
を
、
歴
史
に
語
ら
せ
る
と
い
う
発
想
と
は
無
縁
の
と
こ

ろ
か
ら
、
レ
ン
ナ
l

の
民
族
的
文
化
的
自
治
の
ア
イ
デ
ア
は
出
て
き
て
い

る
の
で
す
。
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帝
国
日
本
の
植
民
・
社
会
政
策
論

米
谷
匡
史

は
じ
め
に

歴史と思想のダイナミズム〉

現
在
、
冷
戦
構
造
の
解
体
と
グ
ロ
l

バ
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
の

な
か
で
、
《
歴
史
》
に
か
ん
す
る
認
識
の
枠
組
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
の
批
判
・
吟
味
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
帝
国
主

義
と
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
民
族
自
決
」
と
い

う
既
存
の
枠
組
を
こ
え
て
、
植
民
地
問
題
を
再
考
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
特
に
、
日
本
の
植
民
地
問
題
を
新
た
な
視
座
か
ら
再
検
討
し
、

《
社
会
思
想
史
》
の
枠
組
を
刷
新
し
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
矢

内
原
忠
雄
の
植
民
政
策
学
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
帝
国
日
本
の
場
に
お
い
て
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
問
題
や
《
社

〈特集• 25 

会
的
》
(
印
。
門
戸
包
)
な
問
題
を
と
ら
え
か
え
す
糸
口
を
探
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

矢
内
原
忠
雄
の
植
民
政
策
学
の
特
質

矢
内
原
忠
雄
は
、
「
植
民
」
現
象
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
「
形
式
的
植

民
」
と
「
実
質
的
植
民
」
を
区
分
し
、
後
者
を
重
視
す
る
視
点
を
と
っ
て

い
る
。
「
形
式
的
植
民
」
と
は
、
帝
国
主
義
国
家
に
よ
る
植
民
地
領
有
・
領

土
支
配
と
い
う
、
法
・
主
権
・
国
家
に
か
か
わ
る
次
元
か
ら
見
た
「
植
民
」

現
象
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
植
民
」
は
、
反
帝
国
主

義
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
い
て
、
植
民
地
が
主
権
国
家
と
し
て
独

立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
終
駕
す
る
。

こ
れ
に
た
い
し
、
「
実
質
的
植
民
」
と
は
、
社
会
群
の
移
動
・
接
触
や
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
経
済
・
社
会
の
変
容
な
ど
、
主
に
経
済
・
社
会
に
か
か
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わ
る
次
元
か
ら
見
た
「
植
民
」
現
象
を
さ
し
て
い
る
。
矢
内
原
は
、
こ
の

「
実
質
的
植
民
」
を
、
帝
国
の
勢
力
圏
内
へ
の
「
植
民
」
と
そ
の
外
部
へ
の

「
移
民
」
、
さ
ら
に
は
「
内
国
植
民
」
を
も
ふ
く
む
形
で
と
ら
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
国
境
の
内
/
外
、
あ
る
い
は
本
国
/
植
民
地
の
境

界
に
と
ら
わ
れ
ず
、
日
本
内
地
か
ら
北
海
道
へ
む
か
う
開
拓
移
民
を
も
ふ

く
む
形
で
、
「
植
民
」
現
象
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
植
民
」
は
、
帝
国
主
義
の
支
配
に
抗
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
自
治
・
独
立
の
問
題
に
は
還
元
さ
れ
な
い
、
独
自
の
問
題
領

域
の
地
平
を
さ
し
し
め
し
て
い
る
。
矢
内
原
が
論
じ
よ
う
と
し
た
《
帝
国
》

と
は
、
異
な
る
主
体
・
社
会
群
が
移
動
・
接
触
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
つ
う
じ

て
、
経
済
・
社
会
が
変
容
し
て
い
く
、
植
民
地
帝
国
の
複
合
的
な
秩
序
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
《
帝
国
》
の
場
に
お
い
て
、
コ
ロ

ニ
ア
ル
な
問
題
と
《
社
会
的
》
(
田
S

包
)
な
問
題
と
が
、
い
か
に
交
錯
し
て

い
た
の
か
。
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
《
歴
史
》
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
《
世
界
史
》
全
体
を
と
ら
え
よ
う
と

す
る
矢
内
原
の
視
座
自
体
が
、
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
密
接
に
む
す
び
つ
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
矢
内
原
は
、
資
本
主
義
経
済
に
よ
る
植
民
地
化
を

つ
う
じ
て
、
世
界
各
地
の
経
済
・
社
会
が
た
が
い
に
む
す
び
つ
き
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
分
業
・
交
換
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
《
世
界
経
済
》
が
成
立
す
る

と
考
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
植
民
地
化
に
よ
っ
て
、
脱
植
民
地
化
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
・
葛
藤
が
生
じ
る
が
、
そ
の
葛
藤
に
み
ち
た
プ
ロ
セ

ス
を
つ
う
じ
て
、
世
界
全
域
の
繁
栄
・
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
展
望
し

て
い
た
。
こ
こ
に
は
ま
さ
に
、

g
Z
2
8
巴
S
H
n

守
口E

巴
S

と
い
う
、
植

〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

民
地
主
義
的
な
《
世
界
史
》
の
枠
組
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
矢
内
原
忠
雄
が
植
民
政
策
学
を
確
立
し
た
の
は
、
戦
間
期
の

一
九
二
0
年
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
植
民
地
民
衆
か
ら
の
抵
抗
が
顕
在

化
し
、
《
社
会
》
問
題
が
発
現
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
戦
争

の
イ
ン
パ
ク
ト
の
も
と
で
、
「
民
族
自
決
」
問
題
が
浮
上
し
て
い
く
な
か

で
、
矢
内
原
は
新
た
な
植
民
政
策
学
を
確
立
し
た
。
そ
こ
で
は
、
帝
国
主

義
を
批
判
し
、
植
民
地
の
進
歩
・
自
立
・
解
放
を
掲
げ
な
が
ら
、
新
た
な

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。

矢
内
原
は
、
資
本
主
義
と
そ
の
外
部
環
境
と
の
接
触
・
接
合
や
相
互
浸

透
・
相
互
作
用
を
め
ぐ
っ
て
、
「
植
民
」
現
象
を
と
ら
え
な
お
し
て
い
る
。

植
民
地
化
を
つ
う
じ
て
、
資
本
主
義
と
非
資
本
主
義
的
な
外
部
環
境
と
が

接
触
し
、
植
民
地
に
資
本
主
義
経
済
が
浸
透
す
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
は

植
民
地
経
済
の
資
本
主
義
化
・
近
代
化
が
進
行
し
、
そ
れ
が
自
立
・
脱
植

民
地
化
に
む
か
う
基
盤
と
な
る
と
、
矢
内
原
は
考
え
て
い
た
。

さ
ら
に
矢
内
原
は
、
資
本
主
義
的
な
植
民
地
化
が
、
植
民
地
の
民
衆
を

没
落
さ
せ
、
貧
困
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
問
題
に
も
敏
感
に
反
応
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
植
民
地
の
民
族
解
放
運
動
が
共
産
主
義
と
む
す
び
つ
き
、

そ
れ
が
帝
国
主
義
へ
の
抵
抗
と
し
て
顕
在
化
す
る
点
に
注
目
し
て
い
た
。

そ
の
上
で
、
植
民
地
の
社
会
主
義
化
と
、
本
国
の
社
会
主
義
化
が
、
た
が

い
に
相
互
作
用
を
ひ
き
お
こ
す
と
と
を
予
見
し
た
。
矢
内
原
は
、
こ
の
よ

う
な
葛
藤
に
み
ち
た
相
互
作
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
つ
う
じ
て
、
《
世
界
経
済
》

が
発
展
し
、
「
国
際
社
会
主
義
」
へ
む
か
っ
て
い
く
と
展
望
し
た
の
で
あ
る
。 2002 社会思想史研究 NO.26
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た
だ
し
矢
内
原
は
、
《
世
界
史
》
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
た
ん
に
調
和
的
に
描

い
て
す
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
こ
に
礼
み
や
ひ
ず
み
を
見
出
さ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
問
題
に
焦
点
を
し
ぼ
り
た
い
。

矢
内
原
の
植
民
政
策
論
は
、
大
英
帝
国
の
帝
国
再
編
論
に
範
を
と
っ
た

も
の
と
言
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二O
世
紀
前
半

に
か
け
て
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
植
民
地
を
自
治
国
家
(
。
。BE
。
ロ
)
と
し
て
自
立
さ
せ
、
そ

の
う
え
で
本
国
と
植
民
地
が
協
同
・
提
携
す
る
形
で
、
《
帝
国
的
結
合
》

(
百
世g
巳
S
S
)

を
再
編
・
強
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
二
年
に

は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
自
治
国
家
と
し
て
自
立
し
、
次
に
は
イ
ン
ド
に
も

自
治
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
矢
内
原
は
、
こ
の

よ
う
な
大
英
帝
国
の
動
向
に
ヒ
ン
ト
を
え
な
が
ら
、
朝
鮮
・
台
湾
を
白
治

国
家
と
し
て
自
立
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
帝
国
日
本
を
再
編
す
る
構
想
を
提

示
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
三
・
一
独
立
運
動
や
台
湾
の
自
治
議

会
設
置
運
動
な
ど
、
自
治
や
独
立
を
も
と
め
る
異
議
申
し
立
て
の
要
求
に

応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
矢
内
原
の
議
論
は
、
た
ん
な
る
法
・
主
権
・
国
家
の
次
元
に

お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
自
立
と
相
互
承
認
の
議
論
で
は
な
い
、
と
い
う
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
矢
内
原
は
、
一
九
二
六
年
に
論
説
「
朝
鮮
統
治

の
方
針
」
を
発
表
し
、
朝
鮮
議
会
の
開
設
に
よ
る
自
治
権
付
与
を
唱
え
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
と
、
一
九
二
六
年

〈特集27 • 

の
六
・
一
O
万
歳
事
件
と
を
対
比
し
、
そ
こ
に
あ
る
差
異
を
見
出
し
て
い

る
。
政
治
的
な
独
立
が
争
点
で
あ
っ
た
三
・
一
独
立
運
動
に
た
い
し
、
六
­

一
O
万
歳
事
件
の
さ
い
に
は
、
貧
固
化
し
た
朝
鮮
民
衆
に
た
い
し
て
共
産

主
義
が
影
響
力
を
強
め
、
民
族
運
動
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
一
・
一
独
立
運
動
後
の
一
九
二0
年
代
半
ば
に
い

た
っ
て
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
《
社
会
》
問
題
を
構
成
し
、
そ
れ
を
コ

ロ
ニ
ア
ル
な
問
題
と
連
関
さ
せ
る
議
論
に
な
っ
て
い
る
。

三
・
一
独
立
運
動
後
の
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
武
断
政
治
が
緩
和
さ
れ
、

「
文
化
政
治
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
一
八
年
の
米
騒
動
の
後

に
は
、
「
朝
鮮
産
米
増
殖
計
画
」
が
立
案
・
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

内
地
に
お
け
る
米
の
供
給
不
足
が
都
市
暴
動
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
増
産
に
よ
っ
て
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
文
化
政
治
」
と
「
朝
鮮
産
米
増
殖
計
画
」
を
つ
う
じ
て
、

一
九
二
0
年
代
は
、
朝
鮮
経
済
に
資
本
主
義
が
よ
り
深
く
浸
透
し
て
い
く

時
代
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
の
浸
透
を
つ
う
じ
て
、

朝
鮮
民
衆
は
土
地
を
失
い
、
貧
固
化
し
て
、
移
民
労
働
者
と
し
て
満
洲
・

シ
ベ
リ
ア
・
関
西
等
へ
流
出
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
《
社
会
》
問
題
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
内
地
に
お
い
て
は
、
一
九
二
O
年
前
後
が
《
社
会
》

の
発
見
の
時
代
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
頃
、
ロ
シ
ア
革
命
や
米
騒
動
に
触

発
さ
れ
な
が
ら
、
《
社
会
》
問
題
が
浮
上
し
、
「
社
会
改
造
」
が
唱
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
た
い
し
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
《
社
会
》

問
題
の
構
成
は
、
一
九
二0
年
代
半
ぼ
の
と
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

内
地
に
お
い
て
、
大
阪
府
方
面
委
員
が
設
置
さ
れ
、
社
会
事
業
が
本
格
化
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す
る
の
は
一
九
一
八
年
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
に
お
い
て
、
京
城
府
方
面
委

員
が
設
置
さ
れ
、
植
民
地
社
会
事
業
が
制
度
的
に
発
足
し
た
の
は
一
九
二

七
年
で
あ
っ
た
。
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
資
本
主
義
の
浸
透
の
な
か
で
、

日
本
と
朝
鮮
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
非
対
称
な
関
係
性
に
お
い
て
、
植
民
地
に

お
け
る
《
社
会
》
問
題
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

矢
内
原
は
、
「
文
化
政
治
」
の
名
の
も
と
で
の
資
本
主
義
の
浸
透
こ
そ

が
、
朝
鮮
人
を
無
産
者
化
し
、
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
状
態
に
お
い
や
っ
た
こ
と

を
論
じ
な
が
ら
、
「
朝
鮮
産
米
増
殖
計
画
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。

〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

「
朝
鮮
人
は
一
言
に
し
て
い
へ
ば
米
を
内
地
に
売
っ
て
自
分
は
安
い
満

洲
粟
を
買
っ
て
食
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
尚
空
腹
を
充
た
す
た

め
に
依
然
と
し
て
粟
、
豆
、
薯
、
甚
だ
し
き
は
草
根
木
皮
ま
で
も
あ
さ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
内
地
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
が
た
め
に
、

朝
鮮
食
糧
問
題
を
激
成
す
る
の
嫌
ひ
を
生
じ
な
い
と
も
限
ら
な
い
」
(
「
朝

鮮
統
治
の
方
針
」
)

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
《
社
会
》
問
題
を
構
成
し
た
う
え
で
、

矢
内
原
は
、
朝
鮮
人
の
社
会
・
経
済
的
な
利
害
を
守
る
た
め
に
は
、
朝
鮮

人
の
参
政
権
が
必
要
で
あ
る
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本

国
議
会
へ
の
代
表
で
は
な
く
、
朝
鮮
議
会
の
開
設
と
い
う
形
で
実
現
す
べ

き
こ
と
を
論
じ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
矢
内
原
の
帝
国
再
編
論
は
、
た
ん
な
る
法
・
主
権
・

国
家
の
次
元
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
自
立
と
相
互
承
認
の
議
論
で
は
な

く
、
植
民
地
に
お
け
る
《
社
会
》
問
題
を
構
成
し
た
う
え
で
、
そ
の
《
社

会
》
領
域
を
統
治
す
る
権
力
と
し
て
、
帝
国
日
本
を
再
編
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
《
帝
国
》
の
場

に
お
け
る
、
労
働
力
移
動
の
問
題
も
見
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
相
互
作
用
を
つ
う
じ
て
変
容
し
て
い
く
、
コ
ロ
ニ

ア
ル
な
《
社
会
》
領
域
を
制
御
す
る
統
治
理
性
、
す
な
わ
ち
《
植
民
・
社

会
政
策
》
論
と
一
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
矢
内
原
の
関
心
は
、
同
時
代
の
大
英
帝
国
の
再
編
に
注
目

す
る
さ
い
の
視
座
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
九
二
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
労

働
党
主
催
の
帝
国
労
働
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
な
ど
、
各
地
の
労

働
党
や
労
働
運
動
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
労
働
者
の
立
場
か
ら
帝
国
が
抱

え
る
問
題
を
議
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
矢
内
原
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
会

議
に
注
目
し
、
翌
年
、
こ
れ
を
紹
介
・
論
評
す
る
論
文
「
第
一
回
英
帝
国

労
働
会
議
」
を
書
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
労
働
者
の
立
場
か
ら
、
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
を
批
判
し
つ

つ
、
新
た
な
方
式
に
よ
っ
て
《
帝
国
的
結
合
》
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
唱
え
た
、
社
会
主
義
的
な
植
民
政
策
の
試
み
し
乙
し
て
論
じ
る
も
の
で

あ
る
。
矢
内
原
は
、
本
固
と
植
民
地
の
労
働
者
が
協
同
・
提
携
し
、
相
互

作
用
を
つ
う
じ
て
、
帝
国
全
体
の
社
会
主
義
化
を
め
ざ
す
も
の
と
と
ら
え

て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
問
題
と
《
社
会
的
》
(
5
5
3
な
問
題

を
連
関
さ
せ
な
が
ら
、
帝
国
を
再
編
し
、
新
た
な
発
展
を
模
索
す
る
も
の

と
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
試
み
に
は
、
不
可
避
的
に
あ
る
デ
イ
レ
ン
マ
が
は
ら
ま
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れ
て
し
ま
う
。
当
時
の
大
英
帝
国
で
は
、
イ
ン
ド
人
労
働
者
が
移
民
労
働

者
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
移
動
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
南
ア
フ
リ
カ

の
白
人
労
働
者
と
の
利
害
衝
突
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
た
。
一
九
二
五
年
の

帝
国
労
働
会
議
で
も
、
南
ア
フ
リ
カ
労
働
党
が
、
イ
ン
ド
人
移
民
の
排
斥

を
主
張
し
、
そ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
会
議
は
紛
糾
し
て
し
ま
う
。
矢
内
原

は
、
こ
の
問
題
に
注
目
し
、
帝
国
労
働
会
議
は
失
敗
に
帰
し
た
と
論
評
し

て
い
る
。

矢
内
原
が
、
朝
鮮
の
自
治
国
家
化
と
帝
国
日
本
の
再
編
を
唱
え
た
一
九

二
六
年
に
、
同
時
に
、
こ
の
英
帝
国
労
働
会
議
が
抱
え
る
問
題
を
論
じ
て

い
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
彼
は
、
日
本
の
資
本
主
義
が
朝
鮮

に
浸
透
し
、
そ
こ
に
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
《
社
会
》
問
題
を
つ
く
り
だ
す
点
に

注
目
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
植
民
地
朝
鮮
と
本
国
日
本
の
相
互
作
用

を
つ
う
じ
て
、
帝
国
日
本
の
全
体
が
、
社
会
主
義
的
な
帝
国
へ
と
変
容
し

て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
、
社
会

主
義
的
な
帝
国
運
営
に
よ
っ
て
、
調
和
的
な
発
展
が
実
現
す
る
と
楽
観
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
労
働
力
移
動
を
つ
う
じ
て
、
経
済
・
社
会
が

変
容
し
て
い
く
植
民
地
帝
国
日
本
の
複
合
的
な
秩
序
に
お
い
て
、
朝
鮮
人

の
移
民
労
働
者
と
日
本
人
労
働
者
と
の
聞
で
利
害
の
衝
突
が
発
生
し
、
社

会
主
義
的
な
帝
国
自
体
の
う
ち
に
デ
イ
レ
ン
マ
が
は
ら
ま
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
、
矢
内
原
は
予
見
し
て
い
た
と
言
え
る
。

〈特集
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
る
乳
み
・
ひ
ず
み
を
感
知
し
な
が
ら

矢
内
原
は
同
時
に
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
《
世
界
史
》
の
力
学
を
貫
徹
さ
せ

る
方
向
に
固
執
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
先
住
民
や
沖
縄
人
な
ど
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
自
立
と
相
互
承
認
か
ら
は
み
だ
す
存
在
に
た
い
し
て
、
よ
り
鮮
明

に
あ
ら
わ
れ
る
。

矢
内
原
は
、
帝
国
日
本
の
再
編
を
構
想
す
る
な
か
で
、
朝
鮮
・
台
湾
に

つ
い
て
は
、
同
化
政
策
・
内
地
延
長
主
義
を
批
判
し
、
独
自
議
会
の
開
設

に
よ
る
自
治
国
家
化
を
要
求
し
た
。
し
か
し
実
は
、
樺
太
(
サ
ハ
リ
ン
)
や

南
洋
群
島
(
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
)
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
樺

太
の
如
く
、
住
民
の
大
部
分
は
内
地
人
で
人
口
総
数
も
小
な
る
植
民
地
は
、

之
を
内
地
に
包
容
し
帝
国
議
会
に
議
員
を
選
出
せ
し
む
る
を
適
当
と
す
る
」

(
「
朝
鮮
統
治
の
方
針
」
)
。
矢
内
原
は
、
日
本
人
植
民
者
が
マ
ジ
ヨ
リ
テ
ィ
ど

な
り
、
先
住
民
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
る
樺
太
や
南
洋
群
島
な
ど
に
つ
い

て
は
、
内
地
へ
の
包
容
、
内
地
社
会
の
延
長
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

矢
内
原
の
植
民
政
策
学
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
フ
ラ
ン
ス
型
の
同
化
政

策
を
批
判
し
、
イ
ギ
リ
ス
型
の
自
主
・
協
同
政
策
を
唱
え
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
は
、
朝
鮮
・
台
湾
に
つ
い
て
の
自
治
国
家
化
の

主
張
と
、
樺
太
や
南
洋
群
島
な
ど
に
つ
い
て
の
内
地
社
会
の
延
長
の
主
張

が
同
時
に
提
起
さ
れ
、
そ
の
両
者
を
複
合
的
に
ふ
く
み
こ
む
形
で
、
帝
国

日
本
の
再
編
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
矢
内
原
の
構
想
に
お
い
て
は
、
日
本
人
移
民
を
中
心
と
す
る

南
洋
群
島
の
植
民
社
会
の
発
展
の
な
か
に
、
沖
縄
人
も
包
摂
さ
れ
て
し
ま

う
。
植
民
地
化
さ
れ
た
朝
鮮
人
が
、
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
状
態
に
お
い
こ
ま
れ

た
の
と
同
様
に
、
日
本
に
併
合
さ
れ
、
従
属
さ
せ
ら
れ
た
沖
縄
人
も
、
と

り
わ
け
一
九
二
0
年
代
以
降
に
没
落
し
、
貧
固
化
し
て
、
本
土
や
海
外
へ
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移
民
労
働
者
と
し
て
流
出
し
て
い
っ
た
。
矢
内
原
は
、
こ
の
沖
縄
人
の
労

働
力
移
動
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
日
本
人
移
民
社
会
の
発
展
の
な
か

に
包
摂
す
る
議
論
を
提
示
し
て
い
る
(
「
南
方
労
働
政
策
の
基
調
」
な
ど
)
。

こ
の
よ
う
に
、
矢
内
原
忠
雄
は
、
労
働
力
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
帝
国

日
本
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
空
間
に
お
い
て
、
日
本
人
移
民
が
マ
ジ
ヨ
リ
テ
イ

と
な
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
を
中
心
と
す
る
植
民
社
会
の
形
成
を

唱
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
発
展
の
な
か
に
先
住
民
や
沖
縄
人
を
包
摂

し
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
朝
鮮
人
や
台
湾
人
に
認

め
よ
う
と
し
た
自
立
は
、
先
住
民
や
沖
縄
人
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

朝
鮮
人
や
台
湾
人
が
《
世
界
史
》
の
主
体
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
先
住
民
や
沖
縄
人
は
、
い
わ
ば
《
歴
史
な
き
民
》
と
し
て
従
属
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
虐
げ
ら
る
〉
も
の
の
解
放
、
沈
め
る
も
の
の

向
上
、
市
し
て
自
主
独
立
な
る
も
の
の
平
和
的
結
合
」
(
『
植
民
及
植
民
政
策
』

一
八
章
「
植
民
政
策
の
理
想
」
)
を
理
念
と
す
る
矢
内
原
の
植
民
政
策
学
が
、

み
ず
か
ら
を
裏
切
る
形
で
抱
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
デ
イ
レ
ン
マ
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
矢
内
原
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
イ
レ
ン
マ
を
感
知
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
の
り
こ
え
て
い
く
新
た
な
《
世
界
史
》
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
に
、
な
お

固
執
し
て
い
た
。
彼
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
解
決
を
さ
し
し
め
す
も

の
と
し
て
注
目
し
て
い
た
の
は
、
実
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
左
派

の
理
念
で
あ
っ
た
。

世
界
各
地
に
離
散
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
入
植
し
、

植
民
社
会
を
建
設
す
る
。
そ
の
さ
い
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
左
派
の
側
で
は
、
資

本
主
義
的
経
済
運
営
で
は
な
く
、
社
会
主
義
的
な
協
同
経
済
の
実
験
を
試

〈シンポジウム〉歴史は何を語るととができるか

み
て
い
た
。
そ
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
入
植
地
(
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ホ
i

ム
)
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
共
生
す
る
コ

モ
ン
・
ホ
l

ム
の
建
設
を
唱
え
て
い
た
。
矢
内
原
は
、
こ
の
よ
う
な
植
民

政
策
の
あ
り
方
に
注
目
し
て
い
る
(
「
シ
オ
ン
運
動
に
就
て
」
)
。

そ
し
て
彼
が
、
帝
国
日
本
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
植
民
政
策
の
実
験

場
と
し
て
想
定
し
て
い
た
場
所
の
一
つ
が
、
台
湾
の
東
部
地
域
で
あ
っ
た
。

そ
こ
は
元
来
、
先
住
民
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
が
、
漢
民
族
や
日
本
人
移

民
が
入
植
し
、
混
住
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
矢
内
原
は
、
そ
の
地
域

を
、
社
会
主
義
的
な
協
同
経
済
と
、
多
民
族
共
生
の
た
め
の
実
験
場
と
考

え
て
い
た
。
彼
は
、
こ
れ
を
「
私
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
か
も
知
れ
な
い
」
と
言

う
(
『
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』
二
章
六
節
三
項
「
人
口
の
移
動
(
移
民
)
」)
0

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
お

そ
ら
く
不
可
避
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
執
礁
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
、
そ
れ
を
制

御
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
作
動
し
は
じ
め
る
と
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
矢
内
原
は
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
《
社
会
》
領
域
を
統
治
す
る

《
植
民
・
社
会
政
策
》
を
構
想
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
資
本
主
義
・
帝
国
主

義
を
批
判
し
、
社
会
解
放
と
民
族
解
放
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
一

つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
新
た
な
《
世
界
史
》
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
自
体
に
、

意
図
せ
ず
し
て
、
不
可
避
的
に
、
新
た
な
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
は
ら
ま
れ
、

デ
イ
レ
ン
マ
が
抱
え
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
《
知
の
構

造
》
が
、
や
が
て
一
九
三

0
年
代
以
降
の
戦
時
下
に
お
い
て
、
多
民
族
帝

国
日
本
の
動
員
体
制
に
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ

れ
を
検
証
す
る
作
業
は
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
よ
ね
た
に
・
ま
さ
ふ
み
)
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
印
象

〈シンポジウム〉歴史は何を語ることができるか

一
一
十
一
世
紀
の
発
端
に
お
い
て
、
歴
史
は
何
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
の
問
題
は
、
く
し
く
も
二
O
O

一
年
九
月
十
一
日
に
発
生
し
た
ア
メ
リ

カ
で
の
同
時
併
発
テ
ロ
事
件
の
背
景
と
解
決
法
を
め
ぐ
っ
て
、
我
々
が
否

応
な
く
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
い
か
け
で
あ
る
。
現
在
を
、
あ
る

い
は
現
在
の
崩
壊
を
歴
史
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
、
ま
た
は
歴
史
の
中
に
、

あ
る
い
は
歴
史
の
継
続
の
中
に
過
去
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
ア
ク
チ
ユ
ア
リ

テ
ィ
を
み
い
だ
す
こ
と
、
こ
う
し
た
作
業
を
と
お
し
て
、
い
っ
た
い
我
々

は
歴
史
に
何
を
見
い
だ
す
の
か
。
似
非
ダi
ウ
イ
ン
的
な
「
進
歩
」
か
。

い
や
、
ち
が
う
だ
ろ
う
。
ダ

l

ウ
イ
ン
に
は
「
種
の
多
様
化
」
と
い
う
発

想
は
み
ら
れ
た
が
「
種
の
進
歩
」
と
い
う
発
想
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
べ

ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
は
、
歴
史
に
必
要
な
の
は
「
進
歩
」
で
は
な
く
「
ア

ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
な
の
だ
っ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
各
論
に
お
い
て
「
民
族

(
E
C
S
)」
と
か

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
、
「
世
界
史
」
と
い
っ
た
大
き
な
テ
1
7

が
議
論
の

姐
上
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
全
体
討
論
で
い
か
に
ぶ
つ
け
合
わ
せ
る
か
、

司
会
者
と
し
て
は
そ
こ
、
が
問
題
だ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に

は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
っ
た
。
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
進
歩
を
称
す
る と

同
時
に
歴
史
の
切
断
を
ほ
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
、
「
マ
ル
ク
ス
以
来
、

唯
物
史
観
に
お
い
て
は
階
級
(
も
し
く
は
民
族
・
社
会
集
団
)
の
『
自
己

表
象
H

代
表
』
の
問
題
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
各
『
階
級
』
は
『
自
己
』

の
願
望
を
投
影
し
て
『
歴
史
』
を
見
、
自
ら
の
『
表
象

H

代
表
』
シ
ス
テ

ム
を
通
し
て
『
歴
史
的
変
革
』
を
起
こ
そ
う
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
マ
ル

ク
ス
(
あ
る
い
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
)
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
そ
う
し
た
『
完

結
し
た
自
己
表
象
』
の
体
系
を
打
ち
破
っ
て
、
『
解
放H
自
然
と
の
和
解
』

に
到
達
し
得
る
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
』
は
出
現
し
て
く
る
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
」
。
こ
う
し
た
質
問
は
二
十
一
世
紀
の
発
端
に
相
応
し
い
も
の

で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
私
が
深
刻
に
感
じ
、
そ
う
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
こ
こ
で
再
確
認
し
て
お
き
た
い
点
を
幾
っ
か
述
べ
る
。
一
つ
は
、

例
え
ば
、
べ
ン
ヤ
ミ
ン
が
複
製
品
に
は
も
は
や
ア
ウ
ラ
が
見
ら
れ
な
い
と

し
た
の
は
、
い
か
な
る
複
製
品
も
そ
れ
が
産
み
出
さ
れ
た
瞬
間
か
ら
誰
か

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
向
き
合
う
の
だ
、
と
い
う
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
な
認
識
を
排

除
す
る
も
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
今
一
つ
は
、
司
会
と
し
て
の
立

場
で
私
が
述
べ
た
「
デ
イ
オ
ニ
ュ
l

ソ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
に
入
っ
て
人
間
に

な
っ
た
」
と
の
見
解
に
関
連
し
て
、
そ
れ
は
、
人
間
に
な
る
前
の
デ
イ
オ

ニ
ュ
l

ソ
ス
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
認
識
を
排
除
す
る
も

の
で
は
な
い
点
を
も
、
こ
こ
で
改
め
て
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に

は
三
つ
め
に
、
「
歴
史
な
き
民
族
」
と
い
う
概
念
や
発
想
が
生
ま
れ
る
に

は
、
当
該
の
集
団
が
「
民
族
」
と
い
う
近
代
的
概
念
で
表
象
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
点
も
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

い
し
づ
か
・
ま
さ
ひ
で
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歴
史
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思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

思
想
史
の
イ
ン
ヴ
工
ン
シ
ヨ
ン
と
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン

E ン
と

ン
シ
ョ
ン

思
想
史
が
過
去
と
現
在
の
連
続
性
と
し
て
構
築
さ
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
特
定
の
意
図
が
介
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
事
後
的
な
「
啓
蒙
の

発
見
」
で
あ
っ
た
り
、
日
本
に
お
け
る
「
日
本
思
想
史
」
の
成
立
、
ま
た
「
社
会
思
想
史
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
、
あ
る
い
は
「
西

洋
思
想
史
」
と
「
東
洋
思
想
史
」
を
対
置
関
係
に
置
こ
う
と
す
る
思
考
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
「
思
想
史
」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
を
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
持
た
な
い
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
事
情
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
思
想
史
が
特
定
の
時
代
と
地
域
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
と
結
び
つ
い
た
特
定
の
意
図
を
抜
き
に
し
て
語
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
旦
デ
イ
シ
プ
リ
ン
と
し

て
成
立
し
た
思
想
史
に
は
分
野
と
対
象
の
分
化
に
伴
い
、
そ
れ
な
り
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
専
門

化
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン
に
は
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
学
際
性
と
い
う
標
語
を
掲
げ
て
い
る
社
会
思
想
史
学
会

で
も
、
各
領
域
に
蓄
積
さ
れ
た
知
の
集
合
体
で
あ
る
以
上
に
、
領
域
を
超
え
た
対
話
が
な
さ
れ
る
回
路
を
見
い
だ
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。

今
回
の
特
集
テ
l

マ
で
は
、
「
思
想
史
」
研
究
を
、
そ
の
発
生
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
個
別
領
域
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン
の
双
方
か
ら
照

射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
の
領
域
の
流
動
化
と
学
際
的
研
究
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

園
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〈
特
集
公
募
論
文
〉

歴
史
の
観
相
学

【
ア1
レ
ン
ト
と
サ
イ
1

ド
の
ヴ
ィ
I

コ
理
解
に
よ
せ
て
】

木
前
利
秋

H 

思
想
史
に
は
習
い
と
な
っ
た
通
説
が
あ
る
。
思
想
史
の
慣
例
と
し
て

ま
ず
眼
に
と
ま
る
の
は
、
こ
の
通
説
の
群
で
あ
る
。
耳
目
を
驚
か
せ
た

解
釈
や
発
見
も
、
世
の
習
い
と
な
っ
て
繰
り
返
さ
れ
れ
ば
慣
例
の
一
つ

コ
ン
ヴ
J
エ
ン
シ
ヨ
ン

に
な
る
。
慣
例
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
繰
り
返
し
が
と
も
な
う
。
定

説
を
打
破
し
て
新
風
を
開
こ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
慣
例
の
外
に
出
て

そ
の
連
続
性
を
断
ち
切
る
だ
け
の
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
明
の

才
と
は
慣
例
の
外
に
出
な
が
ら
、
そ
の
中
断
に
よ
っ
て
反
復
か
ら
の
差

異
を
生
み
だ
す
力
で
あ
る
。

た
だ
し
中
断
と
い
っ
て
も
大
が
か
り
な
破
壊
や
切
断
ば
か
り
と
は
か

ぎ
ら
な
い
。
従
来
の
慣
例
が
依
然
、
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
で
、
わ
ず
か

な
逸
脱
程
度
の
異
説
が
小
さ
な
ズ
レ
を
起
こ
し
て
亀
裂
を
誘
い
、
や
が

イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン

て
あ
ら
た
な
発
見
に
導
く
こ
と
も
あ
る
。
な
ら
ば
新
た
な
発
明
も
、

特
集

歴
史
と
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

E 

思
想
史
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン
と
コ
ン
ヴ
工
ン
シ
ヨ
ン

た
ん
に
繰
り
返
し
の
中
断
と
い
う
よ
り
そ
の
変
容
、
反
復
か
ら
の
差
異

と
い
う
よ
り
反
復
の
な
か
の
差
異
と
い
っ
た
形
を
と
る
例
も
少
な
く
あ

る
ま
い
。

思
想
史
の
こ
う
し
た
コ
ン
ヴ
エ
ン
シ
ヨ
ン
と
イ
ン
ヴ
ヱ
ン
シ
ヨ
ン
は
、

思
想
史
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
も
と
も
と
思
想
史
を
も
含
ん

だ
歴
史
自
身
の
性
格
に
由
来
し
て
い
る
。
デ
ュ
l

イ
は
ど
こ
か
で
「
歴

史
と
は
習
慣
変
化
の
過
程
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
一
度
だ
け
の

新
た
な
歴
史
上
の
出
来
事
が
伝
承
に
値
す
る
も
の
と
し
て
語
り
継
が
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
し
ば
し
ば
習
慣
の
変
化
、
つ
ま
り
繰
り
返
し

の
中
断
な
い
し
反
復
の
変
容
と
似
た
プ
ロ
セ
ス
が
そ
こ
に
現
れ
る
。

こ
こ
で
歴
史
叙
述
と
歴
史
理
解
の
今
日
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
ば
く
か

の
考
察
を
試
み
る
の
は
、
こ
の
歴
史
に
お
け
る
繰
り
返
し
と
そ
の
中
断
・ 園
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変
容
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
で
あ
る
。
歴
史
に
か
ん
す
る
こ
の
種
の
考

察
は
歴
史
哲
学
の
体
裁
を
と
る
の
が
通
例
だ
が
、
こ
こ
で
の
試
み
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
思
想
史
的
考
察
に
近
い
。
一
方
で
「
近
代
の
歴
史
の

父
」
と
も
言
わ
れ
る
ヴ
ィ
l

コ
の
通
説
と
な
っ
た
思
想
史
的
な
位
置
づ

け
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
慣
例
の
限
界
を
聞
い
、
新
た
な
解
釈
の

発
見
的
な
意
味
を
探
り
だ
し
、
他
方
で
そ
こ
に
歴
史
叙
述
の
今
日
の
あ

り
方
を
模
索
し
て
み
る
の
が
、
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
際
、
慣

例
の
ヴ
ィ
l

コ
解
釈
を
批
判
し
つ
つ
そ
の
外
か
ら
別
の
歴
史
叙
述
を
提

起
し
た
例
と
し
て
ア
l

レ
ン
ト
を
、
ヴ
ィ

l

コ
解
釈
の
内
に
と
ど
ま
り

な
が
ら
慣
例
に
亀
裂
を
起
こ
し
た
例
と
し
て
サ
イ

l

ド
を
取
り
上
げ
、

歴
史
叙
述
の
一
一
つ
の
類
型
を
取
り
出
し
て
み
た
い
。
ヴ
ィl

コ
研
究
の

本
流
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
も
の
の
現
代
の
思
想
に
さ
ま

ざ
ま
な
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
ア
l

レ
ン
ト
と
サ
イ
l

ド
が
、
ヴ
ィ
l

コ
と
の
関
わ
り
で
ど
の
よ
う
な
歴
史
概
念
を
引
き
出
し
、
同
時
に
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
意
識
が
今
日
の
歴
史
叙
述
の
あ
り
方
に
何
を
投
げ
か
け
る

の
か
を
、
省
察
し
て
み
る
の
が
以
下
の
作
業
で
あ
る
。

〈特集

「
歴
史
の
概
念
」
と
題
し
た
ア
l

レ
ン
ト
の
論
考
に
は
、
「
真
な
る
も

の
と
作
ら
れ
た
も
の
と
の
置
換
可
能
性
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ヴ
ィ

l

コ

の
命
題
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
彼
女
は
初
期
ヴ
イ1

コ
の
『
学

• 35 

聞
の
方
法
』
か
ら
次
の
よ
う
な
内
容
に
当
た
る
一
節
を
引
い
て
い
る
。

幾
何
学
の
点
・
線
・
図
形
な
ら
人
間
は
そ
れ
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
そ
の
真
理
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
人
聞
は
自
然

を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
自
然
の
真
理
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
厳
密
な
意
味
で
の
「
真
理
5
2
5

」
を
人
間
が
手
に
で
き
る
の

は
幾
何
学
だ
け
で
、
自
然
学
を
含
む
他
の
諸
学
で
は
せ
い
ぜ
い
「
真
理

ら
し
き
も
の

E
S
F

を
手
に
す
る
だ
け
苧
|
人
間
に
よ
る
厳

密
な
意
味
の
真
理
認
識
を
幾
何
学
に
限
っ
た
と
の
初
期
の
命
題
は
、
し

か
し
『
イ
タ
リ
ア
人
の
太
古
の
知
恵
』
で
立
ち
入
っ
た
省
察
が
行
わ
れ

て
後
、
『
新
し
い
学
』
に
な
る
と
、
歴
史
的
世
界
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
初
期
ヴ
ィ
l

コ
で
幾
何
学
に
限
ら
れ
て
い
た
真
な
る
も
の
の

認
識
が
、
後
期
で
は
歴
史
的
な
事
象
に
も
妥
当
す
る
と
み
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
i

チ
ェ
が
、
ヴ
ィ
l

コ
の
こ
の
初

期
と
後
期
の
見
解
を
認
識
論
の
「
第
一
形
態
」
と
「
第
二
形
態
」
と
呼

ん
で
、
そ
の
転
換
を
彼
一
流
の
手
法
で
論
じ
た
こ
と
は
、
ヴ
イl
コ
研

究
史
上
で
も
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ア

l

レ
ン
ト
が
次
の
一
節
で

ヴ
イ
l

コ
の
「
自
然
か
ら
の
離
反
」
と
言
っ
た
の
は
、
こ
の
転
換
の
こ

と
で
あ
る
。

「
ヴ
ィ
l

コ
に
自
然
か
ら
の
離
反
を
促
し
た
の
は
い
わ
ゆ
る
人
文
主

義
的
な
考
慮
で
は
な
く
、
自
然
が
「
神
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

の
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
歴
史
は
人
聞
に
よ
っ
て
「
作
ら
れ
て
」
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い
る
と
い
う
信
念
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
:
:
:
近
代
の
歴

史
の
父
と
目
さ
れ
て
い
る
ヴ
ィ

l

コ
に
し
て
も
、
現
代
の
条
件
の
も

と
に
い
た
と
し
た
ら
、
歴
史
に
向
か
う
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
む

し
ろ
彼
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
心
を
示
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
」
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今
日
の
技
術
の
発
達
を
前
に
す
れ
ば
近
代
の
歴
史
の
父
た
る
ヴ
ィ
!

コ
の
関
心
は
歴
史
ど
こ
ろ
か
自
然
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
向
い
た
だ
ろ
う

と
は
、
い
さ
さ
か
皮
肉
な
解
釈
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
解
す
る
に
は

ア
l

レ
ン
ト
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

ア
l

レ
ン
ト
が
ヴ
ィ
l

コ
を
近
代
の
歴
史
の
父
と
見
た
の
は
、
第
一

に
、
そ
の
衣
鉢
を
継
ぐ
者
た
ち
を
念
頭
に
置
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
代
表

格
は
マ
ル
ク
ス
で
あ
る
。
「
人
聞
は
歴
史
を
作
る
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の

考
え
を
ヴ
ィ
l
コ
に
結
び
つ
け
た
点
前
、
ア

l
レ
ン
ト
は
レ
l
ヴ
イ
ツ

ト
以
来
の
ヴ
ィ
l

コ
の
位
置
づ
け
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
l

コ

の
命
題
は
、
レ
l

ヴ
イ
ツ
ト
に
よ
れ
ば
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の

前
提
の
も
と
で
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
人
間
に
よ
る
歴
史
的
世
界

の
形
成
と
神
の
摂
理
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
神
学
的
意
味
は
省
み
ら
れ
な

ホ
モ
・
フ
ァ
!
ベ
ル

い
ま
ま
、
「
工
作
人
と
し
て
の
人
間
」
を
歴
史
と
自
然
の
支
配
者
と
捉

え
る
近
代
的
な
歴
史
観
が
そ
こ
で
告
げ
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
真
な
る
こ
と
と
作
ら
れ
た
こ
と
と
の
置
換
可
能
性
は
、
こ

こ
で
は
認
識
と
労
働
の
内
的
関
連
に
還
元
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り

人
間
は
労
働
に
よ
っ
て
生
産
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
生

H 

産
に
関
わ
る
科
学
的
知
識
の
真
理
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

解
さ
れ
、
と
れ
と
同
様
に
人
聞
は
歴
史
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か

ら
、
歴
史
の
真
理
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
ヴ
ィ
l

コ
の
新
し
い
学
の
理
想
」
に
匹
敵
す
る

も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
労
働
や
制
作
を
機
械
に
代
替
す
る

こ
と
で
始
ま
り
「
新
し
い
自
然
過
程
を
開
始
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ

た
近
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
だ
ろ
う
」
と
の
ア
l

レ
ン
ト
の
皮
肉
が

ど
こ
か
確
信
め
い
て
聞
こ
え
る
の
も
、
レ
l

ヴ
イ
ツ
ト
流
の
解
釈
が
あ

る
時
代
に
持
っ
た
説
得
力
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
慣
例
の
解
釈
に
よ
る
ヴ
ィ
l

コ
の
命
題
の
影
響
は
、
思
い
の
ほ

か
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば

7
1
テ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
は
、
『
小
説
の
理
論
』
の
ル
カ
l

チ
が
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
の

マ
ル
ク
ス
主
義
に
転
じ
て
い
く
確
信
の
底
に
、
へ
l

ゲ
ル
流
に
変
形
さ

れ
な
が
ら
も
「
真
理
と
作
る
こ
と
は
等
し
い
と
い
う
ヴ
ィ
l

コ
の
信
念
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
推
理
し
て
い
る
。
ル
カ
l

チ
に
し
て
み
れ
ば
、
人
間

は
歴
史
を
作
る
か
ら
歴
史
を
認
識
で
き
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
現
に
労
働

に
よ
っ
て
社
会
と
歴
史
の
形
成
に
与
る
の
は
労
働
者
階
級
で
あ
る
以
上
、

彼
ら
こ
そ
歴
史
の
全
体
性
を
真
に
認
識
し
変
革
で
き
る
主
体
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
ア
l

レ
ン
ト
が
慣
例
の
解
釈
に
よ
る
ヴ
ィ
l

コ
に
批
判
的
だ
っ

た
こ
と
は
、
歴
史
の
認
識
と
創
造
の
担
い
手
を
労
働
の
主
体
に
還
元
す

る
思
想
の
系
譜
か
ら
距
離
を
と
っ
た
に
等
し
い
。

だ
が
ア
l

レ
ン
ト
が
ヴ
ィ
l

コ
の
「
近
代
の
歴
史
の
父
」
た
る
面
目
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を
気
に
し
た
の
は
、
た
ん
に
ヴ
ィ
l

コ
理
解
の
慣
習
に
倣
っ
た
か
ら
だ

け
で
は
な
い
。
「
歴
史
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
へ
ロ
ド
ト
ス
と
対
比
し
て
み

る
の
が
、
第
二
の
彼
女
の
狙
い
だ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
「
歴
史
の
使
命

は
、
忘
却
が
も
た
ら
す
虚
し
さ
か
ら
人
間
の
行
な
い
を
救
済
す
る
こ
と

に
あ
石
」1i
こ
う
考
え
た
へ
ロ
ド
ト
ス
の
歴
史
の
見
方
に
は
、
通
説

の
ヴ
ィ
l

コ
と
は
お
よ
そ
内
実
を
異
に
し
た
歴
史
観
が
控
え
て
い
た
。

作
品
、
偉
業
、
一
言
論
な
ど
人
間
の
作
り
だ
し
た
も
の
は
、
ど
の
み
ち
滅

び
ゆ
く
束
の
間
の
も
の
で
し
か
な
い
。
け
れ
ど
記
憶
と
い
う
人
聞
の
能

力
は
そ
れ
に
永
続
性
を
与
え
て
、
滅
び
る
ま
ま
に
流
れ
る
は
か
な
さ
を

堰
く
こ
と
が
で
き
記
。
実
践
と
言
論
か
ら
生
ま
れ
る
束
の
間
の
出
来
事

を
、
一
言
葉
に
よ
る
歴
史
の
創
造
を
通
じ
て
永
続
す
る
も
の
に
転
じ
る
こ

ア
ク
シ
ョ
ン

と
|
|
こ
こ
で
は
歴
史
的
出
来
事
と
歴
史
叙
述
の
結
合
が
〈
活
動
〉
と

〈
献
が
〉
と
い
う
ア

l
レ
ン
ト
の
行
為
論
に
即
し
た
か
た
ち
で
捉
え
ら
れ

て
い
る
。

ち
な
み
に
へ
ロ
ド
ト
ス
に
み
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
歴
史
観
の
底
に

ピ
オ
ヌ
ゾ

l

ェ
ー

は
、
個
人
的
な
人
生
の
直
線
運
動
が
生
物
学
的
な
生
命
の
循
環
運
動
を

さ
え
ぎ
る
形
で
成
立
す
る
と
の
自
然
観
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
前
者

の
運
動
が
後
者
の
循
環
を
断
つ
の
と
同
じ
意
味
で
「
単
独
の
事
例
、
行

な
い
、
出
来
事
が
日
常
生
活
の
循
環
運
動
を
断
つ
」
時
、
こ
の
「
断
つ

こ
そ
が
救
済
の
対
象
と
し
て
歴
史
的
叙
述
の
対
象
と
な
る
の
で

〈特集

も
の
」

あ
る
。
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生
の
二
つ
の
運
動
の
断
絶
を
こ
の
よ
う
に
際
立
た
せ
る
こ
と
は
、
叙

こ
の

述
に
値
す
る
過
去
の
出
来
事
を
包
括
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
し
て
意

味
づ
け
る
こ
と
に
徹
底
し
て
抗
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
「
歴
史
と
は
人
間

プ
ロ
セ
ス

、
が
作
る
一
つ
の
過
程
で
あ
る
」
と
み
た
(
グ
ィl
コ
か
ら
マ
ル
ク
ス
に
い

た
る
)
近
代
の
歴
史
観
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
も
、
こ
れ
と
無
関

係
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
個
々
の
歴
史
的
出
来
事
は
そ
う
し
た
必
然
的

プ
ロ
セ
ス

で
包
括
的
な
過
程
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
か
意
味
を
も
た
な
く

な
る
。
こ
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
概
念
が
ア
l

レ
ン
ト
に
と
っ
て
格
別
の
批

判
の
対
象
と
な
る
の
は
、
古
代
後
期
以
降
に
歴
史
の
運
動
が
「
生
物
学

的
生
命
の
イ
メ
ー
ジ
で
解
釈
さ
れ
始
脱
」
、
さ
ら
に
歴
史
の
〈
制
作
〉
の

プ
ロ
セ
ス
が
生
物
学
的
生
命
の
循
環
を
維
持
す
る
た
め
の
〈
労
働
〉
の

プ
ロ
セ
ス
に
擬
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
で
あ
る
。
生
物
学

プ
ロ
セ
ス

的
な
循
環
の
過
程
に
擬
し
て
歴
史
の
出
来
事
を
捉
え
る
こ
と
に
た
い
す

ワ
ク
レ
イ
パ

る
違
和
感
、
ア
l

レ
ン
ト
の
行
為
論
に
即
す
る
な
ら
〈
制
作
〉
を
〈
労
働
〉

に
組
み
入
れ
な
が
ら
両
者
を
融
合
さ
せ
、
〈
活
動
〉
よ
り
優
位
さ
せ
る
こ

と
に
た
い
す
る
違
和
感
が
、
ア

l

レ
ン
ト
の
批
判
の
モ
テ
ィ
l

フ
を
な

ゾ
l

ェ
ー

し
て
い
た
。
歴
史
と
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
生
命
の
反
復
か
ら
の
差
異
で

際
立
つ
過
去
の
出
来
事
を
、
言
語
に
お
い
て
救
済
す
る
試
み
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
真
な
る
こ
と
と
作
る
こ
と
と
の
置
換
可
能
性
(
さ
ら
に

は
認
識
と
労
働
の
内
的
関
連
性
)
に
代
わ
っ
て
こ
こ
で
歴
史
理
解
の
条
件

を
な
し
て
い
る
の
は
、
生
物
学
的
生
命
の
循
環
運
動
と
個
人
的
生
活
と

の
分
離
、
お
よ
び
後
者
の
言
語
に
よ
る
永
続
化
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
視
点
を
変
え
れ
ば
、
「
永
続
的
な
も
の
を
記
憶
か
ら
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作
り
出
す
」
の
も
ま
た
〈
歴
史
を
作
る
〉
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
ヴ
ィ
l

コ
解
釈
の
通
説
で
言
う
〈
歴
史
を
作
る
〉
こ
と

で
は
な
い
。
ア
l

レ
ン
ト
が
へ
ロ
ド
ト
ス
に
見
た
の
は
、
普
遍
化
さ
れ

た
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
い
て
未
来
を
設
計
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
単
独
の

出
来
事
か
ら
な
る
過
去
を
救
済
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
過
去
の
救
済
と
は
い
っ
て
も
、
た
ん
に
伝
統
の
連
続
性
を
再

生
産
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
連
続
し
た
伝
統
は
潜
在
的
で
あ
れ
顕
在
的

オ
り
ジ
ン

で
あ
れ
起
源
の
同
一
性
を
想
定
し
て
い
る
。
「
宗
教
と
権
威
と
伝
統
の

ロ
l

マ
的
三
位
一
体
」
の
崩
壊
と
と
も
に
伝
統
の
連
続
性
は
解
体
し
、

過
去
は
断
片
化
さ
れ
た
と
い
う
の
が
歴
史
と
時
間
に
か
ん
す
る
ア
l

レ

ン
ト
の
考
察
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
連
続
し
た
伝
統
と
断
片
と
し
て
の

過
去
を
峻
別
し
、
は
か
な
い
過
去
の
断
片
を
現
在
に
引
用
し
つ
つ
、
そ

の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
解
き
放
つ
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
べ
ン
ヤ
ミ
ン

か
ら
想
を
得
た
彼
女
の
時
間
概
念
で
あ
る
。
断
片
化
さ
れ
た
過
去
の
救

済
と
は
だ
か
ら
伝
統
の
連
続
性
の
再
興
で
は
な
い
。

ま
た
へ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
る
過
去
の
事
蹟
の
救
済
は
、
ア
l

レ
ン
ト
に

と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
「
記
憶
の
共
同
体
」
や
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
保
持
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
忘
却
か
ら
救

出
し
よ
う
と
し
た
の
は
「
ギ
リ
シ
ア
人
お
よ
び
夷
秋
の
偉
大
で
驚
嘆
す

べ
き
事
蹟
」
で
あ
る
。
自
国
・
他
国
を
問
わ
ず
不
朽
の
偉
大
さ
を
記
す

こ
と
が
歴
史
家
の
責
務
な
の
で
、
〈
歴
史
を
作
る
〉
そ
の
営
み
は
自
ら
の

立
場
へ
の
関
心
を
超
え
た
「
不
偏
性
5
宮
邑
色
々
」
の
地
平
で
繰
り
広

• 思想史のインヴェンションとコンヴ工ンションH 

げ
ら
れ
る
。
生
物
学
的
生
命
の
循
環
か
ら
分
離
し
た
個
人
的
生
の
行
い

を
言
語
に
よ
っ
て
救
済
す
る
こ
と
は
、
生
命
の
循
環
の
閉
じ
た
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
超
え
た
地
平
で
、
歴
史
と
し
て
の
言
語
的
な
テ
キ
ス
ト
を
構

成
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
共
有
す

る
世
界
が
:
:
:
無
数
の
立
場
か
ら
眺
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
知
る
か

け
が
え
の
な
い
通
路
な
の
で
あ
る
。

歴
史
を
作
る
こ
と
と
知
る
こ
と
と
の
置
換
可
能
性
を
労
働
と
認
識
と

の
内
的
関
連
性
に
還
元
し
、
そ
の
基
礎
に
労
働
す
る
類
的
主
体
を
置
く

立
場
は
、
た
し
か
に
伝
統
の
連
続
性
を
素
朴
に
信
じ
る
こ
と
に
も
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
安
易
に
唱
え
る
こ
と
に
も
慎
重
で
あ
っ
た
。
し
か
し

ピ
オ
ス
ゾ
コ

歴
史
に
対
す
る
こ
の
姿
勢
が
、
生
活
を
生
命
に
還
元
し
、
歴
史
叙
述
に

お
け
る
言
語
性
の
固
有
の
地
平
に
無
頓
着
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

ア
l

レ
ン
ト
は
、
こ
れ
に
対
し
、
生
命
と
生
活
と
の
分
離
を
前
提
に
立

て
な
が
ら
、
後
者
の
生
に
お
け
る
出
来
事
や
行
い
を
忘
却
か
ら
物
語
に

よ
っ
て
救
済
す
る
こ
と
に
歴
史
の
意
義
を
見
た
。
し
か
し
こ
う
し
て
〈
歴

史
が
作
ら
れ
る
〉
と
し
て
も
、
ア
l

レ
ン
ト
に
と
っ
て
そ
れ
は
伝
統
の

連
続
性
の
再
生
産
に
も
集
団
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
に
も
寄

与
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
差
し
当
た
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
アl
レ
ン

ト
が
こ
の
よ
う
に
し
て
聞
い
た
歴
史
の
意
味
に
そ
れ
な
り
の
積
極
的
な

意
義
を
見
た
い
。
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
伝
統
の
連
続
性
に
も
集
団
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
関
わ
ら
な
い
過
去
の
救
済
と
は
、
一
体
い
か
な

る
意
義
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
問
う
手
が
か
り
と
し
て
こ
こ
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で
今
一
度
、
振
り
返
っ
て
み
た
い
の
が
ヴ
ィ

l

コ
の
立
場
、
た
だ
し

ヴ
イ
|
コ
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
サ
イ
!
ド
の
解
釈
に
み
る
ヴ
ィ
l

コ
の
立
場
で
あ
る
。
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ジ
ヨ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
歴
史
的
証
言
を
め
ぐ
る
考
察
で
、

ゾ
l

エ
1

ピ
オ
ヌ

ア
l

レ
ン
ト
と
同
じ
く
生
命
と
生
活
を
区
別
し
た
知
的
伝
統
に
梓
さ
し

な
が
ら
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
人
間
と
は
中
心
に
あ
る
闘
で
あ
り
、
そ
の

闘
を
:
:
:
生
物
学
的
な
生
を
生
き
て
い
る
存
在
が
言
葉
を
話
す
存
在
に

な
る
流
れ
と
言
葉
が
生
物
学
的
な
生
を
生
き
て
い
る
存
在
に
な
る
流
れ

が
た
え
ず
通
過
す
る
」
。
ァ
l

レ
ン
ト
と
の
微
妙
だ
が
決
定
的
な
違
い
は

見
逃
せ
な
い
も
の
の
生
物
学
的
な
生
命
と
言
語
を
語
る
存
在
と
が
弁
別

さ
れ
関
連
づ
け
ら
れ
る
視
点
か
ら
、
人
間
と
歴
史
と
を
論
じ
る
点
で
両

者
は
よ
く
似
て
い
る
。
人
間
の
歴
史
の
流
れ
と
は
、
生
物
学
的
な
生
の

反
復
を
伴
い
な
が
ら
、
言
語
を
話
す
存
在
と
し
て
の
個
人
の
新
た
な
出

来
事
が
始
ま
る
連
鎖
で
あ
る
。
で
は
こ
う
し
た
二
重
の
存
在
と
し
て
の

人
間
か
ら
み
た
歴
史
と
は
、
い
か
な
る
像
を
結
ぶ
だ
ろ
う
か
。

生
と
は
人
聞
が
死
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
た
に
生
ま
れ

来
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
誕
生
の
も
つ
「
始
ま
り
」

と
「
唯
一
性
」
に
格
別
の
意
義
を
み
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア

l

レ
ン
ト
で
あ
る
。
だ
が
あ
る
個
人
が
生
ま
れ
る
と
は
そ
の
人
生
が
始
ま
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る
と
と
も
に
生
物
学
的
存
在
と
し
て
親
が
子
を
も
う
け
た
こ
と
で
も
あ

る
。
血
縁
の
持
続
は
生
物
学
的
な
循
環
と
と
も
に
系
譜
的
な
連
鎖
を
生

む
。
と
こ
ろ
で
も
し
歴
史
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
を
〈
産
む
|
生
ま
れ
る
〉
連

鎖
に
喰
え
る
な
ら
、
〈
労
働
|
制
作
)
の
比
喰
で
歴
史
の
創
造
を
み
る
時

と
は
、
か
な
り
違
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
く
る
の
が
分
か
る
だ
ろ

う
。
た
だ
し
こ
の
喰
え
も
人
聞
が
歴
史
を
作
る
姿
の
一
形
容
だ
と
と
る

の
が
可
能
で
、
と
す
れ
ば
ヴ
ィ
l

コ
に
こ
う
し
た
面
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
探
っ
て
み
て
も
よ
い
。
現
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・

w
・
サ
イ
l

ド
は
、
そ

の
歴
史
観
に
こ
れ
と
似
た
発
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
突
き
と
め
て
い
る
。

「
人
間
自
身
が
自
己
を
産
み
さ
ら
に
自
己
の
子
孫
を
産
む
ま
さ
に
再

生
と
反
復
の
過
程
を
反
復
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
時
間
の
経
過
と
い

う
も
の
だ
:
:
:
こ
う
み
る
の
は
ヴ
ィl

コ
の
い
う
異
教
諸
国
民
の
歴

史
:
:
:
に
と
っ
て
ご
く
自
然
な
と
と
で
あ
る
:
:
:
。
血
縁
の
生
成
ど

い
う
家
族
の
メ
タ
フ
ァ
が
人
間
の
活
動
の
全
体
に
ま
で
広
げ
ら
れ
る

時
、
ヴ
イ
l

コ
は
そ
れ
を
詩
的
H

創
作
的
宮
2
-
nと
呼
ん
だ
。
な
ぜ

な
ら
、
ヴ
ィ
l

コ
に
よ
れ
ば
、
人
聞
が
人
間
と
な
る
の
は
彼
が
創
造

者
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
人
聞
が
何
よ
り
も
先
に
創
造
し
た
も
の

は
人
間
自
身
で
あ
る
。
創
造
す
る
こ
と
と
は
反
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
反
復
す
る
こ
と
は
創
造
す
る
が
ゆ
え
に
認
識
す
る
と
と
で
あ

ザ
G
o」
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親
が
子
を
産
み
種
を
な
し
つ
つ
「
彼
ら
自
身
を
生
成
さ
せ
る
よ
う
に
、

人
間
の
歴
史
は
生
成
す
る
」
と
い
う
の
が
サ
イ

l

ド
の
読
み
取
っ
た

ヴ
ィ
l

コ
の
歴
史
観
で
あ
る
。
ヴ
ィ
l

コ
研
究
の
本
流
で
は
、
し
か
し

こ
の
解
釈
は
ま
ず
こ
の
ま
ま
で
は
受
け
入
れ
に
く
い
。
サ
イ

l

ド
は

フ
ィ
リ
エ
!
シ
ヨ
ン

ヴ
ィ
l

コ
の
歴
史
記
述
に
見
る
「
血
縁
関
係
へ
の
こ
だ
わ
り
」
が
当
時

の
古
典
主
義
期
の
自
然
誌
に
応
じ
た
も
の
と
推
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

ほ
と
ん
ど
臆
測
の
域
を
出
て
い
な
い
。
ヴ
ィ
l

コ
の
時
代
性
を
言
う
な

ら
、
む
し
ろ
デ
・
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
に
準
じ
て
、
ヴ
イ
l

コ
は
古
典
主
義
の

開
始
な
ど
関
知
せ
ず
「
十
七
世
紀
的
で
バ
ロ
ッ
ク
的
な
傾
向
」
の
中
に

い
た
と
言
う
方
が
ま
だ
穏
当
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
見
無
縁

と
み
え
る
も
の
の
聞
に
思
わ
ぬ
関
係
を
読
み
取
る
サ
イ
l

ド
の
こ
の
「
対

位
法
的
読
解
」
に
、
今
日
の
歴
史
解
釈
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
論
点
が
伏

在
し
て
い
る
の
も
た
し
か
だ
。

右
の
引
用
で
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ヴ
ィ
l

コ
の
言
日
ノ
「
異

教
諸
国
民
の
歴
史
」
に
サ
イ
l

ド
が
着
目
し
た
点
で
あ
る
。
異
教
の
民

官
民
主
と
は
、
『
新
し
い
学
』
で
ヴ
ィl
コ
が
取
り
上
げ
た
諸
国
民
の
な

か
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
起
源
と
な
る
「
真
の
宗
教
」
を
持
っ
た
へ
ブ

ラ
イ
人
以
外
の
六
つ
の
国
民
の
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
人
も
こ

れ
に
含
ま
れ
る
。
も
し
へ
ブ
ラ
イ
人
こ
そ
「
真
の
神
」
に
依
拠
し
た
唯

一
の
国
民
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
他
の
異
教
民
た
ち
は
真
の
神
に
い
た
る

道
を
初
手
か
ら
拒
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に

沿
う
ヴ
ィ
l

コ
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
話
だ
ろ
う
。
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だ
が
『
新
し
い
学
』
を
緩
い
た
こ
と
の
あ
る
読
者
な
ら
、
ヴ
イ

l

コ
が

神
の
摂
理
を
口
に
し
な
が
ら
も
異
教
民
の
世
界
の
考
察
に
紙
幅
の
多
く

を
割
い
た
事
実
に
気
づ
い
て
、
い
さ
さ
か
怪
請
な
印
象
を
抱
か
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
サ
イ
l

ド
の
読
解
が
共
感
を
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

こ
の
素
直
な
印
象
に
従
っ
て
俗
な
る
も
の
に
対
す
る
聖
な
る
も
の
の
優

位
と
い
う
価
値
づ
け
を
転
換
し
て
み
せ
た
所
に
あ
る
。
異
教
の
民
が
「
真

の
神
」
へ
の
通
路
を
封
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
は
彼

ら
が
そ
う
し
た
聖
な
る
も
の
の
〈
真
理
〉
の
支
配
を
免
れ
て
い
た
こ
と

で
も
あ
る
。
異
教
の
民
に
と
っ
て
そ
れ
は
「
神
の
秩
序
と
は
違
っ
た
秩

序
の
な
か
で
、
つ
ま
り
歴
史
の
な
か
で
、
永
遠
に
生
き
る
こ
国
」
を
告

げ
ら
れ
て
い
た
に
等
し
い
。
歴
史
を
「
血
縁
の
生
成
と
い
う
家
族
の
メ

タ
フ
ァ
」
に
即
し
つ
つ
反
復
と
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
措
く
の
は
、

こ
う
し
た
価
値
の
転
換
に
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
サ
イ
l

ド
は
、
先
の
引
用
で
こ
の
反
復
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
、
「
反
復
す
る
こ
と
は
創
造
す
る
が
ゆ
え
に
認
識
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
言
っ
て
い
た
。
創
造
し
た
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
認
識
で
き
る
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
「
真
な
る
も
の
と
作
ら
れ
た
も
の
と
は
置
換
可
能
で

あ
る
」
と
い
う
先
に
挙
げ
た
ヴ
ィ
l

コ
の
命
題
の
簡
単
な
言
い
か
え
に

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
創
造
す
る
と
は
行
為
に
よ
っ
て
出
来
事
が
生

起
す
る
こ
と
で
あ
り
、
認
識
す
る
と
は
言
語
に
よ
っ
て
歴
史
を
叙
述
す

る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
生
殖
と
再
生
の
メ
タ
フ
ァ
は
、
歴
史
的
出

来
事
の
生
起
の
み
な
ら
ず
歴
史
的
物
語
の
叙
述
に
た
い
す
る
メ
タ
フ
ァ
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と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
歴
史
の
認
識
な
い
し
叙
述
が

先
に
指
摘
し
た
意
味
で
の
人
間
の
一
言
語
的
存
在
に
係
わ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
こ
れ
は
、
生
物
学
的
生
命
の
産
出
と
再
生
の
あ
り
ょ
う
が
、
言
語

的
な
存
在
の
あ
り
方
を
も
規
定
す
る
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

ア
I

レ
ン
ト
と
の
違
い
は
明
ら
か
だ
。
ア
l

レ
ン
ト
が
、
生
物
学
的

生
命
の
循
環
運
動
を
断
ち
切
る
個
人
的
生
活
の
直
線
運
動
に
着
眼
し
、

後
者
と
言
語
的
存
在
と
の
結
合
に
歴
史
叙
述
の
意
義
を
見
た
と
す
れ
ば
、

サ
イ
l

ド
で
は
、
言
語
的
存
在
の
運
動
が
生
物
学
的
生
命
の
反
復
の
う

ち
に
含
み
込
ま
れ
る
ご
と
く
描
か
れ
、
歴
史
は
生
殖
と
再
生
の
プ
ロ
セ

ス
に
警
え
ら
れ
る
。
ア
i

レ
ン
ト
に
と
っ
て
生
物
学
的
生
命
と
し
て
の

存
在
と
言
語
的
存
在
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
別
の
論
理
を
有
す
る
の
に

対
し
、
サ
イ
l

ド
で
は
両
者
は
同
じ
論
理
に
従
っ
て
い
る
。
ア
l

レ
ン

ト
が
過
去
の
救
済
で
対
象
に
し
て
い
る
の
は
、
一
回
だ
け
の
特
異
な
出

来
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
サ
イ
l

ド
の
力
点
は
歴
史
に
お
け
る
反
復

の
パ
タ
ー
ン
の
意
味
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
相
違
に
も

関
わ
ら
ず
、
歴
史
叙
述
に
た
い
す
る
姿
勢
で
両
者
が
じ
つ
は
意
外
に
近

い
立
場
に
い
る
の
も
見
過
ご
せ
な
い
。
こ
の
点
は
サ
イ

l

ド
が
(
血
縁

の
連
鎖
と
い
う
意
味
で
の
)
反
復
の
概
念
か
ら
引
き
出
し
て
き
た
見
解
を

一
瞥
し
て
み
れ
ば
分
か
る
。

歴
史
を
血
縁
の
連
鎖
に
喰
え
た
見
方
は
、
ヴ
イ
l

コ
解
釈
に
ま
つ
わ

る
問
題
へ
の
興
味
深
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
歴
史
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と
神
の
摂
理
の
関
係
の
問
題
、
つ
ま
り
「
人
間
の
諸
制
度
が
人
間
の
創

造
物
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
何
か
他
の
力
の
作
用
を
必
要
と
す
る
の

は
如
何
に
し
て
な
の
か
」
と
い
う
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
異

教
民
の
世
界
の
側
に
つ
く
サ
イ

l

ド
に
と
っ
て
は
、
摂
理
に
関
す
る

ヴ
ィ
l

コ
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も

人
間
の
創
造
と
神
の
摂
理
の
働
き
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
レl
ヴ
イ
ツ

ト
、
が
「
行
う
こ
と
と
起
こ
る
こ
と
」
の
差
異
と
し
て
、
ま
た
ア
l

レ
ン

ト
が
「
行
為
の
目
的
」
と
そ
の
「
意
味
」
の
区
別
と
し
て
、
神
概
念
と

は
無
関
係
に
は
な
は
だ
簡
便
な
解
釈
を
し
た
例
が
あ
る
。
サ
イl
ド
も

こ
の
先
例
に
倣
っ
て
か
、
人
間
の
行
為
と
神
の
摂
理
と
の
違
い
を
、
歴

史
の
反
復
現
象
に
お
け
る
「
意
図
的
な
次
元
」
と
「
無
意
識
の
次
一
冗
」

と
し
て
弁
別
し
、
婚
姻
の
成
立
に
か
ん
す
る
ヴ
イ
l

コ
の
仮
説
を
例
に

彼
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。

『
新
し
い
学
』
で
ヴ
ィl

コ
は
、
「
人
聞
が
諸
国
民
の
世
界
を
作
っ
た
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
が
そ
の
世
界
は
「
人
聞
が
自
分
自
身
の
た
め
に

立
て
た
特
定
の
目
標
と
は
し
ば
し
ば
相
異
な
っ
た
」
結
果
が
生
じ
る
と

し
て
、
そ
の
例
の
一
つ
に
婚
姻
と
家
族
の
成
立
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
に

よ
れ
ば
原
初
の
「
人
間
た
ち
は
そ
の
動
物
的
な
欲
望
を
満
足
さ
せ
て
、

生
ま
れ
た
子
供
た
ち
を
棄
て
去
ろ
う
と
」
企
て
る
。
し
か
し
そ
の
結
果

と
し
て
、
「
婚
姻
の
貞
節
が
創
始
さ
れ
」
、
「
そ
こ
か
ら
家
族
と
い
う
も
の

が
生
ま
れ
る
」
。
動
物
的
欲
望
の
ま
ま
に
子
を
棄
て
よ
う
と
企
て
る
こ
と

は
、
サ
イ
l

ド
に
言
わ
せ
れ
ば
、
人
間
の
「
意
図
し
た
次
元
」
に
属
す
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る
。
こ
れ
に
対
し
こ
の
婚
姻
と
家
族
の
制
度
と
し
て
の
成
立
は
「
無
意

識
の
次
一
主
に
属
し
て
い
る
。
意
図
的
な
次
元
で
は
、
生
物
学
的
な
生

を
反
復
す
る
過
程
で
親
子
の
血
縁
が
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
内
部
に

親
と
子
の
対
立
が
生
じ
る
。
だ
が
無
意
識
の
次
元
で
は
、
こ
れ
と
「
逆

の
こ
と
が
起
こ
り
、
制
度
と
し
て
の
婚
姻
が
確
立
し
、
子
と
親
は
こ
れ

を
通
じ
て
粋
を
も
っ
、
も
の
に
な
る
」
。
こ
の
意
図
的
な
次
一
冗
と
無
意
識
の

次
元
と
の
亀
裂
を
、
サ
イ
l

ド
は
次
の
よ
う
に
敷
桁
し
て
い
る
。
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「
ヴ
ィ
l

コ
の
場
合
の
歴
史
は
、
:
:
:
制
度
の
側
に
立
っ
て
い
る

が
、
そ
の
制
度
は
・
:
:
血
縁
関
係
的
な
反
復
を
維
持
・
伝
達
・
確
保

す
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
同
じ
制
度
:
:
が
、

養
子
縁
組
関
係
白
岳
民
住
吉
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
縁
関

係
E
E
F
S

を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
る
。
ヴ
ィ
l

コ
に
と
っ

て
婚
姻
が
歴
史
的
に
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
生
殖
・
出
産
を
可
能
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
生
殖
・
出
産
は
ど
の
み
ち
自

然
に
行
わ
れ
る
:
:
:
も
の
で
あ
る
。
制
度
と
し
て
の
婚
姻
は
、
し
た

が
っ
て
性
的
欲
望
を
制
止
し
て
、
養
子
縁
組
関
係
、
つ
ま
り
純
粋
な

血
縁
関
係
と
は
違
っ
た
も
の
を
生
む
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
」

E 

サ
イ
l

ド
が
ヴ
ィ
l

コ
か
ら
読
み
取
っ
た
の
は
、
人
聞
が
生
物
学
的

な
生
を
血
縁
関
係
の
連
鎖
と
し
て
維
持
し
自
己
保
存
を
と
げ
て
い
く
に

は
、
何
ら
か
の
養
子
縁
組
的
な
関
係
を
制
度
的
に
導
入
す
る
ほ
か
な
く

な
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
字
義
通
り
に
と
る
な
ら
養
子
縁
組
関
係
と

は
、
生
物
学
的
に
同
じ
血
筋
を
引
い
て
は
い
な
い
が
、
社
会
的
な
制
度

化
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
親
子
関
係
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
は
生
物
学
的

に
純
粋
な
血
縁
関
係
と
は
違
っ
た
異
質
な
も
の
の
混
入
が
制
度
と
し
て

可
能
に
な
る
。
人
間
の
生
物
学
的
な
生
の
連
鎖
が
フ
イ
リ
エ
l

シ
ヨ
ン

と
い
う
自
然
的
な
必
然
性
と
し
て
維
持
さ
れ
る
に
は
、
ア
フ
イ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン
の
関
係
が
規
範
的
な
必
要
性
と
し
て
何
ら
か
の
制
度
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
ま
た
こ
う
し
て
築
か
れ
た
ア
フ
イ
リ

エ
i

シ
ヨ
ン
の
規
範
的
な
必
要
性
も
、
フ
イ
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
な
関
係
を

維
持
す
る
制
度
と
し
て
無
批
判
に
固
定
さ
れ
自
然
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
フ
ィ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン
の
な
か
に
埋
没
す
る
恐
れ
も
出
て
く
る
。

人
聞
が
歴
史
の
な
か
で
作
り
出
し
て
き
た
の
は
、
ブ
ィ
リ
エ
l

シ
ヨ
ン

と
ア
フ
イ
リ
エ

l

シ
ョ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
の
パ
タ
ー
ン
な
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
歴
史
を
叙
述
す
る
目
的
は
、
時
に
人
聞
の
意
図
に
反
し
て
作

ら
れ
る
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
多
様
な
形
態
と
変
容
を
見
き
わ
め
、
そ
の
意

味
と
限
界
を
批
判
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
フ
イ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン
と
い
い
ア
フ
イ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン
と
い

い
、
{
子
義
通
り
の
血
縁
、
養
子
縁
組
の
意
味
だ
け
に
と
っ
て
は
な
ら
な

い
。
サ
イ
l

ド
が
意
図
し
た
の
は
、
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

次
元
で
の
関
係
や
状
況
の
あ
り
ょ
う
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
で
、
な
か

で
も
狙
い
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
ま
ず
テ
キ
ス
ト
批
評
の
あ
り
方
で
あ

る
。
た
と
え
ば
彼
は
、
現
在
の
批
評
意
識
が
、
一
方
で
批
評
家
た
ち
を
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(
出
自
、
国
民
性
・
職
業
な
ど
で
)
フ
イ
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
に
拘
束
し
て
い
る

文
化
と
、
他
方
で
「
(
社
会
的
・
政
治
的
信
念
、
経
済
的
・
歴
史
的
情
況
、
自

発
的
努
力
や
意
欲
あ
る
熟
慮
に
よ
っ
て
)
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
に
獲
得
さ

れ
る
方
法
な
い
し
体
系
」
と
の
聞
に
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と

い
っ
て
も
こ
れ
は
、
批
評
家
の
歩
む
道
が
た
ん
に
フ
ィ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン

か
ら
ア
フ
イ
リ
エ
1

シ
ヨ
ン
に
向
か
う
べ
き
こ
と
を
奨
め
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
。
サ
イ
!
ド
は
、
ア
フ
イ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン
が
と
も
す
る
と

「
フ
イ
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
な
過
程
を
代
理
す
る
一
形
態
」
に
変
じ
て
、
「
過

去
に
お
い
て
フ
イ
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
な
秩
序
と
結
び
つ
い
た
あ
る
種
の
権

威
の
痕
跡
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
た
め
に
」
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る

恐
れ
の
あ
る
こ
と
を
警
告
し
て
も
い
る
。
批
評
家
の
採
る
べ
き
道
は
し

た
が
っ
て
「
本
能
的
な
フ
イ
リ
エ
l

シ
ヨ
ン
と
社
会
的
な
ア
フ
イ
リ
エ
1

シ
ヨ
ン
と
の
差
異
を
認
め
つ
つ
、
ア
フ
イ
リ
エ
l

シ
ョ
ン
が
時
と
し
て

フ
イ
リ
エ
1

シ
ヨ
ン
を
再
生
産
す
る
の
は
い
か
に
し
て
か
を
明
ら
か
に

す
る
」
所
に
あ
る
。

思
う
に
こ
う
し
た
事
情
は
、
言
語
を
書
く
作
業
に
携
わ
る
限
り
、
歴

史
叙
述
の
あ
り
方
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
フ
ィ
リ
エl
シ
ヨ
ン
と
ア
フ
イ

リ
エ
1

シ
ヨ
ン
を
め
ぐ
る
錯
綜
し
た
事
情
は
、
歴
史
の
対
象
に
お
け
る

変
化
を
形
容
す
る
の
み
な
ら
ず
、
実
は
歴
史
叙
述
の
現
在
の
あ
り
方
に

も
関
わ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
フ
イ
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
な
あ
り
方
に
た
い

す
る
サ
イ
l

ド
の
姿
勢
を
歴
史
の
場
面
に
移
し
て
考
え
る
な
ら
、
フ
イ

リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
で
閉
鎖
的
な
文
化
的
伝
統
や
社
会
関
係
に
対
し
て
、
彼
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が
批
判
的
な
距
離
を
と
る
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
す
く

な
く
と
も
そ
の
姿
勢
は
、
伝
統
の
連
続
性
の
再
生
産
や
既
存
の
集
団
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
な
ど
を
歴
史
叙
述
の
意
義
と
し
て
素
朴
に

認
め
な
い
点
で
、
ア
l

レ
ン
ト
と
通
底
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
て
み
れ

ば
、
ヴ
ィ
l

コ
を
め
ぐ
っ
て
明
ら
か
に
対
立
し
た
立
場
を
と
り
、
ま
っ

た
く
異
な
っ
た
歴
史
の
あ
り
方
を
語
っ
た
両
者
が
、
こ
の
点
で
は
予
想

以
上
に
歴
史
へ
の
近
い
姿
勢
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
ら
ば

こ
の
両
者
の
違
い
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
の
聞
を
何
ら
か
の
か
た

ち
で
調
停
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
ど
問
う
て
み
て
も
よ
い
だ
ろ

w
円
ノ
。伝

統
の
連
続
性
を
再
生
産
す
る
ご
と
な
く
、
過
去
を
忘
却
か
ら
救
済

す
る
の
は
、
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
さ
ら
に
ま
た
既
存
の
集
団

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
か
ら
公
平
な
距
離
を
と
り
な
が
ら
、
フ
ィ

リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
な
も
の
と
ア
フ
イ
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
と
の
多
様
な

パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
歴
史
的
に
考
察
す
る
の
は
、
い
か
な
る
意
義
を
有

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
歴
史
叙
述
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
と
き
、
現

在
の
わ
た
し
た
ち
が
担
う
べ
き
問
題
の
出
発
点
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

ア
l

レ
ン
ト
と
サ
イ

l

ド
が
こ
の
点
で
接
近
し
た
問
題
意
識
を
持
ち
え

た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
前
提
に
し
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て
両
者
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
点
も
明

ら
か
に
な
る
。

ア
l

レ
ン
ト
が
過
去
の
救
済
を
口
に
す
る
と
き
、
生
物
学
的
生
命
の

循
環
運
動
と
個
人
的
生
活
の
直
線
運
動
と
の
区
別
が
、
そ
の
前
提
に
あ
っ

た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
ア
!
レ
ン
ト
の
こ
の
載
然
た
る
区
分
は
、

し
か
し
サ
イ
l

ド
が
フ
イ
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
な
自
然
の
必
然
性
と
ア
フ
イ

リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
制
度
の
必
要
性
と
い
う
構
成
で
試
み
た
よ
う
に
、
生

物
学
生
命
の
プ
ロ
セ
ス
の
内
部
に
お
い
て
多
様
な
パ
タ
ー
ン
と
変
容
が

生
ま
れ
て
く
る
事
情
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
多
元
的
な

〈
パ
タ
ー
ン
〉
の
偶
発
性
は
、
アi
レ
ン
ト
の
い
う
二
冗
的
な
〈
プ
ロ
セ

ス
〉
の
必
然
性
と
明
ら
か
に
異
な
る
。
ヴ
ィ
l

コ
の
い
う
共
通
感
覚
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
「
生
活
に
必
要
な
も
の
と
有
益
な
も
の
」
の
諸
類

型
は
、
ア
l

レ
ン
ト
の
場
合
、
結
局
「
生
命
の
必
然
性
」
の
過
程
に
還

元
さ
れ
、
フ
ィ
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
自
然
の
必
然
性
と
ア
フ
イ
リ
エ
イ
テ
イ

ヴ
な
制
度
の
必
要
性
も
、
前
者
の
自
然
必
然
性
に
一
括
さ
れ
て
し
ま
う
。

他
方
、
サ
イ
l

ド
の
〈
フ
イ
リ
エ
l

シ
ヨ
ン
l

ア
フ
イ
リ
エ

l

シ
ヨ

ン
〉
の
対
概
念
に
も
問
題
が
あ
る
。
サ
イ
l

ド
が
こ
の
概
念
を
字
義
通

り
に
と
ど
め
ず
、
他
の
次
元
に
転
用
し
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
レ
ト

リ
ッ
ク
上
の
効
果
が
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
こ
の
概
念
を
頻
用
す

る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
概
念
の
過
度
の
一
般
化
に
走
る
恐
れ
を
生
ん
で

い
る
。
と
く
に
ユ
ニ
ー
ク
な
過
去
の
出
来
事
に
応
じ
る
場
面
で
一
種
の

概
念
に
よ
る
暴
力
に
い
た
る
危
険
を
犯
し
か
ね
な
い
。
過
去
の
単
独
の
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出
来
事
に
は
一
般
的
な
傾
向
の
個
別
事
例
と
し
て
は
処
理
で
き
な
い
面

が
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
は
そ
の
単
独
で
唯
一
無
比
の
性
格
ゆ
え
に
、
し

ば
し
ば
既
存
の
概
念
に
よ
る
捕
捉
に
抗
す
る
の
で
あ
る
。
パ
タ
ー
ン
の

認
識
は
、
こ
の
出
来
事
と
し
て
の
単
独
性
と
事
例
と
し
て
の
個
別
性
と

の
差
異
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
も
し
生
物
学
的
生
命
の
循
環
と
言
語
的
存
在
の
二
一
冗
性
を
前
提

に
し
て
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
を
補
う
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
統

合
で
き
る
道
が
聞
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
そ
う
は
な
る
ま
い
。
歴

史
叙
述
の
現
在
を
考
え
る
上
で
は
、
サ
イ
l

ド
と
ア
l

レ
ン
ト
と
の
間

に
あ
る
裂
け
目
を
裂
け
目
と
し
て
認
め
、
む
し
ろ
生
産
的
な
緊
張
が
起

こ
る
亀
裂
と
し
て
そ
れ
を
確
保
す
る
方
、
が
、
有
望
な
歴
史
の
道
を
聞
き

う
る
。
生
物
学
的
な
生
の
循
環
を
切
断
し
つ
つ
、
記
憶
す
べ
き
過
去
の

出
来
事
を
救
済
す
る
こ
と
と
、
生
物
学
的
な
生
の
反
復
に
内
在
す
る
こ

と
を
感
知
し
つ
つ
、
そ
こ
に
成
立
す
る
多
様
な
類
型
や
パ
タ
ー
ン
を
分

析
す
る
こ
と
は
や
は
り
別
の
歴
史
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
歴
史
の
理
解
と

叙
述
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
す
で
に
前
に
引
い
た
ア
ガ
ン
ベ

ン
の
口
吻
を
借
り
る
な
ら
「
生
物
学
的
な
生
を
生
き
て
い
る
存
在
が
言

語
を
話
す
存
在
に
な
る
こ
と
と
言
葉
を
話
す
存
在
が
み
ず
か
ら
を
生
物

学
的
な
生
を
生
き
て
い
る
存
在
と
感
じ
る
こ
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
還
元

(
剖
)

不
可
能
な
差
異
」
が
、
人
間
の
あ
り
方
を
制
約
す
る
の
み
な
ら
ず
、
歴

史
叙
述
の
あ
り
方
を
も
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
両
者
に

埋
め
ら
れ
な
い
裂
け
目
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
こ
に
わ
ず
か
な
り
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と
も
親
縁
関
係
が
築
け
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
最
後
に
過

去
の
救
済
を
め
ぐ
る
モ
テ
ィ
l

フ
に
即
し
て
こ
の
点
に
触
れ
て
お
こ
う
。

ア
l

レ
ン
ト
は
、
歴
史
家
に
よ
っ
て
歴
史
の
叙
述
が
行
わ
れ
、
歴
史

叙
述
と
し
て
永
続
す
る
世
界
の
な
か
に
位
置
を
得
る
と
、
そ
れ
は
「
多

数
の
叙
述
の
な
か
の
一
つ
と
し
て
」
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
言
っ

て
い
る
。
「
多
数
の
叙
述
か
ら
完
全
に
分
離
で
き
る
よ
う
な
叙
述
に
は
何

の
意
味
も
な
い
」
。
こ
の
歴
史
叙
述
の
多
数
性
は
、
お
そ
ら
く
公
的
領
域

に
お
け
る
人
間
の
複
数
性
に
照
応
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
ま

た
過
去
の
出
来
事
に
関
す
る
あ
る
見
方
が
匹
胎
し
で
も
い
る
。
歴
史
叙

述
の
多
数
性
と
は
、
多
数
の
出
来
事
に
応
じ
た
多
数
の
物
語
が
あ
る
と

同
時
に
、
あ
る
一
つ
の
出
来
事
に
つ
い
て
多
数
の
叙
述
が
あ
る
こ
と
を

も
意
味
し
て
い
る
。
ト
ラ
ウ
マ
を
と
も
な
う
過
去
の
克
服
に
触
れ
た
次

の
一
節
は
、
こ
れ
を
別
の
面
か
ら
補
っ
た
発
言
で
あ
る
。

〈特集

「
過
去
を
『
克
服
す
る
こ
と
』
が
可
能
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
起

こ
っ
た
事
柄
を
関
連
づ
け
て
み
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
物

語
は
、
そ
れ
こ
そ
が
歴
史
を
作
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
な

る
わ
け
で
も
な
い
。
:
:
:
む
し
ろ
、
出
来
事
の
意
味
が
生
き
続
け
る

か
ぎ
り
:
:
:
『
過
去
を
克
服
す
る
こ
と
』
は
絶
え
ず
物
語
を
反
復
す

(
担
)

る
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
う
る
の
で
あ
る
」
。
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か
ら
生

克
服
す
べ
き
過
去
の
物
語
を
反
復
す
る
と
は
、
反
復
強
迫
の
よ
う
に

た
だ
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
い
。
過
去
の
あ
る
出
来
事
を
他

の
諸
契
機
と
さ
ま
ざ
ま
に
関
連
ゃ
つ
け
る
こ
と
で
新
た
に
想
起
す
る
こ
と

で
あ
る
。
物
語
は
繰
り
返
す
ご
と
に
相
違
し
う
る
。
そ
し
て
そ
の
中
の

一
つ
だ
け
が
真
実
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
真
と
お
ぼ
し
き
物
語
は

複
数
あ
り
う
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
歴
史
叙
述
も
人
に
よ
っ
て
見
方
が

違
い
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
う
る
と
い
う
月
並
み
な
事
実
を
指
摘

し
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
と
れ
よ
う
。
だ
が
視
点
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
は

歴
史
的
な
過
去
に
つ
い
て
少
し
違
っ
た
事
実
を
示
唆
し
て
も
い
る
。

た
と
え
ば
あ
る
過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て
反
復
し
た
叙
述
が
行
わ
れ

る
な
ら
ば
、
伝
統
の
連
続
性
を
前
提
と
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
過
去

に
対
す
る
固
定
し
た
見
方
を
わ
ず
か
ず
つ
で
も
変
じ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
過
去
の
固
定
し
た
視
点
を
変
え
る
こ
と
は
、
固
定
的
な
過

去
の
見
方
に
囚
わ
れ
て
い
た
現
在
に
反
省
の
眼
を
向
け
る
切
っ
掛
け
に

な
る
。
ま
た
過
去
に
つ
い
て
多
数
の
叙
述
が
可
能
な
ら
ば
、
過
去
の
出

来
事
そ
の
も
の
が
固
定
し
た
一
つ
の
も
の
、
だ
と
見
る
必
要
も
な
い
。
過

去
と
は
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
も
の
だ
と
い
う

よ
り
、
不
在
と
な
っ
た
出
来
事
ゆ
え
に
推
理
と
解
釈
の
多
数
の
可
能
性

に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
視
点
を
こ
の
よ
う
に
転
換
さ
せ
る
に
は
、
過
去
の
出
来
事
を

他
の
出
来
事
と
関
連
づ
け
る
方
法
に
も
転
換
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え

ば
過
去
の
諸
々
の
出
来
事
が
、
あ
る
同
一
の
(
起
源
呂
租
ロ
〉
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ま
れ
、
そ
の
支
配
の
下
で
縦
の
系
列
関
係
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
と
み

な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
過
去
の
出
来
事
は
一
つ
の
大
き
な
物
語
の
中
で
し

か
意
味
を
も
ち
え
な
い
構
成
要
素
と
な
る
。
他
方
、
過
去
の
複
数
の
出

来
事
が
、
そ
の
都
度
新
た
な
〈
始
ま
り

Z
m
Fロロ
B
m
〉
と
し
て
横
の
隣
接

関
係
を
作
り
出
す
も
の
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
隣
接
関
係
の
多

様
性
に
応
じ
て
複
数
の
歴
史
叙
述
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
〈
起
源
〉
と

〈
始
ま
り
〉
は
サ
イl
ド
が
ヴ
ィ
l

コ
の
聖
な
る
も
の
と
「
異
教
諸
国
民

の
歴
史
」
の
違
い
に
合
わ
せ
て
区
別
し
た
歴
史
の
二
つ
の
端
緒
に
当
た

る
。
起
源
の
系
列
関
係
と
始
ま
り
の
隣
接
関
係
は
、
実
は
の
ち
に
フ
イ

リ
エ
l

シ
ヨ
ン
と
ア
フ
イ
リ
エ
l

シ
ヨ
ン
の
対
概
念
を
生
む
も
と
に
も

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
フ
イ
リ
エ
l

シ
ヨ
ン

と
ア
フ
イ
リ
エ

l

シ
ヨ
ン
、
が
現
実
に
は
き
わ
め
て
錯
綜
し
た
関
係
を
編

み
だ
し
て
い
た
よ
う
に
、
起
源
と
始
ま
り
と
い
う
二
つ
の
方
法
概
念
も
、

歴
史
の
出
来
事
を
よ
り
複
合
的
な
か
た
ち
で
関
連
づ
け
る
方
法
に
使
わ

れ
で
も
よ
い
。
た
と
え
ば
〈
始
ま
り
)
が
〈
起
、
源
〉
を
代
理
す
る
形
態

と
し
て
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
サ
イ
l

ド
の
筆
み
に
倣
っ

て
言
う
な
ら
、
こ
の
二
つ
の
方
法
概
念
を
的
確
に
用
い
る
に
は
、
系
列

的
な
起
源
と
横
断
的
な
始
ま
り
と
の
差
異
を
認
め
つ
つ
、
始
ま
り
が
時

と
し
て
起
源
を
再
生
産
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
も
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

過
去
の
出
来
事
の
関
連
づ
け
が
起
源
と
始
ま
り
を
区
別
し
な
が
ら
、

そ
の
複
合
的
な
結
び
つ
き
に
お
い
て
分
析
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
多
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数
の
物
語
が
編
み
だ
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
過
去
の
救
済

の
手
法
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
サ
イ
l

ド
が
フ
ィ
リ
エ
i

シ
ヨ
ン

と
ア
フ
イ
リ
エ

i

シ
ヨ
ン
の
対
概
念
で
示
し
た
歴
史
の
理
解
と
、
巧
い

具
合
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
望
む
な
ら
両
者
を
統
一
し
た
歴
史

像
を
描
く
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
た
し
か
に
パ
タ
ー
ン
の

発
見
の
基
盤
を
、
起
源
の
系
列
関
係
で
は
な
く
始
ま
り
の
隣
接
関
係
に

よ
る
関
連
づ
け
に
据
え
る
こ
と
で
、
方
法
上
の
刷
新
を
図
る
こ
と
は
可

能
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
で
も
ア
l

レ
ン
ト
の
言
う
「
歴
史
叙
述
の
多
数

性
」
は
、
そ
う
し
た
類
型
の
発
見
に
完
全
に
組
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

ア
l

レ
ン
ト
が
過
去
の
出
来
事
の
関
連
づ
け
を
口
に
す
る
時
、
そ
れ

は
所
与
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
個
々
の
出
来
事
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を

考
え
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
個
々
の
固
有
の
出
来
事
を
必

然
的
な
法
則
の
一
部
と
し
て
意
味
ゃ
つ
け
る
「
プ
ロ
セ
ス
」
思
考
の
誘
惑

を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
過
去
の
出
来
事
の
布
置
関
係
は
、
歴
史

的
脈
絡
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
家
が
個
々
の
特

異
な
出
来
事
を
さ
ま
ざ
ま
に
関
連
づ
け
る
と
と
で
初
め
て
生
起
し
て
く

る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
出
来
事
に
お
け
る
パ
タ
ー
ン
の
発
見
は
、
プ
ロ

セ
ス
へ
の
還
元
と
異
な
る
と
は
い
え
、
出
来
事
を
個
別
事
例
と
見
る
点

で
は
変
わ
り
な
い
。
ち
な
み
に
ヴ
ィ

l

コ
は
、
二
つ
の
観
念
を
統
一
す

る
た
め
に
「
第
三
の
観
念
」
を
見
い
だ
す
術
を
ト
ピ
カ
と
呼
ん
だ
。
出

来
事
同
士
の
関
連
づ
け
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
こ
う
し
た
第
三
の
媒
辞

が
必
要
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
関
連
づ
け
を
可
能
に
す
る
の
は
、
ト

2002 社会思想史研究 No.26



歴史と思想のダイナミズム〉

ピ
カ
の
技
法
で
あ
る
。
ト
ピ
カ
に
よ
っ
て
手
に
で
き
る
の
は
厳
密
な
意

味
で
の
「
真
理
g
E
g

」
で
は
な
く
「
真
理
ら
し
き
も
の
語
江
田F
E
-
-
2

に
す
ぎ
な
い
。
歴
史
叙
述
の
多
数
の
物
語
は
、
こ
の
意
味
で
の
「
真
理

ら
し
き
も
の
」
に
と
ど
ま
る
。
第
一
二
の
媒
辞
に
は
類
型
化
に
導
く
普
遍

概
念
の
最
初
の
萌
芽
が
あ
る
も
の
の
、
真
ら
し
き
も
の
の
言
説
が
、
歴

史
的
出
来
事
の
単
独
性
を
核
に
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
類

型
認
識
に
お
け
る
個
別
事
例
の
一
般
的
な
あ
る
い
は
特
殊
な
関
係
は
、

個
々
の
単
独
の
出
来
事
か
ら
な
る
布
置
関
係
に
よ
る
と
し
て
も
、
両
者

は
別
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
単
独
性
を
、
歴
史
的
分
析
に
お
け
る
類

型
化
や
普
遍
史
の
類
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る
と
、
出
来
事
同
士
の
関
係

づ
け
を
可
能
に
し
た
そ
の
潜
在
的
な
力
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
ア
l

レ
ン
ト
が
こ
の
種
の
普
遍
史
へ
の
誘
惑
を
免
れ
て
い

た
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
セ
イ
ラ
・
ベ
ン
ハ
ピ
ブ
は
、
ア
l

レ

ン
ト
の
歴
史
的
思
考
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
か
ら
想
を
え
た
「
断
片
的
方
法
」

と
ハ
イ
デ
ガ
l

の
系
譜
を
引
く
「
現
象
学
的
方
法
」
と
が
併
存
し
て
い

る
の
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
歴
史
叙
述
の
全
体
と
し
て
は
前
者
が

優
勢
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
後
者
の
方
法
が
表
面
に
出
て
く
る
と
、

歴
史
が
人
間
の
根
源
的
経
験
の
喪
失
と
し
て
描
か
れ
る
。
世
界
疎
外
、

地
球
疎
外
の
議
論
な
ど
は
こ
の
類
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
方
法

の
併
存
が
過
去
の
救
済
の
モ
テ
ィ
l

フ
に
不
当
な
歪
み
を
も
た
ら
し
た

様
子
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
l

流
の
忘
却
史
的
な
発
想
を
サ

イ
1

ド
が
取
り
出
し
た
ヴ
ィ
l

コ
の
「
異
教
諸
国
民
の
歴
史
」
の
方
法

〈特集47 • 

に
置
き
換
え
て
み
る
の
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

ヴ
ィ
l

コ
の
歴
史
的
方
法
が
魅
力
に
満
ち
て
い
る
の
は
、

ト
が
行
っ
た
過
去
の
救
済
な
い
し
「
過
去
の
克
服
」
の
試
み
と
共
存
で

き
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
内
包
し
て
い
た
所
に
あ
る
。
両
者
は
方
法
上
の
親

縁
性
さ
え
確
認
で
き
る
な
ら
、
無
理
に
統
合
す
る
必
要
は
な
い
。
な
る

ほ
ど
共
存
は
と
き
に
葛
藤
の
因
に
な
る
。
と
い
っ
て
そ
れ
を
へl
ゲ
ル

流
に
媒
介
し
統
一
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
へl
ゲ

ル
の
媒
介
さ
れ
た
具
体
的
普
遍
よ
り
、
キ
ル
ケ
ゴl
ル
の
「
例
外
」
と

「
普
遍
者
」
と
の
葛
藤
の
方
が
歴
史
叙
述
の
あ
る
べ
き
姿
に
近
い
。
そ
し

て
歴
史
に
終
わ
り
が
な
い
よ
う
に
、
こ
の
葛
藤
と
共
存
も
た
ぶ
ん
終
わ

る
こ
と
が
な
い
。

ア
i

レ
ン

(
き
ま
え
・
と
し
あ
き
)

T 注

国
-
〉H
Oロ
且F
4
E
O
(い
。
ロ
自
由
民
。
同
国

-
2
0門
司
唱
日
一
回
〉
『

g
p

国
民
吉
霞
誌
、
号
『

喜
弘
、
ミ
足
、F
F
ロ
担
出
回
目
S
E
E
L
S
ω
-
Y臼
・
(
ハ
ン
ナ
・
アl
レ
ン
ト

「
歴
史
の
概
念
」
(
引
田
隆
也
・
驚
藤
純
一
訳
『
過
去
と
未
来
の
問
』
、
み

す
ず
書
房
、
所
収
)
、
七
四
五
頁
0
)

。
-
回
・4
日
円0・
や
ま
毎
号
遺
志
5
a
a
t
S
3
h遺
書
号
室
内
w
者
E
E
2
・
口
店
長

。
田
町
田.
E
S
E
ι
F
S

∞
品
・
官
・
怠
・
(
上
村
忠
男
・
佐
々
木
力
訳
『
学

問
の
方
法
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
四O

四
一
頁
o
)

旨
自
己
F
D
市
内
乱
・
古
田
(
ア
l

レ
ン
ト
、
前
掲
喜
、
七
四
五
頁
。
)

旨
B

且F
芯
位
J
司
・
3

・
(
アl

レ
ン
卜
、
同
書
、
訳
一
O
一
一
一
頁
。
)

同
-
E
d
Sけ
y
s
n
s
c遺
書
骨
Q
H
N
~で
究
室
柏
町
内
、
町
内

E
h
w
s
Sさ
ぬ
き
S
E
h
F
n
E

2 5 4 3 
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当
5
5

円
句
ロ
2
2

巳
g
Z
5
E
間
w
H
g∞
-
∞
・5

上
村
忠
男
・
山
之
内
靖
訳

『
学
問
と
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
運
命
』
、
未
来
社
、
一
九
八
九
年
、
一
二
七
頁
。

〉
H
O
E
y
e
-
S司
・
2
(
ア
i

レ
ン
ト
、
前
掲
書
、
七
五
頁
。
)

マ
l

テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
『
世
紀
末
社
会
主
義
』
今
村
仁
司
・
大
谷
遊
介

訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
、
一
O
一
頁
以
下
。

〉
円
。
ロ
品f
e
-
n
p
-司
・
白
・
(
ア
!
レ
ン
ト
、
前
掲
書
、
五
一
|
二
頁
o
)

〉
H
E

舎
二
守t
R
w司
・
ぉ
・
(
アl
レ
ン
ト
、
同
書
、
五
回
頁
。
)

旨
g
ι
F
を
・n
?
-
v
-
A
H
N

・
(
アl

レ
ン
ト
、
同
書
、
五
三
|
四
頁
。
)

ジ
ヨ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
イ
ツ
ツ
の
残
り
も
の
』
上

村
忠
男
・
贋
石
正
和
訳
、
月
曜
社
、
二O
O

一
年
、
一
八
四
頁
。

開
・4
R
印
巴
子
同
出
向
司
2

・R
S
ぬ
一H
W
N
F
Q
s
t
s

内
門U
3
.『凡
門
司
出
向
〈
田
区
白
包
括
円

E
q

司
円
。ω
ω
・
]
{
坦
∞
ω
.官
-
H
H
J可・

B

・
デ
・
ジ
ョ
パ
ン
ニ
「
バ
ロ
ッ
ク
人
ヴ
ィ
i

コ
」
贋
石
正
和
訳
、
『
思

想
』
第
七
五
二
号
(
一
九
八
七
年
二
月
)
、
一
五
六
頁
。

(
M
)
開
・
認
印E
P
同
著
書
長
崎
両-E
S
S
E
主
事

S
ミ
-
P
E
S
E
-
白
E
Z
E
q

司
円
。ω
F
H申
∞
印
(
]
{
申
叶
印

y
-
Y
U印
。
・

(
時)
F
F

自
習

-
s
s
h
-ぎ
を
A
幸
町
民
話
宅
待
号
、S
w
.
-
n
E
F
E
問
。d
E
5
E
q

司
円
。g

・
5
a
w
官
-
S
-

(
凶
)
こ
の
点
に
関
す
る
ヴ
ィ
1

コ
解
釈
の
最
近
の
研
究
動
向
を
知
る
上
で
は
、

H
S
B宮
の
前
掲
書
以
外
に
さ
し
あ
た
り
次
の
も
の
を
参
照
。
上
村
忠
男

『
バ
ロ
ッ
ク
人
ヴ
ィ
l

コ
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
。

(
口
)
印
巴
【P
。
も
n
p
H
申
∞ω
・
司
・
ロ
∞
・

(
凶
)
印
自
己-
S
R
.
5
∞
臼
ヨ
司
・
N
A
H・

(
問)
V
E
-
S
R
-
S
∞ω
暗
唱
・
ピ
・

(
初
)
ア
ガ
ン
ベ
ン
、
前
掲
書
、
一
七
O
頁
。

(
幻
)
国
・
旨
g
p

客
足
刊
誌
b
Q始
時
お
き
F

〉
E
2
2

神
田
S
F
S
8
2
8
3

・

同
】N
H・

〉
円
。
ロ
且
F
S
"
t
w日v
-
N
H
-
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じ
め
に
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M
・
ヴ
ェ
l

パ
l

の
「
世
界
の
脱
魔
術
化
」
(
P
E
5
5

巾
包
括
品
向

者
向
ロ
)
と
い
う
術
語
は
、
そ
の
後
の
思
想
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
百
・
ア
ド
ル
ノ
&
M
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
が
『
啓

蒙
の
弁
証
法
』
の
冒
頭
で
、
「
啓
蒙
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界
の
脱
魔
術

化
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

他
方
、
狭
義
の
ヴ
ェ
l

パ
l

研
究
を
見
て
み
る
と
、
F

・
テ
ン
ブ
ル
ッ

ク
の
主
張
が
目
に
と
ま
る
。
一
九
七
五
年
に
彼
は
、
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
(
以
下
、
『
倫
理
』
)
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に
お
け
る

特
集

歴
史
と
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

固

H 

思
想
史
の
イ
ン
ヴ
工
ン
シ
ヨ
ン
と
コ
ン
ヴ
エ
ン
シ
ヨ
ン

脱
魔
術
化
の
語
が
加
筆
部
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
ヴ
ェ
l

パ
l
が
晩
年
に
到
達
し
た
最
終
テ
l
ゼ
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
ぶ
。

そ
の
指
摘
は
ヴ
ェ
l

パ
l

の
作
品
史
研
究
の
端
緒
と
は
な
っ
た
が
、
そ

の
極
端
な
脱
魔
術
化
解
釈
に
つ
い
て
は
、
今
で
は
ヴ
ェ1
パ
l

の
テ
キ

ス
ト
に
沿
っ
た
詳
細
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
テ
ン
ブ
ル
ッ
ク
説
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
あ
く
ま
で
狭

義
の
ヴ
ェ
l

パ
l

研
究
の
枠
内
で
な
さ
れ
、
脱
魔
術
化
の
概
念
が
及
ぼ

し
た
広
範
な
影
響
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
し
か

に
こ
の
概
念
は
、
ヴ
ェ
!
パ
l

の
思
想
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
で
、

そ
の
内
実
を
豊
か
に
し
て
き
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

そ
の
影
響
力
は
す
で
に
狭
義
の
ヴ
ェ
l

パ
l

研
究
を
越
え
て
い
る
こ
と

も
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
ゆ
え
脱
魔
術
化
を
め
ぐ
る
論
は
、
あ
る
二
面
性
を
帯
び
て
い
る

と
三
宮
九
る
。
ひ
と
つ
は
、
ヴ
ェl
パ
l

思
想
の
内
部
に
お
け
る
再
吟
味

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ヴ
ェ
l

パ
ー
を
越
え
た
場
に
お
け
る
そ
の

潜
勢
力
の
抽
出
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
は
切
り
離
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
相
互
に
作
用
し
つ
つ
深
化
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
こ
の
観
点
に
立
ち
、
両
者
を
往
復
し
な
が
ら
、
脱
魔
術
化
と
い

う
概
念
の
意
義
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

• 思想史のインヴ工ンションとコンヴェンション

直
線
的
歴
史
観
と
宿
命
論
的
歴
史
観

ま
ず
、
主
に
ヴ
ェ
l

パ
l

研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
脱
魔
術
化
を
め

ぐ
る
相
異
な
る
理
解
を
検
討
し
、
問
題
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
特
に

日
本
に
お
け
る
脱
魔
術
化
理
解
は
き
わ
め
て
錯
綜
し
て
お
り
、
注
意
が

必
要
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
諸
解
釈
の
典
型
を
一
不
す
こ

と
で
、
対
立
点
を
明
確
に
し
て
み
よ
う
。

日
本
で
は
、
戦
後
い
ち
早
く
大
塚
久
雄
が
「
魔
術
か
ら
の
解
放
|
|

近
代
的
人
間
類
型
の
創
造
」
(
一
九
四
六
前
)
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
大

塚
は
、
「
現
在
の
吾
圃
の
民
主
的
再
建
過
程
に
お
い
て
『
魔
術
か
ら
の
解

放
』
、
而
も
そ
の
徹
底
が
の
つ
ぴ
き
な
ら
ぬ
必
要
事
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と

は
、
も
は
や
自
明
」
だ
と
し
、
戦
後
の
日
本
が
非
合
理
的
な
魔
術
か
ら

解
き
放
た
れ
る
必
要
を
強
く
訴
え
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
近
代
称
揚
的

な
脱
魔
術
化
理
解
は
今
も
根
強
い
が
、
「
解
放
論
」
と
名
付
け

H 

そ
れ
を

る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
立
す
る
解
釈
は
「
剥
奪
論
」
と
言
え
る
。
す
な

わ
ち
、
近
代
は
科
学
に
よ
っ
て
意
味
を
喪
失
し
た
無
味
乾
燥
な
世
界
だ

と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
こ
れ
を
山
之
内
靖
は
「
魔
力
剥
奪
」
と
し
て
提

示
し
た
。
も
っ
と
も
、
「
近
代
」
へ
の
価
値
評
価
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
解

釈
の
対
立
は
、
日
本
に
特
殊
な
現
象
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
S

・
コ
1

ル
パ
l

グ
は
、
a
d
z
g
n
E
E
B
E
門
ョ
と
い
う
パ
l

ソ
ン
ズ

訳
『
倫
理
』
以
来
の
定
訳
を
ロ
マ
ン
主
義
的
だ
と
批
判
し
て
い
石
。

他
方
、
解
放
論
と
剥
奪
論
と
い
う
「
近
代
」
に
対
す
る
両
極
的
な
解

釈
に
対
し
、
そ
の
両
者
を
背
反
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ア
ン
ビ
ヴ
ア

レ
ン
ス
こ
そ
を
近
代
の
特
徴
と
み
な
す
、
い
わ
ば
「
両
義
性
論
」
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
直
線
的
な
歴
史
像
を
描
き
や
す
い
解
放
論
や
剥
奪
論
に

比
べ
、
慎
重
な
認
識
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
整
理
か
ら
、
従
来
の
諸
解
釈
が
前
提
に
す
る
ふ
た
つ
の
観
点

が
見
え
て
く
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
根
底
に
潜
む
直
線
的
歴
史
観
で
あ

る
。
た
し
か
に
現
在
、
以
前
の
よ
う
に
素
朴
な
近
代
化
論
で
ヴ
ェ
l

パ
ー

が
解
釈
さ
れ
る
こ
と
は
稀
に
な
っ
た
。
だ
が
、
脱
魔
術
化
を
め
ぐ
る
解

放
論
と
剥
奪
論
の
対
立
は
、
「
(
西
欧
)
近
代
」
に
対
す
る
評
価
は
逆
向

き
で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
近
代
化
を
普
遍
化
し
、
そ
の
帰
結
を
評
価
す

る
と
い
う
点
で
同
一
線
上
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
窺

え
る
の
は
、
脱
魔
術
化
を
不
可
逆
的
か
っ
宿
命
的
過
程
と
し
て
把
握
し
、

し
か
も
そ
の
宿
命
的
過
程
を
、
西
欧
と
い
う
一
地
域
を
越
え
て
、
普
遍

的
な
歴
史
プ
ロ
セ
ス
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
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こ
の
点
は
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
剥
奪
論
と
両
義
性
論
に

色
濃
く
見
ら
れ
る
、
宿
命
論
的
歴
史
観
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
た
し
か

に
、
解
放
と
剥
奪
を
と
も
に
成
立
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
は
「
近
代
」
の

陥
っ
た
ア
ポ
リ
ア
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
ポ
リ
ア
の
剃
挟
で
と
ど

ま
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
概
念
自
身
が
苧
む
展
開
力
を
削
い
だ
、
論
に
先

立
つ
枕
詞
的
な
使
用
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
近
代
」
と
い

う
視
点
が
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
忘
却
し
、
逆
に
こ

の
概
念
を
近
代
社
会
に
対
す
る
実
体
的
ラ
ベ
ル
と
み
な
す
こ
と
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
、
あ
る
術
語
が
単
な
る
時
代
診
断
の
定
型
句

と
な
っ
た
と
き
に
生
じ
る
、
認
識
の
硬
直
化
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
そ
の
語
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
世
界
の
固
定
化
お
よ
び
媛
小

化
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

歴史と思想のダイナミズム〉

脱
魔
術
化
の
二
つ
の
契
機

ま
ず
、
ヴ
ェl
パ
l

の
テ
キ
ス
ト
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

ヴ
ェ
l

パ
l

に
お
け
る
脱
魔
術
化
の
用
例
の
う
ち
、
『
倫
理
』
の
用
例
は

も
っ
ぱ
ら
解
放
論
の
、
『
職
業
と
し
て
の
学
問
』
(
以
下
、
『
学
問
』
)
は

も
っ
ぱ
ら
剥
奪
論
の
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
問
題

な
の
は
、
か
か
る
典
拠
の
偏
向
が
も
っ
意
味
で
あ
る
。
ま
ず
『
倫
理
』

で
は
、
予
定
説
が
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
信
徒
た
ち
に
「
内
面
的
孤
独
化
」
を

も
た
ら
し
た
、
と
い
う
段
に
加
筆
さ
れ
た
箇
所
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
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ら
れ
て
い
る
。

「
こ
の
、
完
全
な
(
ル
タ
|
主
義
で
は
未
だ
完
全
に
徹
底
さ
れ
て
は
い
な

い
)
教
会
と
聖
礼
典
と
に
よ
る
救
済
の
廃
棄
こ
そ
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
に
比
較
し
て
全
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
世
界
の
脱
魔
術
化
と
い
う

宗
教
史
に
お
け
る
あ
の
大
い
な
る
過
程
|
|
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
預
言
と

と
も
に
始
ま
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
学
問
的
思
惟
と
結
合
し
つ
つ
救
済

の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
魔
術
的
方
法
を
迷
信
と
し
罪
悪
と
し
て
排
斥
し

た
あ
の
過
程
は
、
こ
こ
に
お
い
て
完
結
を
見
た
。
」

さ
し
あ
た
り
注
目
す
べ
き
は
、
「
預
言
」
と
「
学
問
的
思
惟
」
と
い

う
、
脱
魔
術
化
す
る
契
機
の
複
数
性
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
、
脱
魔
術
化
と
い
う
過
程
が
一
元
的
に
展
開
す
る
も
の
で
は
な
く
、

諸
々
の
関
係
に
お
い
て
多
様
に
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
だ

ろ
-
フ
。

し
か
し
剥
奪
論
が
自
説
の
論
拠
を
こ
の
用
例
に
お
く
こ
と
は
、
ま
ず

な
い
。
そ
こ
に
は
、
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
の
到
達
し
た
脱
魔
術
化
を
単
純

に
「
意
味
喪
失
」
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
は
、
究
極
的
な
神
の
世
界
を
指
向
し
、
そ
れ

ゆ
え
徹
底
的
に
被
造
物
神
化
を
排
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
脱
魔
術
化
を
な

し
え
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
は
神
と
い
う
確
固
と
し
た
価
値
な
い
し
価

値
根
拠
が
横
た
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
意
味
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の
確
定
と
も
言
え
る
事
態
の
指
摘
を
も
っ
て
意
味
喪
失
を
導
く
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
剥
奪
論
は
、
『
倫
理
』
が
そ
も
そ
も
近

代
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
を
洞
察
す
る
こ
と
で
、
解
放
論
と
は
対
極
の
道

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
典
型
的
歴
史
的
帰
結
は
、
『
学
問
』
に
お

け
る
次
の
指
摘
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

• 思想史のインヴェンションとコンヴェンション

「
い
っ
そ
う
の
主
知
化
と
合
理
化
が
意
味
す
る
の
は
、
自
分
の
生
活

条
件
に
関
す
る
い
っ
そ
う
多
く
の
一
般
的
知
識
で
は
な
い
。
:
:
:
そ

れ
は
、
欲
し
さ
え
す
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
つ
ね
に
学
び
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
原
理
的
に
は
神
秘
的
で
予

測
し
得
な
い
力
な
ど
な
い
と
い
う
こ
と
、
む
し
ろ
全
て
の
事
象
は
、

原
理
的
に
、
予
測
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
知
な
い
し
信
仰

(
E
g
z
g

を
意
味
す
る
。
そ

し
て
こ
れ
が
世
界
の
脱
魔
術
化
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
」

E 

こ
こ
に
は
、
魔
術
的
な
方
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
世
界
が
去
り
、

代
わ
っ
て
主
知
主
義
的
な
世
界
が
出
現
し
た
、
と
い
う
認
識
が
一
不
さ
れ

て
い
る
。
ヴ
ェ
l

パ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う

聞
い
に
答
え
ら
れ
る
の
は
預
言
者
か
救
世
主
の
み
で
あ
り
、
経
験
的
合

理
的
な
知
は
そ
の
間
い
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
代
は
、
神
と

疎
遠
に
な
り
預
言
者
も
い
な
い
、
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
た
時

代
に
生
き
る
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
価

値
を
同
定
し
得
な
い
科
学
的
知
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
世
界
の
中
で
、

価
値
の
在
処
は
見
失
わ
れ
て
い
く
。
『
学
問
』
の
末
尾
で
は
、
次
の
よ
う

に
も
言
わ
れ
て
い
る
。

「
ま
っ
た
く
究
極
か
つ
最
高
に
崇
高
な
諸
価
値
は
、
公
共
の
舞
台
か

ら
引
き
退
き
、
神
秘
的
生
活
の
背
後
世
界
的
な
領
域
や
、
あ
る
い
は

個
々
人
相
互
の
直
接
の
交
わ
り
に
お
け
る
同
胞
愛
の
中
に
隠
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
特
有
な
合
理
化
と
主
知
化
、

な
か
ん
ず
く
世
界
の
脱
魔
術
化
と
い
う
時
代
の
運
命
な
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
ら
『
学
問
』
の
用
例
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
実
は

「
意
味
喪
失
」
へ
の
一
元
的
な
過
程
で
は
な
く
、
脱
魔
術
化
と
主
知
化
と

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
局
面
の
分
析
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
脱
魔
術
化
と
主
知
化
と
が
並
記
さ
れ
て
い
る
そ
の
奥
に
、
宗
教

と
科
学
と
の
相
魁
と
協
働
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
解
放
論
で
『
学
問
』
の
用
例
を
解
釈
で
き

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
剥
奪
論
の
問
題
も
浮
上
す

る
。
解
放
論
と
正
反
対
の
道
を
と
っ
た
は
ず
の
剥
奪
論
は
、
近
代
評
価

の
点
で
は
対
立
し
得
て
も
、
宿
命
的
な
歴
史
過
程
を
想
定
し
て
し
ま
う

と
い
う
点
で
同
一
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
う
し
た
正
ま
た
は

負
の
近
代
化
論
の
残
像
を
相
対
化
す
る
た
め
、
ヴ
ェ
i

パ
!
と
は
異
な
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る
脱
魔
術
化
の
文
脈
を
検
討
し
て
み
た
い
。

四

ヴ
ェ
l

パ
l

の
相
対
化
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ヴ
ェ
l

パ
1

の
文
脈
と
異
な
る
用
法
は
、
ま
ず
ヴ
エ
|
パl
以
前
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
脱
魔
術
化
の
語
に
関
し
て
は
、
時
に
F

・
シ

ラ
l
起
源
説
が
語
ら
れ
る
料
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
も
、
こ
の
語
は
、

G

・
ク
ロ
ッ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
詩
「
チ
ュ
1

リ
ツ
ヒ
湖
」
(
R
E
R
Z
2・

J

(
一
七
五O
年
)
に
見
ら
れ
る
、
「
今
や
春
に
よ
っ
て
魔
法
の
解
か
れ
た
口

も
と

(
8
5
5
2
R
冨
E
S

が
、
お
の
の
く
純
粋
な
愛
を
語
る
!
」
と

い
う
用
例
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
到
。
ま
た
シ
ラ

1
も
、
『
オ
ル
レ
ア

ン
の
少
女
』
(
一
八O
一
年
)
で
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
将
に
「
彼
女
〔
ジ
ヤ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
〕
は
真
剣
に
闘
う
こ
と
を
避
け
る
だ
ろ
う
し
、
そ
う
す
れ

ば
〔
聖
女
を
敵
に
し
た
と
恐
れ
て
い
る
〕
軍
は
呪
縛
か
ら
解
か
れ
る
2
3
2

宮
田
町
R
E
R
S
Z

立
・
ブ
と
述
べ
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に

C
・
M
・

ヴ
ィ
l

ラ
ン
ト
の
、
貴
族
令
嬢
と
二
人
の
騎
士
を
め
ぐ
る
メ
ル
ヘ
ン
小

説
は
、
ま
さ
に

E
U
W
開
口H
N
E
Z
E招
(
「
脱
魔
術
化
」
)
ョ
(
一
八

O
四
年
)

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
官
、
こ
の
時
代
、
こ
の
語
が
い
か
に
浸
透
し

て
い
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
詩
人
た
ち
の
用
例
を
見
る
と
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀

初
頭
と
い
う
時
代
転
換
の
雰
囲
気
の
な
か
で
、
こ
の
語
が
あ
る
種
の
象

徴
性
を
帯
び
な
が
ら
も
、
学
問
的
概
念
や
時
代
診
断
用
語
と
し
て
で
は
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日
常
語
と
し
て
広
範
に
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
用
法
は
、
十
九
世
紀
末
に
生
き
た
F

・
ニ
l

チ
ェ
に
も
あ
て

は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
樋
口
辰
雄
は
『
ツ
ア
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
言
っ

た
』
に
こ
の
語
を
見
出
し
、
い
く
つ
か
の
用
例
を
指
摘
し
、
ヴ
ェ

l

パ
ー

に
お
け
る
ニ

l

チ
ェ
の
影
響
を
取
り
出
し
て
い
る
。
だ
が
本
稿
で
は
、

ヴ
ェ
i

パ
l

に
お
け
る
ニ
l

チ
エ
の
影
響
で
は
な
く
、
脱
魔
術
化
の
語

、
が
も
っ
展
開
力
を
拓
く
手
が
か
り
を
、
ツ
ア
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
に
関
す
る

次
の
一
示
唆
的
な
「
草
稿
メ
モ
」
に
見
て
み
た
い
。

な
く
、

「
こ
の
談
話
の
う
ち
で
は
、
ど
う
し
て
窮
境
が
幸
福
と
平
行
し
て
増

大
す
る
か
が
、
述
べ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
贈
与
並
び
に
創
造
が
そ

の
別
の
様
相
を
提
示
す
る
。
徳
の
う
ち
な
る
冷
酷
さ
。
同
情
や
公
正

の
う
ち
な
る
苦
問
、
来
た
る
べ
き
友
た
ち
に
と
っ
て
の
孤
独
感
や
故

郷
喪
失
。
魔
術
行
為
と
し
て
の
創
造
は
、
現
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の

に
関
し
て
、
脱
魔
術
化
を
も
た
ら
す
の
だ
。
(
品
曲
目
ω
n
F同
時
四
回
田
町
巳
ロ

N
g
u
m
g
u江
口h将
司
宮
市
開
口
一
円

N
白
与
開
店
ロm
E
Z
】
円
}
ニ
ロ
回
開

N
t
岡
田
口
同
色
-
2
・
耳
間
的
己
白

訪
?
)
」

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
魔
術
行
為
と
し
て
の
創
造
」
と
は
、
い
わ
ば

「
魔
術
化
」
(
ポR
g
z
g
m
)
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
一
節
は
、
魔
術

化
が
必
然
的
に
価
値
観
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
既
存
の
魅
力
を
色
槌
せ

た
も
の
に
す
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
魔
術
化
が
脱
魔
術
化
を
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も
た
ら
す
と
い
う
こ
の
認
識
は
、
解
放
論
、
剥
奪
論
、
両
義
性
論
が
み

な
帯
び
て
い
る
、
脱
魔
術
化
を
一
方
的
か
つ
必
然
的
な
歴
史
過
程
と
す

る
理
解
に
、
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
「
魔
術
の
園
」
か
ら
抜
け

だ
し
て
素
晴
ら
し
き
世
界
へ
移
行
す
る
と
い
う
一
方
的
解
放
で
は
な
く
、

魅
力
に
満
ち
た
世
界
が
そ
の
豊
穣
さ
を
喪
失
し
て
い
く
と
い
う
一
方
的

剥
奪
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
ン
ピ
ヴ
ア
レ
ン
ト
な
行
き
詰
ま
っ
た
帰

結
に
必
然
的
に
至
る
と
い
う
歴
史
で
も
な
い
。
脱
魔
術
化
は
、
そ
れ
自

身
が
、
魅
力
の
あ
る
「
魔
術
行
為
と
し
て
の
創
造
」
に
よ
っ
た
も
の
で

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
振
り
返
る
な
ら
ば
、
ク
ロ
ッ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
ら

詩
人
た
ち
の
用
法
に
も
、
そ
れ
ま
で
の
魅
力
が
色
槌
せ
る
こ
と
は
新
た

な
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
含
意
を
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
ジ
ヤ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
、
立
場
に
よ
っ
て
魔
女
に
も
聖
女

に
も
さ
れ
る
よ
う
に
。

こ
の
よ
う
に
ヴ
ェ

l

パ
l

を
い
っ
た
ん
相
対
化
し
て
み
る
と
、
脱
魔

術
化
の
語
に
含
ま
れ
る
、
魅
惑
と
幻
滅
と
い
う
こ
面
性
に
気
づ
く
。
そ

こ
で
次
な
る
問
題
は
、
ヴ
ェ
l

パ
ー
に
よ
っ
て
こ
の
語
が
術
語
化
さ
れ

た
際
、
何
が
脱
魔
術
化
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ヴ
エ

l

パ
ー

が
繰
り
返
し
「
世
界
の
脱
魔
術
化
」
(
E
5
5
2
5
1
R
4
F
5
と
一
言
う

と
き
、
ク
ロ
ッ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
ら
と
は
異
質
な
脱
魔
術
化
の
局
面
を
見

据
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
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五

「
世
界
」
の
意
昧
と
『
魔
術
』

世
界
が
脱
魔
術
化
さ
れ
る
と
言
っ
た
と
き
、
そ
の
世
界
(
者
巳
ご
と

は
何
を
指
す
の
か
。
そ
れ
は
コ
ス
モ
ス
(
同
g
B
g
)
と
深
く
連
関
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ス
モ
ス
は
カ
オ
ス
と
異
な
り
あ
る
一
定
の
秩

序
を
有
す
る
が
、
ヴ
ェ
l

パ
l

に
お
い
て
は
、
「
生
と
世
界
、
社
会
的
事

象
と
コ
ス
モ
ス
的
事
象
、
こ
れ
ら
は
預
言
者
に
と
っ
て
体
系
的
に
統
一

さ
れ
た
二
疋
の
『
意
味
』
(
∞E
戸
)
を
も
っ
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
こ

の
『
意
味
』
は
、
一
つ
の
『
コ
ス
モ
ス
』
と
し
て
の
『
世
界
』
と
い
う

重
要
な
宗
教
的
概
念
を
常
に
包
含
し
て
い
む
」
。
そ
し
て
、
か
か
る
統
一

し
た
「
意
味
」
に
定
位
し
つ
つ
行
為
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
有

意
義
と
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

意
味
に
関
わ
る
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
象
徴
主
義
と
の
関
連
で
は
次

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
霊
魂
や
デ
ー
モ
ン
、
神
々
の
世
界
が
、

日
常
的
感
覚
で
は
把
握
で
き
ず
、
象
徴
や
意
義
を
媒
介
に
し
て
の
み
到

達
で
き
る
背
後
世
界
的

(
E
E叩
ヨ
岳
写
『
)
な
存
在
と
し
て
あ
る
と
き
、

そ
こ
で
は
象
徴
に
で
は
な
く
、
そ
こ
に
顕
現
し
て
い
る
力
そ
の
も
の
に

働
き
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
な
に
か
を
意
味
づ
け
る
(
Z
E

骨
量
】
)
手
段
、
す
な
わ
ち
象
徴
を
媒
介
に
し
て
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

畿
に
よ
る
託
宣
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
う
し
て
魔
術
師
や
預
言
者

な
ど
、
象
徴
を
操
る
専
門
家
が
生
ま
れ
、
個
々
の
行
為
は
象
徴
を
通
す 2002 社会思想史研究 NO.26
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こ
と
で
有
意
義
な
も
の
と
な
る
。

意
味
と
世
界
と
を
め
ぐ
る
か
か
る
局
面
は
、
脱
魔
術
化
と
い
う
語
の

構
成
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
脱
魔
術
化
の
語
を
分
解
し
て
理
解
す
れ
ば
、

「
魔
術
(
N
E
Z円
)
か
ら
離
れ
る
(
明
ロ
ャ
ご
と
い
う
意
味
が
見
え
て
く

る
が
、
象
徴
主
義
的
な
世
界
に
お
け
る
意
味
付
与
の
手
段
は
、
ひ
と
つ

の
魔
術
的
行
為
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
魔
術
と
は
何
か
」
と

い
う
聞
い
が
生
じ
て
く
る
だ
ろ
う
。

ヴ
ェ
l

パ
l

は
、
象
徴
主
義
的
に
意
味
が
付
与
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、

ま
た
別
の
コ
ス
モ
ス
と
し
て
の
世
界
に
も
言
及
す
る
。
そ
の
一
例
が
、

厳
格
な
一
神
教
が
生
成
し
た
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
圧
倒
的
な
神

の
力
の
前
に
、
人
は
た
だ
ひ
れ
伏
す
し
か
な
い
。
こ
う
し
て
「
魔
術
」

は
、
人
間
の
側
か
ら
超
感
性
的
力
に
働
き
か
け
る
「
神
強
制
」

(
E
吉
田
E

N
d
q吉
岡
)
と
定
義
さ
れ
、
人
聞
が
た
だ
ひ
た
す
ら
崇
拝
を
捧
げ
る
「
神
奉

仕
」
(
E
5
回
全
自
主
と
し
て
の
「
宗
教
」
と
区
別
さ
れ
針
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
民
が
契
約
を
結
ん
だ
神
は
「
神
奉
仕
」
を
求
め
、
魔
術
す
な
わ
ち

「
神
強
制
」
を
厳
し
く
斥
け
た
が
、
こ
れ
が
『
倫
理
』
で
脱
魔
術
化
の
発

端
と
指
摘
さ
れ
た
事
態
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
世
界
が
魔
術
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま

ず
は
、
世
界
の
意
味
H

コ
ス
モ
ス
が
、
「
魔
術
の
園
」
で
は
な
く
「
別
の

何
か
」
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
現
代
的
事
例
が
、

主
知
主
義
的
世
界
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
科
学
的
な
知
は
象
徴
主
義
の

よ
う
に
は
意
味
を
付
与
し
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
は
意
味
喪
失
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(
ω自己
c
m
G
r
g
が
感
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
注
意
し
た
い
。
こ

の
場
合
で
も
実
際
に
は
、
意
味
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
消
失
す
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
象
徴
主
義
的
な
意
味

世
界
か
ら
の
分
離
が
向
か
っ
た
先
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
民
に
お
い
て
は
ヤ
ハ

ウ
ェ
、
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
神
、
主
知
主
義
的
世
界
に
お
い

て
は
科
学
的
知
な
ど
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
が
一
定
の
コ
ス
モ
ス
に

支
え
ら
れ
た
意
味
の
地
平
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
ヴ
ェ

l

パ
ー
が
科
学
的
な
知
を
「
信

仰
」
(
E
g
u
g
)と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
汲
み
取
り
う
る
新
た
な
意
義
は
、
そ

の
知
を
歴
史
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
絶
対
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

位
置
を
相
対
化
し
比
較
の
短
上
に
お
く
可
能
性
を
聞
く
点
に
あ
る
と
言

え
る
。
実
際
、
ヴ
ェ
l

パ
1

は
、
『
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、

魔
術
と
の
距
離
の
度
合
い
を
、
比
較
の
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
挙
げ
て

(
田
)

い
る
。
こ
の
よ
う
に
ヴ
ェ

l

パ
l

の
考
察
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
宿
命

論
的
か
つ
一
面
的
な
「
近
代
」
の
表
象
装
置
と
し
て
の
脱
魔
術
化
で
は

な
く
、
比
較
社
会
学
的
考
察
に
有
用
な
観
点
、
す
な
わ
ち
索
出
概
念
と

し
て
の
脱
魔
術
化
と
い
う
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う

に
「
脱
魔
術
化
リ
近
代
」
と
い
う
枠
組
み
を
外
す
な
ら
ば
、
「
近
代
」
と

し
て
名
指
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
構
成
の
あ
り
方
と
位
置
を
よ
り

対
象
化
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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脱
魔
術
化
と
再
魔
術
化
の
同
根
性
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さ
て
、
脱
魔
術
化
概
念
に
か
か
る
索
出
的
な
性
質
を
見
る
と
き
、
脱

魔
術
化
と
は
逆
の
「
再
魔
術
化
」
(
ヨ
E
g
R
S
E
V

巾
包
括
)
も
問
題
と
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
「
再
魔
術
化
」
は
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
観
点
だ
が
、
そ

の
論
じ
ら
れ
方
は
二
通
り
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
脱
魔
術
化
さ
れ
て
色
槌

(
お
)

せ
た
世
界
を
再
び
魅
力
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
論
、
そ
し
て
脱
魔

術
化
し
た
世
界
に
再
び
悪
し
き
魔
術
が
生
起
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
警
告
、

で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
剥
奪
論
の
、
後
者
は
解
放
論
の
裏
返
し
で

あ
り
、
と
も
す
る
と
単
線
的
な
往
復
運
動
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
陥

穿
に
注
意
し
つ
つ
、
再
魔
術
化
論
を
考
え
て
み
よ
う
。

再
魔
術
化
と
い
う
語
は
、
ヴ
ェ
l

パ
ー
に
よ
っ
て
概
念
化
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ェ

l

パ
!
の
宗
教
社
会
学
の
記
述
に

は
、
再
魔
術
化
と
呼
び
う
る
事
態
を
看
取
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ヴ
ェ

l

パ
ー
が
歴
史
を
一
元
的
、
直
線
的
な
過
程
と
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
の
証
左
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
食
卓
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
形
成
へ
と
転
じ
た
「
力
あ
る

動
物
を
食
す
る
者
」
と
い
う
よ
う
な
「
魔
術
的
な
意
義
が
、
本
来
の
祭

儀
的
な
意
味
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
ふ
た
た
び
支
配
的
に
な
る
こ
と
も
あ

(
施
)

り
う
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
脱
魔
術
化
の
一
方
的
進
展
を
否
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
例
を
想
起
し
よ
う
。
ヴ
ェ
l

パ
l

E 

は
、
偶
像
崇
拝
や
魔
術
排
斥
を
強
く
要
請
す
る
ヤ
ハ
ウ
エ
へ
の
信
仰
を

世
界
の
脱
魔
術
化
の
端
緒
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
捕
囚
前
の

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
、
そ
う
し
た
ヤ
ハ
ウ
エ
へ
の
信
仰
と
、
偶
像
を
崇
め

霊
媒
や
口
寄
せ
を
行
う
他
の
神
へ
の
信
仰
と
の
聞
を
た
び
た
び
揺
れ
動

き
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
怒
り
を
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
脱
魔
術
化
の
極

致
に
達
し
た
と
ま
で
言
わ
れ
た
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
か
。
『
倫
理
』

後
半
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
世
俗
化
の
道
を
歩

み
、
果
て
は
マ
モ
ン
神
の
虜
と
な
っ
た
近
代
資
本
主
義
社
会
へ
と
連
結
し

た
。
こ
の
マ
モ
ン
の
魅
力

(
P
=
σ
R
)は
、
『
倫
理
』
に
お
い
て
「
数
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
針
。
さ
ら

に
、
科
学
が
「
信
仰
」
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
げ
ら
れ
る
。
主
知
化
さ

れ
た
知
は
世
界
操
作
と
い
う
次
元
に
お
い
て
神
強
制
と
近
似
的
で
あ
り
、

ひ
と
つ
の
「
信
仰
」
(
の
宮
口
v
g
)
と
み
な
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
魔
術
は
い
わ
ゆ
る
非
日
常
的
な
事
象
に
限
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。
現
代
社
会
で
自
明
視
さ
れ
た
日
常
的
な
事
柄
の
う

ち
に
も
、
魔
術
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
事
態
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
の
典
型
的
な
現
れ
が
、
資
本
制
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点

は
K

・
マ
ル
ク
ス
も
見
逃
し
て
は
い
な
か
っ
た
ロ
『
資
本
論
』
「
三
位
一

体
的
範
式
」
に
お
い
て
は
、
資
本
利
子
、
土
地

l

地
代
、
労
働
|
労

賃
と
い
う
経
済
学
的
な
三
位
一
体
に
お
い
て
資
本
制
的
生
産
様
式
の
神

秘
化
が
完
成
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
興
味
深
く
も
次
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。
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「
ム
ッ
シ
ュ
ー
資
本
と
マ
ダ
ム
土
地
と
が
、
社
会
的
性
格
と
し
て
、

同
時
に
、
直
接
的
に
は
単
な
る
モ
ノ
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
怪
し
い
ふ

る
ま
い
を
す
る
と
こ
ろ
の
、
魔
術
化
さ
れ
、
転
倒
さ
れ
、
逆
立
ち
さ

せ
ら
れ
た
世
界
(
己5
5
R
g
Z
3
?
:

宅
問
ロ
)
。
こ
の
虚
偽
の
仮
象
お

よ
び
欺
輔
、
富
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
素
の
こ
の
自
律
化
お
よ
び

骨
化
、
こ
の
、
諸
物
象
の
人
格
化
と
生
産
関
係
の
物
象
化
、
日
常
生

活
の
こ
の
宗
教
、
|
|
こ
う
し
た
も
の
を
古
典
派
経
済
学
が
分
解
し

(
お
)

た
こ
と
は
、
そ
の
偉
大
な
功
績
で
あ
る
。
」

歴史と思想のダイナミズム〉

こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
魔
術
化
」
さ
れ
た
世
界
と
は
、
「
再
び
」
魔
術
化

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば
ヴ
ェ
!
パ
ー

を
借
り
つ
つ
「
脱
魔
術
化
」
し
た
世
界
と
し
て
表
象
さ
れ
る
近
代
社
会

が
、
観
点
が
変
わ
る
だ
け
で
そ
の
ま
ま
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
「
魔
術
化
」

さ
れ
た
世
界
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
脱
魔

術
化
し
て
理
想
的
な
状
態
へ
と
至
っ
た
後
、
再
び
魔
術
化
さ
れ
た
世
界

へ
と
類
落
し
て
い
く
と
い
う
、
脱
魔
術
化
と
再
魔
術
化
が
往
復
す
る
プ

ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
魔
術
化
と
脱
魔
術
化
の
表
裏
一
体
性
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

〈特集

こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
言
う
「
魔
術
化
」
と
は
、
神
強
制

と
し
て
の
「
魔
術
」
で
は
な
く
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意

味
で
は
、
宗
教
社
会
学
を
背
景
に
し
た
ヴ
ェ
l

パ
l

の
「
脱
魔
術
化
」

57 • 

概
念
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば

『
倫
理
』
で
指
摘
さ
れ
る
近
代
社
会
の
様
相
、
す
な
わ
ち
貨
幣
物
神
に
濃

か
れ
た
世
界
で
の
「
合
理
的
」
行
為
(
「
呪
わ
れ
た
黄
金
の
飢
餓
」
「
数
の

ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
魅
力
」
)
や
、
科
学
信
仰
に
基
づ
い
た
事
象
の
予
測

と
操
作
な
ど
も
ま
た
、
一
'
Pの
引
一
月
干
川
内
で
ひ
十
勝
借
や
る
「
魔
術
」

と
み
な
さ
れ
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
代
社
会
の
マ
モ
ン
に
魅
せ

ら
れ
た
関
与
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
十
九
世
紀
末
、T

・

B

・

ヴ
ェ
ブ
レ
ン
に
よ
っ
て
「
街
示
的
消
費
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
(
一

八
九
九
年
)
も
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

七

脱
魔
術
化
と
排
除
の
機
制
|
白
か
ら
α

へ

こ
こ
ま
で
本
稿
は
、
脱
魔
術
化
に
関
し
、
ヴ
ェl
パ
i

と
ヴ
ェ
l

パ
l

以
外
を
重
ね
つ
つ
考
察
し
て
き
た
。
ヴ
ェ
!
パ
ー
か
ら
は
、
世
界
が
脱

魔
術
化
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
の
背
後
に
あ
る
コ
ス
モ
ス
の
多
元
性
と
、
神

強
制
と
い
う
狭
義
の
魔
術
概
念
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
比
較
社
会
学
的

な
索
出
的
用
法
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
ヴ
ェ
l

パ
ー
か
ら
一

歩
下
が
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
脱
魔
術
化
が
同
時
に
再
魔
術
化
で
あ

る
と
い
う
構
造
が
現
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
を
関
連
さ
せ
る
な
ら
ば
、
脱

魔
術
化
論
は
新
た
な
形
で
現
代
社
会
の
考
察
に
有
用
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
今
や
、
聞
い
を
さ
ら
に
進
め
る
段
に
至
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

あ
る
行
為
が
「
魔
術
」
で
あ
る
か
否
か
は
い
か
に
し
て
決
め
ら
れ
る
の
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だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
な
ら
、

て
次
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
、
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
『
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
場

に
よ
っ
て
脱
魔
術
化
の
位
置
づ
け
は
変
わ
る
。
ま
た
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
に

お
け
る
異
教
徒
の
「
魔
術
」
と
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
「
奇
蹟
」
も
ま
た
、
立
場

の
違
い
に
よ
る
相
違
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
が
魔
術
で
あ
る
か

/
な
い
か
の
境
界
が
設
定
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
教
義
と
他
の
教
義
の
正

統
性
論
争
、
祭
司
と
預
言
者
と
平
信
徒
の
思
想
や
利
害
の
衝
突
、
王
権

と
教
権
の
権
力
闘
争
な
ど
、
緊
張
の
諸
関
係
に
お
い
て
だ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
世
界
の
脱
魔
術
化
あ
る
い
は
既
存
の
コ
ス
モ
ス
か
ら
の
離

脱
は
、
別
の
新
た
な
コ
ス
モ
ス
へ
と
没
入
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま

り
そ
れ
も
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う
か
、
さ
ら
に
は
何
を
神
と
し
何

を
悪
魔
と
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
脱
魔
術
化
そ
れ

自
体
が
「
神
々
の
闘
争
」
の
一
側
面
な
の
で
あ
る
。

脱
魔
術
化
と
い
う
指
摘
に
解
放
へ
の
契
機
を
読
み
と
る
か
、
そ
れ
を

剥
奪
の
根
源
と
す
る
か
、
ま
た
異
質
な
世
界
を
看
取
す
る
か
は
、
視
点

の
置
き
方
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
際
に
問
わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
、
そ
こ
で
何
を
整
合
的
に
秩
序
立
て
、
何
を
削
ぎ
落
と

し
て
い
る
の
か
、
で
あ
る
。
従
来
の
脱
魔
術
化
論
は
、
こ
の
点
を
見
逃

し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
上
山
安
敏
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス

ト
教
世
界
に
お
い
て
排
斥
の
対
象
と
さ
れ
た
「
魔
女
」
を
め
ぐ
る
論
考

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
間
い
に
対
し

• 思想史のインヴ工ンションとコンヴェンションE 

「
オ
ル
ギ
ア
的
狂
乱
を
抑
え
、
神
と
個
人
と
の
契
約
に
よ
っ
て
個
人

意
識
を
覚
醒
さ
せ
、
人
身
供
儀
と
子
殺
し
を
禁
じ
て
人
権
思
想
を
生

み
出
し
、
神
の
摂
理
に
耐
え
る
禁
欲
思
想
を
育
て
た
古
代
ユ
ダ
ヤ
教

の
エ
ー
ト
ス
の
裏
側
に
は
、
異
教
の
豊
穣
神
信
仰
へ
の
徹
底
的
な
破

壊
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
:
:
・
ウ
ェ
l

パ
ー
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
化
と
合
理
化
の
エ
ー
ト
ス
を
醸
成
し
た
宗
教
と

し
て
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
を
選
ん
だ
畑
眼

に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
と
同
時
に
、
視
座
を
変
え
て
見
た
場
合
、

(
却
)

魔
術
の
世
界
に
も
独
自
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」

歴
史
の
聞
に
押
し
込
め
ら
れ
た
排
除
の
局
面
を
、
魔
女
学
に
踏
み
込

む
こ
と
で
掘
り
起
こ
し
、
ヴ
ェ

l

パ
l

を
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
相
対
化

す
る
こ
の
指
摘
は
、
ヴ
ェ
l

パ
l

に
お
け
る
合
理
化
・
合
理
主
義
の
解

釈
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
単
線
的
近
代
化
論
を
逃
れ
て
も
、
合
理

化
し
た
局
面
に
の
み
目
を
向
け
る
こ
と
で
は
、
合
理
化
の
過
程
に
お
け

る
緊
張
の
局
面
は
隠
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ヴ
ェ

l

パ
l

は
、
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
が
脱
魔
術
化
に
至
る
局
面
に
つ
い
て
、
人

の
助
け
、
説
教
、
聖
礼
典
、
教
会
、
そ
し
て
神
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で

の
世
界
を
構
成
し
て
き
た
要
素
の
多
く
が
、
救
済
に
は
役
立
た
な
い
と

考
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
合
理
化
が
極
に
達
し

た
場
面
だ
が
、
ヴ
ェ
l

パ
l

は
さ
ら
に
、
「
こ
の
教
説
も
神
へ
の
信
頼
の

2002 社会思想史研究 No.26



歴史と思想のダイナミズム〉

も
つ
排
他
性

(
F
E
5
4
E
C
の
最
も
極
端
な
形
態
に
す
ぎ
な
い
の
で(

初
)

あ
っ
て
、
我
々
は
こ
の
排
他
性
を
こ
こ
に
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
論
を
進
め
て
い
る
。
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
「
生
き
方H
生
活
態
度
」

(
『v
g
S
E

呂
)
を
構
成
す
る
厳
格
な
信
仰
の
徹
底
と
い
う
局
面
に
お

い
て
、
い
か
な
る
排
他
性
が
力
を
振
る
っ
た
の
か
。
『
倫
理
』
が
抽
出
し

た
緊
張
の
諸
相
は
、
未
だ
そ
の
多
く
が
埋
も
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

ヴ
ェ
l

パ
!
の
合
理
化
・
合
理
主
義
論
は
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に

も
多
様
な
合
理
主
義
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
「
西
欧
近
代
」
と
そ
こ
に
生

き
る
人
々
の
「
生
き
方
H

生
活
態
度
」
を
相
対
化
し
つ
つ
位
置
づ
け
た

も
の
だ
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
何
を
魔
術
と
み
な
す
か
」
と
い

う
緊
張
を
内
包
す
る
脱
魔
術
化
論
は
、
あ
る
特
定
の
合
理
主
義
が
秩
序

づ
け
た
コ
ス
モ
ス
に
お
い
て
、
何
が
、
い
か
な
る
原
理
で
排
除
さ
れ
た

の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
合
理
化
の
裏
面
史
に
目
を
向
け
さ
せ
る
。
し
か

も
、
脱
魔
術
化
の
契
機
が
複
数
あ
る
ー
ー
ー
た
と
え
ば
預
言
と
学
問
的
思

惟
l
|

点
は
、
排
斥
の
原
理
と
対
象
が
多
元
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、

そ
れ
ゆ
え
葛
藤
の
多
元
性
を
も
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
脱
魔
術
化
と
い
う
視
角
は
、
合
理
主
義
の
比
較
社
会
学
に

見
逃
さ
れ
が
ち
な
、
非
合
理
と
さ
れ
た
局
面
に
光
を
あ
て
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
新
た
な
位
置
を
獲
得
す
る
。
何
が
、
誰
に
よ
っ
て
、
い
か

な
る
仕
方
で
魔
術
と
さ
れ
、
排
除
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
を
重
層
的
に
、

繰
り
返
し
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
も
の
脱
魔
術
化
が
析
出
さ
れ
、
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宿
命
論
的
な
時
代
診
断
が
招
く
認
識
の
硬
直
化
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
、
脱
魔
術
化
し
た
世
界
と
い

う
認
識
を
時
代
の
ア
ポ
リ
ア
に
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
な

か
に
緊
張
を
苧
ん
だ
脱
魔
術
化
(
再
魔
術
化
・
魔
術
排
除
)
を
検
討
す
る

こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

あ
ら
か
わ
・
と
し
ひ

T 注

d
H
E
S
E
h
r
z
-出
。
門
医
出BR

思
包
兵
E
r
ι
R
P長
野
g

間
一
団
砕
両
立
M
E
帽

E
唱
E
F

戸
同
d
R
旨
詔
旨
冨
吉
温
P
S

吾
喜
雲
寺

F
E
-
ω
-
∞
骨
骨
E
6
・

ロ
宏
3
5
2
.

印
・
巴
・
(
徳
永
絢
訳
『
啓
蒙
の
弁
証
法
ー
ー
ー
哲
学
的
断
章
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
O
年
、
一
二
頁
)
。

(
2
)
司
同
E
E
n
F
ロ
B

謬
門
町
富
岡
垣
昔
話
己
霊
童
、w
g

ミ
守
h
R
S
守
、
‘

ミ
忠
弘
守
出
品
川
ミ
s
s
t
p
N斗
・
]
間
・
・
仏
・
国
各
唱
巴

a
w
印
・
∞
∞ω七
C
N・
(
住

谷
一
彦
・
小
林
純
・
山
田
正
範
訳
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
工
l

パ
l

の
業
績

I

」
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ1
パ
l

の
業
績
』
未
来
社
、
一
九
九
七
年
)
。

(
3
)
テ
ン
ブ
ル
ッ
ク
に
関
す
る
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
折

原
浩
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ1
パ
l

基
礎
研
究
所
説
』
未
来
社
、
一
九
八
八

年
。
ま
た
J
-

ヴ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
、
脱
魔
術
化
で
あ
ろ
う
と
合
理
化
で

あ
ろ
う
と
ヴ
ェ
i

パ
ー
に
は
統
一
し
た
「
歴
史
」
が
欠
如
し
て
い
る
と
述

べ
、
ヴ
ェ
l

バ
1

を
歴
史
家
で
は
な
く
社
会
(
科
)
学
者
と
し
て
位
置
づ

け
た
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
社
会
学
か
ら
歴
史
を
消
し
去
る
限
価
で
あ
ろ
うG

H
当
日
宵
巳
百
恒
旦
ロ
ぽ
因
。
円
昨
日
回
押
さ
ロ
冨
自
宅
与
胃

ω

吋
ロ
ロ
E
g
g
回
開ω
J

F
E
8
E
B
-
p
m
-
o
w
F
E

口
回
巳
吉
岡N
C

品
。
門
司
お
F

耳
目
担
再
三
円
含ω

軍
兵
冨
自
宅

S
3
5
g
g

ぎ
E
F

日

H
E
S雫
W
B
S

呈
冶
、
鈴
ミ
急
帽
提

言
K
M
R
E
e
a、門
社
。
~
。
島
町
札
戸

ω
N・
』m
・'
H・
出
o
p
.
5
g池
田
・5
・

(
4
)
そ
の
拡
が
り
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

N

・
ボ
ル
ツ
の
議
論
な
ど
が
参



• 思想史のインヴェンションとコンヴェンション 60 

考
に
な
る
。
Z
・
切o
-
N込
書
居
時Q
S

号
、
s
g
R
t
ミ
喜
恵
存
返
舎
句
旦
市
宮
町
常
、

問
白
毒
事
情
話
遺
書
豊
富
町
常S
侍
ミ
憲
容
語
、
タ
ヨ
宮
町
出
回
ロF
S

∞
申
・
(
山

本
尤
・
大
貫
教
子
訳
『
批
判
理
論
の
系
譜
学
|
|
両
大
戦
聞
の
哲
学
的

過
激
主
義
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
)
。

大
塚
久
雄
「
魔
術
か
ら
の
解
放
l
!

近
代
的
人
間
類
型
の
創
造
」
『
世
界
』

一
九
四
六
年
十
二
月
号
、
二
一
頁
。
問
題
は
、
こ
の
訳
語
に
込
め
ら
れ
た

「
近
代
主
義
」
的
な
含
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヴ
ェ
l

パ
ー
が
思
g
E

宮
号
ロ

g
E
ζ
省
?
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

忌
詞

$
2
・
5
S

量
、
言
t
c
g
色
町
内
ぎ
冶
~
C
3
hミ
3
2
守

s
a
s
s
s
s

M
E
N
S
S
m
t
F

印
・
5
2

骨
号
吉
田
国
間P

』
・n
・
回
・
富
。
『F
5

吋
N
w
m
ω
g・

(
武
藤
一
雄
・
薗
田
宗
人
・
薗
田
坦
訳
『
宗
教
社
会
学
』
創
文
社
、
一
九

七
六
年
、
一
六
三
頁
)
。
以
下
、
当
ロ
の
お
よ
び
『
宗
教
社
会
学
』
と
略
記
。

同
-
E
三
P
U
-
o
E
E
C
U角
5
1
2
4
司
巳E
R
♀
4
5
2
2
a
E
H
N
Z
冨
侵

害
U
O
円
ω
H
O
D
-の
め
宮5
S
F
E
H
送
電
言
、
・H
∞
-
E
-
w
出
島

S
E
C
H
-
S
F

∞
・
印C
H
'
S
-
(
上
村
忠
男
・
山
之
内
靖
訳
「
学
聞
に
よ
る
世
界
の
魔
力
剥

奪
」
『
学
問
と
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
運
命
』
未
来
社
、
一
九
八
九
年
)
。
ま

た
、
山
之
内
靖
『
ニ
i

チ
エ
と
ヴ
エ
|
バ
|
』
未
来
社
、
一
九
九
三
年
、

一
O
七
頁
。

印
・
同
州
白
g
o
門
間
・
叶
}
M
O印O
R
n
F『
。
円
、
『
F
2出
削
巳
円
。
江
O
ロ
g
t
。
ロ
巴
口
こ
り
同
国
明
国
内
出
件
。
且

。
2
4
0
.

忌
出
巴
g
g
E

口
O
『
喜
凶
悪
耳
目
河
3

ロ
5
0
5
g
r
g
z

四
時
邑

E
S
S
E
-
0
・
E
一
M
U
S
h。
也
、
・5
-
H
ω
.
5
3・
司
・
5

∞
・
コ
ー
ル
パ
l

グ

は
こ
の
な
か
で

e
e
E
E
E
B

と
い
う
代
案
を
示
し
た
が
、
『
倫
理
』

を
新
し
く
英
訳
す
る
際
に
は
、
同
町2
凶E
H
H
M
-
2
2
0

ロ
。
『
呂
釦
租
っ
と
訳
し
て
い

る
。
司
自
色
色

S
S
印
・
同
包F
O円
阿
・
叫
出
鳥
、
、
。

S
F
同
ミ
同
町S
H
E
s
t
s内
M
V
3
H

A
『p
h
t
E
S
F
F
S
E向
。-
2・
〔U由
民
『OB
S
-
∞
z
n
r
d
z
-
r
N
O
O
N
-
-
8

・

(
8
)
こ
の
解
釈
は
現
在
、
主
流
を
占
め
つ
つ
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
参
照
。
雀
部
幸
隆
『
知
と
意
味
の
位
相i
ー

ウ
ェ
l

パ
l

思
想
世
界
へ
の
序
論
』
恒
星
社
厚
生
閥
、
一
九
九
三
年
。
そ

5 6 

E 

7 

こ
で
は
、
「
世
界
の
呪
術
か
ら
の
解
放
と
し
て
の
脱
魔
術
化
」
と
「
没
意

味
化
H

意
味
喪
失
と
し
て
の
脱
魔
術
化
」
と
が
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

冨
票

F
R
H
g
w
C
E
S書
量

b
E
5
E

是
言
缶
詰
S
S
E

』
・
ゎ
・

切
・
富
。
『
円
・
5
N
D
唱
印
宏
a
印
(
梶
山
力
訳
・
安
藤
英
治
編
『
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
《
精
神
》
』
未
来
社
、
一
九
九
四
年
、

一
八
四
|
五
頁
)
。
以
下
、
岡
山
円
と
略
記
。
ま
た
引
用
文
に
お
け
る
傍
点

は
原
文
強
調
。

(
叩
)
冨
巧
$
2
・4
5
g
g
R
E
沖
島
田
0
2

町
二
口
注
目
当S
2

・
c
m告
書
官

E
h
s‘

』Y
N
U
J
』-
n
-
∞
-
冨
O
E円
・
5
s
-
∞
-
∞
品
目
叶
(
尾
高
邦
雄
訳
『
職
業
と
し
て

の
学
問
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
O
年
、
三
三
頁
)
。
以
下
、
宮
君
。
モ
ロ

と
略
記
。

(
日
)
ミ
司
c
s
u
J
m・
5
F

叶
・
(
『
学
問
』
、
六
六

l

七
頁
)
。
ま
た
、
岡
山
戸
印
・

g
A
F
(大
塚
久
雄
・
生
松
敬
三
訳
「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
中
間
考
察
」

『
宗
教
社
会
学
論
選
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
四
七
八
頁
)
。

(
ロ
)
ミ
ヨ
可
。
ミ
メ
印
・H
S
'
H
C・
(
『
学
問
』
、
七
一
二
頁
)
。

(
日
)
シ
ラ
I

起
源
説
を
指
摘
し
た
の
は
ガ
|
ス
と
ミ
ル
ズ
で
あ
る
。
出
-
z
・

。
0
3
F
h
F
n
・
4月
呂
】
-
p
hぜ
塁
ミ
喜
志
害
防

M
S
Z
S
@
S
Z
予
。
岡
町
。
門
且

ロ
ロ
-
4
0
2
H
同
可
甲g
m
w
忌
怠

w
司
・
臼
・
(
山
口
和
男
・
犬
伏
宣
宏
-
訳
『
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
エ
|
パ
1
i

ー
そ
の
人
と
業
績
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九

六
二
年
、
一
二
六
頁
)
。
大
塚
は
お
そ
ら
く
こ
の
説
を
受
け
て
シ
ラ
|
起

源
説
を
採
っ
て
い
る
。
大
塚
久
雄
『
社
会
科
学
に
お
け
る
人
間
」
岩
波

書
店
、
一
九
七
七
年
、
一
六
九
頁
。

(
M
)
問
。
・
5
。
唱
え2
F
N
R
S
ω
2・5
一
同
k
r
w
E
2且o
p

回
日
間
・
司
ユ
o
E
n
F

。
。
円
己5
5
8
m
昨
日
昨
日
思
込
2
2
S

遣
匂
s
k
wわ
白
同
一
白
山
田

ω
2
・
5
z
.
印
­

N叶
・

(
日
)
司-
w
z
-
R
U
-と
5

ち
S
4
E
C
ユ
自
己
F

百
-
P
語
道
官
富
寝S
F
E
-
H

巴
E
g
n
F
R
U
R
Z

ロ
『
百
円
ぎE
m
間
w
同
志
少
印
・H
a
-
ま
た
シ
ラ
|
の
表
現

と
し
て
、
そ
の
詩
「
ギ
リ
シ
ャ
の
神
々
」
(
一
七
八
八
年
)
の
中
の
色
。
。

9 
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再
開
。
円
円
。
見
。
Z
ω
E
?
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
目
に
付
く
。
そ
こ
で
は
、
「
世
界
の

す
み
ず
み
ま
で
生
命
は
脈
打
ち
」
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
を
見
た
」
時
代
が

去
り
、
「
奴
隷
の
よ
う
に
重
力
の
法
則
に
仕
え
て
い
る
/
神
性
を
失
っ
た
自

然
(
P
S
H
問
主
主
。
吾
首
)
」
が
現
出
し
た
と
嘆
か
れ
て
い
る
。
同
富
島
-
R

g
o
c
S
2
の
丘
R
F
o
巳
自
丘
2
・
E

一
心
信
書
官
怠M
h
S
F
E
y
u
g
g
円
F
2

1
p
m
n
F
O
ロ
Z
n
Z
E
国
間
・
5
8
・
印
・
豆
町
-
m
H
印

C
-
(手
塚
富
雄
訳
「
ギ
リ

シ
ャ
の
神
々
」
『
シ
ラl
』
筑
摩
書
房
、
一
九
五
九
年
、
九
頁
)
。

(
日
山
)
(
U
-
Z
-豆島
ロ
子
宮
σ

開
口
R
M
E
F
0
2
旨
同
二
回
也
尽
忠
良
民

R
e
芸

s
n
ミ
号
円
常
詰

吾
、
さ
包
w
同C
同
件
。
ロ
h
w
円
、
。
伶
口
百
恒
唱
岡
市
町
申
(
)
w
m
N
]
F
A
V
M
W
品
・

(
口
)
ま
た
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
「
魔
笛
」
(
一
七
九
一
年
初
演
)
の
題
材

は
、
ヴ
ィ
l

ラ
ン
ト
が
編
集
し
た
メ
ル
ヘ
ン
集
の
な
か
の
「
ル
ル
あ
る
い

は
魔
笛
」
(
F
己
F
a
昭
島
o
p
z
g
邑
旦
⑦
)
で
あ
る
。
こ
の
歌
劇
も
ま
た
、

魔
術
的
世
界
の
境
界
を
表
し
た
も
の
と
し
て
観
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
日
目
)
樋
口
辰
雄
『
逆
説
の
歴
史
社
会
尚
子
|
|
ニ

l

チ
エ
左
ヴ
エ
|
パ
l

へ
』
尚

学
社
、
一
九
九
八
年
。

(
四
)
司-
F
R
E
o
-
q
E
§
ξ
雪
景
、
宮
戸
辺
守
兄
島
迂
戸
旨
昂
四
百
重
厚
広
三

開
g
昼
5
4

。
ロ
〉
]
骨
色
回
目
呂
田
町
円
・
E
-
N
-
w
〉
』
骨
包
尽
S
R
S
円
-
a
-
5
8
・

Z
円
-
H
S
A
「
(
原
佑
・
士
口
沢
伝
三
郎
訳
『
生
成
の
無
垢
』
(
下
)
、
筑
摩
書

房
、
一
九
九
四
年
、
七
一
五
頁
)
。

s
c
w
m
・5

・
(
『
宗
教
社
会
学
』
、
八
一
頁
)
0

5
色
.
∞
・
N
怠
・
(
『
宗
教
社
会
学
』
、
二
頁
)
。

唱
で
宗
門
戸
田
N
司
自
由
・
(
『
宗
教
社
会
学
』
、
三
五
九
頁
)

四
つ
の
比
較
軸
の
第
二
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
二
。
主
知
化
お
よ
び

(
魔
術
的
諸
観
念
か
ら
脱
却
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
)
合
理
化
の
程

度
」
。
玄
・
ぎ
S
R
ら
§
宮
5
2
3
守
官
同
ι
・
ゎ
・
回
・
冨
。
F
F
5
8
噂
印
­

N
(
内
回
芳
明
訳
『
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
』
(
上
)
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、

四
頁
)
。

こ
の
点
に
関
し
て
、

D

・
ポ
イ
カ
l

ト
の
次
の
指
摘
は
注
目
さ
れ
る
。

(
却
)

(
幻
)
(m) 

(
お
)

61 
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「
世
界
の
『
脱
魔
術
化
』
と
は
、
あ
る
普
遍
史
的
進
化
の
論
理
的
な
キ
!

概
念
な
の
で
は
な
く
、
普
遍
史
的
パ
|
ス
ベ
ク
テ
イ
ヴ
の
中
心
的
ト
ポ

ス
な
の
で
あ
り
、
文
化
意
義
を
有
し
て
は
い
る
(
E
吉
宮
号
5
5
2
)

が
、
そ
れ
が
唯
一
の
可
能
性
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
、
そ
の
よ
う

な
現
在
の
経
験
に
焦
点
を
当
て
た
考
察
方
法
な
の
で
あ
る
。
」
ロ
伊
長
。
門
F

ミ
是
認
さ

a
b
蓮
昌
昭
§
、
足
忌
草
F
S
忌
由
昏
毘
長
島
v
p

望

a
p
S
∞
少
印
・

印
E
t印
]
{

ま
た
一
八
世
紀
、
「
魔
術
」
と
親
和
的
で
あ
っ
た
ロ
マ
ン
主
義
の
思
考
は

再
魔
術
化
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
ノ
ヴ7
1

リ
ス
(
一
七
七

二
一
八

O

一
年
)
は
、
「
世
界
の
意
味
の
喪
失
」
に
対
し
て
世
界
の

「
ロ
マ
ン
化
」
(
E
B
E
Z
ω
庁
自
国
)
の
必
要
を
訴
え
た
。
中
井
章
子
『
ノ

ヴ
ァ
1

リ
ス
と
自
然
神
秘
思
想
』
創
文
社
、
一
九
九
八
年
、
六
七
頁
以

下
を
参
照
。
ヴ
ェ
!
パ
l

の
認
識
は
、
こ
う
し
た
ロ
マ
ン
主
義
的
認
識

に
対
す
る
、
ザ
ツ
ハ
リ
ツ
ヒ
な
認
識
の
対
置
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
唱
で
§
c
w
m
-
自
由
(
『
宗
教
社
会
学
』
、
三
七
頁
)
。

(
幻
)
』
町
民
唱
団
・
忠
(
『
倫
理
』
、
一
一
二
頁
)
。

(
お
)
間
宮
R
H
-
U
器
開
白
宮
E
T
関
H
E
r
母
門
司
。
-
E
R
F
O
口
。
}
向
。
口
。
ヨ
庁
、
百
日
間
ω
ユ

5
R
E
a
比
号
何
回
開
。z
-司
寄
せ
・
8
・
切
手
・
ロ
告
訴
ユ
8
5
叶
戸
印
・
∞
営
・

(
長
谷
部
文
雄
訳
『
資
本
論
』(
4
)、
河
出
書
房
、
二
二
一
頁
)
0

(
却
)
上
山
安
敏
『
魔
女
と
キ
リ
ス
ト
教
|
|
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
再
考
』
講
談
社
、

一
九
九
八
年
、
三
五
O
l

一
頁
。

(
初)
h
F
切
戸
印
宰
(
『
倫
理
』
、
一
八
五
頁
)
。

25 
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べ
ン
サ
ム
に
お
け
る
快
楽
主
義
の
位
相
と

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
!
の
問
題

【
『
男
色
諭
』
を
中
心
に
し
て
】

• ベンサムにおける快楽主義の位相とマイノリティ の問題

板
井
広
明

は
じ
め
に

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
い
う
標
語
の
た
め
に
、
ベ
ン
サ
ム
の
功

利
主
義
は
多
数
者
の
論
理
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ロ
ー
ル

ズ
の
『
正
義
論
』
で
は
、
功
利
主
義
は
①
個
人
間
の
差
異
を
無
視
し
、
②

他
者
の
自
由
の
抑
圧
や
差
別
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
快
楽
も
幸
福
計
算
に

算
入
し
て
少
数
者
の
抑
圧
を
正
当
化
し
、
③
集
計
し
た
便
益
の
分
配
の

仕
方
に
つ
い
て
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
三
つ
の
難
点
を
苧
ん
で
い
る
と

さ
れ
る
。

し
か
し
②
少
数
者
の
抑
圧
の
正
当
化
に
つ
い
て
は
、

F

・
ロ
l

ゼ
ン

が
ベ
ン
サ
ム
の
問
題
関
心
が
秘
密
投
票
制
の
導
入
や
少
数
者
支
配
の
批

判
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
反
論
を
加
え
、
ま
た
P

・
ケ
リ
l

が
指
摘
し
た
ベ

ン
サ
ム
に
お
け
る
「
安
全
確
保
原
理
」
「
失
望
回
避
原
理
」
を
基
礎
と
す

る
分
配
的
原
理
の
存
在
を
ロ

l

ル
ズ
が
見
過
ご
し
て
い
る
点
で
、
③
分

配
的
原
理
が
功
利
主
義
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
批
判
も
的
外
れ
と
言

え
る
。

本
稿
が
検
討
す
る
の
は
、
①
個
人
間
の
差
異
の
捨
象
と
②
少
数
者
の

抑
圧
正
当
化
の
問
題
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム
が
女
性
・
ユ
ダ
ヤ
人
・
「
同
性

愛
者
」
な
ど
被
抑
圧
者
の
解
放
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
は
L

・

c
-

ボ

ラ
レ
ヴ
イ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
英
語
で

書
か
れ
た
最
初
の
学
問
的
エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
」
ベ
ン
サ
ム
の
『
男
色
論

百
ミ
号
、
白
討
さ
』
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
に
お
け
る
被
抑
圧
者
と
し
て
の
マ
イ
ノ
リ

2002 社会思想史研究 NO.26



らテ
カミ イ

に l~
し擁
て護
おの
き側
た面
し、 lこ

コ
し、

て
考
察
し

そ
の
快
楽
主
義
の
内
実
を
明

『
男
色
論
』
に
お
け
る
言
説
批
判

〈公募論文〉

『
男
色
論
』
の
検
討
に
入
る
前
に
、
同
性
愛
を
め
ぐ
る
当
時
の
歴
史
状

況
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

十
九
世
紀
初
頭
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
二
百
を
数
え
た
死
刑
罪
が

暴
力
行
為
に
よ
る
六
つ
の
犯
罪
に
減
少
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

性
愛
行
制
は
依
然
と
し
て
死
刑
に
相
当
し
た
。
同
性
愛
へ
の
科
刑
が
終

身
刑
に
減
刑
さ
れ
る
の
は
一
八
四
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
同
性
愛
行
為

の
非
犯
罪
化
が
実
現
す
る
の
は
一
九
六
七
年
に
至
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

十
八
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
は
「
暴
力
、
喧
騒
、
無
秩
序
、
極
度
の
不

穏
な
状
況
の
場
所
」
で
あ
り
、
「
こ
の
問
題
〔
同
性
愛
行
為
〕
に
つ
い
て

人
々
が
抱
い
て
い
る
意
見
を
知
る
と
、
私
が
身
を
曝
す
こ
と
に
な
る
危

険
を
考
え
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
身
震
い
が
し
た
。
:
:
:
私
が
そ
こ
に

立
っ
と
決
め
た
一
般
的
功
利
性
の
原
理
へ
の
ま
っ
す
ぐ
な
忠
誠
に
か
ほ

ど
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
以
上
、
私
は
け
っ
し
て
自
分
の
危
険
を
慮
っ

て
こ
の
原
理
を
放
棄
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
同
」
と
ベ
ン
サ
ム
が
吐

露
し
て
い
た
よ
う
に
、
当
時
同
性
愛
行
為
を
公
的
に
擁
護
す
る
こ
と
は

生
命
の
危
険
を
意
味
し
た
。
結
局
『
男
色
論
』
は
彼
の
生
前
に
公
刊
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
一
九
七
八
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
U
C
L
(
d
E
5
5喜

• 63 

(
V
C
F四
冊
目
、
。
ロ
品
。
ロ
)
の
膨
大
な
ベ
ン
サ
ム
草
稿
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
。

も
っ
と
も
ベ
ン
サ
ム
は
一
七
八
五
年
頃
に
書
き
上
げ
た
『
男
色
論
』

を
当
初
公
表
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
生
涯
労
働
す
る
こ
と
な
く
、
「
金

利
生
活
者
に
し
て
質
屋
の
子
孫
で
あ
り
、
男
色
家
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
生
涯
の
独
身
都
」
で
あ
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
同
性
愛
に
関
す
る
事

柄
は
、
お
そ
ら
く
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
男
色
は
当
時
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
語
ら
れ
た
の
か
。
こ

れ
を
『
男
色
論
』
に
即
し
て
、
五
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
て
見
て
お
き

た
い
。第

一
は
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
言
説
で
、
男
色
を
「
安

全
に
対
す
る
犯
罪
」
と
す
針
。
ベ
ン
サ
ム
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家

が
「
安
全

e
g
F

間2
5
Q
)
に
対
す
る
犯
罪
」
と
言
う
場
合
、
そ
れ

が
誰
の
安
全
か
を
明
示
し
て
い
な
い
点
を
問
題
に
す
る
。
同
性
愛
行
為

の
受
動
者
が
合
意
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
誰
の
安
全
を
も
脅
か
し
て
い

な
い
行
為
で
あ
っ
て
、
法
律
家
が
言
守
円
ノ
「
安
全
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い

う
漠
然
と
し
た
規
定
は
偏
見
に
基
づ
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

た
〔
司
ロ
ω
沼
\
三
四
〕
。

第
二
は
男
色
を
「
不
自
然
な
性
癖
」
と
す
る
も
の
明
、
そ
れ
に
対
し

て
ベ
ン
サ
ム
は
「
不
自
然
」
と
い
う
言
葉
の
用
法
を
問
題
に
す
る
。
ベ

ン
サ
ム
に
よ
れ
ば
、
性
別
選
択
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
条
件
下
で
、
男

性
の
「
異
性
へ
の
関
心
」
が
「
向
性
へ
の
関
心
」
よ
り
も
強
い
場
合
を

「
自
然
」
と
形
容
す
る
な
ら
ば
、
男
性
の
「
向
性
へ
の
関
心
」
が
「
異
性
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へ
の
関
心
」
よ
り
強
い
場
合
を
も
「
自
然
」
と
形
容
し
て
問
題
は
な
い
。

つ
ま
り
異
性
愛
行
為
は
「
自
然
」
で
人
類
の
存
続
に
「
必
要
な
」
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
性
愛
行
為
は
「
自
然
」
だ
が
人
類
の
存
続

に
は
「
不
必
要
な
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
相
違
に
し
か
過
ぎ
な
い
百
ロ

8
q
五
五
六
〕
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
ら
に
よ
る
同
性
愛
行
為
の
批
判

は
、
不
必
要
な
も
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
奇
妙
な
命
題
に
依
拠
し
、

ま
た
自
然
と
い
う
言
葉
の
誤
用
に
基
づ
い
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
っ
た

〔
司0
・
品
。N
\五
六
〕
。

第
三
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』
第
二
部
第
十
二
編
第
六
章

「
本
性
に
反
す
る
罪
に
つ
い
て
」
に
見
ら
れ
る
男
色
に
よ
る
男
性
の
軟
弱

化
と
い
う
言
説
で
あ
り
、
こ
れ
は
男
性
に
女
性
の
弱
さ
を
植
え
付
け
、

人
生
を
破
滅
さ
せ
る
行
為
と
し
て
男
色
を
描
く
も
の
で
あ
針
。

し
か
し
ベ
ン
サ
ム
に
よ
れ
ば
、
人
間
を
軟
弱
に
す
る
の
は
諸
々
の
行

為
か
ら
な
る
習
慣

(
E
Z
)
の
力
で
あ
り
、
男
色
と
い
う
単
一
の
行
為

に
よ
っ
て
は
引
き
起
こ
さ
れ
な
い
。
そ
の
点
で
、
男
色
が
男
性
を
軟
弱

に
す
る
と
い
う
主
張
は
単
な
る
偏
見
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
司
0
・3
E

二

五
〕
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
l

マ
の
軍
隊
で
の
男
色
が
普
通
の
性
癖
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
か
な
る
民

衆
よ
り
も
勇
敢
・
屈
強
で
あ
っ
た
と
歴
史
的
反
証
が
行
な
わ
れ
て
い
る

〔8

・ω
里
四
一
日
。
ヴ
オ
ル
テ

1
ル
ら
多
く
の
哲
学
者
は
、
男
色
に
ま
つ

わ
る
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
を
承
認
し
た
く
な
い
と
い
う
感
情
的
な

理
由
だ
け
で
男
色
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
と
ベ
ン
サ
ム
は
言
う
司
ロ

• ベンサムにおける快楽主義の位相とマイノリティ の問題

ω
由
N
'
ω
\
三
七
八
〕
。

第
四
は
男
色
が
人
口
の
減
少
と
い
う
悪
影
響
を
も
た
ら
し
、
「
自
然
に

矛
盾
す
る
」
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
し
か
し
同
性
愛
は
異
性
愛
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
く
、
男
性
の
「
女
性
に
対
す
る
好
み
が
、
男
性
に
対
す

る
好
み
の
百
分
の
一
よ
り
も
顕
著
に
少
な
く
な
ら
な
い
限
り
、
人
口
に

悪
影
響
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
B
0
・
包
q
四
五
〕
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
的
経
験
に
照
ら
し
て
も
、
人
口
減
少
は
起
こ
り
得
な
い
と
ベ
ン
サ
ム

は
反
論
す
る
。

第
五
は
男
色
が
女
性
へ
の
脅
威
で
あ
る
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
ベ
ン
サ
ム
は
子
供
を
持
つ
欲
望
、
家
族
聞
の
縁
組
を
築
く

欲
望
、
生
涯
を
通
じ
て
居
心
地
の
よ
い
伴
侶
を
持
つ
こ
と
の
好
都
合
、

性
的
欲
求
の
安
全
な
充
足
と
い
っ
た
男
色
と
異
な
る
結
婚
の
動
機
付
け

を
挙
げ
可
ロ
念
。
\
五
二
〕
、
男
色
が
女
性
に
対
す
る
脅
威
に
は
な
ら
な

い
と
反
論
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
五
点
に
わ
た
っ
て
同
性
愛
行
為
に
関
す
る
当
時
の
言

説
を
批
判
し
た
ベ
ン
サ
ム
の
思
想
的
営
為
に
は
、
彼
の
原
理
論
が
深
く

関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
を
次
節
で
検
討
し
た
い
。

言
語
批
判
・
禁
欲
主
義
の
原
理
・
共
感
と
反
感
の
原
理

前
節
で
検
討
し
た
ベ
ン
サ
ム
の
同
性
愛
批
判
の
言
説
分
析
に
は
、
第

一
に
同
性
愛
行
為
を
非
難
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
「
安
全
」
「
不
自
然
」
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〈公募論文〉

(
叩
)

と
い
う
言
葉
の
虚
構
性
を
批
判
す
る
言
語
批
判
が
あ
る
。
か
つ
て
オ
グ

デ
ン
が
ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
の
意
義
を
、
言
語
が
負
荷
す
る
承
認
・
否

認
の
感
情
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
暴
露
す
る
言
語
批
判
・
言
語
哲
学
に
あ

る
と
指
摘
し
た
点
は
今
な
お
重
要
で
あ
る
。

ま
た
ベ
ン
サ
ム
が
同
性
愛
行
為
の
問
題
を
論
じ
た
時
期
に
、
ブ
ラ
ッ

ク
ス
ト
ー
ン
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
注
釈
』
で
賛
美
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー

体
系
の
諸
々
の
「
擬
制
」
が
経
験
的
な
根
拠
に
基
づ
か
ず
、
想
像
と
偏

見
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
ら
が
法
曹
界
の
利
益
に
奉
仕
し
て

い
た
こ
と
を
彼
が
批
判
し
て
い
た
こ
と
は
想
起
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

一
持
。
人
々
が
同
性
愛
行
為
に
対
し
て
抱
く
否
認
の
感
情

H
偏
見
と
、
法

曹
界
を
支
配
し
て
い
た
コ
モ
ン
・
ロ

l

体
系
の
恋
意
性
と
は
、
共
感
と

(
回
)

反
感
の
原
理
の
産
物
と
い
う
点
で
通
底
す
る
主
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
も
、
ベ
ン
サ
ム
に
よ
る
同
性
愛
行
為
の
擁
護
は
単
な
る
時
事

論
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
原
理
的
考
察
と
言
語
批
判
に
深
く

関
連
す
る
議
論
で
あ
っ
た
。

第
二
は
「
禁
欲
主
義
の
原
理

(
P
3
E
n
-
-
2
2
5
E
S
)」
〔
司
言
、
.

n
E・
E
-
ω
t
H
C
〕
の
問
題
で
あ
る
。
同
性
愛
が
「
人
口
減
少
の
原
因
」
で
あ

る
と
い
う
言
説
に
対
し
て
、
ベ
ン
サ
ム
は
「
男
色
が
世
に
蔓
延
す
れ
ば

人
類
は
破
滅
す
る
と
い
う
主
張
は
禁
欲
生
活
に
こ
そ
当
て
は
ま
」
り
、

真
の
女
性
嫌
悪
は
「
男
色
者
」
で
は
な
く
、
仕
事
に
忠
実
な
僧
侶
に
見

ら
れ
る
と
し
て
〔
唱
。
・
さ
処
五
世
〕
、
生
殖
行
為
に
敢
え
て
関
与
し
な
い

修
道
士
の
禁
欲
的
な
性
道
徳
こ
そ
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
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[
司
ロω
由
、
吋
\
四
六
〕

0

第
三
は
「
共
感
と
反
感
の
原
理
(
H
Z胃
5
8
Z
え
羽
目
宮
H
S
S
ι
g
­

t
司
担
任
可
ご
の
問
題
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム
が
言
う
「
共
感
と
反
感
の
原
理
」

と
は
物
事
の
判
断
規
準
を
客
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
感
情
や

(
お
)

意
見
に
の
み
置
く
思
考
様
式
で
あ
り
、
ヒ
ュ
l

ム
ら
の
道
徳
論
が
こ
れ

(
お
)

に
あ
た
る
〔
同
市
宮
y
n
F
-
F
ロ
ム
吋
〕
。

ベ
ン
サ
ム
に
よ
れ
ば
、
同
性
愛
行
為
へ
の
科
刑
に
人
々
が
同
意
す
る

根
拠
は
、
同
性
愛
行
為
に
対
し
て
人
々
が
抱
く
「
道
徳
性
を
帯
び
た
反

感
(
旨C
邑

g
ε
邑
q
)」
〔
句
。
・
申
印
\
七

O
〕
に
あ
る
。
同
性
愛
行
為
に
対
す

る
反
感
が
人
々
に
生
じ
る
と
、
同
性
愛
行
為
を
想
起
す
る
だ
け
で
人
々

は
苦
痛
を
感
じ
、
そ
の
苦
痛
の
原
因
を
同
性
愛
行
為
の
罪
の
害
悪
に
拠

る
も
の
と
解
釈
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
は
同
性
愛
行
為
者
が
受
け

る
刑
罰
の
苦
痛
を
見
る
こ
と
が
人
々
に
快
楽
を
与
え
、
同
性
愛
行
為
へ

の
科
刑
の
さ
ら
な
る
理
由
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
題
が

あ
っ
た
百
ロ
由
々
七
四
〕
。

ベ
ン
サ
ム
は
悪
意
に
基
づ
い
た
行
為
に
よ
っ
て
或
る
人
が
蒙
っ
た
苦

痛
を
想
像
し
、
そ
れ
に
快
楽
を
感
じ
る
「
悪
意
の
快
楽
」
も
、
快
楽
で

あ
る
以
上
善
で
あ
る
と
す
る
〔
司
玄

y
n
F・
〆
ロ
H
P
H

・
5

〕
。
し
か
し

「
敵
意
の
満
足
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
人
の
苦
し
み
は
、
同
じ
原
因
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
満
足
よ
り
も
大
き
い
」
〔
口
卓
?
?
官
官
)
〕
と

さ
れ
る
よ
う
に
、
快
苦
は
そ
の
感
受
に
お
い
て
非
対
称
な
も
の
で
あ
っ

問
。
そ
の
点
で
、
ベ
ン
サ
ム
が
改
革
の
教
導
原
理
と
す
る
功
利
性
の
原
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理
は
「
善
悪
(
岡
g
ι
s
ι
2

巴
D
H

宮
内
同
)
の
規
準
」
で
は
な
く
、
「
正
邪

(
沼
)

(
門
事Z
E

君
。
口
問
)
の
規
準
」
で
あ
っ
て
、
快
楽
そ
れ
自
体
は
善
で
あ
る

が
、
社
会
的
に
そ
れ
を
超
過
す
る
苦
痛
が
産
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の

快
楽
は
正
当
な
も
の
と
し
て
は
是
認
さ
れ
な
い
と
い
う
判
断
を
下
す
。

し
た
が
っ
て
同
性
愛
行
為
が
社
会
的
な
害
悪
を
与
え
な
い
な
ら
ば
、
そ

れ
に
対
す
る
人
々
の
反
感
は
偏
見
に
依
拠
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ

の
偏
見
は
人
々
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
ロ

E
P

♀
・

=
・
H
A
H
ロ

(
ι
)〕。

• ベンサムにおける快楽主義の位相とマイノリティーの問題

そ
も
そ
も
同
性
愛
を
擁
護
す
る
ベ
ン
サ
ム
の
根
拠
は
、
第
一
に
同
性

愛
行
為
の
当
事
者
に
と
っ
て
当
該
行
為
は
ま
っ
た
く
苦
痛
を
も
た
ら
さ

ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
快
楽
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
同
性
愛
行

為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
社
会
的
不
安
と
い
う
苦
痛
は
生
じ
な
い
こ
と
、

第
三
に
「
他
の
者
を
同
じ
習
慣
に
引
き
込
む
危
険
性
」
は
仮
に
あ
る
と

し
て
も
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
苦
痛
を
も
生
み
出
し
て
い
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
〔
司
ロ
ω
き
\
一
一
三
一
ヨ
。
つ
ま
り
社
会
的
に
無
害
な
同
性
愛
行
為

を
処
罰
す
る
こ
と
は
社
会
に
お
け
る
苦
痛
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
し
か

な
く
、
そ
れ
は
ベ
ン
サ
ム
の
改
革
の
企
図
(
日
幸
福
増
大
)
と
甑
離
を
き

た
す
。
こ
の
点
で
冒
頭
の
ロ
l

ル
ズ
の
功
利
主
義
批
判
に
照
ら
し
て
言

え
ば
、
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
は
①
諸
々
の
快
苦
に
対
す
る
感
受
性
が

個
人
間
で
異
な
る
と
い
う
意
味
で
の
個
々
人
の
差
異
を
許
容
す
る
と
と

も
に
〔
旬
ζ
r
n
F・
5
、
②
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
不
合
理
な
抑
圧
に
抗

し
て
唱
え
ら
れ
た
思
想
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四

間
接
立
法
と
啓
蒙
の
問
題

こ
の
よ
う
な
ベ
ン
サ
ム
の
同
性
愛
に
関
す
る
言
説
|
|
同
性
愛
を
非

日
常
的
な
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
社
会
治
療
の
対
象
に
せ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
私
的
領
域
に
お
け
る
自
由

(
U
趣
味
)
の
問
題
と
し
て
捉
え

た
こ
と
l
l

は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
同
性
愛
を
罪
と
規
定
す
る
言

(
お
)

説
と
同
時
代
の
哲
学
者
ら
が
同
性
愛
を
文
明
状
態
に
お
け
る
恥
と
捉
え

る
言
説
か
ら
距
離
を
と
り
〔
司
ロ
申
雫
七
二
〕
、
か
つ
十
九
世
紀
後
半
に
誕

生
す
る
、
同
性
愛
を
精
神
の
病
と
読
み
替
え
、
医
学
の
対
象
に
す
る
性

科
学
の
言
説
と
も
異
な
っ
て
、
社
会
や
国
家
が
趣
味
や
噌
好
と
い
っ
た

社
会
的
な
害
悪
を
持
た
な
い
私
的
領
域
の
事
柄
に
は
介
入
す
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
極
限
に
ま
で
突
き
詰
め
た
結
果
の
も
の
で
あ
っ
出
。

し
か
し
男
色
を
擁
護
す
る
ベ
ン
サ
ム
は
他
方
で
「
こ
の
破
廉
恥
な
趣

味
(
岳
町
呂
田3
害

g
g
)
」
〔g
w
S
叶
\
四
七
〕
「
腐
敗(
8
2
B
乱
)
」
〔BW

砕
き
\
五
二
〕
と
い
っ
た
伝
統
的
な
男
色
恐
怖
症
の
言
語
を
使
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
ベ
ン
サ
ム
が
改
革
運
動
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
扱
う
と
き

(
お
)

に
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
た
対
価
」
で
あ
り
、
ま
た
ベ
ン
サ
ム

自
身
に
同
性
愛
の
趣
味
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
る
ロ
き
N
\五
五
〕
。

と
こ
ろ
で
同
性
愛
行
為
に
対
す
る
科
刑
の
一
つ
に
晒
刑
が
あ
っ
た
が
、

周
囲
に
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
受
刑
者
の
多
く
は
晒
台

に
群
が
る
民
衆
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
ベ
ン
サ
ム
に
よ
る
と
、
実
際 2002 社会思想史研究 No.26
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に
あ
る
人
聞
が
警
察
官
の
目
の
前
で
民
衆
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
晒
刑
受
刑
者
に
加
え
ら
れ
る
民
衆
の
過
度
の
制
裁

に
対
し
て
、
E

・
パ
l

ク
が
下
院
で
批
判
し
た
ほ
ど
で
あ
る
司

Y
E
­

C
ω
ム
\
五
七O
〕
。
ベ
ン
サ
ム
は
そ
の
よ
う
な
民
衆
に
幻
滅
し
た
が
、
晒

(
狙
)

台
に
集
ま
る
民
衆
は
時
に
は
数
千
人
を
数
え
た
と
ヨ
一
口
う
。
そ
れ
ゆ
え
ベ

ン
サ
ム
に
と
っ
て
、
同
性
愛
を
め
ぐ
る
問
題
は
同
性
愛
の
非
犯
罪
化
と

い
う
法
律
改
革
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
民
衆
の
偏
見
の
矯
正
と
い

う
啓
蒙
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

「
同
性
愛
者
」
へ
の
暴
力
的
抑
圧
の
原
因
で
あ
る
民
衆
の
偏
見
を
矯
正

す
る
と
い
う
困
難
な
課
題
に
お
い
て
は
、
人
々
の
性
向
・
判
断
枠
組
み

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
同
性
愛
に
対
す
る
偏
見
を
取
り
除
き
、
功
利

(
あ
)
(
あ
)

性
の
原
理
に
即
し
た
道
徳
判
断
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。

ベ
ン
サ
ム
に
と
っ
て
、
民
衆
啓
蒙
の
手
段
は
「
人
々
を
悪
に
染
ま
ら

な
い
よ
う
に
し
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
他
人
に
と
っ
て
も
、
最
も
有

益
な
方
向
を
指
し
示
す
た
め
に
、
主
と
し
て
人
間
の
性
向
に
働
き
か
け

る
」
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
「
新
し
い
科
学
」
〔
d
わ
戸
口
当

P

お
口

(
幻
)

→
r
E
r
q
五
八
二
で
あ
る
「
間
接
立
法
」
で
あ
っ
た
。

通
常
の
立
法
が
社
会
に
と
っ
て
害
悪
と
な
る
行
為
を
直
接
禁
止
・
処

罰
す
る
の
に
対
し
て
、
間
接
立
法
は
そ
れ
を
代
替
行
為
へ
と
誘
導
し
、

間
接
的
に
当
の
行
為
を
禁
止
す
る
点
に
特
徴
、
が
あ
るE
n
-
-
E
4
P
R
H

叶
H
i
-
-
-
「
凶
\
五
八
一1
1
3
0例え
ば
「
動
物
の
虐
待
禁
止
の
直
接
的
な

法
律
が
、
人
聞
の
虐
待
禁
止
の
間
接
的
な
法
律
に
な
る
」
よ
う
に
で
あ

• 67 

る
〔
店
、

z
g
r
N
叶
(
ω
)〕。

民
衆
の
偏
見
を
矯
正
す
る
役
割
は
立
法
者
に
あ
る
が
〔
H
F
p
n
F・
H
F

N∞
一
口
町-
H
F
N
f
n
F
H
i
-
-
u
d

一
〕
、
ベ
ン
サ
ム
が
理
想
的
な
開
明
的
君
主

を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〔
弓

ζ
f
s
・
5
F
5

・
〕
0

「
間
接
立
法

は
一
、
犯
罪
行
為
(
母

-
B官
。
ロ
ミ
)
と
、
二
、
失
政
(
吉
田E
互
に
対

し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る

[
p
-
F
H
N
3
0「
言
い
換
え
れ

ば
、
無
秩
序
と
専
制
と
の
聞
に
政
治
的
安
定
の
状
態
を
保
持
す
る
」
こ

と
が
間
接
立
法
の
機
能
で
あ
っ
た
。

間
接
立
法
の
中
で
と
く
に
同
性
愛
の
問
題
に
関
連
し
て
重
要
な
の
は
、

政
府
の
失
政
に
対
す
る
手
段
と
し
て
の
「
出
版
の
自
由
(
の
確
立
)
」
で

あ
る
司

F
L
E
wロ
2
\
六
九
五
|
七
〕
〔
口
三
日
忌

L
3
0

民
衆
の
同
性

愛
行
為
へ
の
反
感
と
制
裁
の
源
で
あ
る
道
徳
的
サ
ン
ク
シ
ヨ
ン
は
「
出

版
の
自
由
」
と
「
裁
判
過
程
の
公
開
」
に
よ
っ
て
陶
冶
さ
れ
、
公
論
裁

判
所
と
し
て
十
全
に
機
能
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
C
)
 

〔d
(
U町
民
i
r
g
〕
。

一
七
八
0
年
代
後
半
に
執
筆
さ
れ
た
『
普
遍
的
な
永
遠
平
和
の
構
想
』

に
お
い
て
も
「
出
版
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
る
と
公
論
の
国
際
的
な
影

響
力
が
増
大
し
、
各
国
の
軍
事
化
の
必
要
性
が
な
く
な
る
結
果
、
国
際

平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
の
二
大
原
因
は
遠
方

の
植
民
地
を
め
ぐ
る
争
奪
、
戦
と
外
務
省
の
政
策
遂
行
上
の
秘
密
主
義
に

あ
り
、
そ
れ
を
打
ち
砕
く
の
が
出
版
の
自
由
に
よ
る
公
論
の
教
育
効
果

で
あ
っ
た
〔
∞
-
F
E
品
1
2
〕
。
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こ
の
よ
う
な
出
版
の
自
由
に
基
づ
く
「
公
開
制

e
E
V
E
n
-
q
)

な
く
し

て
善
政
は
永
続
せ
ず
、
公
開
制
の
保
障
の
下
で
失
政
は
続
か
な
い
」
B
・

E
-出
品
・
〕
と
ま
で
ベ
ン
サ
ム
は
断
言
す
る
。
公
開
制
に
よ
っ
て
民
衆
の

教
養
あ
る
部
分
か
ら
無
知
な
部
分
へ
と
知
識
が
流
れ
、
啓
蒙
が
行
な
わ

(
必
)

れ
る
か
ら
で
あ
る
〔
寸
T
E
-
ロ
ぞ
六
九
七
〕
。
そ
の
際
に
生
じ
る
情
報
や

知
識
の
増
大
・
氾
濫
は
、
ベ
ン
サ
ム
に
と
っ
て
有
害
な
現
象
で
は
な
か
っ

た
。
公
開
制
に
よ
る
知
識
の
普
及
は
、
生
半
可
な
知
識
の
害
悪
に
対
す

る
有
効
な
対
策
と
し
て
〔
斗
T
E
-
-建
五
九
O
〕
〔c
n
-町
民
4
F
部
〕
、
ま

た
単
一
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
意
見
の
保
障
と
し
て
も
主
張
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〔
匂
わ-
H
n
Fお
ど
。

ベ
ン
サ
ム
が
公
開
制
を
強
調
す
る
の
は
、
自
由
な
討
議
に
よ
っ
て
政

府
や
社
会
の
透
明
性
が
確
保
さ
れ
、
社
会
の
幸
福
を
阻
害
す
る
言
説
が

淘
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、
功
利
性
の
原
理
に
即
し
た
統
治
が
実
現
さ
れ
る

(
必
)

と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム
が
『
男
色
論
』

で
展
開
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
ら
知
識
人
の
同
性
愛
観
の
批
判
も
、

公
開
制
と
い
う
制
度
的
枠
組
み
が
保
障
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
、
初
め

(
必)
(
C
)

て
意
味
を
有
す
る
。
間
接
立
法
の
制
度
を
基
礎
に
し
た
意
見
の
形
成
と

知
識
の
普
及
と
い
う
社
会
的
機
能
を
担
う
公
論
に
よ
っ
て
、
人
々
の
同

性
愛
に
対
す
る
偏
見
が
矯
正
さ
れ
、
社
会
に
お
け
る
苦
痛
の
減
少
、
す

(
川
崎
)

な
わ
ち
幸
福
の
増
大
と
い
う
展
望
が
ベ
ン
サ
ム
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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五

お
わ
り
に

功
利
性
の
原
理
を
改
革
の
教
導
原
理
と
し
て
刑
法
改
革
か
ら
出
発
し
、

立
法
改
革
構
想
と
し
て
社
会
の
幸
福
増
大
を
追
求
し
た
ベ
ン
サ
ム
の
功

利
主
義
は
、
苦
痛
を
回
避
す
る
と
い
う
意
味
で
の
快
楽
主
義
に
基
礎
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
思
想
的
営
為
は
す
べ
て
の
社
会
成
員
が
各
人
の

生
活
環
境
に
応
じ
て
各
々
蒙
る
苦
痛
と
い
う
問
題
に
定
位
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
方
で
は
当
時
マ
ジ
ヨ
リ
テ
ィ
ー
で
は
あ
り
な
が
ら
政
治
的

権
利
を
有
さ
な
か
っ
た
被
治
者
と
し
て
の
民
衆
の
幸
福
増
大
と
、
他
方

で
は
支
配
体
制
や
民
衆
に
よ
る
抑
圧
に
日
々
晒
さ
れ
て
い
た
「
同
性
愛

者
」
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
l

に
対
す
る
、
時
代
に
先
行
し
て
の
尊
重
・

擁
護
と
い
う
企
図
に
結
実
し
得
た
。

そ
れ
は
ベ
ン
サ
ム
が
被
抑
圧
者
の
蒙
る
苦
痛
に
対
し
て
敏
感
な
感
性

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
共
に
、
彼
の
功
利
主
義
の
基
底
に
理
性
的
存
在

や
言
語
的
存
在
、
あ
る
い
は
快
楽
を
追
求
す
る
人
間
で
は
な
く
て
、
ま

ず
も
っ
て
苦
痛
を
感
受
す
る
と
い
う
人
間
像
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(
い
た
い
・
ひ
ろ
あ
き
)
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〈公募論文〉

「
し
か
し
奇
妙
な
事
実
だ
が
、
一
七
七
六
年
か
ら
四
O
年
以
上
も
の
問
、

こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
ベ
ン
サ
ム
の
公
刊
し
た
著
作
の
中
に
再
び
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わ
れ
る

こ
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は
な
か
っ
た
」
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・
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〉
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・
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)
『
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サ
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』
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、
日
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、
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九
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、
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H
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O
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。
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l
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利
主
義
批
判
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取
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る
の
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、
功
利
主
義
的
判
断
の
帰
結
は
日
常

的
な
正
義
感
覚
と
髄
踏
を
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た
す
、
あ
る
い
は
快
楽
主
義
が
道
徳
の
根

拠
足
り
得
な
い
と
い
う
功
利
主
義
批
判
の
常
套
句
と
並
ん
で
、
い
ま
だ

一
般
的
な
功
利
主
義
理
解
の
典
型
例
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
3
)
何
回
2
2

・
冨
ど
号
庄
内ω白
色
富
田
。
ロ
E
2

一
ω
己
凶
器-
s
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Z
E
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E
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H
S
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能
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「
J

・
ベ
ン
サ
ム
と
期
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の
原
理
」

『
同
志
社
法
学
』
第
四
九
巻
五
号
、
一
九
九
八
年
を
参
照
。

(
5
)
ロ
|
ゼ
ン
は
功
利
性
の
原
理
が
平
等
を
志
向
す
る
分
配
的
原
理
で
も
あ

る
こ
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を
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調
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い
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F
N
申
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臼
)
0

同
性
愛
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
「
正
常
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6 
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な
性
」
が
異
性
と
の
関
係
か
ら
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
十
九
世
紀
に

お
い
て
、
初
め
て
「
同
性
愛
者
」
と
い
う
範
鴎
は
成
立
す
る

(
J
・

ウ
ィ
ー
ク
ス
『
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
上
野
千
鶴
子
監
訳
、
河
出
書
房

新
社
、
一
九
九
六
(
一
九
八
六
)
年
、
五
O
i

一
頁
)
。

(
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)
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E
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・
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e
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u
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5
a
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司
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(
9
)
国
民
国
家
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立
後
に
宗
教
・
言
語
・
性
差
な
ど
か
ら
表
象
さ
れ
た
「
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ

l

」
の
問
題
と
、
本
稿
で
議
論
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
l

の

問
題
と
は
歴
史
的
文
脈
を
異
に
し
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。
ベ
ン

サ
ム
は
数
的
な
比
較
の
意
味
に
お
い
て
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
l

」
を
使
用

し
て
い
る
(
〔
の
・
巴
ロ
S
U
【U
P
S
一
U
・
8
?
H
o
b
-
i・8
2

な
ど

を
参
照
)
。
本
稿
で
「
被
抑
圧
者
」
と
限
定
す
る
の
は
、
ベ
ン
サ
ム
が
批

判
し
た
当
時
の
支
配
層
も
、
数
的
な
意
味
で
は
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ベ
ン
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ム
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の
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の
略
記
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、
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翻
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S
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・
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〉
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宮
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円
g
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g
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O
H
同
。
円P
O
R
g
e
ロ
可
円
。E
・
5
8

・
『
世
界

の
名
著
ベ
ン
サ
ム
ミ
ル
』
山
下
重
一
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年

に
抄
訳
0

3
ロ
〕
』R
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B
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回2
5
回
目
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ω
g

富
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『
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E
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w
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わ
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宮
E
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目
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喜
善
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S
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宅
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ω
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A
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S
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ミ
・
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ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
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テ
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』
土
屋
恵
一
郎
編
、
富
山
太
佳
夫

監
訳
、
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年

0

3
F
〕
司
ぬ
ミ
E
E
h
h
B
E
S
3
2
3
守
ミ
ミ
き
守
‘ωぎ
-
p
a・
開
・
ロ
ロ
目
。
ロ7
3
2

・

H
g
N
・
『
民
事
お
よ
び
刑
事
立
法
論
』
長
谷
川
正
安
訳
、
勤
草
書
房
、
一

九
九
八
年

[
d
C
忌
F
F
暴
言
』

h
s
R
ミ
刷
、F
E
-
4
0『ω
S
E
-
-
o
問
O
F
r
a
g
-
z
a
s

(
凶
)
「
印
。
品
。
ョ
可
」
は
異
性
愛
行
為
を
も
対
象
に
す
る
が
〔
司
ロ

-
H
C
C
\
八
二
、

当
時
問
題
と
さ
れ
た
の
は
男
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
男
色
者
の
パ
ブ
が

ロ
ン
ド
ン
に
存
在
し
、
貴
族
層
に
お
け
る
男
色
は
許
容
さ
れ
る
と
い
う

こ
重
規
準
も
存
在
し
て
い
た

(
R
・
ポ
I

タ
l

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
十
八

世
紀
の
社
会
』
日
羅
公
和
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
三

八
八
頁
。
L

・
ス
ト
ー
ン
『
家
族
・
性
・
結
婚
の
社
会
史
一
五

O
O

l

一
八
O
O
年
の
イ
ギ
リ
ス
』
北
本
E
章
訳
、
勤
草
書
房
、
一
九
九
一

年
、
四
五
三
頁
)
。

11 

し
か
し
「
私
的
な
場
で
の
同
性
愛
行
為
は
、
当
事
者
が
互
い
に
同
意
し
て

お
り
、
ト
」
も
に
二
十
一
歳
に
達
し
て
い
る
な
ら
ば
、
犯
罪
と
は
み
な
さ
な

い
」
こ
と
に
な
っ
た
が
、
公
的
な
場
で
あ
る
な
ら
ば
、
犯
罪
と
な
り
得
た

(
富
山
太
佳
夫
「
ホ
モ
セ
ク
シ
ヤ
リ
テ
イ
ど
は
何
か
」
『
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
九
一

O
頁
)
。
ま
た
わ
E
E

宮
g
w

尋
-
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。E
F
E
H
a
-
F
E
E
-
S怠
・
官
官
回
目
凶
司

g
N
・

お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
同
性
愛
に
関
す
る
素
描
と
し
て
、
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・

エ
リ
ス
『
性
の
心
理
第
四
巻
性
対
象
倒
錯
』
佐
藤
晴
夫
訳
、
未
知

谷
、
一
九
九
五
年
、
四
八
六
一
頁
を
参
照
。

F
向h
w
n
-
F
0
4

守
・n
N
R・
-
u・
出
]
「

土
屋
恵
一
郎
「
ベ
ン
サ
ム
と
い
う
男
』
青
土
社
、
一
九
九
一
二
年
、
一
一
二

三
頁
。

土
屋
、
前
掲
書
、
三
一
七
頁
。

者
-
盟
問
E
g
F

守
書
室
内
ミ
号
室
喜
を

h
b芸
品
目
認
さ
え
w
ロ
Z
E
E
­

]
戸
埠
唱
。
(
]
{
叶
由
申
)
'
同

M
H》
・N
H
m
t品・

ソ
ド
ミ

l

行
為
を
禁
止
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
の
下
で
、
一
九
八
六
年

に
起
き
た
ハ
l

ド
ウ
イ
ツ
ク
事
件
の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
賛
成
意
見
を

出
し
た
パ
i

ガ
ー
は
、
ソ
ド
ミ

l

行
為
が
ギ
リ
シ
ャ
以
来
禁
止
さ
れ
て

き
た
西
欧
社
会
の
伝
統
を
挙
げ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
「
自
然
に
反

す
る
罪
」
に
も
言
及
し
て
い
る
(
回
0
項
目
山
印
河
田
〉
包
)
宅
同
門
戸
A
H
aロ

印
E
H
g
-
H
8
5
0ま
た

O
H否
、K
M
刊
誌
弘
主
己
主
百
き
ミ
「
吋
ミ
ミ
さ
喜
」
も

「Z

品
。
自
己
を
「
不
自
然
な
形
の
性
的
関
係
辛
口
S
E
E
P
-

守
口
出
。
同

Z
H
E
-
-三
号
円
。
民
間
)
」
と
定
義
す
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』
上
巻
、
野
田
・
稲
本
他
訳
、
岩
波
文

庫
、
一
九
八
九
年
、
三
五
一
頁
。

男
色
の
場
合
、
受
動
者
(
唱
さE
同
H

被
挿
入
側
、
E
Z

ユ
2
)
に
無
気
力

13 12 15 14 16 17 18 
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19 

な
傾
向
を
与
え
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
ベ
ン
サ
ム
は
受
動
者
と

能
動
者
官
官
己
)
と
の
役
割
は
固
定
的
で
は
な
い
た
め
、
問
題
に
は
な

ら
な
い
と
す
る
百
ロ

ω
玄
印
\
四
一
i

二
〕
。

同
時
代
の
日
本
で
武
士
層
に
多
く
見
ら
れ
た
男
色
で
は
「g
B
B
Z
E
­

で
あ
る
こ
と
が
日
目
。
口
々
と
し
て
の
臣
民EE
E
C
Qを
形
成
す
る
と
い
う

よ
う
な
観
念
は
な
か
っ
た
」

0

「
女
色
」
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
の
男
色
は

概
し
て
上
下
関
係
と
主
従
関
係
を
通
し
て
武
士
の
特
権
的
意
識
を
支
え

た
性
別
規
範
の
強
度
な
帰
結
で
あ
り
、
支
配
体
制
の
正
統
性
を
裏
づ
け

る
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
渡
辺
浩
「
徳
川
日
本
に
お
け
る

「
性
」
と
権
力
」
『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
号
、
二O
O

一
年
)
。

ベ
ン
サ
ム
の
『
高
利
弁
護
論
』
に
お
け
る
高
利
貸
し
と
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の

偏
見
の
基
盤
で
あ
る
禁
欲
主
義
の
批
判
は
、
高
利
貸
し
の
扱
う
「
不
妊

の
貨
幣
」
E

男
色
家
の
「
不
妊
の
性
」
と
い
う
点
で
も
、
同
性
愛
擁
護

論
と
通
底
し
て
い
る
(
土
屋
、
前
掲
書
、
三
一
五
七
頁
)
。

ベ
ン
サ
ム
の
人
口
論
に
つ
い
て
は
、
司
E
-
E間
巴J『E
E

。
1
.』2
0
B
M『
回
中

国
同
冨
目
。
口
当E
-
p
g
B
E
司
Z
E
E
-
g
官
官
円
『R
E
E

円
三
白
書
5
2
n

T
6
0
q
n
s旨
2
5
-
5
0
N中
島
・5
3
・
d
E
S

与
え
Z
。
S
E
E
-
E

の
門
日
ロω
F
O円
。
・
ス
ミ
ス
し
乙
ベ
ン
サ
ム
の
経
済
学
の
差
異
に
つ
い
て
は
、

千
賀
重
義
「
ベ
ン
サ
ム
の
ス
ミ
ス
批
判
|
|
『
高
利
の
弁
護
』
を
中
心

に
」
問
中
正
司
編
著
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
恩
想
研
究
』
北
樹
出
版
、

一
九
八
八
年
を
参
照
。

ス
タ
l

ク
が
言
う
よ
う
に
「
ベ
ン
サ
ム
は
立
法
の
悪
弊
と
同
様
、
言
語

の
悪
弊
と
も
戦
っ
た
の
で
あ
る
」
(
認
印
S
円
F
F
g

含
円
Z
E
-
-ミ
雪
s
s
k

慰

S
Sぬ
吉
正
W
2
呂
苦
吟
覇
中
止S
h
F
S
-
-
Y司・
ω
印
・
)
。
ス
タ
l

ク
に
よ
れ

ば
『
高
利
弁
護
論
』
の
主
要
な
点
は
ベ
ン
サ
ム
が
「
高
利
」
と
い
う
言

葉
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
を
挟
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
K

・
パ
ー
ク
は
「
ベ
ン
サ
ム
が
子
供
の
と
き
幽
霊
を
異
常
在
思

え
る
ほ
ど
恐
れ
、
そ
の
た
め
成
人
の
後
、
実
体
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

20 

ず
、
あ
た
か
も
存
在
す
る
か
に
見
え
て
い
る
架
空
の
事
象
に
対
し
、
暴

露
的
な
名
を
つ
け
る
こ
と
に
異
常
と
も
思
え
る
情
熱
を
抱
き
続
け
た
」
と

し
て
い
る

(
K
・
パ
l

ク
『
動
機
の
文
法
』
森
常
治
訳
、
晶
文
社
、
一

九
八
二
(
一
九
四
五
)
年
)
。
ま
た

C
-
K
・
オ
グ
デ
ン
「
ジ
エ
レ
ミ
ィ
・

ベ
ン
サ
ム
一
八
三
二
二

O
一
一
一
二
年
」
山
下
重
一
訳
『
国
学
院
法
学
』

第
一
七
巻
ゴ
一
号
、
一
九
七
九
年
、
一
七O
頁
も
参
照
。

戸
田
内
C
間
母
国
司
句SH
F
S
Sぷ

S
5
1
ミ
』
サ
R
S
F問
。
曲
目
罫
己
・
H
8
N
・

ま
た
ベ
ン
サ
ム
言
語
論
の
思
想
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
開
・
(
U
E
E官
­

d
百
司
E
n
ゆ
え
』2
0

日
可
一
回
g

笹
山
田
〆
→
z
g
q
え
虫
色
。
ロ
ω

日
何
回
阻Z2
ロ
再γ

ゎ
g
E
q

ピ
ロ
開E
m
c
n
→
F
E
開
E
F
E
H
s
h
ヨ
ミ
ミ
出
雲
S
R
M遣'
凶
ぎR虫
色
・z
。
・

N
W
H
S申・
を
参
照
。

(
n
)
]
O
B
B可
図
。
口
同
g
s

込
心
遣
霊
室
町
。
誌
を
心
遺
書
室
町
応
ミ
Z

ミ
』
や
お
も
電
ミ

。
誌
の
。
号
、
お
若
君
え
・
0
円
四mw
』
・
国
・
切
口
町
田

ω

田
口
且
国
・
円
、
.
〉
・
国
ω
円
F
「
。
ロ
品
。
p

h
F同
区
。
口
。
司
自ω
ω
]戸
由
吋
吋
・

(
幻
)
石
井
幸
三
「
ベ
ン
タ
ム
に
お
け
る
自
由
|
|
拷
問
、
向
性
間
性
愛
の
問

題
を
手
が
か
り
に
し
て
」
『
龍
谷
法
学
』
一
一
五
巻
一
号
、
一
九
九
二
年
、

四
O
頁
。

(
M
)
ベ
ン
サ
ム
の
宗
教
諭
に
つ
い
て
は
、
』E
回
忌
出
:
ぎ
雪
門
議s
s
a
g
­

O
H『
。
丘
口
問
。z
s
p
g
p
s
g
-

一
立
日
無
通
宏
「
ベ
ン
サ
ム
の
自
然
宗

教
批
判
」
『
中
央
大
学
経
済
学
論
纂
』
第
三
五
巻
四
号
、
一
九
九
四
年
を

参
照
。

(
お
)
も
っ
と
も
ベ
ン
サ
ム
の
言
う
「
内
的
と
外
的
と
の
間
は
混
乱
し
、
究
極

的
に
擁
護
不
可
能
な
区
別
」
で
あ
り
、
ベ
ン
サ
ム
の
攻
撃
し
た
原
理
は
確

か
に
主
観
的
で
怒
意
的
で
さ
え
あ
る
が
、
「
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
道
徳
理
論
に

つ
い
て
真
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
も
あ
る@E
E
-
官
民

E
4
己
色
g
z
g

え
吾
百
円

5
8
-
2
同
S
E
q
・
5
h究
室
、
切
言
苦
吉
宮
内
ミ
E
E
a
a
F

包
・
回
・
3
5
5

・
p
p

宅
・

H
5
・
3
0
し
か
し
こ
れ
は
ベ
ン
サ
ム
功
利

主
義
に
お
け
る
正
邪
判
断
に
関
し
て
、
討
議
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性

21 
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26 

を
看
過
し
て
い
る
。

十
八
世
紀
は
「
感
情
と
本
能
、
愛
情
と
憎
悪
を
重
視
し
、
理
性
の
役
割

を
低
く
見
る
」
ゆ
え
「
感
情
の
時
代
」
と
称
さ
れ
る
一
方
、
「
事
柄
の
信

惣
性
は
理
性
に
よ
っ
て
試
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
「
理
性
の
時
代
」
で

も
あ
っ
た

G
・
5
ロ
R

回
g

各
自
国
自
且
窓
口
-
d
E
E
出
自
国

R
5
5
g
ι・

宮
町
、
s
s
ζ
旨
白
書
室
な

L守
主
ミ
思
ミ
宮
戸
g

「
守

-
E

∞
・
3
5
5

・

伊
豆
色
開
0
・
H
S
ω
{同
窓
g
・
u
・
8

・
一
土
屋
、
前
掲
書
、
二
四
七
頁
)
。

ド
ウ
オ
l

キ
ン
が
言
う
個
人
的
(
お
よ
び
そ
れ
と
密
接
不
可
分
な
限
り

で
の
)
外
的
選
好
を
算
入
す
る
「
功
利
主
義
的
論
証
」
が
偏
見
を
算
入

す
る
こ
と
を
問
題
化
す
る
の
に
対
し
て
(
戸
巴
君
。
長F
S
E

高
河
町
暑
な

た
3
E

匂
?
出
向
〈
同
色d
包
括
E
q
p
g
ω
・
5
3
・
3
・
N
ω十
∞
.
N
a
・
N

(
邦
訳
)
『
権
利
論
』
木
下
・
小
林
・
野
坂
訳
、
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
、

一
一
一
一
二
二O
頁
)
、
ベ
ン
サ
ム
の
場
合
、
功
利
性
の
原
理
に
基
づ
く
幸

福
算
定
に
算
入
す
べ
き
で
は
な
い
社
会
的
害
悪
を
有
す
る
偏
見
を
、
間

接
立
法
な
ど
の
諸
制
度
に
よ
っ
て
陶
冶
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に
あ

る
点
で
、
両
者
は
位
相
を
異
に
し
て
い
る
。

『
世
界
の
名
著
』
所
収
の
『
序
説
』
の
翻
訳
で
は
、
「
自
然
は
人
類
を
苦

痛
と
快
楽
と
い
う
、
二
人
の
主
権
者
の
支
配
の
も
と
に
お
い
て
き
た
。

一
方
に
お
い
て
は
善
悪
(
ロ
嘗Z
亘
書

S

開
)
の
基
準
が
、
他
方
に

お
い
て
は
原
因
と
結
果
の
連
鎖
が
、
こ
の
二
つ
の
玉
座
に
つ
な
が
れ
て

い
る
」
司
呂
F
・
s
-
r
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
「
口
問F
Z
E
君
。
ロ
岡
」

の
箇
所
〔
弓
冨T
♀
-
r
z
S
L
A
T
S
-
F
H
F
Eロ
(
且
)
唱
岡
田
〕
は
「
正

邪
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
性
愛
行
為
処
罰
の
制
度
が
虚
偽
の
告
発
と
い
う
別
の
犯
罪
を
派
生
さ

せ
る
こ
と
も
ベ
ン
サ
ム
が
同
性
愛
行
為
へ
の
科
刑
に
反
対
す
る
理
由
で

あ
っ
た
。
証
人
た
る
第
三
者
は
、
男
性
同
士
が
二
人
き
り
で
い
た
と
い

う
証
言
だ
け
で
、
自
己
の
主
張
の
真
実
性
を
物
的
証
拠
に
よ
っ
て
裏
付

け
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
男
色
者
と
判
明
す
る
こ
と

27 28 29 

は
社
会
的
信
用
の
失
墜
を
意
味
す
る
た
め
、
恐
喝
に
利
用
さ
れ
る
問
題

も
あ
っ
た
〔
司
ロ

S
\七
八
九
〕
。

『
男
色
論
』
に
お
け
る
「
ベ
ン
サ
ム
の
考
察
目
的
は
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト

教
に
内
在
す
る
男
性
中
心
主
義
、
人
格
主
義
の
人
間
観
か
ら
の
解
放
で

あ
り
、
そ
れ
に
代
え
て
快
苦
の
主
体
と
し
て
の
人
間
観
を
確
立
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
」
(
石
井
、
前
掲
論
文
、
四O
頁
)
。

(
泊
)
巧
2
E

・
e
-
a
一

-
H
C品
・

(
沼
)
こ
の
よ
う
な
ベ
ン
サ
ム
の
構
想
を
「
寛
容
の
体
制
」
(
∞-
Z
ヨ

F
S
R

3
5

ミ
ミ
心
喜
志
乃
予
{
U
E
E
ι開
。
戸
宣
言
円ω
-
q
p
g
L
S
F
3
・

5
吋
印
品
)
と
特
徴
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
土
屋
は
大
衆
の

登
場
と
情
報
社
会
の
時
代
に
社
会
生
活
へ
の
予
防
的
介
入
の
危
険
と
慈

善
と
い
う
こ
面
性
を
も
っ
社
会
理
論
が
間
接
立
法
論
で
あ
る
と
し
(
土

屋
恵
一
郎
「
ベ
ン
サ
ム
の
「
間
接
立
法
論
」
に
つ
い
て
|
|
地
下
道
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
『
立
石
龍
彦
教
授
古
希
記
念
論
文
集
明
治
大
学
法
律

論
叢
』
第
六
O
巻
一
一
・
三
合
併
号
、
一
九
八
七
年
。
ま
た
土
屋
、
前
掲

書
、
二
O
O

一
頁
も
参
照
)
、
ヒ
ユ
|
ム
は
ホ
ッ
ブ
ズ
以
来
の
個
人
主

義
的
諸
権
利
・
自
由
の
拡
張
と
主
権
者
の
権
威
の
増
進
と
の
同
時
進
行

と
い
う
近
代
個
人
主
義
の
両
義
的
な
特
質
を
ベ
ン
サ
ム
も
継
承
し
て
い

た
と
す
る
(
「
』
-
Z
E
H
M
0・思
ミ
言
重
量
弘
同
竜
ぬE
q
E
u
r
n
R
5
E回
。

C
E
認
可
盟

q
F
O
E
-
Z
∞
戸
司-
N
m
g。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
初

期
ベ
ン
サ
ム
の
統
治
構
想
|
|
開
明
的
立
法
者
と
公
衆
」
『
イ
ギ
リ
ス
哲

学
研
究
』
第
二
一
号
、
一
九
九
八
年
も
参
照
。

土
屋
、
前
掲
書
、
二
一
八
頁
。

「

(
U
8
5司g
p

回
河
、
重
量
札
。z
s
h
S
F
C
E
〈
O
E
Q
。
『
p
z
皆
目
宮

司
円
。ω
F
]
{申∞
印
・
回
以
・

N
H・

功
利
性
の
原
理
は
「
最
も
広
範
囲
の
、
開
明
的
な
(
す
な
わ
ち
熟
慮
さ

れ
た
)
慈
愛
の
命
令
」
〔-
3
h
r
n
F
F
ω晶
〕
で
あ
る
。
「
最
も
広
範
囲
」

と
は
、
幸
福
算
定
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
対
象
の
範
囲
で
あ
り
、
個

30 (
お
)

(
泌
)

35 
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36 

人
-
階
級
・
国
民
・
人
類
・
動
物
に
分
類
さ
れ
る
〔
弓
冨
r
s

ぞ
・
N
H
]
。

「
熟
慮
さ
れ
た
」
と
は
検
討
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
を
誤
り
な
く
認

識
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
「
慈
愛
」
と
は
善
意
の
動
機
や
共
感
の

快
楽
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
〔
H
B
p
n
F
-
H
W
F
S
-
F
5
0
「
人

間
は
教
養
を
積
む
ほ
ど
、
一
般
的
慈
愛
の
精
神
を
そ
れ
だ
け
身
に
つ
け

る
よ
う
に
な
る
」
〔
4
Y
E
-
H
S
\
六
六
五
〕
た
め
に
啓
蒙
が
問
題
と
な
る
。

「
ベ
ン
サ
ム
は
承
認
と
否
認
と
い
う
人
々
の
習
慣
を
変
え
よ
う
と
し
た
」

(
プ
ラ
ム
ナ
ッ
ツ
『
イ
ギ
リ
ス
の
功
利
主
義
者
た
ち
』
掘
回
・
泉
谷
・
石

川
・
永
松
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
七
四
二
九
四
九
)
年
、
一
八
九
頁
)
。

む
ろ
ん
人
々
の
道
徳
判
断
に
影
響
す
る
に
は
、
「
市
民
社
会
に
お
け
る
統

治
が
日
ω可
R
C

。
ロ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
十
全
に
機

能
す
る
た
め
に
は
、
子
供
の
段
階
で
あ
ら
か
じ
め
包
宮
包S

が
行
な
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
」
(
児
美
川
佳
代
子
「
J

・
ベ
ン
サ
ム
に
お
け
る
統
治

術
と
教
育
術
l
|
|
『
刑
法
の
原
理
』
第
三
部
を
中
心
と
し
て
」
『
日
本
教

育
史
学
』
第
三
七
号
、
一
九
九
四
年
、
一
八
四
頁
)
。

間
接
立
法
の
諸
方
策
が
規
制
す
べ
き
対
象
と
し
て
は
、
犯
罪
行
為
へ
の

意
思
を
形
成
す
る
性
向

(
E
n
E
g
gロ)
、
犯
罪
行
為
に
関
す
る
知
識

(
官
。
三
色
問
。
)
、
犯
罪
行
為
実
行
の
た
め
の
力
(
宮
司
耳
)
が
あ
る
〔

d
n
・

宵
ロ
i
r
Nム
〕
[
d
n
-
H
n
E
L
H
C

〕
〔
巴(
U
L
R
Fロ
∞
〕
。
も
っ
と
も
知
識

に
つ
い
て
は
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
間
接
立
法
の
着
想

を
ベ
ン
サ
ム
が
得
た
の
は
、
ベ
ツ
カ
リ
|
ア
『
犯
罪
と
刑
罰
』
第
四
一

章
「
ど
の
よ
う
に
犯
罪
を
予
防
す
る
か
」
で
あ
る
。

「
社
会
の
幸
福
を
増
加
す
る
た
め
の
直
接
的
積
極
的
立
法
と
、
社
会
の
幸

福
を
損
な
う
い
か
な
る
行
為
を
も
回
避
す
る
た
め
の
間
接
的
消
極
的
立

法
が
あ
る
」o

直
接
的
積
極
的
立
法
は
「
強
制
と
褒
賞
」
の
手
段
を
用
い

る
が
[
の
.
包
申
〕
、
『
序
説
』
で
は
立
法
者
の
手
段
で
あ
る
「
刑
罰
と
褒

賞
」
の
欠
陥
を
補
う
も
の
と
し
て
、
宗
教
、
す
な
わ
ち
「
至
高
の
不
可

視
の
存
在
」
の
力
を
利
用
し
て
犯
罪
抑
止
に
役
立
た
せ
る
べ
き
で
あ
る
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と
も
し
て
い
る
(
司
宮
y
n
z
・
同
当
淘
同
∞
〕
。

ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
な
く
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
の
奨
励
、
衣
服
や
娯

楽
の
美
化
、
音
楽
・
演
劇
・
芸
術
・
科
学
・
文
学
の
奨
励
な
ど
の
諸
策

も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
百
円

U
L
n当
F
r
a
-仔
叶
-
J
E
-
-
者
・
ω
N
a処
六
0
0

一
一
〕
。

(
ω
)
ベ
ン
サ
ム
の
こ
の
時
期
の
民
衆
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
(
同
・
出
国
包

g
p

思
s
s
s
-
問
。
呈
丘
四o
h
w
p間
B
E

巳
・
5
8
・
宅

H
g
t
N
N串
)
を
参
照
。

(
H
U
)ロ-
F
。
口
問
・
切
富
市
古
書
室

h
S
竜
骨J
d
E
S
E
-
q。『8
5
ロ
g
?
2
F

巴
3
・

官
-
H
g

間
接
立
法
は
後
期
ベ
ン
サ
ム
で
も
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
る

お
C
.
N
5・u
g
h
-
H〕〔
司-
J
E
.区
、
∞
印
〕
。
ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
に
お
け

る
間
接
立
法
論
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
国
・
司P
戸
切
O
R
E
目
。
ロ
同
ロ
・

《H
F
5
2
F
O
但
ω
E
C
o
p
5『
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
院
生
論
集
』
第
八
号
、

二
O
O
二
年
を
参
照
。

(
必
)
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
公
論
の
影
響
関
係
に
関
す
る
議
論
は
『
序
説
』
に

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

Q
E
h
r
n
F
H
F
N
3
0し
か
し
ベ
ン
サ
ム

の
植
民
地
放
棄
論
は
、
そ
の
つ
ど
の
歴
史
状
況
に
応
じ
て
植
民
地
の
廃

棄
と
存
続
と
の
聞
を
揺
れ
動
い
て
い
る
。

(
必
)
[
回-
P
ω
]
F
ω
〕
も
参
照
。

(
斜)
3
T
E
r
s

嬰
七
O
一
二
〕
〔dp
夜
間

4
E
L
M
-〕
も
参
照
。

(
必
)
〔d
円U
-
-
出
向

s
r
H
N岳
(
U
E
S
-
-

「r
E
-
H
∞
ぞ
七O
三
〕0

(
必
)
マ
ッ
ク
は
「
社
会
治
療
の
科
学
」
の
一
環
と
し
て
間
接
立
法
を
捉
え
、
そ

れ
を
ベ
ン
サ
ム
の
未
来
社
会
像
と
し
て
描
く
。
間
接
立
法
論
は
「
復
讐
、

公
平
な
刑
罰
、
そ
し
て
未
来
の
予
防
の
時
代
」
と
い
う
法
の
三
段
階
と
、

「
道
徳
的
想
像
力
と
、
刑
罰
や
恐
怖
な
し
に
平
和
裏
に
共
生
す
る
た
め
の

自
己
管
理
と
を
十
分
に
発
展
さ
せ
た
」
文
明
史
の
四
段
階
の
最
終
段
階

を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
す
る
(
宮
R
F

名
札
?

唱
唱
・N
申
]
ナ
印
)
。

(
幻
)
間
接
立
法
論
は
『
序
説
』
の
序
論
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
民
法
・
刑
法
・

39 
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訴
訟
手
続
き
・
報
償
・
憲
法
・
政
治
的
技
術
・
国
際
法
・
財
政
・
政
治

経
済
・
普
遍
的
法
学
と
い
う
十
部
門
[
宅
沼
「
品
〕
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
も
構
想
さ
れ
て
い
た
(
C
A
ν
宵
同
M
i
-
-
N
ム
〕
。

そ
の
点
で
、

7
ッ
ク
は
ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
に
お
け
る
法
分
析
・
心
理
学

の
視
点
か
ら
社
会
学
的
視
点
へ
の
方
法
論
的
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
の
が

間
接
立
法
で
あ
る
と
す
る
。
被
治
者
の
情
念
を
操
作
し
よ
う
と
考
え
る
間

接
立
法
に
お
い
て
、
諸
国
民
の
文
明
状
態
や
習
俗
が
問
題
と
な
る
か
ら
で

あ
る
(
宮
m
n
Fも
・
2
?
司
・ω
M
g。
ま
た
ロ
ン
グ
は
間
接
立
法
論
を
『
立

法
に
お
け
る
時
と
場
所
の
影
響
に
つ
い
て
』
と
相
補
的
に
読
ま
れ
る
べ

き
も
の
と
す
る
(
宮
口
m
w
D守
口
?
忍
ロ
?
お
)
。

国
-
〉H
g
p
H
出
向
h
s
a
s
p

ミ
さ
戸

2
5

向
。
一
回
司2
g
n
F
E
S

(
H
g
g・
u
-
ω己
申
・
(
翻
訳
)
『
人
間
の
条
件
』
志
水
速
雄
訳
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
四
八
三
頁
。
ベ
ン
サ
ム
を
含
む
リ
ベ
ラ
ル
の

信
条
で
あ
る
「
苦
痛
の
可
能
性
が
-
-
政
府
の
役
割
、
政
治
活
動
の
可

能
性
、
正
義
の
質
、
法
と
刑
罰
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
の
姿
勢
を
形
作

る
の
に
重
要
な
働
き
を
し
た
」
(
S
・
ウ
オl
リ
ン
『
西
欧
政
治
思
想
史
』

尾
形
・
福
田
他
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
九
四
年
、
三
七
六
八
二
頁
)
。
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あ
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。
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メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の

「
愛
国
心
」

梅
垣
千
尋

は
じ
め
に

〈公募論文〉

一
七
九
二
年
に
書
か
れ
た
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
の
官
頭
、
タ
レ

イ
ラ
ン
へ
の
献
辞
に
お
い
て
、
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
(
一

七
五
九
九
七
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
女
性
に
た
い
し
て
次
の
よ
う
な
提
言
を

行
っ
て
い
る
。
「
も
し
も
彼
女
た
ち
の
胸
に
愛
国
心
の
純
粋
な
炎
が
燃
え

て
い
る
な
ら
ば
、
彼
女
た
ち
は
:
:
:
同
胞
市
民
の
道
徳
を
改
善
さ
せ
る

よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
」
女
子
教
育
の
欠
陥
を
指
摘
し
な
が
ら
、
彼

女
は
さ
ら
に
続
け
て
、
「
も
し
も
子
ど
も
た
ち
が
愛
国
心
の
真
の
原
理
を

理
解
す
る
よ
う
教
育
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
そ
の
母
親
は
愛
国
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
論
じ
る
。
愛
国
者
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
間

• 75 

違
い
な
く
、
女
性
の
望
ま
し
い
状
態
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

五
年
後
、
九
七
年
に
執
筆
さ
れ
た
最
後
の
小
説
『
女
性
の
虐
待
』
で
、

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
「
女
性
に
は
国
が
な
い
」
こ
と
を
暗
示
す
る
。

女
性
に
た
い
す
る
法
律
の
不
公
正
な
扱
い
に
異
議
を
申
し
立
て
て
、
主

人
公
の
マ
ラ
イ
ア
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
国
の
法
律
は
ー
ー
も

し
も
女
性
に
国
が
あ
る
と
す
れ
ば
の
話
で
す
が
|
1
女
性
に
た
い
し
て

何
の
保
護
も
与
え
ず
、
ま
た
、
女
性
を
抑
圧
者
か
ら
救
う
こ
と
も
あ
り

ま
せ
μ
」
。
こ
と
で
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
女
性
に
は
愛
国
者
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
国
の
構
成
員
に
な
る

機
会
さ
え
拒
ま
れ
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
九0
年
代

初
期
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
に
見
ら
れ
た
女
性
の
愛
国
的
献
身
へ
の

期
待
は
、
同
年
代
後
半
に
は
裏
切
ら
れ
た
|
|
!
こ
の
一
一
つ
の
引
用
か
ら
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は
、
こ
う
し
た
結
論
が
導
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
「
愛
国
心
」
と
い
う
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、
決
し
て
自

明
の
事
柄
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
発
せ
ら
れ

た
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は

早
急
に
す
、
ぎ
よ
う
。

本
稿
の
目
的
は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
「
愛
国
心
」
概
念
を
、

一
七
九
0
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
時
代
状
況
の
中
に
位
置
づ
け
て
理
解
す
る

こ
と
に
あ
る
。
彼
女
は
先
駆
的
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
存
在

で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
を
「
愛
国
心
」
と
の
関
わ
り
で
論
じ
た
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
英
語
圏
で
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
本
稿
の
目
的
に

照
ら
し
て
重
要
な
の
は
、
九

0
年
代
に
お
け
る
「
革
命
論
争
」
の
展
開

に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
を
機
に
始
ま
っ
た
こ

の
論
争
に
お
い
て
、
政
治
用
語
と
し
て
の
「
愛
国
心
」
は
、
「
平
等
」
「
自

由
」
「
人
権
」
と
い
っ
た
言
葉
と
並
ん
で
、
政
治
情
勢
の
変
化
と
と
も
に

多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
た
。
H

・
カ
ニ
ン
ガ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論

争
で
は
、
急
進
派
と
保
守
派
が
、
双
方
の
政
治
的
立
場
の
違
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
競
っ
て
自
ら
こ
そ
「
愛
国
的
」
た
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

ま
た
、
J

・
デ
イ
ン
ウ
イ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
同
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
、
「
愛
国
心
」
と
い
う
政
治
概
念
に
は
さ
ま
ざ
ま
に
競
合
す
る

解
釈
が
与
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
概
念
は
革
命
支
持
者
に
よ
っ

て
、
国
際
主
義
な
い
し
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
も
言
い
換
え
う
る

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
が
、
対
す
る
保
守
派
は
、
こ
の
言
葉
を
イ
ギ
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リ
ス
政
府
へ
の
忠
誠
と
い
う
意
味
で
用
い
、
急
進
派
の
議
論
を
お
よ
そ

愛
国
的
ら
し
か
ら
ぬ
も
の
と
し
て
攻
撃
し
た
。
「
愛
国
心
」
の
定
義
を
め

ぐ
る
こ
う
し
た
せ
め
ぎ
合
い
は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
論
調
の
「
変

化
」
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
文
脈
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
稿
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
彼
女
の
政
治
思
想
の
一
面
に
光
を
当
て
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

革
命
論
争
が
辿
っ
た
展
開
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
さ
ら

に
敷
街
す
れ
ば
、
本
稿
が
取
り
組
む
の
は
、
体
制
批
判
の
言
語
と
し
て

の
「
愛
国
心
」
が
、
歴
史
の
中
で
い
か
に
か
た
ち
を
取
り
え
た
の
か
と

い
う
問
題
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
本
稿

は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
「
愛
国
心
」
の
中
に
一
貫
性
を
見
出
し
、

反
動
期
に
あ
っ
て
も
な
お
、
彼
女
が
保
守
派
の
そ
れ
と
は
異
な
る
「
真

の
愛
国
心
」
の
具
体
化
を
追
求
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。

パ
ー
ク
の
『
愛
国
心
」

九
O
年
に
出
版
さ
れ
た
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
『
人
聞
の
権
利
の

擁
護
』
は
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
パ
i

ク
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
』
に

た
い
す
る
最
も
早
い
時
期
の
反
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
標
的
の
ひ
と
つ
と

な
っ
た
の
は
、
彼
の
「
愛
国
心
」
が
も
っ
欺
繭
的
性
格
で
あ
る
。
彼
女

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
彼
の
奴
隷
貿
易
観
に
疑
い
を
差
し
挟
む
。
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わ
れ
わ
れ
の
無
知
な
先
祖
た
ち
が
:
・
理
性
と
宗
教
が
与
え
る
あ

ら
ゆ
る
教
え
を
踏
み
に
じ
る
貿
易
を
容
認
し
た
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ

は
非
人
間
的
な
慣
習
に
屈
し
て
、
人
間
性
に
た
い
す
る
悪
行
無
道
の

侮
辱
を
、
祖
国
愛
と
呼
ん
だ
り
、
財
産
を
守
る
、
法
律
へ
の
然
る
べ
き

服
従
と
呼
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
|
|
所
有
の
安
全
!
そ
れ

は
短
く
言
い
換
え
れ
ば
、
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
の
自
由
の
定
義
な
の
だ
。

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
高
潔
な
原
理
が
こ
の
利
己
的
な
原
理
の
犠
牲
に

な
る
。
-
1
l

ブ
リ
テ
ン
人
が
人
間
に
置
き
代
わ
る
:
:
:
!
〔
傍
点
は

引
用
者
〕

〈公募論文〉

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
に
と
っ
て
、
奴
隷
貿
易
の
支
持
者
た
ち
は
、

誤
っ
た
祖
国
愛
を
人
び
と
に
信
じ
込
ま
せ
る
点
で
許
し
が
た
い
。
こ
の

引
用
文
で
彼
女
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
自
由
」
と
「
ブ
リ
テ
ン
人
」
を
、

パ
1

ク
の
よ
う
な
論
者
に
そ
の
意
味
を
歪
曲
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
否

定
的
に
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
彼
女
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉

を
完
全
に
拒
絶
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
女
が
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
は
、
な
お
も
「
染
み
ひ
と
つ
な
い
」
も
の

で
あ
る
(
河
沼
-
H
g。
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
彼
女
が
不
名
誉
に
感

じ
た
の
は
、
財
産
の
安
全
を
最
も
優
先
さ
せ
る
「
愛
国
心
」
の
利
己
的

性
格
で
あ
る
。
こ
う
し
た
発
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
奴
隷
貿
易
と
い
う

「
非
人
間
的
」
な
慣
習
に
導
く
ば
か
り
か
、
国
内
の
貧
民
を
国
に
た
い
す

る
有
用
な
貢
献
か
ら
排
除
し
も
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
あ
る
人
が
自
由
も
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財
産
も
も
っ
て
い
な
い
と
き
に
、
そ
の
人
が
自
分
の
固
と
暖
炉
と
祭
壇

の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
と
見
せ
か
け
る
の
は
茶
番
で
あ
る
」
か
ら
(
間
宮
・

5
)。
人
び
と
の
隷
属
状
態
か
ら
は
、
い
か
な
る
正
当
な
愛
国
心
も
生
ま

れ
な
い
。
彼
女
か
ら
す
れ
ば
、
「
自
由
」
を
「
偽
り
の
愛
国
心
に
役
立
つ

口
実
」
に
す
る
よ
う
な
議
論
は
、
本
末
転
倒
も
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る

(
問
看
・
ぉ
・
三
二
)
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
言
明
か
ら
う
か
、
が
え
る
の
は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
が
、
パ
ー
ク
の
「
愛
国
心
」
の
基
本
的
発
想
を
十
分
に
理
解
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
パ
ー
ク
は
『
省
察
』
で
、
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

も
親
し
み
の
あ
る
家
庭
/
自
国
の
粋
」
の
力
を
強
調
し
、
「
わ
れ
わ
れ
の

国
家
と
暖
炉
と
墓
標
と
祭
壇
と
を
不
可
分
の
も
の
と
し
、
慈
し
む
こ
と
」

を
訴
え
た
。
T
-
フ
ァ
l

ニ
ス
が
論
じ
る
よ
う
に
、
パ

l

ク
に
よ
れ
ば
、

国
に
た
い
す
る
愛
と
は
、
「
ま
ず
は
家
庭
、
そ
し
て
近
隣
、
地
域
へ
と
自

己
認
識
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
」
育
て
ら
れ
る
自
然
な
愛
情
で

あ
っ
て
、
国
の
全
構
成
員
は
、
こ
の
同
心
円
的
な
愛
情
の
広
が
り
に
よ
っ

て
、
互
い
に
有
機
的
に
結
び
つ
く
。
パ
ー
ク
の
意
図
は
、
一
言
う
ま
で
も

な
く
、
既
存
の
階
層
的
身
分
秩
序
の
自
然
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

彼
の
情
緒
的
な
国
家
観
は
、
「
わ
れ
わ
れ
に
国
を
愛
さ
せ
る
よ
う
仕
向
け

る
た
め
に
は
、
国
自
体
が
愛
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
表
現
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
貧
困
耐
・
弓N
・
九
九
)
0

だ
が
、
ま
さ
に
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
嫌
悪
し
た
の
は
、
こ
の
よ

う
な
感
傷
的
解
釈
を
施
さ
れ
た
「
愛
国
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
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パ
ー
ク
の
祖
国
愛
を
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
は
「
愛
さ
れ
る
に
値
す
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
「
教
会
、
国
、
そ

し
て
そ
の
法
律
」
に
愛
着
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
そ
の
愛

と
は
「
偏
愛
と
耽
溺
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
貧
富

-
S
)、
理
性
を
曇
ら

せ
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
熱
狂
」
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
貧
富
・
怠

)
o
さ
ら
に
彼
女
は
こ
う
述
べ
る
。

• メアリ ウルストンクラフトの「愛国心」

そ
れ
が
本
物
で
あ
れ
、
偽
物
で
あ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
に

た
い
す
る
貴
方
の
愛
情
は
、
弱
い
人
び
と
が
も
っ
野
蛮
な
愛
情
と
似

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
人
び
と
は
、
盲
目
的
か
つ
怠

惰
な
優
し
さ
で
、
自
分
た
ち
の
取
り
結
ぶ
関
係
を
愛
す
る
こ
と
が
義

務
な
の
だ
と
考
え
て
お
り
、
欠
点
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
も
し
も
彼

ら
の
愛
情
が
理
性
的
な
根
拠
の
上
に
築
か
れ
て
い
た
な
ら
、
彼
ら
は

そ
の
欠
点
の
矯
正
に
手
を
貸
す
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
の
に
貧
富

-
g
)。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
パ
ー
ク
の
「
愛
国
心
」
を
批
判
す
る
一

方
で
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
も
ま
た
、
理
性
に
も
と
づ
く
別
の
「
愛

国
心
」
に
訴
え
か
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
事
実
、
『
人
間
の
権
利
の
擁

護
』
を
締
め
く
く
る
数
頁
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
自
ら
の
源
泉
か
ら

水
を
汲
む
べ
き
と
き
」
に
来
て
い
る
こ
と
を
唱
え
、
国
内
の
人
び
と
に

理
性
の
緬
養
を
呼
び
か
け
る
、
十
分
に
愛
国
的
な
主
張
の
た
め
に
費
や

さ
れ
て
い
る
(
河
冨
・2
)。

理
性
的
非
国
教
徒
の
『
愛
国
心
」

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
理
解
し
た
「
愛
国
心
」
は
、
実
際
、
十
八

ラ
ン
ヨ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ン
ト

世
紀
後
半
に
は
理
性
的
非
国
教
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
共
有
さ
れ
た

発
想
で
あ
っ
た
。
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
担
い
手
で
あ
っ
た
彼
ら
は
、

審
査
法
や
不
徹
底
な
寛
容
法
の
た
め
に
公
職
や
大
学
の
場
か
ら
排
除
さ

れ
た
が
、
宗
教
的
寛
容
、
ア
メ
リ
カ
独
立
支
持
、
奴
隷
貿
易
廃
止
、
議

会
改
革
と
い
っ
た
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
大
義
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
諸
改
革

を
促
す
自
ら
の
活
動
を
、
し
ば
し
ば
「
愛
国
的
」
な
も
の
と
み
な
し
た
。

デ
ィ
セ
ン
タ

パ
l

ク
に
『
省
察
』
執
筆
を
促
し
た
直
接
の
き
っ
か
け
が
、
非
国
教
徒
を

中
心
と
す
る
協
会
活
動
と
、
そ
こ
で
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
り
チ
ヤ
ー

ド
・
プ
ラ
イ
ス
に
よ
る
『
祖
国
愛
に
つ
い
て
の
説
話
』
で
あ
っ
た
こ
と

は
改
め
て
想
起
さ
れ
て
よ
い
。
非
国
教
徒
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

と
は
改
革
の
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
彼
ら
の
発

想
に
よ
れ
ば
、
革
命
を
支
持
す
る
こ
と
は
優
れ
て
「
愛
国
的
」
な
行
動

で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
書
物
を
精
力
的
に
出
版
し
た
ジ
ヨ
ウ
ジ
フ
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
、
評
論
雑
誌
『
ア
ナ
リ
テ
イ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュ
!
』
を
八
八
年

に
創
刊
し
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
そ
の
専
属
書
評
者
に
迎
え
入
れ

て
い
た
。

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
「
愛
国
心
」
と
い
う
発
想
を
内
面
化
す
る
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上
で
、
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
プ
ラ
イ
ス
そ
の
人
で
あ
る
。
出
版
さ

れ
た
『
祖
国
愛
に
つ
い
て
の
説
話
』
に
た
い
す
る
彼
女
の
書
評
に
よ
れ

ば
、
彼
女
が
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
「
祖
国
を
愛
す
べ
き
と
す
る
と
き
の

〔
プ
ラ
イ
ス
の
〕
説
得
力
あ
る
愛
の
定
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
愛
は
理

性
の
結
果
で
あ
っ
て
、
目
的
の
な
い
自
然
の
衝
動
で
は
な
く
、
ま
し
て

や
利
己
的
な
行
き
す
ぎ
を
招
く
も
の
で
も
な
い
。
」
こ
の
評
言
に
明
ら
か

な
通
り
、
彼
女
は
プ
ラ
イ
ス
の
「
愛
国
心
」
を
、
パ
ー
ク
の
そ
れ
と
対

極
を
な
す
も
の
と
と
ら
え
て
賞
賛
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
プ
ラ
イ
ス
を
師
と
仰
い
だ
彼
女
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
愛

国
心
」
を
、
全
世
界
的
視
野
に
立
っ
た
「
普
遍
的
慈
愛
」
に
も
と
づ
く
、

排
他
的
で
は
な
い
愛
情
に
よ
る
も
の
と
し
て
理
解
し
た
。
九
O
年
六
月

の
『
ア
ナ
リ
テ
イ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュl
』
で
、
彼
女
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
高

ま
る
自
由
を
祝
う
詩
」
を
取
り
上
げ
、
次
の
数
行
を
引
用
し
て
い
る
。

〈公募論文〉

理
性
の
時
代
の
曙
を
!

ブ
リ
テ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
は
も
は
や
争
わ
な
い
。

自
由
の
大
義
の
た
め
に
、
幾
時
代
に
も
渡
っ
て
、

双
方
が
同
じ
熱
意
で
、
い
ざ
身
を
傾
け
よ
う
、

同
一
の
気
高
い
計
画
を
遂
行
し
よ
う
、

こ
の
世
の
人
間
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に
。

見
よ
、
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彼
女
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
に
お
い
て
、
「
国
民
全
体
の
も
つ
偏
見
は
、 よ

り
啓
か
れ
た
見
方
に
道
を
譲
っ
て
い
る
」
。
こ
と
に
、
祖
国
愛
と
は

「
他
の
諸
国
に
た
い
し
て
祖
国
が
優
れ
た
価
値
を
も
っ
と
い
う
確
信
を
意

味
し
な
叫
」
と
述
べ
た
プ
ラ
イ
ス
と
響
き
合
う
発
想
を
見
る
の
は
難
し

い
こ
と
で
は
な
い
。
プ
ラ
イ
ス
と
同
様
、
彼
女
も
ま
た
、
国
の
敵
/
味

方
の
区
分
が
、
必
ず
し
も
国
境
線
に
よ
っ
て
は
決
ま
ら
な
い
と
い
う
考

え
を
も
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
国
際
主
義
の
展
望
と
並
ん
で
、
第
二
に
、
公
的
利
益
へ
の

ロ
イ
ズ
ム

貢
献
と
し
て
、
自
己
犠
牲
的
な
英
雄
精
神
を
賛
美
す
る
点
で
も
、
ウ
ル

ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
「
愛
国
心
」
は
。
フ
ラ
イ
ス
の
そ
れ
に
倣
う
。
プ
ラ

イ
ス
は
、
自
衛
戦
争
を
正
当
化
す
る
際
、
「
祖
国
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と

は
、
賞
賛
に
値
し
、
か
つ
高
潔
な
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
(
「
ゎ
-
H畠
・

四
一
二
)
。
彼
と
同
様
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
疑
い
な
く
、
古
典
的
共

和
主
義
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
た
。
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
で
は
、

同
時
代
の
軍
人
の
批
判
に
あ
た
り
、
過
去
の
兵
士
の
栄
光
が
次
の
よ
う

に
想
起
さ
れ
て
い
る
。

真
の
英
雄
精
神
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
一
市
民
が
彼
の
祖
国
の
た

め
に
フ
ア
、
ブ
リ
キ
ウ
ス
や
ワ
シ
ン
ト
ン
の
よ
う
に
戦
い
、
そ
し
て
戦

争
が
終
わ
れ
ば
自
分
の
農
場
に
一
戻
り
、
静
か
な
、
し
か
し
有
益
な
事

柄
に
彼
の
有
徳
な
熱
意
を
注
ぐ
と
い
っ
た
時
代
は
終
わ
っ
た
(
河
詞

N
E
・
二
七
二
)
。
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彼
女
が
こ
こ
で
理
想
と
し
て
い
る
の
は
、
民
兵
の
英
雄
的
活
躍
に
支

え
ら
れ
た
共
和
国
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
彼
女
の
「
愛

国
心
」
が
「
男
ら
し
い
」
徳
の
賛
美
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
何

ら
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。
事
実
、
同
時
代
の
戦
争
に
た
い
す
る
彼
女
の

批
判
は
、
そ
れ
が
雄
々
し
い
「
堅
忍
」
よ
り
も
、
「
手
管
や
女
々
し
さ
」

に
も
と
づ
い
て
い
る
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
(
同
詞
N
g

・
二
七
六
)
。
共

和
主
義
が
要
求
す
る
市
民
像
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
財
産
と
独
立
を
も

と
に
、
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
公
共
善
を
守
ろ
う
と
す
る
有
徳
な
市
民
像

は
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
流
階
級
の
周
縁
に
位
置
し
た
ウ
ル
ス
ト
ン

ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
女
性
に
は
実
践
困
難
な
理
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
の
「
愛
国
心
」
の
基
底
を
な
し
た
の
は
、

こ
の
共
和
主
義
の
理
念
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

望
ま
し
い
「
愛
国
心
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
な
言
及
が
見
ら

れ
る
の
は
、
彼
女
が
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
の
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け

て
書
い
た
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
概
観
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
た

と
え
ば
「
球
技
場
の
誓
い
」
と
い
う
歴
史
的
場
面
で
は
、
「
溢
れ
ん
ば
か

り
の
感
受
性
が
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
感
情
に
愛
国
心
の
炎
を
灯
し
た
」

と
い
う
。
さ
ら
に
彼
女
は
、
こ
の
愛
国
心
の
高
ま
り
の
も
と
で
、
「
す
べ

て
の
人
び
と
は
公
的
幸
福
の
増
進
の
た
め
に
身
を
捧
げ
」
、
「
公
平
無
私

の
姿
勢
で
個
人
的
な
事
柄
を
忘
れ
た
」
と
も
述
べ
て
い
針
。

共
通
善
の
た
め
に
す
す
ん
で
自
己
の
利
益
を
差
し
出
そ
う
と
す
る
「
英

雄
精
神
」
を
革
命
の
中
に
見
出
し
た
女
性
作
家
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
女
だ

• メアリ・ウルストンクラフトの「愛国心」

け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
彼
女
の
友
人
で
、
同
じ
く
急
進
派
で
あ
っ

た
へ
レ
ン
・
M
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
目
撃
録
』
に
お

い
て
、
マ
ラ
l

を
暗
殺
し
た
シ
ヤ
ル
ロ
ッ
ト
・
コ
ル
デ
を
賞
賛
し
て
、

彼
女
は
「
命
を
も
顧
み
な
い
国
に
た
い
す
る
献
身
ぶ
り
」
を
一
示
し
、
「
共

和
主
義
者
の
公
平
無
私
の
性
格
」
を
体
現
し
た
と
述
べ
て
い
説
。
だ
が

し
か
し
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
「
真
の
愛
国
者
」
に
求
め
た
の
は
、

そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
い
う
。

真
の
愛
国
者
と
い
う
言
葉
で
私
が
意
味
す
る
の
は
、
政
治
を
学
び
、

問
題
に
つ
い
て
の
考
え
や
意
見
が
原
理
に
ま
で
引
き
戻
さ
れ
て
い
る

人
の
こ
と
で
あ
る
。
科
学
を
自
ら
の
主
要
な
目
的
と
し
、
時
間
と
個

人
的
安
全
と
、
そ
し
て
、
こ
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
社
会
で
理
解
さ

れ
て
い
る
に
せ
よ
、
個
人
的
利
益
と
を
断
念
し
て
、
自
分
の
改
革
案

の
採
用
と
、
知
識
の
普
及
と
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
の
こ
と
で

あ
る

B
m
-
E
H
)
。

こ
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
科
学
」
と
「
原
理
」
の
重
視
は
、

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
プ
ラ
イ
ス
の
「
愛
国
心
」
か
ら
受
け
取
っ
た

第
三
の
遺
産
と
言
っ
て
よ
い
。
プ
ラ
イ
ス
は
、
「
祖
国
を
愛
す
る
者
と
し

て
、
わ
れ
わ
れ
の
第
一
の
関
心
は
、
国
を
啓
蒙
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た

9
n
・
5
r

二
六
)
。
プ
ラ
イ
ス
と
と
も
に
、

彼
女
が
革
命
に
求
め
た
の
は
、
理
性
的
な
「
愛
国
者
」
た
ち
に
よ
る
国

2002 社会思想史研究 No.26



の
啓
蒙
、
す
な
わ
ち
、
効
果
的
な
「
政
治
科
学
」
の
構
築
と
、
全
般
的

な
知
識
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
革
命
の
成
果
に
た
い

す
る
彼
女
の
見
方
は
、
後
に
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
彼
女
が
実
際
の
革
命
の
中
に
、
「
真
の
愛
国
心
」
が
育
つ
確
固

た
る
基
盤
を
見
出
せ
な
か
っ
た
点
に
あ
っ
た
。

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
『
愛
国
心
」
の
射
程

こ
う
し
て
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
「
愛
国
心
」
は
、
明
ら
か
に
プ

ラ
イ
ス
の
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
彼
女
の
独
自
性
は
、
こ
の
発
想
を
家

庭
や
女
性
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
も
一
貫
さ
せ
た
点
に
あ
る
。
「
女
性

の
排
他
的
愛
情
」
と
「
祖
国
に
た
い
す
る
カ
ト

l

の
最
も
不
当
な
愛
」

と
の
類
比
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
白
河
民

H
-
一
二
五
一
)
、
彼
女
に
と
っ
て
、

真
の
家
庭
愛
と
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
家
庭
領
域
内
の
み
に
限
ら
れ
た
利
己

的
な
愛
情
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
真
の
祖
国
愛
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

普
遍
的
人
類
愛
に
向
け
て
大
き
く
聞
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

〈公募論文〉

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
な
の
は
、

v

・
サ
ピ
ロ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

シ
ヴ
イ
ツ
ク
な

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
理
解
す
る
公
民
の
徳
に
お
い
て
、
公
的
な
も

の
と
私
的
な
も
の
と
の
聞
に
大
き
な
断
絶
が
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
公
的
な
徳
は
私
的
な
徳
を
集
め
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
」
(
河
詞
N
2
・
三
五
六
)
。
ゆ
え
に
彼
女
は
、
家
庭
の
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「
よ
り
注
意
深
い
娘
、
よ
り
愛
情
深
い
姉
妹
、
よ
り
誠
実
な
妻
、
よ
り
理

性
の
あ
る
母
親
」
を
、
鴎
曙
な
く
「
よ
り
良
い
市
民
」
と
言
い
換
え
る

こ
と
、
が
で
き
る
(
同
詞
N
N
0・
二
八
三
一)
o
J
・
レ
ン
ダ
ル
が
論
じ
る
よ
う

に
、
彼
女
が
女
性
に
求
め
た
の
は
、
男
性
と
同
様
、
「
十
全
た
る
市
民
と

し
て
の
全
生
活
領
域
へ
の
積
極
的
参
加
を
通
じ
た
道
徳
の
達
成
」
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
。
女
性
に
愛
国
的
母
親
た
る
こ
と
を
求
め
た
本
稿
回
目

頭
の
引
用
箇
所
は
、
こ
の
共
和
主
義
の
理
念
に
照
ら
し
て
理
解
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
こ
う
し
て
見
る
と
、
彼
女
の
「
愛
国
心
」
の
射
程
は
、
あ
る

意
味
で
は
プ
ラ
イ
ス
の
そ
れ
を
越
え
た
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
女
は
、
「
女
性
を
社
会
の
真
に
有
用
な
構
成
員
に

す
る
た
め
に
は
、
:
:
:
彼
女
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
理
解
力
を
よ
り
広

い
規
模
に
わ
た
っ
て
鍛
え
る
こ
と
に
よ
り
、
知
識
に
も
と
づ
い
た
理
性

的
な
祖
国
愛
を
身
に
つ
け
る
よ
う
導
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
(
何
者
-
N宮
・

三
五
六
)
と
述
べ
て
、
女
性
の
愛
国
的
貢
献
を
強
く
要
求
す
る
。
男
女

共
学
の
国
民
教
育
を
求
め
た
彼
女
の
主
張
は
、
「
愛
国
心
」
を
万
人
に
行

き
渡
ら
せ
よ
う
と
す
る
発
想
の
論
理
的
帰
結
と
み
な
し
う
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
男
女
の
平
等
を
求
め
る
彼
女
の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
」
的
要
求
は
、
彼
女
が
プ
ラ
イ
ス
の
「
愛
国
心
」
を
さ
ら
に
押
し
広

げ
て
解
釈
し
た
結
果
、
提
一
不
可
能
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
「
愛
国
心
」
を
普
遍
的
な
も
の
た
ら
し
め
よ
う
と

す
る
言
説
が
、
ま
さ
に
そ
の
「
普
遍
」
の
外
部
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
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示
す
ひ
と
つ
の
例
に
も
な
る
で
あ
ろ
目
。

だ
が
、
た
と
え
彼
女
が
女
性
の
立
場
か
ら
「
愛
国
心
」
の
普
遍
化
を

目
指
し
た
と
し
て
も
、
彼
女
の
「
愛
国
心
」
が
、
必
ず
し
も
「
普
遍
的
」

と
い
う
形
容
に
値
す
る
も
の
に
な
り
え
た
と
は
限
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
、

彼
女
の
理
解
す
る
祖
国
愛
は
、
国
境
を
超
え
た
普
遍
的
人
類
愛
に
連
な

る
も
の
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
彼
女
の
議
論
は
、
国
民
性
や

人
種
の
違
い
に
よ
る
排
除
の
論
理
を
呼
び
込
む
発
想
か
ら
決
し
て
自
由

で
は
な
い
。

最
も
顕
著
な
の
は
、
L

・
コ
リ
ー
が
「
フ
ラ
ン
ス
恐
怖
症
」
と
呼
ぶ
、

(
回
)

フ
ラ
ン
ス
的
特
徴
の
否
定
的
表
象
で
あ
る
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
「
慎
み
」
が
軽
蔑
さ
れ
て
お
り
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
は
、
動
物
で
も
本
能
的
に
守
る
よ
う
な
礼
儀
に
た
い

す
る
心
遣
い
を
、
淑
女
ぶ
っ
た
も
の
と
考
え
」
て
い
る
と
い
う
(
児
認
8
・

一
四
)
。
彼
女
は
渡
仏
後
さ
ら
に
、
パ
リ
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
理

性
、
が
あ
ま
り
に
女
々
し
い
も
の
と
」
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
フ
ラ
ン
ス
人

は
女
性
の
国
と
み
な
し
て
よ
い
」
と
さ
え
述
べ
る
(
明
月
・
巳
同
)
。
フ
ラ
ン

ス
的
性
格
を
女
々
し
さ
、
軽
薄
さ
、
虚
栄
、
極
端
、
堕
落
な
ど
と
結
び
つ

け
る
こ
と
で
(
司
岡
山
・5
H
ふ
N
L
芯
一
N
Z
)、
彼
女
が
国
民
性
と
い
う
偏
見
の

再
生
産
に
荷
担
し
て
い
る
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。

さ
ら
に
彼
女
の
文
章
に
は
、
人
種
の
違
い
を
印
象
づ
け
る
多
く
の
比

愉
も
見
出
せ
る
。
H

・
パ
ネ
l

ジ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼
女
は
、
奴

隷
貿
易
廃
止
を
求
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
政
治
的
に
無
意
識
な
う
ち

メアリ・ウルストンクラフトの「愛国心」

に
、
何
ら
か
の
人
種
差
別
主
義
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
同
時
代
人
と

共
有
し
て
い
た
」
。
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
を
通
じ
て
、
後
宮
、
女
奴

隷
、
サ
ル
タ
ン
と
い
っ
た
修
辞
装
置
は
、
退
廃
的
な
東
洋
イ
メ
ー
ジ
を

読
者
に
植
え
つ
け
、
そ
こ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
肯
定
的
な
像
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
元
奴
隷
の
黒
人
作
家
オ
ラ

ウ
ダ
・
エ
ク
イ
ア
l

ノ
の
自
伝
を
扱
っ
た
彼
女
の
書
評
に
も
、
あ
る
種

の
文
明
化
論
が
顔
を
出
す
。
彼
女
は
、
も
し
も
こ
の
著
作
に
驚
く
ほ
ど

の
知
力
が
見
出
せ
な
い
と
し
て
も
、
エ
ク
イ
ア
l

ノ
が
、
彼
の
生
ま
れ

た
社
会
よ
り
「
文
明
化
さ
れ
た
」
社
会
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
一
般
大

(
お
)

衆
と
同
じ
位
置
」
に
あ
る
こ
と
だ
け
は
認
め
よ
う
と
述
べ
る
。
と
れ
ら

の
例
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
い
か
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

彼
女
が
根
深
く
「
イ
ギ
リ
ス
的
」
な
い
し
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
な
価
値

の
優
越
性
を
内
面
化
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
彼
女
の
祖
国
愛
は
、
そ

れ
が
地
理
や
人
種
と
の
関
係
で
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
場
面
に
な
る
と
、

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
な
理
念
か
ら
明
ら
か
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

四

フ
ラ
ン
ス
革
命
体
験
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
批
判

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
渡
仏
し
た
九
二
年
末
ご
ろ
に

な
る
と
、
そ
れ
ま
で
希
望
に
満
ち
て
革
命
を
祝
福
し
て
い
た
急
進
派
は
、

よ
り
厳
し
い
現
実
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
激
化
す
る

革
命
は
流
血
を
伴
う
混
乱
を
招
い
て
お
り
、
も
は
や
そ
の
成
果
を
無
条

と
こ
ろ
で
、
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件
に
賛
美
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
他
方
で
、
小
ピ
ッ
ト
率

い
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
急
進
派
の
煽
動
活
動
を
警
戒
し
は
じ
め
、
九

三
年
二
月
の
対
仏
戦
争
開
始
後
に
は
、
革
命
の
危
険
性
と
戦
争
の
必
要

性
を
訴
え
る
保
守
派
の
大
量
な
出
版
物
が
出
回
っ
た
。
保
守
派
は
も
っ

ぱ
ら
、
国
際
主
義
を
唱
え
る
ト
マ
ス
・
。
へ
イ
ン
流
の
主
張
の
中
に
、
フ

ラ
ン
ス
と
同
盟
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
繁
栄
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
意
図
を

読
み
込
ん
だ
。
急
進
派
の
聞
で
は
、
特
に
非
国
教
徒
が
熱
心
に
反
戦
を

訴
え
た
が
、
革
命
の
評
価
を
留
保
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
と
の
和
平
を
求

め
る
姿
勢
に
は
、
二
疋
の
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

ロ
ベ
ス
ピ
エ
l

ル
の
恐
怖
政
治
を
直
接
体
験
し
た
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
は
、
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
急
進
派
と
同
じ
く
、
こ
の
時
期
、
大
き
な

思
想
的
動
揺
に
見
舞
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
革
命
に
関
す
る
彼
女
の

論
述
に
は
、
そ
の
原
理
に
た
い
す
る
賞
賛
と
、
実
践
に
た
い
す
る
失
望

と
が
交
互
に
姿
を
現
す
。
彼
女
の
見
る
と
こ
ろ
、
革
命
家
た
ち
は
、
依

然
と
し
て
利
己
心
に
導
か
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
口
に
す
る
「
愛
国
心
」

と
は
、
所
設
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」
で
し
か
な
か
っ
た
(
司
河-
E
H
)。
革

命
と
い
う
極
端
な
変
化
に
よ
る
弊
害
を
見
た
彼
女
は
、
「
愛
国
心
は
ゆ
っ

く
り
と
育
ま
れ
る
」
と
述
べ
、
漸
進
的
な
社
会
進
歩
の
重
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
る
(
司
同
・
区
ω
)
。

し
か
し
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
彼
女
が
革
命
の
現
実
に
幻
滅
し
な

が
ら
も
、
革
命
の
原
理
に
た
い
す
る
信
念
を
曲
げ
ず
、
国
際
主
義
的
な

祖
国
愛
に
た
い
す
る
希
望
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
に
と
っ
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(
お
)

て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
l

ル
は
「
怪
物
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
と
は

い
え
、
彼
女
は
離
仏
後
も
な
お
、
革
命
の
所
産
を
好
意
的
に
と
ら
え
て

い
た
。
九
五
年
に
書
か
れ
た
『
北
欧
旅
行
記
』
で
は
、
コ
ペ
ン
ハ
l

ゲ

ン
の
人
び
と
を
観
察
し
な
が
ら
、
彼
女
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

彼
ら
は
国
を
愛
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
公
共
精
神
が
あ
り
ま
せ

ん
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
彼
ら
の
努
力
は
自
分
の
家
庭
の
み
に
向
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
私
が
理
解
す
る
限
り
、
次
の

よ
う
な
こ
と
、
が
起
こ
る
ま
で
常
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
政
治
が
議
論
の
対
象
と
な
り
、
理
解
力
の
拡
充
に
よ
っ
て

心
が
啓
か
れ
る
ま
で
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
草
命
は
、
こ
う
し
た
影
響
を

及
ぼ
す
で
し
ょ
う
o
a
m
-
N三
)

彼
女
は
こ
こ
で
明
ら
か
に
、
人
び
と
の
理
解
力
を
広
げ
る
と
い
う
点

か
ら
、
革
命
の
影
響
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、

十
分
な
公
共
精
神
を
伴
わ
な
い
祖
国
愛
に
た
い
し
て
、
彼
女
が
不
満
を

述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
女
は
依
然
と
し
て
、
か
つ
て
見
ら
れ
た
よ

う
な
「
愛
国
心
」
の
発
想
を
守
り
な
が
ら
、
革
命
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
外

で
「
真
の
愛
国
心
」
を
育
む
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
彼

女
が
そ
の
よ
う
な
影
響
の
広
が
り
を
願
っ
た
の
は
、
北
欧
諸
国
の
み
な

ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
い
て
で
も
あ
っ
た
。

実
際
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
た
い
す
る
彼
女
の
批
判
的
態
度
は
、
革
命
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体
験
後
も
全
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
九
五
年
の
手
紙
で
、
彼
女

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
「
恐
怖
に
も
達
す
る
ほ
ど
の
嫌
悪
感
」
を
も
っ
と

(
幻
)

書
い
て
お
り
、
さ
ら
に
九
六
年
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
公
的
な
状

況
は
個
人
的
な
悲
し
み
を
和
ら
げ
る
状
態
に
な
い
」
と
述
べ
て
、
再
度

(
沼
)

の
渡
仏
を
計
画
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
た
い
す
る
弾
劾
の
姿
勢

は
、
『
北
欧
旅
行
記
』
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ヨ
ー
ク
シ
ャ
l

に
お
け
る

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

メ
ソ
デ
イ
ズ
ム
の
広
が
り
に
言
及
し
な
が
ら
、
彼
女
は
、
「
貴
族
制
と

狂
信
が
同
じ
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
基
盤
を
得
よ
う
と
し
て
」
い
る

こ
と
に
警
告
を
発
す
る

(
ω河
-
N
g
)。
ま
た
、
む
す
び
の
部
分
で
は
、
旅

行
全
体
を
振
り
返
っ
て
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貧
民
が
置
か
れ
た
状
態

は
、
世
界
の
他
の
地
域
に
暮
ら
す
同
じ
階
級
が
置
か
れ
た
状
態
よ
り
も

:
上
の
位
置
に
あ
る
と
は
思
わ
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
(
ω同
・
包
叶
)
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
視
野
を
も
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
負
の
面
を
浮

き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
排
他
的
に
自
国
を
愛
で
る
類
の
偏

狭
な
祖
国
愛
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
彼
女
が
示
し
た

よ
う
な
国
際
主
義
的
な
「
愛
国
心
」
の
表
現
と
み
な
し
う
る
。
彼
女
に

と
っ
て
、
「
愛
国
心
」
と
は
依
然
と
し
て
、
自
国
の
政
府
へ
の
批
判
的
立

場
に
根
ざ
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

• メアリ ウルストンクラフトの「愛国心」

五

『
真
の
愛
国
心
』
を
求
め
て

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
彼
女
の
最
後
の
小
説
『
女
性
の
虐
待
』

に
、
九
0
年
代
後
半
の
反
動
的
な
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
た
い
す
る
抵
抗
の

シ
グ
ナ
ル
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
結
末
に
近
い
法

廷
場
面
で
、
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
夫
と
の
離
婚
を
求
め
る

イ
ノ
ヘ
シ
ヨ
ン

マ
ラ
イ
ア
の
要
求
を
退
け
る
。
い
わ
く
、
彼
は
「
あ
ら
ゆ
る
草
新
に

反
対
す
る
こ
と
を
常
に
決
意
し
て
」
お
り
、
「
公
的
生
活
で
も
私
的
生
活

で
も
、
フ
ラ
ン
ス
的
原
理
を
欲
し
な
い
」
(
巧
詞
g
F

一
二
四
)
。
こ
の

立
場
は
、
た
と
え
ば
、
「
革
新
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
頑
な
な
抵
抗
」

を
称
揚
す
る
パ
l

ク
の
言
明
(
問
問-
H
g
-
一
O
九
)
に
呼
応
す
る
。
あ
る

い
は
、
「
公
然
た
る
も
の
で
あ
れ
、
隠
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
:
・
:
・
フ
ラ
ン

ダ
l

ス
の
大
砲
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ジ
ヤ
コ
パ
ン
・

ク
ラ
ブ
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
的
原
理
の
攻
撃
」
か
ら
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
国
制
を
守
ろ
う
と
す
る
ア
l

サ
l

・
ヤ
ン
グ
の
決
意
に
も

(
却
〉

通
じ
る
。
小
説
執
筆
時
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
意
識
に
あ
っ
た
の

は
、
こ
う
し
た
保
守
派
の
議
論
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
こ
の
小
説
で
顕
著
な
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
、
女
性
ば
か

り
か
貧
民
に
と
っ
て
も
全
く
抑
圧
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
下
層
階
級
で
あ
る
ジ
ェ
マ
イ
マ
の
物
語
に
は
、
売
春
婦
と
し

ワ
ク
ハ
ウ
ス

て
の
彼
女
自
身
の
体
験
か
ら
、
労
役
所
で
の
貧
民
の
非
人
間
的
な
扱
い

に
至
る
ま
で
、
陰
欝
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
ジ
ェ
マ
イ
マ
は
、
「
自
由
の
友
で
あ
る
こ
と

や
、
道
徳
の
進
歩
を
口
に
す
る
著
述
家
た
ち
」
が
、
ど
う
し
て
「
貧
困

が
悪
で
は
な
い
と
主
張
」
し
う
る
の
か
想
像
で
き
な
い
と
述
べ
る
が
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(
巧
河
口
∞
・
七
二
)
、
こ
こ
で
の
批
判
は
、
ま
た
し
て
も
パl
ク
的
論
者

に
向
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
夫
が
海
軍
の
強
制
徴
兵
を
受
け
、
そ
の
ま

ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
マ
ラ
イ
ア
の
召
使
、
。
ヘ
ギ
!
の
物
語
は
、
戦
争
が

貧
民
の
圧
倒
的
犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
印
象
づ
け

る
。
こ
の
小
説
の
底
流
を
な
す
の
は
、
既
存
の
イ
、
ギ
リ
ス
社
会
と
そ
の

支
持
者
た
ち
が
生
ん
だ
抑
圧
に
た
い
す
る
告
発
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
小
説
が
社
会
の
暗
部
の
暴
露
の
み
に
と
ど
ま
ら

な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
は
、
登
場
人
物
の
聞
の
対
照
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
積
極
的
な
主
張
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
の
極
に
位
置
す

る
の
は
、
マ
ラ
イ
ア
の
夫
、
貿
易
商
の
ヴ
ェ
ナ
ブ
ル
ズ
で
あ
る
。
彼
は

マ
ラ
イ
ア
に
、
金
銭
と
引
き
換
え
に
友
人
と
性
交
渉
を
も
た
せ
よ
う
と

し
、
彼
女
が
逃
亡
を
企
て
る
と
、
財
産
を
目
当
て
に
彼
女
を
精
神
病
院

へ
監
禁
す
る
。
彼
は
実
に
典
型
的
な
利
己
的
人
物
で
あ
り
、
そ
の
「
行

動
原
理
は
あ
ま
り
に
だ
ら
し
な
く
」
、
さ
ら
に
彼
は
、
「
い
っ
と
き
愛
国

心
を
口
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
率
直
な
憤
り
を
感
じ
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
由
の
擁
護
者
で
あ
る

振
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
に
た
い
し
て
と
同
様
、
人
類
に
た
い

し
て
こ
れ
ぽ
っ
ち
の
愛
情
も
も
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
自
身
の
満
足
以
外

の
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
〔
傍
点
は
引
用
者
〕
(
巧
巧
・

5
F

一
四
八
)

そ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
「
国
の
法
律
、
ま
た
人
類
愛
の
法
律
を
侵
害
」

し
て
い
る
ヴ
ェ
ナ
ブ
ル
ズ
は
、
彼
自
身
の
主
張
に
反
し
て
、
ウ
ル
ス
ト
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ン
ク
ラ
フ
ト
が
言
う
意
味
で
の
「
愛
国
者
」
で
は
決
し
て
な
い
。
マ
ラ

イ
ア
が
彼
と
の
結
婚
を
決
意
し
た
の
は
、
彼
に
「
徳
」
な
い
し
「
完
全

な
英
雄
の
模
範
」
を
見
出
し
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
、
「
め
で
た

く
も
青
春
期
の
信
じ
や
す
さ
で
」
彼
を
有
徳
者
と
間
違
え
た
に
す
ぎ
な

い
(
巧
詞
お
戸
一

O
六
七
)
。

一
方
、
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
の
は
、
ヴ
エ
ナ
ブ
ル
ズ
の
よ
う
な
人

物
の
犠
牲
者
と
な
る
マ
ラ
イ
ア
と
ジ
エ
マ
イ
マ
で
あ
る
。
マ
ラ
イ
ア
は

夫
の
陰
謀
を
見
破
る
と
、
「
女
性
に
た
い
す
る
男
性
の
暴
政
を
許
す
社
会

制
度
を
呪
」
っ
て
、
離
婚
を
決
意
す
る
。
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
そ

の
決
意
が
「
ほ
と
ん
ど
公
平
無
私
な
感
情
」
で
あ
っ
て
、
夫
に
た
い
す

る
彼
女
の
抵
抗
が
、
理
性
的
省
察
の
結
果
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

(
巧
詞
H
E
E
E
-
一
五
六
)
。
小
説
の
こ
の
場
面
か
ら
、
彼
女
の
感
情
が
確

固
と
し
た
「
行
動
原
理
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
確
に
な
る
。

法
廷
で
の
彼
女
の
宣
言
に
よ
れ
ば
、
「
彼
女
の
原
理
の
根
拠
と
な
る
感
情

に
逆
ら
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
社
会
の
当
て
こ
す
り
ゃ
誤
っ

た
世
界
か
ら
の
非
難
は
、
彼
女
に
と
っ
て
何
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
」

(
巧
河
口
∞
・
二O
八
)

同
様
に
、
ジ
ェ
マ
イ
マ
も
、
一
定
の
原
理
に
導
か
れ
た
、
利
己
的
で

は
な
い
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
「
理
性
を
は
た
ら
か
せ

内
省
す
る
時
間
も
な
く
、
行
動
原
理
を
身
に
つ
け
る
べ
く
精
神
を
十
分

に
鍛
え
る
こ
と
も
な
い
」
圧
倒
的
多
数
の
貧
民
と
は
異
な
り
(
巧
河
口
∞
・

七
三
)
、
雇
い
主
の
強
姦
や
痛
ま
し
い
堕
胎
の
経
験
を
通
じ
て
、
「
自
分



86 

自
身
の
こ
と
を
忘
れ
る
ま
で
考
え
を
引
き
伸
ば
し
、
人
類
全
体
の
悲
惨

の
た
め
に
嘆
き
」
は
じ
め
る
(
巧
巧
-
H
E
・
六
O
)
。
彼
女
は
そ
の
よ
う
な

理
性
的
思
考
に
よ
っ
て
、
「
金
持
ち
と
貧
民
と
を
生
ま
れ
な
が
ら
の
敵

と
」
み
な
す
よ
う
に
な
り
、
「
原
理
に
も
と
づ
い
て
泥
棒
に
な
っ
た
」

(
巧
者-
H
5
5

・
七
三
|
七
九
)
。
精
神
病
院
か
ら
の
マ
ラ
イ
ア
の
逃
亡
を

助
け
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
ジ
ェ
マ
イ
マ
で
あ
る
。

こ
の
二
人
の
女
性
が
示
す
公
平
無
私
な
姿
勢
、
原
理
に
則
っ
た
行
動
、

理
性
的
な
思
考
力
を
考
え
れ
ば
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
白
身
の
定
義

に
照
ら
し
て
、
彼
女
た
ち
が
「
真
の
愛
国
者
」
と
呼
ば
れ
る
に
値
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
皮
肉
に
も
、
既
存
の
法
律
の

不
公
平
と
不
正
義
の
た
め
に
、
二
人
は
自
ら
の
国
に
対
立
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
法
廷
で
の
マ
ラ
イ
ア
の
主
張
は
、
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
を
明
白
に

物
語
っ
て
い
る
。

• メアリ・ウルストンクラフトの「愛国心」

も
し
も
私
が
不
幸
に
も
、
原
理
を
も
た
な
い
男
性
と
結
ぼ
れ
た
と

し
た
ら
、
私
は
一
生
、
妻
や
母
の
義
務
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
?
|
|
私
は
自
分
の
国
が
、
私
の
行
動
を
承

認
し
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
も
し
も
法
律
が
弱
者
を

抑
圧
す
る
た
め
に
強
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
私
は

自
分
の
正
義
感
に
訴
え
ま
す
。
(
者d
R
g
c
.
二
一
二
)

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
共
和
主
義
の
理
念
が
女
性
に
求
め
た
の
は
、

公
的
領
域
と
私
的
領
域
双
方
へ
の
積
極
的
参
加
を
通
じ
た
道
徳
的
自
己

実
現
で
あ
っ
て
、
マ
ラ
イ
ア
の
主
張
は
、
こ
の
要
求
に
真
撃
に
応
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
ら
の
個
人
的
安
全
を
顧
み
ず
、
国

を
公
共
善
に
見
合
う
も
の
に
矯
正
し
よ
う
と
す
る
彼
女
の
態
度
は
、
共

和
主
義
が
理
想
と
す
る
英
雄
像
と
見
事
に
合
致
す
る
。
こ
う
し
て
読
み

解
い
て
い
く
と
、
マ
ラ
イ
ア
の
「
正
義
感
」
と
は
、
共
和
主
義
の
原
理

に
も
と
づ
く
感
情
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
こ
の
原
理

に
忠
実
な
彼
女
の
主
張
と
、
女
性
の
市
民
権
を
否
定
す
る
国
の
法
律
と

の
間
の
矛
盾
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
法
廷
場
面
で
明
確
に
一
不
さ
れ
る
。

陪
審
員
た
ち
の
「
正
義
と
人
類
愛
」
に
た
い
す
る
マ
ラ
イ
ア
の
訴
え
は

言
語
毘
「
二
二
二
)
、
国
の
不
正
と
闘
う
中
で
そ
の
具
体
的
内
実
を
獲

得
す
る
「
真
の
愛
国
心
」
の
表
現
と
み
な
し
て
よ
い
。

物
語
で
は
最
終
的
に
、
マ
ラ
イ
ア
の
主
張
は
冷
た
く
拒
絶
さ
れ
る
。

だ
が
、
彼
女
が
自
分
の
娘
と
ジ
ェ
マ
イ
マ
と
と
も
に
再
生
を
誓
う
結
末

場
面
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
未
完
の
小
説
で
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
が
、
「
真
の
愛
国
心
」
を
も
っ
二
人
の
女
性
に
希
望
を
託
し
た
こ
と

は
疑
い
な
い
。
彼
女
は
、
反
動
期
に
あ
っ
て
も
「
愛
国
者
」
で
あ
ろ
う

と
し
た
当
時
の
急
進
派
の
困
難
な
立
場
と
、
彼
ら
の
抱
い
た
か
す
か
な

希
望
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
|
|
こ
う
解
釈
す
る
こ
と
に
、
そ
れ
ほ
ど

の
無
理
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
の
小
説
で
彼
女
が
提
示
し
た

の
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
席
巻
し
た
「
偽
の
愛
国
心
」
の
不
正

義
と
、
そ
れ
に
抗
す
る
「
真
の
愛
国
心
」
の
正
し
さ
で
あ
っ
た
。
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む
す
び
に
か
え
て

〈公募論文〉

九
七
年
十
月
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
死
後
、
夫
で
あ
っ
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
イ
ン
は
、
彼
女
の
回
想
録
を
執
筆
し
た
。
未
婚
で
の

出
産
を
は
じ
め
と
す
る
彼
女
の
個
人
的
経
験
を
書
き
綴
っ
た
こ
の
著
作

は
、
不
運
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
版
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
「
女

性
の
権
利
」
を
求
め
る
主
張
と
、
規
範
に
と
ら
わ
れ
な
い
私
生
活
は
、

彼
女
を
社
会
秩
序
へ
の
反
逆
者
と
し
て
描
く
、
保
守
派
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
恰
好
の
道
具
立
て
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
論
調
に
露
骨
に
見
ら
れ
た
の
は
、
あ
る
種
の
「
外
国
恐
怖

症
」
の
動
員
で
あ
る
。
リ
チ
ャ
l

ド
・
ポ
ル
ウ
ェ
ル
は
『
性
を
失
っ
た

女
た
ち
』
と
題
さ
れ
た
詩
の
中
で
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な

女
性
作
家
た
ち
は
、
今
や
「
フ
ラ
ン
ス
的
熱
狂
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ
を

(
初
)

野
蛮
に
駆
り
立
て
」
て
い
る
と
論
じ
た
。
他
方
、
同
じ
く
保
守
派
の
ハ

ナ
・
モ
ア
は
、
ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ン
派
文
学
が
圏
内
に
も
た
ら
す
弊
害
を

論
じ
な
が
ら
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
、
「
ド
イ
ツ
の
自
殺
者
、
ヴ
エ

ル
テ
ル
の
賞
賛
者
で
あ
り
模
倣
者
」
で
あ
る
と
抑
撤
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

的
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
的
に
せ
よ
、
保
守
派
が
描
き
出
し
た
の
は
、
非
イ

ギ
リ
ス
的
な
女
性
と
し
て
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
像
で
あ
る
。
保
守

派
は
そ
う
す
る
中
で
、
排
他
的
な
「
愛
国
心
」
を
喚
起
し
な
が
ら
、
彼

女
の
声
を
か
き
消
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
彼
女
が
九
O
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年
代
に
一
貫
し
て
「
真
の
愛
国
心
」
を
追
求
し
た
事
実
を
思
い
起
こ
せ

ば
、
悲
劇
的
な
皮
肉
と
言
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
コ
リ

l

は
『
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
誕
件
』
の
「
ウ
ー
マ
ン
・

パ
ワ
l

」
と
題
さ
れ
た
章
で
、
愛
国
的
活
動
が
女
性
の
公
的
場
面
へ
の

参
入
を
促
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
モ
ア
の
よ
う
な
女
性
に
意
識

的
に
光
を
当
て
て
、
彼
女
が
論
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
往
々
に
し
て

真
撃
で
、
誠
実
な
も
の
と
さ
れ
る
愛
国
心
に
か
こ
つ
け
て
、
不
安
な
要

素
は
残
し
な
が
ら
も
、
彼
女
た
ち
は
公
の
場
に
お
け
る
確
固
た
る
場
所

を
自
ら
の
手
で
築
き
上
げ
た
」
。
こ
の
著
作
は
、
「
ブ
リ
テ
ン
人
」
と
い

う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
っ
く
り
だ
さ
れ
る
一
世
紀
余
り
の
過
程
を
大

き
な
見
取
り
図
の
も
と
で
描
い
た
点
で
、
間
違
い
な
く
大
き
な
意
義
を

も
っ
。
だ
が
し
か
し
、
コ
リ
ー
が
「
愛
国
心
」
と
い
う
言
葉
を
、
あ
た

か
も
す
で
に
自
明
な
意
味
を
も
っ
た
単
一
の
概
念
で
あ
る
か
の
よ
う
に

用
い
て
い
る
こ
と
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
よ
う

に
、
九
0
年
代
後
半
と
い
う
反
動
化
の
進
ん
だ
時
期
に
あ
っ
て
さ
え
、

そ
こ
に
は
、
ま
た
別
の
「
真
の
愛
国
心
」
を
求
め
る
女
性
の
声
が
あ
っ

た
。
そ
の
声
は
瞬
く
聞
に
か
き
消
さ
れ
た
が
、
と
は
い
え
、
そ
れ
は
簡

単
に
聞
き
お
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。(

う
め
が
き
・
ち
ひ
ろ
)
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レ
ス
リ
l

・
ス
テ
ィ
ー
ヘ
フ
ン
の
バ

l

ク
解
釈
に
つ
い
て

• レスリ ・スティ ブンのパーク解釈について

末
冨
浩

「
我
々
の
自
然
権
の
保
持
と
確
か
な
享
受
が
市
民
社
会
の
究
極
の

目
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
政
府
は
そ
の
目
的
に

仕
え
る
限
り
に
お
い
て
善
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
す
べ
て
の

人
が
満
足
す
る
」

パ
ー
ク
「
カ
ト
リ
ッ
ク
刑
罰
法
論
』
)

は
じ
め
に

『
フ
ラ
ン
ス
草
命
の
省
察
』
(
以
下
『
省
察
』
と
略
記
)
に
よ
っ
て
フ
ラ

ン
ス
革
命
批
判
を
展
開
し
、
抽
象
的
原
理
を
政
治
の
領
域
に
持
ち
込
む

こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
エ
ド
モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
の

テ
キ
ス
ト
中
に
、
実
際
に
は
抽
象
的
原
理
へ
の
訴
え
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
は
、
パ
l

ク
政
治
思
想
解
釈
史
に
お
い
て
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
て

き
た
。
解
釈
史
上
、
こ
の
点
を
最
も
明
示
的
に
問
題
に
し
た
の
は
ピ

l

タ
l

・

J

・
ス
タ
ン
リ
ス
で
あ
る
。

ス
タ
ン
リ
ス
は
、
パ
l

ク
が
批
判
し
た
意
味
で
の
伝
統
的
自
然
法
思

想
と
肯
定
し
た
意
味
で
の
近
代
的
自
然
法
思
想
と
を
区
別
し
た
上
で
、

パ
l

ク
政
治
思
想
に
お
け
る
自
然
法
思
想
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
パ
ー

ク
思
想
研
究
史
に
大
き
な
転
換
点
を
作
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
パ
ー
ク
解

釈
の
多
く
を
功
利
主
義
的
解
釈
と
呼
び
、
そ
れ
に
対
し
、
自
ら
の
自
然

法
思
想
解
釈
を
対
置
し
た
ス
タ
ン
リ
ス
の
研
究
は
、
そ
れ
に
続
く
一
連

の
パ
l

ク
研
究
を
誘
発
し
、
冷
戦
初
期
の
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
パ
ー

ク
リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
関
心
の
高
ま
り
を
形
成
し
た
が
、

彼
の
示
し
た
解
釈
に
対
し
パ
ー
ク
解
釈
の
問
題
と
し
て
、
建
設
的
な
批

2002 社会思想史研究 NO.26
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判
を
展
開
し
て
い
る
も
の
は
意
外
に
少
な
い
。

デ
イ
ン
ウ
ィ
デ
イ
の
「
パ

l

ク
思
想
に
お
け
る
効
用
と
自
然
法
」
は

そ
う
し
た
数
少
な
い
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
デ
イ
ン

ウ
イ
デ
イ
の
議
論
の
重
点
は
ス
タ
ン
リ
ス
の
パ
l

ク
解
釈
そ
の
も
の
に

あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
る
功
利
主
義
思
想
と
自
然
法

思
想
の
規
定
の
仕
方
の
方
に
あ
る
。

功
利
主
義
思
想
史
に
関
す
る
該
博
な
知
識
を
有
す
る
デ
イ
ン
ウ
イ

デ
ィ
が
指
摘
す
る
問
題
点
は
、
ス
タ
ン
リ
ス
が
同
一
の
地
平
で
自
然
法

思
想
と
功
利
主
義
思
想
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
前
提
し
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
デ
ィ
ン
ウ
イ
デ
イ
は
自
然
法
思
想
と
功
利
主
義
思
想
の

間
で
の
、
イ
ズ
ム
と
し
て
の
非
対
称
性
を
示
し
、
こ
の
非
対
称
性
の
ゆ

え
に
、
功
利
主
義
思
想
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
然
法
思
想
と
対
立
す

る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
存
も
し
う
る
と
し
て
い
る
。
デ
ィ
ン
ウ
イ

デ
ィ
が
指
摘
す
る
の
は
功
利
主
義
思
想
が
は
ら
む
規
範
理
論
と
し
て
の

暖
昧
さ
で
あ
る
が
、
彼
の
議
論
は
そ
の
唆
昧
さ
を
積
極
的
に
捉
え
返
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ク
思
想
解
釈
を
課
題
と
す
る
我
々
に
と
っ
て
、
こ
の
デ
イ
ン
ウ
イ

デ
イ
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
を
ま
っ
て
過
去

の
パ
l

ク
解
釈
史
を
振
り
返
る
時
、
豊
か
な
可
能
性
を
蔵
す
る
一
つ
の

パ
l

ク
解
釈
が
浮
か
び
上
が
る
。
ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
っ
て
、
功
利
主
義

的
解
釈
か
ら
脱
す
る
契
機
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
な
お
未
成
熟
な

唆
昧
さ
を
残
す
パ
l

ク
解
釈
と
さ
れ
た
レ
ス
リ
l

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の

• 91 

パ
ー
ク
解
釈
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
稿
は
デ
イ
ン
ウ
ィ
デ
イ
の
指
摘
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
ス
タ
ン
リ

ス
の
パ
l

ク
解
釈
と
の
対
比
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解

釈
の
再
評
価
を
行
い
、
そ
れ
が
有
す
る
今
日
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

次
の
順
序
で
議
論
を
進
め
た
い
。
ま
ず
、
ス
タ
ン
リ
ス
の
パ
ー
ク
解

釈
を
検
討
し
、
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
ス
タ

ン
リ
ス
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク

解
釈
を
再
検
討
し
、
ス
タ
ン
リ
ス
が
捉
え
損
ね
た
パ
i

ク
思
想
の
重
要

な
側
面
の
理
解
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
深
い
洞
察
を
示
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ

l

ク
解
釈
の

再
検
討
が
持
ち
う
る
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ス
タ
ン
リ
ス
の
パ
ー
ク
解
釈

ス
タ
ン
リ
ス
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
パ
ー
ク
に
と
っ
て
英
国
国
制

は
コ
モ
ン
ロ
ー
思
想
を
媒
介
と
し
て
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
自
然
法
思

想
に
基
づ
い
て
い
た
。
伝
統
的
自
然
法
思
想
に
お
い
て
人
間
は
本
性
的

に
社
会
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
自
然
」
と
は
道
徳
規
範
を
意
味

し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
自
然
法
思
想
は
自
然

科
学
の
方
法
を
誤
っ
て
倫
理
の
領
域
に
持
ち
込
ん
だ
ホ
ッ
ブ
ス
に
よ
っ

て
混
乱
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
伝
統
的
自
然
法
思
想
が
持
っ
て
い
た
人
間
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本
性
の
観
念
を
換
骨
奪
胎
し
た
ホ
ッ
ブ
ス
は
、
伝
統
的
自
然
法
思
想
家

に
と
っ
て
は
馬
鹿
げ
た
虚
構
に
す
ぎ
な
か
っ
た
人
間
が
社
会
状
態
に
入

る
以
前
の
「
自
然
状
態
」
な
る
観
念
に
「
自
然
」
の
意
味
を
変
換
し
て

し
ま
っ
た
、
と
ス
タ
ン
リ
ス
は
論
じ
る
。
こ
の
ホ
ッ
ブ
ス
に
よ
る
強
引

な
転
換
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
反
発
と
復
活

を
促
す
と
い
う
作
用
も
持
っ
た
が
、
表
面
的
に
は
ホ
ッ
ブ
ス
と
対
立
し

な
が
ら
、
本
質
的
に
は
こ
の
転
換
に
寄
与
し
た
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
近

代
的
な
自
然
法
思
想
は
よ
り
広
範
に
そ
し
て
よ
り
巧
妙
に
広
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。

そ
し
て
、

• レスリー・スティ ブンのパーク解釈について

ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
巧
妙
さ
ゆ
え
に
十
九
世
紀

以
降
の
パ
l

ク
解
釈
者
た
ち
も
自
然
法
思
想
に
含
ま
れ
る
二
つ
の
系
列

を
区
別
し
損
ね
、
そ
の
結
果
、
パ
l

ク
の
テ
ク
ス
ト
に
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
、
形
而
上
学
的
思
惟
を
政
治
の
領
域
に
持
ち
込
む
こ
と
に
対
す
る

批
判
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
捉
え
損
な
っ
た
。
パ
ー
ク
が
批
判
し
た
の

は
近
代
的
な
意
味
で
の
自
然
法
思
想
で
あ
り
、
パ
ー
ク
は
伝
統
的
な
意

味
で
の
自
然
法
思
想
を
否
定
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
こ
そ
が
パ
ー

ク
思
想
の
基
底
に
あ
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
中
庸
(
B
E
a
m
)
、
思
慮
(
司
自
母
国
円
巾
)
、

便
宜
(
巾
与
色
g
q
)
、
時
効
(
司
円
四
国
円
江
主
。
ロ
)
、
効
用
(
邑

-
S
)な
ど
と

い
っ
た
概
念
を
パ
l

ク
が
重
視
し
た
こ
と
も
、
主
意
主
義
的
で
極
端
な

主
張
を
許
さ
な
い
伝
統
的
自
然
法
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
パ
ー

ク
が
形
而
上
学
的
規
範
の
一
切
を
政
治
の
領
域
に
お
い
て
認
め
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ス
タ
ン
リ
ス
の
検
討
は
、
公
私
に
わ
た
る
パ
l

ク
の
テ
ク
ス
ト
は
勿

論
の
こ
と
そ
の
蔵
書
記
録
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
ま
た
、
整
合
的
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
そ
の
議
論
は
説
得
的
で
あ
る
。
伝
統
的
自
然
法
思
想

と
近
代
的
自
然
法
思
想
の
峻
別
。
そ
れ
を
背
景
と
し
、
広
範
な
テ
ク
ス

ト
の
検
討
に
基
づ
く
パ
l

ク
思
想
の
解
釈
。
形
式
的
に
は
ひ
と
ま
ず
、

我
々
は
ス
タ
ン
リ
ス
の
パ

i

ク
思
想
解
釈
に
異
を
唱
え
る
べ
き
理
由
を

持
た
な
い
。
ス
タ
ン
リ
ス
が
い
う
意
味
で
の
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
ご

と
き
も
の
を
、
パ
ー
ク
が
実
際
の
政
治
行
動
に
お
い
て
あ
る
参
照
点
の

よ
う
な
も
の
に
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
英
国
政
治
史
上
で
も
ま
れ
に
見
る
激
動
期
に
、
実
際
の
政

治
家
で
あ
り
続
け
た
パ
l

ク
に
と
っ
て
、
重
要
な
関
心
事
は
、
そ
も
そ

も
日
々
様
々
な
相
貌
で
立
ち
現
れ
る
現
実
の
政
治
的
問
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
参
照
点
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
べ
き
か
、

と
い
う
そ
の
仕
方
そ
の
も
の
に
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
仕
方
如

何
の
問
題
の
重
要
性
に
比
し
て
も
常
に
、
参
照
点
の
内
実
如
何
の
問
題

が
最
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?

こ
れ
は
デ
イ
ン
ウ
イ
デ
ィ
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
実
際
の
個
別

具
体
的
政
治
問
題
に
関
し
て
、
道
徳
規
範
と
し
て
の
伝
統
的
自
然
法
思

想
に
よ
っ
て
、
あ
る
立
場
と
ま
っ
た
く
逆
の
立
場
を
同
様
に
正
当
化
で

き
る
場
合
も
あ
り
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ

l

ク
、
が
伝
統
的

自
然
法
思
想
を
何
ら
か
の
意
味
で
拠
り
ど
こ
ろ
の
よ
う
な
も
の
に
し
た

2002 社会思想史研究 No.26



こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
パ
l

ク
政
治
思
想
の
理
解

と
し
て
は
あ
る
重
要
な
部
分
が
欠
け
て
い
る
。
自
ら
を
「
行
動
の
場
の

哲
学
者
」
と
呼
ん
だ
パ
l

ク
に
と
っ
て
は
、
政
治
に
関
す
る
一
般
的
原

理
と
個
々
の
政
治
的
事
実
と
の
聞
の
関
係
を
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
い
も
ま
た
、
「
政
治
」
の
領
域
内
で
の
聞
い
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
間
い
を
言
い
換
え
れ
ば
、
政
治
理
論
の
地
位
に
つ
い
て
の
聞
い

で
あ
り
、
政
治
に
お
け
る
一
般
的
原
理
の
適
用
(
出
苫
E
g
g
s

の
在
り

方
そ
の
も
の
に
関
す
る
間
い
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
ロ
ナ
ル
ド
・
ベ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
「
政
治
的
判
断
力
(
唱
O
E
S
­

-
E悶
5
2

同
ご
の
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
、
現
代
の
政
治
哲
学
に

と
っ
て
も
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
問
題
に
通
じ
て
い
る
。
だ
が
我
々
の
第
一
の

課
題
は
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
解
釈
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
レ
ス
リ
!
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ

l

ク
解
釈
が
深
い
洞
察
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、

こ
と
に
し
た
い
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
1

ク
解
釈
を
検
討
し
て
い
く

〈公募論文〉

レ
ス
リ
l

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
に
つ
い
て

• 
適
用
へ
の
焦
点

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
パ
ー
ク
を
同
時
代
の
他
の
思
想
家
や
政
治
家
と

93 

分
か
つ
彼
の
精
神
の
最
も
際
立
っ
た
特
徴
は
「
普
遍
化
能
力
と
具
体
的

事
実
へ
の
顧
慮
と
の
驚
嘆
す
べ
き
結
合
」
で
あ
っ
た
と
し
、
「
原
理
は
常

に
具
体
的
事
実
に
体
化
し
て
い
る
と
い
う
強
い
習
慣
を
彼
(
パ
l

ク
)
は

有
し
て
い
た
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
形
式
的
に
は
ス
タ
ン
リ
ス
の
パ
ー

ク
評
価
と
違
い
は
な
い
。
神
の
理
性
の
発
露
た
る
伝
統
的
自
然
法
は
、

コ
モ
ン
ロ
ー
を
経
て
、
英
国
国
制
と
い
う
具
体
的
事
実
へ
と
体
化
し
て

い
る
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
焦
点
は
、

自
然
法
に
由
来
す
る
道
徳
規
範
を
理
解
す
る
よ
う
な
思
慮
あ
る
政
治
家

は
極
端
な
政
策
を
避
け
て
中
道
を
進
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
は
な
い
。
パ
ー
ク
に
限
ら
ず
と
も
お
よ
そ
実
際
の
政
治
家

に
と
っ
て
は
「
革
命
と
守
旧
の
間
の
中
道
を
歩
む
と
い
う
抱
負
を
公
言

す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
」
と
述
べ
る
こ
と
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
忘
れ

な
い
の
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
抽
象
的
、
一
般
的
原
理
を
政
治
の
領
域
に
持
ち

込
む
こ
と
に
対
す
る
パ
l

ク
の
非
難
に
つ
い
て
、
「
彼
の
理
論
上
の
論
議

の
中
を
一
貫
し
て
流
れ
る
も
の
は
、
抽
象
的
推
論
に
対
す
る
彼
の
嫌
悪

で
あ
る
。
彼
は
こ
の
自
説
を
説
い
て
倦
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
」
と
述

べ
る
。
パ
ー
ク
の
テ
ク
ス
ト
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
、
自
然
法
や
神
の
法

に
対
す
る
訴
え
か
け
も
、
「
被
治
者
一
般
の
幸
福
こ
そ
が
為
政
者
の
正
当

な
目
的
で
あ
る
」
と
い
う
「
す
べ
て
の
形
而
上
学
的
体
系
の
基
礎
に
も

す
べ
て
の
功
利
主
義
的
体
系
の
基
礎
に
も
必
然
的
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
公
理
を
述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
。
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ス
タ
ン
リ
ス
は
、
こ
の
箇
所
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
自
然
法
理
解
の
不

十
分
さ
を
一
不
す
も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
る
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
関

心
は
こ
の
先
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
社
会

が
自
然
法
を
介
し
て
神
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
、
し
た
が
っ

て
現
実
の
規
範
や
政
策
は
、
他
者
へ
の
義
務
を
第
一
の
顧
慮
と
す
る
道

徳
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
る

と
し
て
も
、
現
実
の
政
治
家
に
と
っ
て
は
、
「
し
か
ら
ば
こ
の
一
般
的
な

原
理
か
ら
日
常
の
個
々
の
中
間
的
な
命
題
へ
ど
の
よ
う
に
し
て
下
り
て

行
く
べ
き
か
」
言
い
換
え
れ
ば
、
「
社
会
秩
序
一
般
は
神
聖
で
あ
る
と
い

う
こ
の
原
理
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
現
実
の
具
体
的
秩
序

を
合
理
づ
け
て
神
の
法
に
も
と
づ
く
正
し
さ
と
人
間
性
に
も
と
づ
く
腐

敗
と
を
見
分
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
」
と
い
う
聞
い
が
生
じ
る
こ
と

が
必
然
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
間
い
に
パ
l

ク
は
い
か
に
答
え
た
か
?
実
は
こ
の
間

い
に
対
す
る
明
確
な
論
理
的
解
答
は
パ
l

ク
に
も
用
意
で
き
て
は
い
な

い
、
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
答
え
る
。

• レスリー・スティーブンのパ ク解釈について

「
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
諸
々
の
事
実
は
あ
ま
り
に
も
複
雑
で

あ
っ
て
と
う
て
い
明
確
な
法
則
の
形
に
還
元
さ
れ
え
な
い
と
い
う
の

な
ら
ば
、
そ
し
て
さ
ら
に
神
学
が
あ
る
種
の
秩
序
は
神
聖
な
も
の
だ

と
い
う
だ
け
で
現
実
に
ど
の
秩
序
が
神
聖
な
の
か
を
わ
れ
わ
れ
に
教

え
て
く
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
わ
れ
わ
れ
は
ど
ち
ら

を
向
い
て
自
ら
の
指
針
を
見
出
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ワ

て
い
に
い
う
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
問
い
に
対
す
る
明
確
な
論
理
的
回

答
は
、
パ
ー
ク
の
時
代
は
お
ろ
か
じ
つ
は
今
日
に
お
い
で
す
ら
な
お

用
意
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
実
情
で
あ
る
」

し
か
し
、
明
確
な
論
理
的
解
答
は
与
え
得
て
い
な
い
が
、
パ
ー
ク
は

身
を
以
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
こ
れ
に
正
し
く
答
え
る
た
め
の
道

筋
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
パ
l

ク
の
思
想
に
見
出
す

卓
越
し
た
叡
知
は
こ
こ
に
由
来
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
若
干
の
原
理
な
る
も
の
は
姿
を
現
す
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
パ
l

ク
が
述
べ
立
て
る
政
治
秩
序
に

関
す
る
考
え
方
を
、
た
と
え
そ
れ
が
ま
だ
確
実
に
定
式
化
さ
れ
た
結

論
に
到
達
し
て
い
な
い
と
し
て
も
き
わ
め
て
巨
大
な
価
値
を
有
す
る

も
の
と
し
て
認
め
う
る
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
最
終
的
結
果
を
生
み
出

さ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
が
指
し
示
し
た
方
法
は
疑
い
も

(
叩
)

な
く
正
し
い
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
彼
(
パ
l

ク
)
が
指
し
示
し
た

方
法
」
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
時
効
の
概
念

を
め
ぐ
る
パ

l

ク
の
思
想
に
つ
い
て
、
次
に
抽
象
的
権
利
と
便
宜
と
の あ

り
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関
係
を
め
ぐ
る
パ
l

ク
の
思
想
に
つ
い
て
、

う
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
ど
の
よ

〈公募論文〉

時
効

パ
l

ク
が
、
時
の
効
果
と
い
う
意
味
で
の
時
効
と
い
う
概
念
を
強
調

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
も
ま
た
こ
の
概
念

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
社
会
の
秩
序
や
国
制
は
、
幾
多
の
世
代
の
多

様
な
経
験
の
無
意
識
の
蓄
積
の
結
果
と
し
て
生
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

諸
個
人
の
自
覚
的
選
択
の
結
果
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
抽

象
的
に
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
真
理
を
含
も
う
と
も
、
一
般
的
原
理
に
基
づ

い
た
自
覚
的
な
社
会
の
改
変
は
極
め
て
危
険
な
も
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
は
パ
ー
ク
の
テ
ク
ス
ト
に
こ
う
し
た
言
説
、
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
軽
率
な
社
会
の
改
変
に
対
す
る
防
波
堤
の
役
割

を
呆
た
す
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
伝
統
的
自
然
法
思
想
に

も
と
づ
く
パ
1

ク
思
想
理
解
と
大
き
く
異
な
る
点
は
な
い
。
だ
が
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
の
議
論
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
。
彼
は
、
時
効
と
い
う
概

念
に
は
二
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
解
釈
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
時
効
と
い
う
教
説
は
一
方
で
は
、
「
す
べ
て
の
退
嬰
的

(n) 

政
治
家
連
中
の
教
説
」
す
な
わ
ち
、
「
『
す
べ
て
世
に
あ
る
も
の
は
あ
る

(
盟
)

が
ま
ま
に
よ
し
』
と
い
う
標
語
」
と
酷
似
し
て
い
る
。

抽
象
的
原
理
と
具
体
的
経
験
を
一
一
分
し
、
個
々
の
経
験
と
そ
の
無
意

識
の
蓄
積
の
結
果
と
し
て
の
秩
序
を
優
先
す
る
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、

2 
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そ
れ
は
「
退
嬰
的
政
治
家
連
中
の
教
説
」
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と
も
な

り
う
る
。
問
題
は
、
抽
象
的
原
理
と
分
か
た
れ
た
「
経
験
」
や
そ
の
生

成
の
結
果
と
し
て
の
「
秩
序
」
が
、
い
つ
も
自
明
な
も
の
と
し
て
抽
象

的
思
惟
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
英
国
の
国
制
に
し
て
も
、
パ
ー
ク
が
『
省
察
』
の
冒
頭
で
そ
の
解

釈
を
延
々
と
展
開
し
て
い
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
生
成
の
産
物

と
し
て
の
秩
序
や
国
制
の
解
釈
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ

る
。
し
た
が
っ
て
無
意
識
の
う
ち
に
生
成
し
た
秩
序
の
尊
重
と
い
う
教

説
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

「
立
憲
主
義
者
流
の
方
法
も
抽
象
的
理
論
家
連
中
の
方
法
も
い
ず
れ
も

彼
(
バ
l

ク
)
に
と
っ
て
は
取
る
に
た
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
〈
時

効
〉
と
い
う
用
語
は
|
|
不
運
な
暖
昧
さ
を
帯
び
て
は
い
る
が

l
l

こ

れ
ら
の
連
中
に
よ
っ
て
等
し
く
見
落
と
さ
れ
た
要
素
を
パ

l

ク
が
認
識

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
述
べ
る
。

多
く
の
解
釈
者
た
ち
と
同
様
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
も
ま
た
パ

l

ク
を
実

践
的

e
s
s
g
]
)な
思
想
家
で
あ
る
と
呼
ぶ
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
い

う
実
践
の
意
味
に
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
方
に
政
治
理
論
が
あ
り
、
一
方
に
そ
の
適
用
の
結
果
と
し
て
の
実

践
的
な
活
動
が
あ
る
、
と
い
う
時
、
そ
の
政
治
理
論
が
価
値
自
由
か
っ

実
証
主
義
的
な
意
味
あ
い
を
帯
び
よ
う
と
、
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
ご

と
き
規
範
的
な
意
味
あ
い
を
帯
び
よ
う
と
変
わ
り
な
く
、
両
者
の
聞
は

分
か
た
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
適
用
の
在
り
方
如
何
の
問
題
は
ど
こ
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ま
で
も
残
り
、
ス
タ
ン
リ
ス
の
パ

l

ク
解
釈
で
は
こ
の
間
隙
が
最
後
ま

で
埋
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
パ

i

ク
に
お
け
る
時
効

の
概
念
を
論
じ
る
時
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
て
い
る
と
見
る

べ
き
で
あ
る
。
彼
は
パ
l

ク
思
想
に
お
け
る
時
効
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、

〈
推
定
e
5
5

ち
S
)
〉
あ
る
い
は
〈
推
論
(
円
2
8
5

回
)
〉
と
い
う
概

念
に
言
及
す
る
。

• レスリ ・スティ ブンのパク解釈について

「
時
効
に
は
『
推
定
と
い
う
、
人
間
の
心
の
本
質
に
根
ざ
す
も
う
一

(
お
)

つ
の
権
限
が
随
伴
す
る
』
と
(
バ
l

ク
は
)
い
う
」

推
定
と
は
、
個
々
の
現
実
の
認
識
と
一
般
的
原
理
へ
の
顧
慮
と
の
双

方
を
貫
く
心
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
適
用
の
在
り
方
そ

の
も
の
に
関
わ
る
一
つ
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
い
う

実
践
と
は
、
こ
の
適
用
の
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
の
推
定
の
は
た
ら
き

と
同
型
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
推
定
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て

一
般
的
に
述
べ
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
時
効
と
い

う
法
的
概
念
の
解
釈
を
通
じ
て
そ
れ
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
は
で
き
る
。

「
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
時
効
と
は
過
去
と
現
在
の
連
続

性
、
政
治
的
秩
序
の
す
べ
て
の
部
分
間
の
連
帯
性
等
、
そ
の
洞
察
が

正
し
い
政
治
的
推
論
の
本
質
的
条
件
を
な
す
ご
と
き
諸
々
の
事
実
の

法
的
表
現
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
が
分
か
る
。
現
実
的
諸
事
実
に
対
す
る

顧
慮
と
新
し
く
必
要
と
さ
れ
る
条
件
へ
の
配
慮
の
結
合
は
パ

l

ク
が

説
く
実
践
的
教
説
の
根
底
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
一

般
的
原
理
へ
の
顧
慮
と
そ
の
特
殊
的
応
用
へ
の
顧
慮
の
程
良
い
均
衡

(
お
)

が
彼
の
哲
学
を
支
え
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
」

こ
こ
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
い
う
実
践
の
意
味
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
理
論
と
実
践
と
し
て
分
か
た
れ
、
理
論
と
対
照
的
な
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
た
狭
義
の
実
践
の
謂
い
で
は
な
く
、
一
般
的
原
理
へ
の

顧
慮
を
有
し
つ
つ
な
さ
れ
る
現
実
的
諸
事
実
の
把
捉
が
そ
の
ま
ま
実
践

で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
意
味
で
、
原
理
と
現
実
と
を
架
橋
す
る

は
た
ら
き
の
謂
い
で
あ
り
、
狭
義
の
理
論
と
も
狭
義
の
実
践
と
も
無
縁

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
抽
象
的
権
利
と
便
宜
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
を
見
て
み
よ

p円
ノ
。

抽
象
的
権
利
と
便
宜

便
宜
と
い
う
概
念
も
パ
l

ク
思
想
に
お
い
て
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ル
、
モ

l

リ

l

、
レ
ッ
キ
と
い
っ
た
十
九

世
紀
の
パ
l

ク
解
釈
者
た
ち
は
、
パ
ー
ク
に
見
ら
れ
る
抽
象
的
権
利
へ

の
訴
え
か
け
は
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
い
わ
ば
便
宜

の
中
に
抽
象
的
権
利
へ
の
訴
え
を
吸
収
す
る
解
釈
を
示
し
た
。
一
方
、

ス
タ
ン
リ
ス
の
示
し
た
解
釈
は
、
伝
統
的
自
然
法
思
想
と
い
う
形
市
上

3 

2002 社会思想史研究 No.26



〈公募論文〉

学
的
規
範
の
内
に
、
抽
象
的
権
利
へ
の
訴
え
か
け
も
便
宜
の
重
視
も
吸

収
す
る
解
釈
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ

う
に
整
合
的
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
点
に
よ
り
も
、
具
体
的
な
政
治
的

論
争
の
渦
中
で
パ
l

ク
に
よ
っ
て
抽
象
的
権
利
の
地
位
が
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
か
と
い
う
点
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
「
彼
(
バ
!
ク
)
の
理
論
上
の

論
議
の
中
を
一
貫
し
て
流
れ
る
も
の
は
、
抽
象
的
推
論
に
対
す
る
彼
の

嫌
悪
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
グ
レ
ン
ヴ
イ
ル
内
閣
の
失
政
に
よ
っ

て
混
乱
を
極
め
た
ア
メ
リ
カ
課
税
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
も
パ
i

ク
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
支
配
す
る
不
可
譲
の
権
利
を
持
っ
と
主
張
す

る
者
や
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
国
民
が
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
代
表
を
持
つ

べ
き
本
質
的
不
可
譲
の
権
利
を
有
す
る
と
主
張
す
る
者
た
ち
を
批
判
し
、

こ
う
し
た
事
柄
の
考
慮
に
お
い
て
便
宜
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
、

(
幻
)

と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
述
べ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
抽
象
的
権
利
の
主

張
を
ま
っ
た
く
否
定
し
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
便
宜

の
考
慮
は
一
方
で
抽
象
的
権
利
の
主
張
と
対
立
す
る
が
、
一
方
で
は
そ

れ
を
構
成
し
、
そ
れ
を
促
す
。
パ
!
ク
が
批
判
し
た
の
は
絶
対
的
自
然

権
の
よ
う
な
も
の
を
、
状
況
へ
の
考
慮
無
し
に
上
意
下
達
式
に
上
方
か

ら
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
抽
象
的
推
論
の
仕
方
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
権

利
の
主
張
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
は
そ
れ

が
構
成
さ
れ
る
手
順
で
あ
り
、
そ
れ
が
占
め
る
べ
き
位
置
で
あ
る
。
抽
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象
的
権
利
と
は
あ
る
意
味
で
虚
構
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必

然
性
を
持
つ
虚
構
な
の
で
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
権
利
の
主
張
に
つ

い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
そ
も
そ
も
抽
象
的
権
利
と
い
う
欺
繭
的
虚
構
を
取
り
除
い
た
た
ん

な
る
抑
圧
政
策
は
、
白
痴
な
ら
ぬ
人
間
な
ら
ば
誰
も
真
面
目
に
支
持

(
お
)

し
よ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
」

抽
象
的
権
利
と
は
一
面
で
は
虚
構
で
あ
る
。
し
か
し
様
々
の
具
体
的

政
治
課
題
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
、
そ
う
し
て
構

成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
政
治
の
領
域
内
に
確
か
に
位
置
を
占
め
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ま
っ
た
く
の
虚
構
と
し
て
排
除
す
る
こ
と
は
、
政

治
的
な
る
も
の
の
有
す
る
政
治
的
な
条
件
そ
の
も
の
を
否
定
し
去
る
こ

と
を
意
味
し
、
状
況
追
随
と
い
う
意
味
で
の
日
和
見
主
義
(
そ
れ
は
抽
象

的
権
利
を
全
面
的
に
虚
構
と
見
な
す
)
や
、
そ
の
反
動
と
し
て
の
教
条
主

義
(
そ
れ
は
抽
象
的
権
利
の
持
つ
虚
構
性
を
忘
却
す
る
)
に
道
を
聞
く
も
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
問
題
に
お
け
る
宣
言
条
例
を
め
ぐ
る
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
の
考
察
を
見
て
い
こ
う
。
宣
言
条
例
と
は
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
側

の
反
抗
に
よ
っ
て
印
紙
条
例
な
ど
の
内
国
課
税
条
例
の
い
く
つ
か
を
撤

廃
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
、
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
を
統
一
的
に
支
配
し
課
税
す
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る
一
般
的
権
利
を
あ
く
ま
で
も
保
有
す
る
こ
と
を
内
外
に
宣
言
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
抽
象
的
一
般
的
権
利
の
主
張
は
、
政
治
の
領
域

に
抽
象
的
原
理
を
持
ち
込
む
こ
と
を
嫌
う
パ
l

ク
に
と
っ
て
は
認
め
が

た
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
パ
l

ク
は
こ
の
条
例
を

支
持
す
る
。
こ
の
こ
と
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

こ
の
原
理
自
体
は
法
学
の
第
一
原
理
た
る
主
権
者
の
全
能
性
を
表
現
し

た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
非
難
す
べ
き
は
こ
う
し
た
原
理
を
状
況
へ
の
考

慮
な
し
に
、
個
々
の
事
態
に
短
絡
的
に
あ
て
は
め
よ
う
と
意
図
す
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
原
理
の
存
在
自
体
は
否
定
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
く
、
そ
れ
を
具
体
的
論
争
の
坪
外
に
担
保
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
便
宜
と
い
う
そ
れ
自
体
で
は
内
容
の
乏
し
い
概
念
に
意
味
が
付
与

さ
れ
、
個
々
の
事
態
を
便
宜
へ
の
顧
慮
に
基
づ
い
て
解
決
す
る
こ
と
に

道
が
聞
か
れ
う
る
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
パ

l

ク
の
言
葉
を
引

き
つ
つ
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

• レスリー・スティーブンのパ ク解釈について

「
権
力
は
廃
絶
さ
れ
る
の
で
な
く
留
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
(
パ
ー

ク
は
い
う
)
『
権
力
の
休
止
は
そ
の
存
在
の
持
続
を
意
味
し
、
し
か
し

て
そ
の
存
在
は
い
ざ
こ
れ
を
行
使
す
る
場
合
に
は
憲
法
を
救
う
手
段

と
な
る
。
』
:
:
:
こ
の
よ
う
な
パl

ク
の
考
え
で
は
、
宣
言
条
例
は
抽

象
的
権
利
の
問
題
を
討
論
(
E
R
5
2
5
の
分
野
か
ら
ま
っ
た
く
除

去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
さ
い
の
争
点
を
た
だ
便
宜
に
も
と
づ
い

(
却
)

て
解
決
す
べ
き
状
況
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」

抽
象
的
権
利
の
問
題
は
討
論
の
分
野
か
ら
排
除
さ
れ
る
が
、
政
治
の

領
域
か
ら
廃
絶
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
保

つ
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
一
般
的
に
政
治
理
論
と
し

て
示
す
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
焦

点
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
考
え
抜
く
た
め
の
い
わ
ば
練
習
課
題
と
し
て
、

パ
l

ク
の
思
想
と
行
動
を
探
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
探
求
の
結
果
と
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
パ
ー

ク
に
よ
っ
て
宣
言
条
例
と
い
う
具
体
的
法
令
の
解
釈
の
う
ち
に
示
さ
れ

た
、
見
事
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
し
て
の
政
治
的
叡
知
を
見
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

一
言
付
言
し
て
お
こ
う
。
こ
う
し
た
歴
史
的
過
去
と
し
て
の
パ
l

ク

の
政
治
思
想
に
向
き
合
う
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
姿
勢
そ
の
も
の
i
|

つ
ま

り
思
想
史
も
そ
の
一
部
で
あ
る
と
こ
ろ
の
歴
史
学
の
方
法
そ
の
も
の

ー
ー
が
、
実
は
パ
l

ク
か
ら
学
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
パ

l

ク
自
身
の
歴
史
学
方
法
論
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
最
後
に
パ
l

ク
の
方
法
を
い
み
じ
く
も
表
現
す
る
重
要
な
一

文
を
引
い
て
お
こ
う
。
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
彼
は
い
う
、
?
」

の
源
泉
か
ら
多
く
の
政
治
的
叡
知
が
学
ば
れ
る
だ
ろ
う
、
つ
ま
り
教

訓
と
し
て
で
な
く
て
習
性
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
法
律
家
の
た
め
の
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判
例
や
先
例
の
蓄
え
と
し
て
で
な
く
精
神
を
強
め
る
た
め
の
練
習
課

(
却
)

題
と
し
て
学
ば
れ
る
だ
ろ
う
』
と
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
そ
の
も
の
が
、
こ
の
方
法
を
自
家
薬

籍
中
の
も
の
と
し
た
一
人
の
歴
史
家
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

以
上
我
々
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ

l

ク
解
釈
を
検
討
し
て
き
た
。
最

後
に
こ
う
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
の
再
評
価
が
持
つ
意
義

に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

パ
ー
ク
と
政
治
的
判
断
力

〈公募論文〉

我
々
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
の
焦
点
が
「
適
用
」
の
在
り

方
の
問
題
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

パ
l

ク
に
お
け
る
時
効
の
概
念
や
、
抽
象
的
権
利
と
便
宜
と
の
関
係
を

考
察
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
に
と
っ
て
は
こ
の
課
題
こ
そ
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ

た
。
も
し
彼
が
ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
る
伝
統
的
自
然
法
思
想
の
規
定
を
知
っ

て
い
た
と
し
て
も
こ
の
課
題
は
残
っ
た
に
違
い
な
い
。
ス
タ
ン
リ
ス
の

伝
統
的
自
然
法
思
想
は
規
範
理
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
適
用
」
の
前
提

や
、
結
果
に
つ
い
て
は
教
え
る
が
、
適
用
の
在
り
方
如
何
の
問
題
に
つ

い
て
は
何
も
教
え
な
い
。
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我
々
は
こ
う
し
た
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の

パ
l

ク
解
釈
が
、
ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
っ
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
パ
ー

ク
政
治
思
想
の
重
要
な
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

パ
l

ク
自
身
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
〈
神
ハ
汝
ヲ
イ
カ
ナ
ル
者
ト
命
ジ
タ
ル
カ
?
〉
と
い
う
問
い
に
対

す
る
回
答
は
、
も
う
一
つ
別
の
問
い
(
事
物
ノ
イ
カ
ナ
ル
人
間
的
ナ

ル
場
面
ニ
汝
ハ
ア
ル
カ
〉
を
解
く
こ
と
で
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
」

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
状
況
分
析
を
め
ぐ
る
ウ
イ
ツ
グ
党
員
と
の

議
論
の
過
程
で
発
せ
ら
れ
た
パ
l

ク
の
言
葉
だ
が
、
こ
う
し
た
場
面
で

パ
1

ク
が
、
「
神
ハ
汝
ヲ
イ
カ
ナ
ル
者
ト
命
ジ
タ
ル
カ
?
」
と
い
う
聞

い
を
重
視
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
彼
の
伝
統
的
自
然
法
思
想
へ
の
傾

倒
を
論
じ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
誤
り
な
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
よ

り
重
要
な
の
は
、
パ
ー
ク
は
「
事
物
ノ
イ
カ
ナ
ル
人
間
的
ナ
ル
場
面
ニ

汝
ハ
ア
ル
カ
」
と
い
う
問
題
を
、
「
神
ハ
汝
ヲ
イ
カ
ナ
ル
者
ト
命
ジ
タ
ル

カ
」
と
い
う
聞
い
を
解
く
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
と
を
参
照
点
に
し
て
、

演
鐸
的
に
考
察
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
で
あ
る
。
神

の
意
志
の
発
露
と
し
て
の
自
然
法
の
ご
と
き
も
の
を
想
定
し
、
求
め
ざ

る
を
え
な
い
条
件
が
政
治
的
動
物
た
る
人
間
の
条
件
と
し
て
あ
る
こ
と

を
パ
l

ク
は
認
め
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
常
に
〈
事
物
ノ
イ
カ
ナ
ル
人
間

的
ナ
ル
場
面
ニ
汝
ハ
ア
ル
カ
〉
と
い
う
問
い
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
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て
「
求
め
ら
れ
る
」
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
規
範
理
論
が
現
実

の
政
治
問
題
に
お
い
て
占
め
る
べ
き
位
置
に
つ
い
て
の
、
言
い
換
え
れ

ば
、
規
範
理
論
の
適
用
の
在
り
方
如
何
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
の
、

慎
重
な
洞
察
が
パ
l

ク
に
は
あ
る
。

ス
タ
ン
リ
ス
に
よ
っ
て
は
等
閑
視
さ
れ
た
こ
う
し
た
課
題
も
ま
た
、

政
治
学
の
課
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
洞
察
し
て
い
た
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
パ
ー
ク
を
論
じ
る
に
先
だ
っ
て
、
「
政
治
学
の
不
在

(
Z
8・2
2
8
8
0

『
3
0
5
8
-
3
2
8
)」
と
題
さ
れ
た
一
節
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

• レスリ スティ ブンのパク解釈について

「
も
し
も
哲
学
者
た
ち
の
抱
負
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
将

来
い
つ
の
日
か
科
学
と
し
て
の
社
会
学
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
:
:

そ
の
時
に
な
っ
て
は
じ
め
て
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
学
な
る
も
の
を
諸

教
説
の
首
尾
一
貫
し
た
体
系
と
し
て
、
つ
ま
り
普
遍
的
妥
当
性
を
持
っ

た
あ
る
特
定
の
公
理
か
ら
導
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
人
聞
社
会
の
可
変

的
条
件
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
結
論
に
到
達
し
う
る
学
問
と
し
て
、

提
示
し
う
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

0

・
:
わ
れ
わ
れ
は
自
分
た
ち

の
思
弁
の
た
め
の
堅
固
な
基
礎
と
、
そ
の
適
用
に
際
し
て
考
え
う
る

最
大
限
の
弾
力
性
を
同
時
に
持
つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

0

・
:

わ
れ
わ
れ
は
科
学
と
し
て
の
政
治
学
と
い
い
う
る
も
の
を
所
有
す
る

(
辺
)

ま
で
に
は
ま
だ
程
遠
い
状
態
に
あ
る
」

し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
、
こ

う
し
た
意
味
で
の
政
治
学
は
一
一
十
一
世
紀
を
迎
え
た
「
今
日
に
お
い
て

(
お
)

す
ら
な
お
用
意
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
実
情
で
あ
る
」
と

認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
政
治
学
は
こ
う
し
た
課
題

に
つ
い
て
の
考
察
を
全
く
怠
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
政
治
」
概
念

そ
の
も
の
の
再
定
義
を
経
て
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

カ
ン
ト
政
治
哲
学
の
再
解
釈
、
そ
し
て
そ
れ
を
一
つ
の
土
台
と
し
て
、

ロ
ナ
ル
ド
・
ベ
イ
ナl
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
「
政
治
的
判
断
力
」

の
問
題
の
探
求
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ベ
イ
ナ
ー
に
よ
る
と
、
一
般
規
則
の
助
け
を
借
り
ず
に
個
々
の
事
柄

を
判
断
し
、
し
か
も
私
的
主
観
の
範
囲
を
越
え
て
妥
当
性
を
確
保
す
る

こ
と
の
で
き
る
人
間
の
能
力
で
あ
る
と
こ
ろ
の
政
治
的
判
断
力
の
問
題

に
つ
い
て
の
考
察
は
、
政
治
哲
学
の
歴
史
に
お
い
て
よ
り
一
般
的
研
究

の
内
部
に
差
し
挟
ま
れ
て
副
次
的
に
存
在
す
る
の
み
で
、
そ
れ
自
身
が

包
括
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
課
題

は
今
日
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
民
主
主
義
の
拡

大
に
伴
っ
て
公
的
領
域
に
関
わ
る
べ
き
主
権
者
の
数
が
増
加
し
て
い
く

一
方
で
、
官
僚
制
の
発
展
に
よ
り
合
理
性
は
も
っ
ぱ
ら
規
則
支
配
的
な

行
動
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
的
知
性
は
専
門
家
、
行
政

官
、
政
治
的
技
術
者
に
引
き
渡
さ
れ
独
占
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
生
じ
、

そ
の
結
果
民
主
主
義
の
形
式
的
な
拡
大
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
的
領
域
が

(
調
)

縮
小
し
て
い
く
と
い
う
事
態
を
招
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
職
業
政
治
家
で
あ
っ
た
パ
l

ク
の
政
治
思
想
の
解

釈
を
通
じ
て
探
求
し
た
「
適
用
」
の
在
り
方
如
何
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

こ
の
政
治
的
判
断
力
の
問
題
に
通
じ
て
い
る
。
そ
し
て
ベ
イ
ナi
が
述

べ
て
い
る
通
別
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
理
解
の
深
ま
り
は
近
代
の
政
治

的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
有
効
な
処
方
築
と
成
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

ア
レ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
政
治
的
判
断
力
と
同
様
に
、
美
学
的
判
断
力
に
お
い
て
も
、
あ
る

決
定
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
決
定
を
下
す
の
は
、
常
に
あ
る
主
体
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
、
各
人
が
自
分
自
身
の
立
場
を
も
ち
、
そ
の
立
場
か

ら
自
分
で
世
界
を
見
渡
し
、
そ
の
上
で
判
断
す
る
、
と
い
う
単
純
な

事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
は
い
え
、
決
定
は
ま
た
、
世
界
そ
れ
自

身
が
客
観
的
与
件
、
す
な
わ
ち
そ
の
住
人
す
べ
て
に
共
通
の
も
の
で

(
お
)

あ
る
、
と
い
う
事
実
か
ら
も
由
来
し
て
い
る
」

〈公募論文〉

自
ら
を
「
行
動
の
場
の
哲
学
者
」
と
呼
ん
だ
パ
l

ク
は
、
ま
さ
に
生

涯
に
わ
た
っ
て
「
自
分
自
身
の
立
場
を
も
ち
、
そ
の
立
場
か
ら
自
分
で

世
界
を
見
渡
し
、
そ
の
上
で
判
断
す
る
」
こ
と
を
続
け
た
政
治
思
想
家

で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
彼
に
対
し
て
「
日
和
見
主
義
者
」
と
い
う
批
判

が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の
は
そ
の
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ま
た
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
の
残
し
た
テ
キ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
政
治

的
思
惟
が
単
な
る
所
属
す
る
党
派
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
と
ど
ま
ら
な
い
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「
世
界
そ
れ
自
身
が
客
観
的
与
件
、
す
な
わ
ち
そ
の
住
人
す
べ
て
に
共
通

の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
か
ら
も
由
来
し
て
い
る
」
と
思
わ
せ
る

魅
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
思
想
史
家
た
ち
を
魅
了
し
て
き
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

ス
タ
ン
リ
ス
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ

1

ク
解
釈
に
は
、
同
時
代
の

パ
l

ク
の
功
利
主
義
的
解
釈
か
ら
の
逸
脱
が
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
パ
ー

ク
思
想
に
お
け
る
自
然
法
思
想
の
重
要
性
を
十
分
に
は
認
識
で
き
て
い

な
い
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
〔
レ
ツ
キ
の
よ
う
な
功
利
主
義
的
解
釈
者
と
比
三
よ
り
鋭
敏
な
著
者

で
あ
っ
た
実
証
主
義
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、
:
;
:
パ
l

ク
に
想
定
さ

れ
て
い
る
功
利
主
義
と
パ
l

ク
が
反
対
し
た
形
市
上
学
的
権
利
へ
の

言
及
の
聞
に
、
密
接
で
一
般
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

るし
か
し
結
局
、

「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
パ
l

ク
の
『
自
然
権
』
へ
の
『
一
時
的
な
逸

脱
』
の
中
に
も
、
パ
ー
ク
に
想
定
さ
れ
て
い
る
功
利
主
義
の
中
に
生

来
的
に
付
属
し
て
い
る
付
着
物
の
中
に
も
、
何
も
の
も
見
い
出
す
こ

(
幻
)

と
が
な
か
っ
た
」
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ス
タ
ン
リ
ス
に
と
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
は
、
功
利
主

義
的
解
釈
に
も
自
然
法
思
想
解
釈
に
も
入
り
き
ら
な
い
、
暖
昧
さ
を
含

む
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
意
味
で
こ
の
指
摘
は
正
当
で
あ
る
。
実
際
、

こ
れ
ま
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
が
研
究
者
の
間
で
十
分
に
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
彼
の
パ
i

ク
解
釈
が
ど
こ

か
文
学
的
で
、
媛
昧
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
政
治
学
が
探
求
し
て
い
く
べ
き
課
題
と
し

て
の
政
治
的
判
断
力
の
問
題
を
知
る
我
々
に
と
っ
て
、
こ
の
暖
昧
さ
は

積
極
的
な
意
味
あ
い
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
政
治
的
判
断
力
の
問
題

が
、
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た

箇
所
の
註
で
、
ベ
イ
ナ
l

は
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。

• レスリー・スティ プンのパ ク解釈について

「
哲
学
的
伝
統
は
、
政
治
に
直
ち
に
適
用
し
う
る
道
徳
的
判
断
力
の

諸
理
論
ー
ー
ー
た
と
え
ば
、
自
然
法
、
功
利
主
義
、
そ
し
て
カ
ン
ト
の

定
言
命
法
ー
ー
ー
を
提
供
す
る
、
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
反
駁
を
受
け
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
判
断
能
力
そ
れ
自
身
に
関
す

る
理
論
で
あ
る
よ
り
も
、
妥
当
な
判
断
力
の
基
礎
な
い
し
は
基
盤
に

関
す
る
理
論
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
か
な
る
判
断
が
実
際
に
存
在

す
る
か
を
探
求
し
た
り
、
ま
た
実
際
の
判
断
過
程
を
支
配
す
る
諸
条

件
を
探
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
判
断
を
行
う
正
し
い
基
準
は
何
か
を
明

確
に
述
べ
る
。
な
お
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
判
断
を
規
定

す
る
普
遍
的
規
則
な
い
し
は
原
理
を
提
供
す
る
と
主
張
す
る
限
り
で
、

次政
元治
をを
捕規
え定
損的
な判
う主断
」力

の
領
域
内

位
置
イコ

け

反
省
的
判
断
力
の

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
が
暖
昧
に
見
え
た
の
は
、
彼
が
パ
ー

ク
の
政
治
思
想
が
有
す
る
反
省
的
判
断
力
の
次
元
に
お
け
る
可
能
性
に

焦
点
を
あ
て
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ

l

ク
解
釈
は
、
パ
ー
ク
の
政
治
思
想

が
持
つ
豊
か
な
可
能
性
を
掘
り
下
げ
て
い
く
道
し
る
べ
と
な
り
う
る
も

の
で
あ
る
。

今
や
我
々
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
パ
l

ク
を
評
し
た
先
の
一
言
葉
を
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
そ
の
も
の
に
あ
て
る
と
と
が
で
き
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
パ
l

ク
解
釈
は
「
ま
だ
確
実
に
定
式
化
さ
れ
た
結

論
に
到
達
し
て
い
な
い
と
し
て
も
き
わ
め
て
巨
大
な
価
値
を
有
す
る
も

の
と
し
て
認
め
う
る
」
「
彼
は
最
終
的
結
果
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
か
も

(
却
)

し
れ
な
い
が
、
彼
が
指
し
示
し
た
方
法
は
疑
い
も
な
く
正
し
い
」
。

(
す
え
と
み
・
ひ
ろ
し
)
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〈公募論文〉

富
国
民
口
白
E
F
司
昌
弘
町
喜
喜
喜
怒
ミ
E
N
F
同
d
o
g
E
拓
ω

自
島
田
官
。
円
F
2

。
同
盟
自
己
ロ
且
田
口
円
g
w
g
一-
p
n
-
R
O
E
S
F
E
m
・
。
民2
P
5
2
・
司
・
品
8

H
M
2
R』
・2
E
E
F
N口
雷
雲
弘
切
実
』f
R
Q
3
K
S
R
K
Q

言
語
』
h
G
N
P
H
d
o
d

巳
4
2
ω
伊
丹
可

。
同
冨
丘
盟
国p
g
p
g
g
(

以
下
[
印
冨
民ω
H
H
S∞
]
と
略
記
)
ま
た
、
ス

タ
ン
リ
ス
は
関
玄
室
ミ
切
主
己
臣
、
E
S
S
事
建
立
言
完
塁
。
E
H
E
F
Z
O
耳

切
2
5
4
2
n
r
L
S
Hに
お
い
て
、
パ
ー
ク
の
名
誉
革
命
観
に
よ
り
比
重
を

お
い
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
基
本
的
な
論
旨
は
前
著
と
変
え
て

し
な
し

例
え
ば
コ
ン
一
一
フ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

Q
ω自
由
ゎ
。
E
M
R
S
R

q
詰
冶
目p
g

守
司
印g
g
d
E
2
5
q
。
『
Z
命
者
吋
。
円r
P
E
P
S
F

司

自
印
)
、
ス
タ
ン
リ
ス
の
パ
1

ク
解
釈
の
思
想
的
源
流
に
は
、
レ
オ
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
が
『
自
然
権
と
歴
史
』
で
示
し
た
古
典
的
自
然
権
と
近
代
的

自
然
権
の
区
別
と
定
式
化
が
あ
る
。
ス
タ
ン
リ
ス
自
身
も
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
ど
を
認
め
て
い
る
(
[
印
g
ロ

-
a
L
8
2司
-
H
H
)

。

(
4
)
』
・
同
・
ロ
5
5
忌

F
d
庄
司
自
ι
Z
ω富
山
-
E
司
自
国
民
宵
0

・

ω
=

。
ぉF
S

同
ミ
E
h
白
書
室
札
勾
保
守
重
吉
凶
3
.
E
S
N廷
と
保
持
Z
E
F
E
S
H
4
2
ω
・s
s

(
以
下
[
ロ
ロ
舌
且
身L
S
N
]
と
略
記
)

[
ロE
5
E
可
L
S
N
]
目y
N
出
ム
ま
た
、
八

0
年
代
以
降
、
わ
が
国
で

精
力
的
な
パ
ー
ク
研
究
を
展
開
し
て
い
る
岸
本
広
司
も
、
『
パ
1

ク
政
治

思
想
の
形
成
』
に
お
い
て
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
内
に
伝
統
的
自
然
法

思
想
と
功
利
主
義
思
想
の
両
方
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
(
岸
本
広
司
『
パ
l

ク
政
治
思
想
の
形
成
』
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
八
九
年
、
三
O
三
|
三
O
八
頁
以
下
[
岸
本
二
九
八
九
]
と
略

記
)
o
岸
本
は
続
く
『
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
展
開
』
に
お
い
て
は
、
伝
統

的
自
然
法
思
想
を
よ
り
重
視
し
た
解
釈
に
傾
斜
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ

れ
る
(
岸
本
広
司
『
パ
1

ク
政
治
思
想
の
展
開
』
御
茶
の
水
書
一
房
、
二
0

0
0
年
、
五
O
五
六
頁
)
。
岸
本
の
基
本
姿
勢
は
、
こ
う
し
た
解
釈
上

2 3 5 
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6 

の
問
題
に
先
立
つ
課
題
と
し
て
、
ま
ず
は
、
パ
l

ク
の
言
説
を
そ
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
正
確
に
理
解
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

c

こ
の

点
を
最
優
先
課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
た
岸
本
の
微
密
な
パ
1

ク
研
究
に
、

本
稿
は
極
め
て
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

紙
幅
の
制
約
上
、
パ
l

ク
思
想
の
受
容
史
に
つ
い
て
の
詳
し
い
紹
介
は

割
愛
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
願
い
た
い
。
【
岸
本
二
九

八
九
]
四
一
四
頁
出
問

F
R
F
切
実
写
ぱ
旬
、
》
ミ
E
ミ
言
寄
河
内
三
塁
。
ぉ

室
町
V
Q言
〕
F
C
o
。
円
問
。
〉
-
-
m国侍
司
口
当
日P
H
甲
∞
印
'
司5m
T
S
m
v
・

本
稿
と
の
関
係
で
少
し
だ
け
述
べ
て
お
く
と
、
ス
タ
ン
ソ
ス
ら
の
パ
ー

ク
研
究
が
「
パ
ー
ク
リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
」
と
称
さ
れ
る
所
以
に
は
、
二
十

世
紀
前
半
の
英
国
で
、
歴
史
学
に
お
け
る
実
証
主
義
的
方
法
の
重
要
性

を
強
調
し
、
ウ
イ
ツ
グ
史
学
批
判
を
展
開
し
た
ネ
l

ミ
ア
学
派
に
よ
っ

て
、
「
日
和
見
主
義
者
」
と
し
て
の
厳
し
い
パ
ー
ク
批
判
が
起
こ
っ
た
と

い
う
事
実
、
か
あ
る
。
ス
タ
ン
リ
ス
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
を
含
む
十
九
世

紀
の
パ
i

ク
解
釈
者
の
多
く
を
功
利
主
義
的
解
釈
者
と
し
て
批
判
し
た

背
景
に
は
、
そ
う
し
た
解
釈
が
評
価
の
方
向
性
と
そ
対
照
的
な
が
ら
、

ネ
|
ミ
ア
ら
の
パ
l

ク
批
判
に
道
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ス
タ
ン
リ
ス
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
十

九
世
紀
の
パ
ー
ク
解
釈
者
た
ち
を
し
ば
し
ば
、
功
利
主
義
的
、
実
証
主

義
的
研
究
者
と
呼
ん
で
い
る
(
例
え
ば
U
S
E
-
ω
-
H

甲
山
∞
]
司
-
R
S
L
広
)
。

ま
た
彼
が
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
、
自
然
権

思
想
の
復
興
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
展
開
し
た
の
も
、
歴
史
実
証
主
義
批

判
で
あ
っ
た

(
F
g∞
百
E
F
b
重
要
ミ
同
ぬ
芝
霊
平
司
自
向
。
タ
ロ

E
2

円
宮
司

。
『(
U
E
E曲
。
p
g
p
H
g
u
-
-】・
由
了
g
-

塚
崎
智
・
石
崎
嘉
彦
訳
『
自
然

権
と
歴
史
』
昭
和
堂
、
一
九
八
八
年
、
二
二
|
九
O
頁
)
。

以
上

[
m
Cロ-
Z
L
8
2
-
Y印
'
M吋

w
司

ω
十
ち

以
上
[
印g
巳
昌
一
呂
町
∞
]
官N
斗
a
U
A
H

・

[
印
宮
口
-
出
品
甲
印
∞
]
官

-
M申
E
8
・
特
に
司
・ω∞
-
色
、
合hp
ミ
お
よ
び
司
-
M
U
ω
N怠

9 8 7 
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特
に
-
Y
N企
・

[
む
】
ロ
唱
広
且
〕
士
一
戸
申
由
回
]
司

N
A
F
F

E

問
。
印
お
青
色
町
内
昌
司
。
『
開
基

m
z
d
E
警

B
P
O
E
H
5
5
P
R
S
­

〈
o
-
-
M
-
z
o
d

司
可
。
吋F
Fの
同
司

E
C出
自
〆
印
。5
・
区
一
可
申
司
唱

-
M
N
0・
訳
文
は

中
野
好
之
訳
『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
思
想
史
(
下
)
』
筑
摩
書
房
、
一
九

八
五
年
、
九
七
頁
に
よ
る
。
以
下
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
に
つ

い
て
は

U
N
C一
九
七
]
の
よ
う
に
、
原
書
と
訳
書
の
ペ
ー
ジ
数
の
み
を

記
す
。

[
N
N
H
・
九
八
]

[
N
M
H
・
一
O
八
】

[
N
N印二

O

一
]

[
N
8二

O
二
]

[
∞-
Eロ
]
町
一
回
申
印
∞
]
司
・

ω
]「

[
N
N叶二
O
三
]

[
N
N叶一

O
三
!
四
]

[
M
M一コ
一
O
四
]

[
M
M
J
了
一
O
四
]

[
N
M∞二

O
四
|
五
]

[
N
N申二
O
六
]

[
N
N由二

O
六
]

[
N
ω
C
一
一
O
七
]

h
M
M∞一
一O
四
五
]

[
N臼
二

O
八
]
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

〔N
ω申
一
一
一
五
六
]

[
N
ω由一
一
一
占
ハ
]

[
N怠
一
一
一
七
]

[
N
N
C
一
九
七
]

望
日
ロ
ロ
仏
国
民
F
h
寺
ミ
H
T
S
S
m弓室
町
。
号
。
F出
雲
E
m
p』
ゎ
・
呂
田
目
。

~~~~~~~~~~~~~~--~---
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 四 18 17 16 15 14 13 12 
~~~~~~~~~~~~~~~~--~-

(
o
p
)
・
巧
。
円z
a

→
F
O
回
開Z
E
C
S
R
島
町
開
島
国
戸
阿
国
且
回
R
-内0

・
5
3

・
S
F

A
r
-
】
・
5

叶
・
中
野
好
之
訳
、
「
新
ウ
イ
ツ
グ
か
ら
旧
ウ
イ
ツ
グ
へ
の
上
訴
」

『
パ
!
ク
政
治
経
済
論
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
一

0
0
0

年
、
六
五
七

頁
、
な
お
、
引
用
箇
所
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
部
分
は
原
文
で
は
ラ
テ
ン
語

で
あ
り
、
中
野
訳
で
は
そ
れ
も
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
割
愛
し
た
。

[
H
U
C一一
一
一
]

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
彼
の
同
時
代
の
政
治
学
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉
(
二

ー
、
注
(
印
)
)
。

(
鈍
)
問
。
ロ
佳
因
企
ロ
o
n
h
g吐
S
C
R必
要
母
乳λ
F
o
d
a
z
u
H
E
q

。
R
E
S

向
。
司5
8

F
5
8

・
官
-
H
I
E
-
浜
田
義
文
監
訳
『
政
治
的
判
断
力
』
法
政
大
学
出

版
局
、
一
九
八
八
年
、
一
一
一
ニ
頁
、
以
下
両
巴
口
昭
一
忌
∞

ω
↓
一
九
八

八
]
と
略
記
し
、
原
書
と
訳
書
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
。

[
回
色
白25
8

↓
一
九
八
八
]
(
也
子
哲
三
H
F
H弓
)

[
回E
間
百
円
一
回
申
由
印
↓
一
九
八
八
〕
(
ミ
リ
一
一
一
一
一
)

[
印
宮
口
E
ω
一
回
申
印
∞
]
唱
・
出

[
国
企
口
昭
一
回
申
∞

ω
↓
一
九
八
八
]
(
H
S一
二
四
九
|
二
五
O
)

一
一11

で
引
用
(
注
(
初
)
)
。

33 32 (
お
)

(
お
)

(
幻
)

(
犯
)

(
ぬ
)
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『
自
由
諭
現
在
性
の
系
譜
学
』
(
酒
井
隆
史
著
)

安
田
常
雄

「
お
そ
ら
く
私
た
ち
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
外
堀
を
ほ
ぼ
埋
め
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
」

0

「
あ
と
が
き
」
で
著
者
は
苦
い
感
慨
を
記
し
て

い
る
が
、
こ
こ
が
本
書
が
生
ま
れ
て
く
る
発
光
の
場
所
で
あ
る
。

そ
れ
は
特
に
こ
v
二
O
年
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
か
け
芦
の
も
と
で

進
行
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会
あ
る
い
は
家
族
・
教
育
そ
し
て
街
路
な
ど

の
領
域
で
噴
出
し
て
い
る
「
『
人
間
性
』
の
剥
奪
の
露
骨
さ
」
(
四
四
八
頁
)

評〉

酒井隆史著

青土社， 2001 年

『自由論 現在性の系譜学』

<< ，長線

〈書• 105 

と
い
う
光
景
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
エ
リ
ー
ト
層
は
も
は
や
意
図

を
隠
す
こ
と
も
な
く
堂
々
と
こ
の
方
向
を
称
揚
し
、
多
く
の
人
々
は
そ
の

意
図
を
知
り
つ
つ
、
シ
ニ
シ
ズ
ム
の
沈
黙
の
な
か
に
身
を
隠
す
。
著
者
は

こ
の
目
も
く
ら
む
落
差
に
「
得
体
の
知
れ
な
さ
と
大
き
な
恐
怖
」
を
覚
え

る
と
書
い
て
い
る
。
情
況
を
こ
の
よ
う
に
見
る
ま
な
ざ
し
は
、
も
ち
ろ
ん

一
般
的
で
は
な
い
。
異
論
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
お
そ
ら
く
そ

の
底
に
は
著
者
の
固
有
の
経
験
の
次
元
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
切

実
さ
が
本
書
の
問
題
提
起
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
(
そ
の
一
端
は
、
著
者
の
「
ト

l

キ
ョ
l

内
戦
」
「
現
代
思
想
』
ニ
0
0

0
年
十
月
号
に
描
か
れ
て
い
る
)
。

本
書
の
構
成
は
序
章
「
新
し
い
権
力
地
図
が
生
ま
れ
る
と
き
」
、
I

「
フ
l

コ
!
と
自
由
の
現
在
」
、
H

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
自
由
」
の
三
本
の
軸
で
作

ら
れ
、
序
章
は
全
体
の
総
論
的
論
理
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
序

論
(
総
論
)
の
論
理
を
軸
に
本
書
の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

序
論
で
は
前
述
し
た
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
型
の
「
『
人
間
性
』
の
剥
奪
」

モ
デ
ル
の
起
源
が
、
一
九
七
0
年
代
以
降
の
イ
タ
リ
ア
に
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
運
動
以
後
」
と
象
徴
的
に
ネ
イ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
労
働
者
主
義
」
に
対
抗
す
る
資
本
の
反
撃
の
な
か

で
、
一
方
で
は
労
働
者
は
生
産
の
場
か
ら
排
除
さ
れ
(
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
、
情
報
化
な
ど
て
他
方
で
イ
タ
リ
ア
共
産
党
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と

の
コ
l

ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
協
調
の
も
と
で
、
労
働
者
は
社
会
的
な
も
の
、

政
治
的
な
も
の
か
ら
も
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
「
市
民

社
会
の
衰
退
」
は
メ
デ
ィ
ア
の
関
与
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
排
除
を
通
し
て

実
現
さ
れ
、
社
会
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
排
除
さ
れ
た
場
所
に
「
シ
ミ
ユ
レ
l
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シ
ヨ
ン
と
し
て
の
市
民
社
会
」
が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
な
る
(
メ
デ
ィ
ア
で

の
シ
ミ
ュ
ラ
!
ク
ル
な
同
意
形
成
)
。
ま
た
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
「
管
理
統

制
主
義
」
は
、
旧
来
の
労
働
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
変
容
さ
せ
た
。
一
方

で
は
派
遣
業
・
パ
l

ト
労
働
が
常
態
化
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
生
産

過
程
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
込
み
と

L

と
も
に
、
労
働
者
は
知

的
ス
キ
ル
・
肉
体
的
ス
キ
ル
・
経
営
者
的
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
が
要
求
さ

れ
、
し
か
も
労
働
現
場
だ
け
で
は
な
く
、
二
四
時
間
「
生
活
世
界
」
で
自

ら
の
能
力
を
陶
冶
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
(
社
会
の
工
場
化
)
。

こ
う
し
た
資
本
労
働
関
係
の
変
容
の
構
図
は
、
八
O

九
0
年
代
に
深

化
し
て
い
く
。
H

に
収
録
さ
れ
る
「
〈
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
〉
の
上
昇
」
で
は
、

M
・
デ
イ
ヴ
イ
ス
『
要
塞
都
市
L
A
』
を
素
材
に
、
幾
層
に
も
わ
た
る
ゲ

イ
テ
イ
ツ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
意
味
が
論
じ
ら
れ
、
「
ア
ン
ダ
ー

ク
ラ
ス
」
(
新
し
い
危
険
な
階
級
)
と
い
う
実
態
が
創
出
さ
れ
る
過
程
が
鮮

や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
恐
怖
と
秘
密
の
政
治
学
」
で
は
秘

密
工
作
を
題
材
に
、
監
視
活
動
の
現
代
的
形
態
が
活
写
さ
れ
、
そ
こ
で
は

標
的
の
拡
大
、
多
様
化
と
目
標
の
拡
大
の
な
か
で
、
監
視
活
動
は
い
わ
ば

社
会
の
な
か
に
溶
け
込
ん
で
い
き
、
企
業
や
社
会
の
活
動
領
域
と
警
察
軍

事
の
活
動
領
域
が
融
解
す
る
傾
向
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
事
態
は
こ
れ
ま
で
の
権
力
論
の
系
譜
の
な
か
で
ど
の

よ
う
に
捉
え
返
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
著
者
の
思
想
史
的
問
題
関

心
が
あ
り
、
フ
l

コ
|
の
「
統
治
性
」
論
へ
の
転
回
を
媒
介
に
こ
の
新
た

な
事
態
の
意
味
を
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
書
の
I

は
「
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
の
差
異
と
反
復
」
(
統
治
論
)
、
「
生
に
折
り
畳
ま
れ
る
死
」
(
権
力
論
)
、

「
敵
対
の
転
位
」
(
法
・
ノ
ル
ム
論
)
と
題
さ
れ
た
三
本
の
フ
l

コ
i

論
か
ら

• 

な
り
、
上
記
の
論
点
を
深
め
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
一
一
言
で
い
え
ば
、
「
交
渉
」
と
「
調
停
」
を
通
し
て
国
家
へ
の

「
統
合
」
(
抑
圧
)
を
目
ざ
す
「
近
代
国
民
国
家
」
H

福
祉
国
家
的
権
力
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
「
正
常
状
態
」
(
ノ
ル
ム
)
の
達
成
と
維
持
の
実
現
(
排

除
)
を
目
ざ
す
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
国
家
」
の
危
機
管
理
的
権
力
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
へ
の
転
固
と
な
る
。
そ
こ
で
は
か
つ
て
「
統
合
」
の
前
提
と
さ
れ
た

コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
含
む
「
社
会
」
は
衰
退
し
、
国
家
の
社
会
か
ら
の
分
離

が
進
行
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
「
リ
ス
ク
」
は
社
会
化
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
個
人
で
処
理
す
べ
き
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
(
新
し
い
保
険
数
理
主
義
)
0

と
う
し
て
か
つ
て
フ
!
コ

l

が
強
調
し
た
「
規
律
権
力
」
(
偏
在
す
る
ミ
ク

ロ
権
力
の
多
様
な
統
合
、
パ
ノ
プ
テ
イ
コ
ン
論
)
の
作
用
は
後
景
に
退
い
て
い

く
。
犯
罪
は
矯
正
、
更
正
、
社
会
復
帰
と
結
合
し
た
概
念
か
ら
、
隔
離
、

無
害
化
、
抑
止
と
結
び
つ
き
、
確
率
を
根
拠
に
し
た
危
険
性
か
ら
の
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
視
線
か
ら
捉
え
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば

グ
ロ
l

パ
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
の
中
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
中
継
点
と
し

て
の
偏
在
す
る
複
数
・
多
元
的
な
統
治
の
再
編
成
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
だ
(
著
者
は
こ
れ
を
「
統
治
の
脱
国
家
化
」
と
も
表
現
す
る
。
七
五
頁
)
。
そ

れ
は
湾
岸
戦
争
に
一
つ
の
範
型
を
も
っ
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ス
ム
ー

ズ
な
平
面
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
グ
ラ
ム
シ
の
い
う
「
陣
地
戦
」
の
意
味

は
終
荒
す
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
気
の
滅
入
る
よ
う
な
世
界
か
ら
の
出
口
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
著
者
の
着
眼
の
特
徴
は
、
そ
の
新
し
い
世
界
も
深
い
ア
ン
ヴ
イ

パ
レ
ン
ト
を
内
蔵
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
両
義
性
と
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
フ
ロ
ー
が
価
値
増
殖
過
程
に
と
っ
て
過
剰
に
な
っ
て
い
る
こ
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と
に
根
拠
を
お
き
、
そ
こ
か
ら
一
面
で
は
社
会
総
体
が
利
潤
生
産
の
場
に

な
る
と
同
時
に
、
資
本
の
命
令
か
ら
逃
れ
る
可
能
性
(
主
体
形
成
)
を
生
み

出
す
場
に
な
る
し
ι

い
う
。
著
者
は
ヴ
イ
ル
ノ
の
依
拠
し
て
、
そ
れ
を
「
ゆ

る
ぎ
な
い
不
安
定
性
」
(
四
九
頁
)
と
表
現
す
る
。
そ
れ
は
「
フ
レ
キ
シ
ピ

リ
テ
イ
を
強
化
し
な
が
ら
、
同
時
に
ル
l

ル
の
強
制
力
を
確
保
す
る
」
(
同
)

こ
と
。
そ
し
て
問
題
の
所
在
は
ネ
グ
リ
に
な
ら
っ
て
「
も
は
や
資
本
の
実

質
的
包
摂
に
よ
っ
て
根
本
的
に
根
を
失
い
、
あ
て
先
な
く
さ
ま
よ
う
純
粋

な
『
帰
属
』
|
|
帰
属
そ
の
も
の
が
消
失
し
た
の
で
は
な
い
|
|
に
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ど
の
よ
う
な
『
領
土
』
を
与
え
る
か
、
ど
の
よ
う
な
政

治
的
形
式
を
与
え
か
え
す
か
」
(
五
二
|
三
頁
)
と
定
式
化
さ
れ
る
。
こ
こ

が
著
者
の
い
う
「
自
由
」
の
試
金
石
に
な
る
。

簡
略
な
紹
介
か
ら
も
看
取
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
本
書
は
ネ
オ
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
よ
ば
れ
る
世
界
が
い
か
に
こ
れ
ま
で
と
は
ち
が
う
新
し
い

権
力
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
か
に
注
目
し
、
そ
の
特
質
の
解
明
に
果

敢
に
挑
戦
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
事
態
は
世
界
史
的
に
現
在
進

行
中
で
あ
り
、
今
後
賛
否
を
含
め
た
議
論
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
同
時

に
本
書
の
意
義
は
そ
う
し
た
現
代
社
会
研
究
と
社
会
思
想
史
研
究
と
の
緊

張
を
も
っ
た
結
合
が
目
指
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
社
会

研
究
な
き
社
会
学
主
義
(
思
想
史
主
義
)
と
論
理
な
き
現
状
分
析
主
義
へ
の

暗
黙
の
批
判
を
内
蔵
し
て
い
る
。
フ

l

コ
l

の
権
力
論
の
転
回
(
規
律
権

力
論
か
ら
統
治
性
論
へ
)
自
体
が
新
し
い
権
力
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
形
成
に
即

応
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
さ
に
そ
れ
故
に
今
日
の

権
力
分
析
の
た
め
の
重
要
な
思
想
的
武
器
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
社
会
思
想
史
研
究
と
は
社
会
研
究
に
根
を
お
き
、
そ
れ
と
の
緊
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張
の
中
で
、
そ
の
社
会
そ
の
も
の
の
存
立
の
構
造
を
解
析
す
る
と
い
う
初

心
を
伝
え
て
く
れ
る
。
た
だ
現
代
日
本
社
会
分
析
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は

ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
や
L
A
の
事
例
紹
介
の
光
源
に
よ
っ
て

照
明
が
あ
て
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
文
学
作
品
を
参
照
系

に
し
た
叙
述
ス
タ
イ
ル
は
一
面
で
と
て
も
魅
力
的
で
あ
る
が
、
他
面
で
事

態
の
極
限
的
イ
メ
ー
ジ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
す
ぎ
る
懸
念
も
感
じ
た
。

し
か
し
全
体
と
し
て
こ
う
し
た
試
み
は
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
そ
の
方
法
的
意
義
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

残
り
の
紙
幅
も
少
な
い
が
、
三
こ
で
は
二
つ
の
疑
問
だ
け
を
記
す
こ
と

に
し
た
い
。
第
一
の
疑
問
は
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
権
力
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
新
し
い
特
徴
が
「
ノ
ル
ム
」
を
基
準
と
し
た
隔
離
・
無
害
化
・

抑
止
に
あ
る
こ
と
は
本
書
の
分
析
に
鮮
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
旧
来
の
矯

正
・
更
正
・
社
会
復
帰
と
い
う
「
統
合
」
型
権
力
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
そ
の
両
義
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
二
重
化
の
構
造
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
る
か
に

つ
い
て
本
書
か
ら
十
分
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
言
い

換
え
れ
ば
、
旧
来
の
「
国
民
国
家
型
」
の
統
合
と
排
除
と
グ
ロ
l

パ
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
型
の
統
合
と
排
除
と
が
ど
の
よ
う
に
重
層
し
、
差
異
化
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
著
者
の
表
現
に
即
し
て
い
え
ば
、
多

元
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
の
「
国
民
国
家
」
の
相
対
化
が
叫
ば
れ
な

が
ら
、
国
家
の
力
量
が
増
大
し
て
い
く
と
い
う
逆
説
(
一

O

六
頁
)
を
権
力

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
重
層
的
変
質
と
い
う
文
脈
に
即
し
て
解
析
す
る
こ
と
と

い
え
よ
う
。
ま
た
社
会
思
想
史
研
究
の
文
脈
で
言
え
ば
、
フ
l

コ
l

の
「
規

律
権
力
論
」
と
「
統
治
性
論
」
と
が
ど
の
よ
う
に
差
異
を
も
ち
つ
つ
・
一
重
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化
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。

第
二
の
疑
問
は
「
解
放
」
の
方
位
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
著
者

も
言
う
よ
う
に
本
書
は
そ
の
「
展
望
」
を
一
不
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
随
所
で
一
言
及
さ
れ
る
「
展
望
」
の
断
片
は
そ
れ

自
体
重
要
で
魅
力
的
な
視
点
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
抽
象
的
な

次
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
個
々
の
人
々
の
能
力
の
増
進
を
他

者
へ
の
従
属
に
む
す
び
つ
け
る
デ
イ
レ
ン
マ
を
超
え
た
「
自
律
的
な
集
団

的
実
践
の
構
築
」
(
一
四
頁
)
。
ヴ
イ
ル
ノ
の
い
う
群
集H
多
数
性
と
し
て

の
「
大
衆
知
性
」
(
五
四
頁
)
。
ア
レ
ン
ト
の
「
技
芸
」
(
知
性
と
活
動
と
の
結

合
)
(
五
七
頁
)
。
フl

コ
l

の
い
う
「
地
下
性
」
の
「
暗
さ
」
と
し
て
の

「
公
共
性
」
(
二
四
九
頁
)
。
フ
l

コ
l

に
お
け
る
「
街
路
」
と
「
経
験
」
の

意
味
(
同
)
。
ま
た
現
場
性
に
立
ち
止
ま
る
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

「
知
識
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
。
へ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
が
シ
ニ
シ
ズ
ム
へ

転
落
す
る
こ
と
を
き
わ
ど
く
回
避
す
る
思
想
的
ス
タ
ン
ス
(
四

O
七
頁
)
。

そ
し
て
自
由
と
は
蜂
起
を
内
包
し
た
「
統
治
さ
れ
る
も
の
の
権
利
」
(
四

O

三
頁
)
と
い
う
視
点
な
ど
。
問
題
は
こ
う
し
た
抽
象
性
を
今
日
の
「
市
民
」

や
「
生
活
者
」
そ
し
て
「
運
動
」
の
な
か
で
い
か
に
具
体
化
で
き
る
か
に

あ
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
た
課
題
と
受
け
と
め
る
べ
き
だ
ろ

h
qノ
。

• 
総
じ
て
本
書
に
よ
っ
て
広
い
論
議
が
可
能
に
な
る
一
つ
の
場
が
確
実
に

形
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
の
本
の
抽
象
的
な
言
葉
が
ど
こ
に
届

い
て
い
く
の
か
と
い
う
危
倶
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て

お
き
た
い
。
ま
た
校
正
ミ
ス
な
ど
が
散
見
す
る
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。

(
や
す
だ
・
つ
ね
お
)

『
ウ
ェL
ハ1
研
究
の
諸
諭
尽
|
|
経
済
史
と
の
関
連
で
』

(
田
中
真
晴
著
)

肥
前
栄

本
書
は
プ
レ
ハ
l

ノ
フ
研
究
(
『
ロ
シ
ア
経
済
思
想
史
の
研
究
|
|
プ
レ
ハ
|

ノ
フ
と
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九
六
七
年
)
で
知
ら
れ

る
著
者
が
、
「
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
主
と
し
て
専
門
誌
に
発
表
し
て
き
た

論
文
の
う
ち
、
今
な
お
愛
着
を
も
っ
て
い
る
諸
論
文
に
、
学
界
で
報
告
し

た
が
印
刷
は
し
な
か
っ
た
論
考
を
加
え
、
ま
と
め
た
」
(
「
あ
と
が
き
」
)
論

『ウェーパー研究の諸論点 経済
学史との関連で』

田中真晴著

未来社， 2001 年
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文
集
で
あ
る
。
本
書
は
著
者
自
身
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
逝
去
の
一
年
後
に
田
中
秀
夫
氏
の
解
説
を
添
え
て
、
遺
稿
集
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
初
め
に
目
次
を
掲
げ
て
お
こ
う
(
カ
ツ
コ
内
は
初
出
年
次
)
。

評〉

第
一
部
ウ
ェ

l

パ
l

研
究
の
諸
論
点

第
一
章
因
果
性
問
題
を
中
心
と
す
る
ウ
ェ

l

パ
|
方
法
論
の
研
究

(
一
九
四
九
年
)

第
二
章
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l

パ
l

に
お
け
る
農
政
論
の
構
造
(
一

九
五
九
年
)

第
三
章
ウ
ェ

l

パ
!
の
ロ
シ
ア
論
研
究
序
説
二
九
七
七
年
)

第
四
章
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l

パ
l

の
貨
幣
論
新
資
料
(
一
九
七
七
年
)

第
五
章
ウ
ェ

l

パ
l

の
貨
幣
論
(
一
九
七
八
年
)

第
二
部
経
済
思
想
史
論
考

第
一
章
貨
幣
生
成
の
論
理
(
一
九
八
三
年
)

第
二
章
ヒ
ュ

l

ム
の
死
と
ス
ミ
ス
(
一
九
八
三
年
)

第
三
章
一
八
九

0
年
代
初
頭
の
経
済
学
会
1
1

イ
ギ
リ
ス
(
一
九

八
五
年
)

第
四
章
社
会
主
義
像
と
思
想
の
問
題
(
一
九
九
二
年
)

付
・
書
評
三
編

1

内
田
義
彦
編
『
古
典
経
済
学
研
究
』
上
巻
(
一
九
五
七
年
)

2

新
し
い
マ
ル
ク
ス
伝
を
読
む
(
一
九
七
六
年
)

3

杉
山
忠
平
編
『
自
由
貿
易
と
保
護
主
義
ー
ー
そ
の
歴
史
的
展
望
』

(
一
九
八
七
年
)

あ
と
が
き
(
一
九
九
八
年
)
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田
中
真
晴
先
生
の
学
問
、
思
想
と
人
柄
|
|
解
説
に
代
え
て
(
田
中
秀
夫
)

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
著
者
は
元
来
ウ
ェ
l

パ
l

研
究
者
と
し
て
出
発
し

た
人
で
あ
り
、
ウ
ェ
l

パ
l

に
対
す
る
関
心
と
深
い
理
解
と
が
一
貫
し
て

い
た
。

第
一
部
第
一
章
は
著
者
二
十
四
歳
の
大
学
院
特
研
生
時
代
の
学
界
デ

ヴ
ュ
1

作
品
で
あ
り
、
ウ
ェ
l

パ
l

社
会
科
学
方
法
論
に
お
け
る
開
拓
的

研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
ウ
ェ
l

パ
l

の
方
法
論
の
特
徴
と
さ
れ
る
も
の
の

う
ち
、
「
没
価
値
性
理
論
」
と
「
理
念
型
理
論
」
の
背
後
に
お
し
ゃ
ら
れ
て

き
た
「
因
果
性
理
論
」
が
特
に
「
因
果
帰
属
」
の
問
題
に
即
し
て
明
快
に

分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
前
期
の
「
古
代
文
化
没
落
の
社
会
的
根
拠
」

と
後
期
の
『
宗
教
社
会
学
』
と
が
比
較
さ
れ
、
因
果
帰
属
の
問
題
に
お
け

る
「
原
因
総
体
性
の
ア
ポ
リ
ア
」
を
克
服
し
た
後
期
に
お
け
る
方
法
的
精

激
化
の
跡
が
た
ど
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
は
前
期
ウ
ェ

l

パ
l

の
重
要
な
成
果
で
あ
る
ド
イ
ツ
農
政
論
(
内

地
植
民
政
策
を
中
心
と
す
る
)
を
取
り
上
げ
、
社
会
政
策
学
会
に
結
集
し
た

ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
諸
潮
流
(
ワ
グ
ナ
l

、
シ
ユ
モ
ラ
l

、
ブ
レ
ン
タ
l

ノ
の

諸
派
)
の
な
か
に
そ
れ
を
位
置
づ
け
つ
つ
、
そ
の
特
徴
(
基
本
的
に
シ
ュ
モ

ラ
l

派
に
近
い
が
、
し
か
し
民
族
政
策
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
ユ
ン
カ
|
に
支
配

さ
れ
た
農
業
構
造
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革
構
想
に
お
い
て
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ

る
)
を
解
明
し
た
重
厚
な
労
作
で
あ
る
。
問
題
設
定
の
背
景
に
、
当
時
支

配
的
で
あ
っ
た
レ
l

ニ
ン
の
農
業
論
(
「
一
一
つ
の
道
」
論
)
が
あ
り
、
本
書

に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
「
ウ
ェ
l

パ
l

の
政
治
的
立
場
」
(
出
口
勇
蔵
編
『
経

済
学
説
全
集
6

』
河
出
喜
一
房
、
一
九
五
六
年
)
な
ら
び
に
「
ド
イ
ツ
社
会
政
策
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学
会
の
農
政
論
と
そ
の
思
想
的
背
景
」
(
『
経
済
論
叢
』
八
コ
寸
三
一
、
一
九
五

九
年
)
お
よ
び
と
り
わ
け
ウ
ェ
l

バ
l

『
国
民
国
家
と
経
済
政
策
』
(
未
来

社
、
一
九
五
九
年
、
二
0
0
0

年
)
の
訳
業
に
付
さ
れ
た
訳
者
解
説
と
あ
わ

せ
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
は
、
前
掲
主
著
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
に
新
た
な
知
見
を
得
た
著
者

が
、
一
九
O
五
年
革
命
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
l

パ
l

の
「
ロ
シ
ア
革
命
二
論
」

(
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
市
民
的
民
主
主
義
の
状
態
に
つ
い
て
』
、
『
ロ
シ
ア
の
外
見
的

立
憲
制
へ
の
移
行
』
)
に
つ
い
て
「
地
味
な
紹
介
」
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
そ
の
後
『
ロ
シ
ア
革
命
論

I

』
(
雀
部
幸
隆
他
訳
、
名
大
出
版
会
、

一
九
九
七
年
)
、
『
同H
』
(
肥
前
栄
一
他
訳
、
一
九
九
八
年
)
と
し
て
訳
出
さ

れ
た
。
著
者
は
そ
こ
で
、
十
二
月
の
モ
ス
ク
ワ
の
武
装
蜂
起
に
関
連
し
た
、

「
お
ろ
か
な
蜂
起
」
と
す
る
ウ
ェl
パ
l

の
レ
i

ニ
ン
批
判
を
注
記
し
て
い

る
が
(
一
O
三
頁
)
、
し
か
し
こ
れ
に
対
す
る
レ
l

ニ
ン
の
重
要
な
反
論
に

は
触
れ
て
い
な
い
。

第
四
、
五
章
は
一
転
し
て
ウ
ェ
l

パ
i

の
貨
幣
論
を
論
ず
る
。
ま
ず
第

四
章
は
ウ
ェ
l

バ
l

の
ク
ナ
ッ
プ
に
宛
て
た
、
一
九
O
六
年
七
月
二
十
一

日
付
書
簡
の
紹
介
と
書
評
で
あ
る
。
貨
幣
に
つ
い
て
の
ク
ナ
ッ
プ
の
「
法

的
概
念
」
構
成
に
対
し
て
ウ
ェ
l

パ
|
は
『
経
済
と
社
会
』
(
第
一
部
第
二

章
第
六
節
)
で
は
「
社
会
学
的
概
念
構
成
」
を
目
指
す
と
い
う
相
違
が
一

方
で
あ
る
と
と
も
に
、
し
か
し
両
者
は
ス
ミ
ス
や
マ
ル
ク
ス
と
は
具
質
の

歴
史
学
派
の
伝
統
の
中
で
、
支
払
い
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
機
能
を
重
視

す
る
と
い
う
共
通
性
を
有
し
た
。
ウ
ェ
l

パ
l

は
ク
ナ
ッ
プ
の
貨
幣
論
に

対
し
て
全
体
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
章
は
貨
幣
学
説
史
の
中
で
の
ウ
ェ
l

パ
l

の
位
置
づ
け
の
試
み
で

• 

あ
る
。
ま
ず
、
ク
ニ
l

ス
、
ク
ナ
ッ
プ
、
ミ
l

ゼ
ス
の
貨
幣
論
に
つ
い
て
、

歴
史
学
派
貨
幣
論
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
、
つ
い
で
『
経
済
と
社
会
』
の
貨

幣
項
を
中
心
と
す
る
ウ
ェ

l

パ
!
の
貨
幣
論
に
つ
い
て
、
そ
の
貨
幣
定
義

が
、
歴
史
学
派
の
貨
幣
論
を
素
材
的
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
、
貨
幣
名
目

説
に
属
し
、
「
管
理
通
貨
」
を
ふ
く
む
同
時
代
の
現
代
貨
幣
を
築
点
と
し
、

比
較
経
済
史
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
原
始
貨
幣
お
よ
び
社
会
主
義
貨

幣
は
別
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
ジ
ン
メ
ル
、
シ
ュ
ル
ツ
ら
の

貨
幣
論
と
の
対
比
で
指
摘
さ
れ
る
。
ウ
エ
|
バ

l

は
貨
幣
論
に
お
い
て
も

動
機
理
解
的
な
方
法
と
構
造
分
析
的
方
法
と
を
併
せ
持
っ
て
い
た
。

第
二
部
以
下
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
は
し
ょ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
章
は
マ
ル
ク
ス
を
手
掛
か
り
と
し
つ
つ
、
貨
幣
生
成
の
論
理
を
彫

琢
し
よ
う
と
し
た
力
作
、
第
二
章
は
ヒ
ュ

l

ム
の
死
に
際
す
る
ス
ミ
ス
の

手
紙
の
紹
介
、
ヒ
ュ
l

ム
の
ス
ケ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
ス
ト
イ
ッ
ク
な
面
目
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
ス
ミ
ス
の
そ
れ
へ
の
具
同
を
論
ず
る
。
第
三
章
は
十

九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
、
マ
ー
シ
ャ
ル
を
中
心
と
し
経
済
学
雑

誌
の
刊
行
を
伴
う
大
学
経
済
学
の
成
立
を
、
国
際
的
視
野
の
中
で
跡
づ
け

て
い
る
。
第
四
章
は
自
己
の
学
問
的
、
思
想
的
歩
み
を
時
代
的
・
学
界
的

背
景
の
中
で
振
り
返
っ
た
学
会
報
告
も
し
く
は
講
演
録
、
書
評
ー
で
は
「
内

田
・
小
林
論
争
」
へ
の
著
者
の
ス
タ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
る
。

見
ら
れ
る
と
お
り
、
論
点
は
ま
こ
と
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
著
者

の
知
的
関
心
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
反
面
、
ウ
ェ

l

パ
l

に
つ
い
て
の
何

ら
か
の
統
一
像
は
そ
こ
に
求
む
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
個
々
の
論

考
は
文
献
資
料
の
博
捜
と
強
靭
な
思
索
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
密
度
の
高
い
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
問
題
関
心

2002 社会思想史研究 No.26
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に
従
っ
た
読
者
の
個
別
的
検
討
を
待
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
珠
玉
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
群
に
通
底
す
る

も
の
は
何
か
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
右
の
講
演
録
に
一
不
さ
れ
た
、
著
者
の

自
由
主
義
を
求
め
て
の
思
想
的
歩
み
と
し
て
と
ら
え
た
い
。

カ
ン
ト
か
ら
入
っ
て
ウ
ェ
i

パ
l

に
内
在
的
な
処
女
論
文
を
書
い
た
著

者
は
、
そ
の
後
、
戦
後
民
主
主
義
の
構
成
要
素
で
あ
っ
た
マ
ル
ク
ス

N

レ
l

ニ
ン
主
義
の
大
波
を
か
ぶ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た

前
掲
「
政
治
的
立
場
」
論
文
で
は
「
帝
国
主
義
へ
の
推
転
期
に
お
け
る
、

半
封
建
的
遺
制
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
レ

l

ニ
ン
的
問
題
設
定
の
上
で
、

「
近
代
化
」
論
者
ウ
ェl
パ
ー
が
社
会
主
義
の
立
場
か
ら
超
越
的
に
裁
か
れ

て
い
た
。
著
者
の
マ
ル
ク
ス
受
容
の
非
主
体
性
に
つ
い
て
は
講
演
録
に
率

直
に
告
白
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
レ
l

ニ
ン
研
究
の
た
め
に
入
っ

た
ロ
シ
ア
で
著
者
は
プ
レ
ハ
l

ノ
フ
に
出
会
い
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
線
上

に
カ
デ
ッ
ト
系
の
自
由
主
義
思
想
家
た
ち
と
も
出
会
っ
た
。
お
り
し
も
学

界
で
は
ロ
シ
ア
研
究
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス

H

レ
l

ニ
ン
主
義
の
解
体
が
始

ま
っ
た
。
持
続
す
る
ウ
ェ
l

パ
ー
へ
の
関
心
、
大
学
で
担
当
し
た
マ
ル
ク

ス
経
済
原
論
構
築
の
困
難
、
学
園
紛
争
の
荒
廃
な
ど
を
契
機
と
す
る
社
会

主
義
と
自
由
主
義
と
の
苦
し
い
思
想
的
対
質
の
過
程
で
、
著
者
の
内
な
る

良
心
は
、
ソ
連
崩
壊
に
先
立
っ
て
、
次
第
に
後
者
に
軍
配
を
上
げ
る
に
至
っ

た
。
聞
達
な
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
の
伝
統
が
改
め
て
著
者
を
と
ら
え
て
い
っ

た
。
ハ
イ
エ
ク
が
著
者
の
視
野
に
入
り
込
ん
だ
(
ハ
イ
エ
ク
『
市
場
・
知
識
・

自
由
|
|
自
由
主
義
の
経
済
思
想
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九
八
六
年
の
共
編
訳
、

編
著
『
自
由
主
義
経
済
思
想
の
比
較
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年

に
そ
れ
が
一
不
さ
れ
て
い
る
)
。
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時
流
に
逆
ら
っ
た
著
者
の
自
由
主
義
へ
の
こ
の
孤
独
な
歩
み
は
印
象
的

で
あ
る
。
先
の
レ
i

ニ
ン
対
ウ
エ
|
パ
!
と
い
う
問
題
設
定
に
お
い
て
、

わ
が
国
の
多
く
の
ウ
ェ

l

バ
リ
ア
ン
が
何
ら
か
の
仕
方
で
ウ
ェ
i

パ
l

の

レ
l

ニ
ン
へ
の
親
近
性
を
示
唆
し
、
い
わ
ば
両
者
の
融
和
(
〈
巾
B
S
E

口
問
)

を
は
か
っ
た
の
に
対
し
、
著
者
は
(
管
見
の
限
り
で
は
故
安
藤
英
治
氏
と
と
も

に
て
こ
の
こ
と
を
学
問
的
に
受
け
入
れ
難
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
触

れ
た
ウ
ェ
l

パ
i

『
ロ
シ
ア
草
命
論
H

』
の
解
題
を
書
い
た
評
者
は
、
と

こ
に
一
不
さ
れ
た
著
者
の
知
的
誠
実
に
共
感
し
、
本
書
を
そ
の
よ
う
な
苦
し

い
歩
み
の
学
問
的
記
録
と
し
て
、
第
二
部
第
四
章
を
中
心
に
通
読
し
た

0

0
8
巧
白
}
B
E

庄
内
巧
岳
門
官
三
(
二
六
八
頁
)

し
か
し
も
と
よ
り
本
書
は
思
想
的
立
場
を
超
え
た
客
観
性
を
主
張
す
る

学
術
書
で
あ
り
、
関
心
あ
る
読
者
の
と
り
わ
け
個
々
の
論
点
に
つ
い
て
の

学
問
的
H

批
判
的
検
討
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
う
し
て
田
中
真
晴
『
一
経
済
学
史
家
の

回
想
』
(
未
来
社
)
が
出
た
。

ひ
ぜ
ん
・
え
い
い
ち
)



112 • 
『
マ
ル
ク
ス
を
読
む
』
(
植
村
邦
彦
著
)

『
「
近
代
」
を
支
え
る
思
想
|
市
民
社
会
・
世
界
史
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
(
植
村
邦
彦
著
)

崎
山
政
毅

『
マ
ル
ク
ス
を
読
む
』
の
序
章
で
は
、
「
ポ
ス
ト
社
会
主
義
」
の
十
年
間

を
ふ
ま
え
て
、
い
ま
マ
ル
ク
ス
を
「
読
む
」
こ
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ

る
。
「
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
大
き
な
物
語
』
の
解
体
の
後
に
残

る
マ
ル
ク
ス
と
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
」
(
同
書
、
二

頁
)
こ
と
で
あ
り
、
「
外
部
の
権
威
と
い
う
歓
を
必
要
と
し
な
い
、
自
立
し

lwR〆
事
ω

襲
警

お
"
&
民
殺

『マルクスを読む』

植村邦彦著

青士社， 2001 年

た
『
場
所
』
と
『
読
み
方
』
と
『
語
り
口
』
」
(
二
四
頁
)
を
見
つ
け
る
試

み
が
課
題
と
な
る
。
そ
れ
は
「
マ
ル
ク
ス
を
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
即

し
て
正
確
に
読
む
こ
と
、
そ
の
う
え
で
マ
ル
ク
ス
の
『
批
判
理
論
』
が
い

ま
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
つ
歴
史
的
意
義
を
測
定
す
る
こ
と
」
(
同
)
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

こ
の
立
脚
点
か
ら
、
第
一
章
で
『
ル
イ
・
ボ
ナ
バ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ
ー

ル
十
八
日
』
が
、
第
二
章
で
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
が
、
第
四
章
で
は
『
共

産
党
宣
言
』
が
「
読
み
」
の
対
象
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

「
読
み
」
が
簡
潔
に
提
示
さ
れ
た
後
に
そ
れ
ら
の
も
つ
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
、
植
村
氏
の
「
読
み
」
が
対
置
さ
れ
る
と
い
う
基
本
的
な
構
造
を
も
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
ま
と
ま
っ
た
テ
ク
ス
ト
」
の
読
み
に
並
ん
で
、
「
ア
ソ
シ

ア
シ
オ
ン
」
、
「
民
族
」
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
過
程
が

ふ
ま
え
ら
れ
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
問
題
に
対
す
る
植
村
氏
の
論
点
が

提
示
さ
れ
る
か
た
ち
を
と
っ
た
、
第
三
章
「
社
会
変
革
の
構
想
」
、
第
五
章

rr近代』を支える思想 市民社
会・世界史・ナショナリズム』

植村邦彦著

ナカニシヤ出版， 2001 年

サド.=ν司rllí験
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「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
人
種
主
義
」
、
第
六
章
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
が
あ
る
。

と
く
に
後
の
二
章
は
、
マ
ル
ク
ス
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
テ
ク
ス
ト

に
表
れ
た
問
題
を
起
点
と
し
て
開
か
れ
た
歴
史
的
・
思
想
的
文
脈
の
な
か

で
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
シ
ユ
ル
ツ
と
マ
ル
ク
ス
』
(
一
九

九
O
年
、
新
評
論
)
、
『
同
化
と
解
放
』
(
一
九
九
三
年
、
平
凡
社
)
か
ら
つ
づ

く
、
植
村
氏
の
社
会
思
想
史
研
究
者
と
し
て
の
一
貫
し
た
関
心
と
姿
勢
の

表
明
で
あ
り
、
『
「
近
代
」
を
支
え
る
思
想
』
に
も
連
結
さ
れ
て
い
る
。

『
「
近
代
」
を
支
え
る
思
想
』
は
、
「
市
民
社
会
」
「
世
界
史
」
「
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
の
三
つ
を
相
互
に
依
存
し
な
が
ら
「
近
代
」
を
支
え
る
思
想
の

主
要
形
態
と
し
て
と
ら
え
、
わ
れ
わ
れ
の
「
今
」
に
つ
づ
く
「
近
代
」
を

対
象
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
、
植
村
氏
の
「
方
法
的
立
場
」
が
社
会
思
想
史
で
あ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
方
法
的
立
場
」
と
は
、
「
個
別
諸
社
会
科

学
」
の
意
義
を
確
認
し
な
が
ら
そ
の
細
分
化
を
超
え
、
「
人
間
の
思
想
に
関

わ
る
す
べ
て
の
も
の
を
歴
史
的
な
構
築
物
で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
成
立

過
程
と
歴
史
的
な
被
制
約
性
(
歴
史
的
文
脈
H

コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ
の
依
存
性
)

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
相
対
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
変

化
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
(
八
頁
)
で
あ
る
。

植
村
氏
の
こ
の
設
定
は
、
上
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
る
支
配
的
な
知
を
さ
し

て
い
る
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
広
義
の
運
動
と
し
て
の
思
想
を
現
実
の

諸
連
関
の
う
ち
に
と
ら
え
対
象
化
す
る
実
践
と
し
て
の
学
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
評
者
も
全
面
的
に
賛
同
す
る
。

第
一
章
「
市
民
社
会
」
で
は
、
一
四
九
二
年
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
の

始
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
後
、
ホ
ッ
ブ
ズ
ロ
ッ
ク
ア
ダ
ム
・
ス
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ミ
ス
と
い
う
系
譜
に
お
い
て
「
市
民
社
会
」
思
想
の
形
成
が
た
ど
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
市
民
社
会
批
判
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
が
措
か
れ
、

市
民
社
会
の
止
揚
の
構
想
と
し
て
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
」
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
植
村
氏
の
文
脈
の
「
広
さ
」
で

あ
る
。
そ
れ
は
一
四
九
二
年
を
「
近
代
」
の
始
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
ホ
ッ

プ
ズ
に
お
け
る
植
民
地
ア
メ
リ
カ
へ
の
ま
な
ざ
し
ゃ
、
同
時
代
の
ア
メ
リ

カ
先
住
民
の
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
「
歴
史
的
過
去
」
と
し
て

解
読
さ
れ
る
と
い
う
ロ
ッ
ク
や
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
非
同
時
性
」
(
ヨ
ハ
ネ

ス
・
フ
ェ
ビ
ア
ン
)
を
指
摘
す
る
と
い
っ
た
、
「
近
代
」
を
世
界
的
な
連
関

の
な
か
に
読
も
う
と
す
る
植
村
氏
の
視
座
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
視
座
は
第
二
章
「
世
界
史
」
に
お
い
て
明
確
な
像
を
む
す
ぶ
と
と

と
な
る
。

ロ
ッ
ク
と
ス
ミ
ス
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ヴ
オ
ル
テ
l

ル
、
ル
ソ
!
と

ス
ミ
ス
、
へ
l

ゲ
ル
と
ジ
ェ
l

ム
ズ
・
ミ
ル
左
い
う
配
置
か
ら
、
へ
l

ゲ

ル
的
「
世
界
史
」
が
一
七
世
紀
以
来
の
「
ア
メ
リ
カ
」
観
と
一
八
世
紀
以

降
の
「
ア
ジ
ア
」
観
の
歴
史
理
論
的
総
括
で
あ
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
、
そ
こ

に
接
続
す
る
も
の
と
し
て
、
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
「
日
本
的
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
」
と
し
て
の
「
脱

E
」
文
明
化
H

近
代
化
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し

て
「
世
界
市
場
」
を
場
と
す
る
「
資
本
の
文
明
化
作
用
」
の
過
程
が
創
造

す
る
も
の
と
し
て
の
「
世
界
史
」
へ
の
批
判
と
し
て
、
『
経
済
学
批
判
要

綱
』
の
マ
ル
ク
ス
が
論
じ
ら
れ
る
。
最
後
に
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
批
判
が
レ

i

ニ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
見
失
わ
れ
た
こ
と
、
マ

ル
ク
ス
主
義
批
判
と
し
て
登
場
し
た
ロ
ス
ト
ウ
の
「
近
代
化
論
」
も
マ
ル

ク
ス
主
義
と
同
様
に
「
普
遍
的
発
展
段
階
論
」
に
陥
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
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は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

植
村
氏
の
論
は
第
三
章
へ
と
進
め
ら
れ
る
。

第
三
章
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
ル
ソ
l

ト
マ
ス
・
ベ
イ
ン
フ

ラ
ン
ス
革
命
|
へ
ー
グ
ル
ー
プ
イ
ヒ
テ
と
い
う
連
関
で
、
「
国
民
」
の
創
出

と
「
国
民
国
家
」
の
形
成
、
そ
こ
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
人
種
主
義
が
語
ら

れ
、
「
国
民
」
が
ど
の
場
合
で
も
「
未
完
成
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

つ
づ
い
て
日
本
近
代
の
思
想
的
展
開
に
フ
イ
ヒ
テ
と
同
様
の
「
系
譜
」
が

見
出
さ
れ
、
「
天
皇
の
国
家
」
が
確
立
さ
れ
「
国
語
」H
日
本
語
が
制
度
化

さ
れ
る
過
程
に
「
わ
れ
わ
れ
H

日
本
人
」
の
生
産
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

最
終
部
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
語
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
情
念
を
か
き
た
て

る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
強
さ
を
認
識
し
そ
こ
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
挫

折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
意
義
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
植
村
氏

は
結
論
づ
け
て
い
る
。

終
章
「
い
ま
何
が
問
題
か
」
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
を
互
い
に
結

び
つ
け
る
問
い
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
節
で
は
変
革
主
体
か
ら
の
女
性
の

排
除
へ
の
批
判
を
基
礎
と
し
て
、
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
接
合
に
よ
っ
て
ア

ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
思
想
自
体
を
脱
構
築
/
再
構
築
す
る
こ
と
」
(
二
五O
頁
)

が
課
題
と
さ
れ
る
。
第
二
節
で
は
「
世
界
シ
ス
テ
ム
論
」
に
よ
る
「
歴
史

の
構
造
化
」
の
試
み
が
紹
介
さ
れ
、
「
世
界
史
」
を
組
み
替
え
る
時
間
的
・

空
間
的
枠
組
み
の
拡
大
・
深
化
と
と
も
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
」
か

ら
の
脱
却
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
脱
構
築
と
し
て
は
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
第
三
節
で
は
、
「
国
民
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相

対
化
が
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
も
と
に
、
具
体
的
な
生

• 

活
の
場
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
様
性
・
重

層
性
を
肯
定
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
「
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
テ
イ
の

脱
構
築
」
を
可
能
に
し
よ
う
、
と
い
う
方
向
が
一
不
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
本
書
を
長
く
論
じ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ

れ
は
何
よ
り
も
、
本
書
が
、
「
毎
年
改
訂
を
続
け
て
き
た
」
植
村
氏
の
講
義

ノ
l

ト
を
も
と
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
奥
行
き
の

あ
る
「
教
科
書
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
た
め
か
、
研
究
者
が
求
め
る
細
密
さ
は
、
本
書
の
「
表
層
」
に
は

あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
を
め
ぐ
る
論
述
の
部
分
は
西
欧
思
想

を
取
り
上
げ
る
さ
い
の
深
み
や
厚
み
と
比
較
し
て
物
足
り
な
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
れ
ら
が
あ
い
ま
っ
て
、
本
書
の
論
述
そ
の
も
の
を
批
判
的
に
読

み
重
要
な
論
点
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
困
難
に
な
っ

て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
書
の
「
深
部
」
は
、
よ
り
問
題
構
成
的
な
読
み
を
要

請
し
て
お
り
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
諸
点
は
、
『
マ
ル
ク
ス
を
読
む
』

と
み
ご
と
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

上
記
の
点
か
ら
、
本
書
を
『
マ
ル
ク
ス
を
読
む
』
に
重
ね
「
透
視
」
す

る
よ
う
に
し
て
、
以
下
で
評
者
が
看
て
取
っ
た
問
題
点
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
絞
る
。

ま
ず
、
第
一
章
。
『
ブ
リ
ュ
メi
ル
十
八
日
』
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
後
に

「
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
」
と
し
て
抽
象
化
し
「
理
解
」
し
た
よ
う
な
土
台

上
部
構
造
の
一
般
的
規
定
関
係
で
は
な
く
、
「
ボ
ナ
バ
ル
ト
独
裁

H

帝
政
」

下
に
お
け
る
具
体
的
な
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
内
部
の
諸
党
派
の
闘
争
で
あ

り
、
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
大
衆
と
彼
ら
の
政
治
上
・
文
筆
上
の
代
表
者
と
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の
離
反
」
(
四
四
頁
)
を
活
写
す
る
行
為
遂
行
的
な
歴
史
記
述
で
あ
る
、
と

す
る
論
は
説
得
的
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
さ
い
、
植
村
氏
は
マ
ル
ク
ス
の
問

題
意
識
の
中
心
に
「
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
も
の
と
し
て
、
土
台

と
一
定
の
社
会
的
意
識
の
諸
形
態
の
「
対
応
関
係
」
を
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

「
規
定
関
係
」
に
対
置
し
て
い
る
(
五
二
|
三
頁
)
。
こ
の
「
対
応
」
と
は
何

か
。
植
村
氏
は
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
幻
想
/
観
念
」
が
分
割
地
農
民
の
経
済
的

諸
条
件
に
育
ま
れ
た
こ
と
を
「
対
応
関
係
の
成
立
」
と
し
、
幻
想
/
観
念

が
経
済
的
諸
条
件
と
髄
断
を
き
た
し
た
こ
と
を
「
対
応
関
係
の
消
失
」
と

す
る
(
五
一
二
頁
)
。
具
体
的
な
叙
述
が
も
ち
ろ
ん
前
提
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
こ
で
「
対
応
関
係
」
が
ポ
ジ
テ
イ
ヴ
に
提
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

第
二
章
。
第
一
節
で
小
谷
託
之
氏
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
の
イ
ン
ド
観
批
判

l

「
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
の
ア
ジ
ア
」
論
(
『
マ
ル
ク
ス
と
ア
ジ
ア
』
、
青
木

書
店
、
一
九
七
九
年
)
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
小

谷
氏
の
論
が
、
マ
ル
ク
ス
の
イ
ン
ド
論
が
そ
の
同
時
代
に
お
け
る
ホ
ブ
ス

ン
的
人
物
で
あ
る
ケ
ア
リ
へ
の
批
判
と
し
て
あ
る
こ
と
を
見
失
っ
て
い
る

と
言
う
点
で
あ
る
(
五
九
六
二
頁
)
。
第
二
に
、
マ
ル
ク
ス
の
ア
ジ
ア
社

会
認
識
は
「
ア
ジ
ア
特
殊
性
」
に
陥
つ
て
な
ど
お
ら
ず
へ
l

ゲ
ル
の
ア
ジ

ア
論
と
は
決
定
的
に
異
な
る
と
す
る
こ
と
で
、
マ
ル
ク
ス
の
「
世
界
史
」

認
識
の
も
つ
可
能
性
を
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
誘
り
か
ら
救
い
出
す

(
六
三
|
六
四
頁
)
。

た
し
か
に
小
谷
氏
に
対
す
る
第
一
の
批
判
は
う
な
ず
け
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
も
の
に
し
て
も
、
小
谷
氏
が
マ
ル
ク
ス
の
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」

の
観
念
を
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
的
専
制
国
家
論
の
枠
組
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に
よ
っ
て
規
定
し
て
い
る
点
で
(
『
マ
ル
ク
ス
と
ア
ジ
ア
』
、
八
頁
)
、
へ
l

ゲ

ル
の
ア
ジ
ア
観
と
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
と
の
決
定
的
な
種
差
を
論
拠
と
す
る

こ
と
も
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
小
谷
氏
は
序
文
末
尾
で
マ
ル
ク
ス
の
ア
ジ

ア
に
お
け
る
「
共
同
体
」
把
握
の
変
化
を
も
と
に
、
「
こ
の
よ
う
な
変
化
は

い
っ
た
い
い
か
な
る
素
材
H

具
体
的
『
知
識
』
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
さ
い
に
利
用
さ
れ
た
素
材
を
マ
ル
ク
ス
は
正

確
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
利
用
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
は
、

ど
の
よ
う
な
階
級
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
背
景
と
制
約
性
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
素
材
自
体
の
制
約
性
が
マ
ル
ク
ス
に
お
け

る
『
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
』
の
観
念
の
具
象
化
に
ど
の
よ
う
な
制
約
を
及

ぼ
し
た
の
か
」
(
同
書
、
一O
頁
)
と
問
う
て
い
る
。
こ
の
間
い
は
へ

i

ゲ

ル
と
の
種
差
性
を
述
べ
る
と
と
で
十
分
に
カ
ヴ
ァ
ー
で
き
る
も
の
だ
ろ
う

か
。
植
村
氏
の
批
判
は
マ
ル
ク
ス
と
マ
ル
ク
ス
が
批
判
し
た
者
と
の
関
係

と
い
う
文
脈
に
相
当
程
度
限
定
さ
れ
て
お
り
、
小
谷
氏
の
問
い
の
総
体
が

対
象
化
し
よ
う
と
す
る
自
ら
の
時
代
を
生
き
た
マ
ル
ク
ス
の
「
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ス
ト
」
的
側
面
を
十
分
に
掬
い
と
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

同
じ
く
第
二
章
が
主
題
と
す
る
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
の
『
要
綱
』
評
価
が
、
「
理
論
家
マ
ル
ク

ス
」
に
か
か
わ
る
点
に
限
定
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
八
六
頁
)
。
そ
れ

は
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
だ
が
、
同
時
に
ネ
グ
リ
は
『
要
綱
』
を
恐
慌

H

革
命
論
の
切
迫
性
に
衝
き
動
か
さ
れ
て
マ
ル
ク
ス
が
急
ぎ
書
き
あ
げ
た
書

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
こ
に
は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
彼
の
闘
争
経
験

に
『
要
綱
』
マ
ル
ク
ス
の
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
止
揚
」
を
求
め
る
「
性

急
さ
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
観
点
も
入
り
込
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
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ネ
グ
リ
と
比
べ
た
さ
い
に
植
村
氏
の
『
要
綱
』
論
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
の
は
、
理
論
家
マ
ル
ク
ス
の
強
調
の
裏
面
で
の
、
政
治
家
・
革
命
家

マ
ル
ク
ス
の
「
消
失
」
あ
る
い
は
「
軽
視
」
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
ザ
ス

l

リ
チ
へ
の
手
紙
」
を
扱
う
部
分
で
も
反
復
さ
れ

て
い
る
。
「
ザ
ス
l

リ
チ
へ
の
手
紙
」
と
『
要
綱
』
を
つ
な
げ
る
契
機
を
植

村
氏
は
「
マ
ル
ク
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
運
命
を
論
じ
る
際
の
理

論
的
な
手
が
か
り
は
:
:
世
界
市
場
に
お
け
る
資
本
の
破
壊
的
作
用
H

文

明
化
作
用
を
論
じ
た
『
要
綱
』
に
こ
そ
あ
る
、
と
い
い
た
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
」
(
八
二
|
八
三
頁
)
と
マ
ル
ク
ス
の
「
意
図
」
を
推
し
量
り
な
、
が
ら

述
べ
る
。
そ
し
て
「
普
遍
的
発
展
段
階
」
に
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
が

向
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
ザ
ス
l

リ
チ
自
身
が
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
手
紙

を
握
り
つ
ぶ
し
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
(
八
三
頁
)
。

だ
が
、
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

伊
東
光
晴
氏
は
佐
藤
金
三
郎
氏
の
遺
稿
集
『
『
資
本
論
』
研
究
序
説
』
(
岩

波
書
店
、
一
九
九
二
年
)
に
寄
せ
た
「
序
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
時
[
ザ
ス
|
リ
チ
宛
の
手
紙
が
書
か
れ
た
当
時
〕
、
ザ
ス
リ
ッ
チ
た
ち

ス
イ
ス
に
亡
命
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
と
対
立
し
て
、
地
下
活
動
を
続
け
て

い
た
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
派
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
が
命
を
か
け
て
ロ
ン
ド
ン

の
マ
ル
ク
ス
の
も
と
を
訪
れ
、
マ
ル
ク
ス
に
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
の
意

見
を
求
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ザ
ス
リ
ッ
チ

に
送
っ
た
の
と
反
対
の
内
容
を
語
り
、
あ
な
た
方
が
正
し
い
と
答
え
た
と

い
う
。
こ
の
人
物
が
革
命
後
ま
で
生
き
残
り
、
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
ロ
シ

ア
語
文
献
を
、
佐
藤
君
は
ロ
ン
ド
ン
で
こ
の
時
[
一
九
六
九
年
の
留
学
時
〕
読

ん
で
い
る
。
/
彼
は
語
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
単
な
る
学
者
で
は
な
い
。

• 

何
よ
り
も
革
命
家
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
る
。
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
派
が
買
っ

て
も
、
ス
イ
ス
派
が
買
っ
て
も
、
い
ず
れ
で
も
よ
い
よ
う
な
答
え
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
事
実
を
文
献
で
知
っ
た
上
で
、
マ
ル

ク
ス
の
真
意
は
い
ず
れ
で
あ
り
、
正
し
い
の
は
い
ず
れ
な
の
か
を
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。
自
分
は
、
マ
ル
ク
ス
の
真
意
は
、
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
派
に
あ
っ

た
と
考
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
」
(
同
書
、
同
|
低
頁
、
〔
〕
内
は
引
用
者
註
)
。

こ
の
「
説
」
を
と
る
と
す
れ
ば
、
植
村
氏
の
論
は
説
得
力
に
欠
け
る
の

み
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
を
め
ぐ
る
歴
史
的
事
実
と
し
て
も
問
題
が
あ
る
こ

と
と
な
る
。

ま
た
第
二
章
を
め
ぐ
っ
て
は
、
第
五
節
で
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
」

が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
発
展
段
階
論
と
い
う
形
而
上
学
の
枠
内
で
の
ス
コ

ラ
的
論
争
に
浪
費
さ
れ
た
」
と
簡
単
に
否
定
的
な
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
「
浪
費
」
と
「
挫
折
」
が
戦
時
期
の
植
民
地
・
「
南
方
」
を
対
象

と
す
る
社
会
科
学
で
さ
ら
に
戦
後
の
「
地
域
研
究
」
へ
と
振
れ
な
が
ら

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
評
価
で
こ
と
た
れ
り
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
他
に
も
、
第
三
章
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
」
論
で
軽
く
触
れ
ら
れ
て

い
る
「
個
体
的
所
有
の
再
建
」
論
、
ま
た
「
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ル
ク
ス
」
の

並
置
と
い
う
「
相
対
化
」
に
退
却
し
な
い
た
め
に
、
各
章
を
い
か
な
る
配

置
関
係
に
お
い
て
読
む
の
か
、
と
い
っ
た
聞
い
が
浮
か
ぶ
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
別
の
機
会
を
ま
ち
た
い
。

以
上
、
自
己
の
立
場
を
か
え
り
み
ず
、
は
な
は
だ
乱
暴
に
述
べ
て
き
た
。

誤
読
に
よ
る
的
外
れ
の
論
点
も
、
混
じ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
評
者
と

し
て
は
表
層
的
な
印
象
を
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
住
促
た
る
思
い
を
禁
じ
え
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な
い
で
い
る
。

こ
こ
で
い
く
つ
か
の
誤
記
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
マ
ル
ク
ス

を
読
む
』
だ
が
、
第
二
章
中
で
の
良
知
力
氏
を
引
い
て
『
資
本
論
』
初
版

の
売
れ
残
り
を
「
三
八
O
部
」
(
八
一
頁
)
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
三

O
八
部
」
で
あ
る
。
ま
た
、
『
「
近
代
」
を
支
え
る
思
想
』
で
、
ク
リ
ス
ト
l

パ
ル
・
コ
ロ
ン
の
原
綴
が
わ
2
8

と
な
っ
て
い
る
が
(
一
六
頁
)
、
こ
れ
は

わ
♀
宮
の
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ス
テ
カ
の
征
服
者
エ
ル
ナ
ン
・

コ
ル
テ
ス
(
出
巾B
曾
わ
。
門
広
田
)
の
「
エ
ル
ナ
ン
」
が
「
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
」
、

原
綴
が
田
町B
S

号
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
(
七
六
頁
)
。
ま
た
同
節
で
の
「
ベ

ル
l

の
イ
ン
カ
帝
国
の
人
口
」
と
い
う
表
現
も
(
七
七
頁
)
、
一
五
九O
年

へ
の
言
及
が
あ
り
、
最
後
の
「
イ
ン
カ
皇
帝
」
ト
ウ
パ
ッ
ク
・
ア
マ
ル
1

一
世
が
斬
首
さ
れ
た
の
が
一
五
七
二
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
イ
ン
カ
帝

国
」
と
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
し
、
現
在
の
ベ
ル
!
と
当
時
の
ベ
ル
l

副
王
領
の
ち
が
い
も
踏
ま
え
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

評
者
の
周
辺
で
は
、
大
学
院
生
や
若
手
の
研
究
者
が
、
『
マ
ル
ク
ス
を
読

む
』
を
つ
う
じ
て
、
は
じ
め
て
マ
ル
ク
ス
へ
の
「
距
離
」
に
気
づ
い
た
こ

と
や
、
サ
イ
!
ド
の
よ
う
な
「
外
部
の
権
威
」
に
よ
り
か
か
る
こ
と
な
く

あ
ら
た
め
て
マ
ル
ク
ス
を
見
出
す
と
い
う
経
験
を
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
あ
る
種
の
「
流
行
」
の
影
が
落
ち
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く

と
も
、
植
村
氏
の
著
書
の
「
受
容
」
を
つ
う
じ
て
開
始
さ
れ
た
な
に
も
の

か
が
あ
る
、
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
な
に
も
の
か
を
学
的

な
成
果
へ
と
転
じ
る
作
業
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
も

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
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(
さ
き
や
ま
・
ま
さ
き
)

『ルソーの政治思想 コスモロジー
への旅』

『
ル
ソ
1

の
政
治
思
想
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
へ
の
旅
』

(
山
本
周
次
著
)

『
ル
ソ1
に
お
け
る
正
義
と
歴
史
ユ
ー
ト
ピ
ア
な
き

永
久
民
主
主
義
革
命
』
(
鴫
子
博
子
著
)阪

本
政
仁

こ
の
両
書
は
、
ど
ち
ら
も
ル
ソ
ー
を
テ
l

マ
に
据
え
、
し
か
も
、
ち
ょ

う
ど
八
木
の
論
文
を
元
に
構
成
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、

問
題
関
心
に
お
い
て
は
ま
る
で
異
質
で
あ
る
。
山
本
が
、
ル
ソ
l

研
究
史

駅周議論議懇
樹本蹄事静

山本周次著

ミネルヴァ書房τ2000 年
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の
な
か
で
問
題
を
見
つ
け
、
そ
こ
に
自
身
の
解
釈
を
付
け
加
え
る
と
い
う

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
鳴
子
に
と
っ
て
は
、

す
く
な
く
と
も
ル
ソ
l

を
論
じ
る
に
際
し
て
は
、
先
行
研
究
史
と
い
う
も

の
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
自
身
が
見
た
ル
ソ

l

像
を
そ
の
ま
ま
語
る

こ
と
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
本
の
著
書
か
ら
先
に
見
て
い
く
と
、
こ
れ
は
、
ル
ソ
ー
の
あ
ら
ゆ
る

思
想
の
基
本
的
モ
テ
ィ
l

フ
を
「
コ
ス
モ
ロ
ジ
l

」
の
探
求
と
し
て
規
定

し
、
そ
の
再
構
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
コ
ス
モ
ロ
ジ
!

と
は
、
自
己
が
秩
序
の
一
部
で
あ
り
つ
つ
、
自
己
の
な
か
に
秩
序
が
内
在

し
て
い
る
よ
う
な
、
自
我
と
秩
序
と
の
相
互
包
摂
的
な
関
係
を
意
味
し
て

い
る
。
本
書
の
章
別
構
成
を
見
る
と
、
第
一
章
「
ル
ソ

l

に
お
け
る
自
由

と
秩
序
」
は
、
自
我
と
秩
序
、
自
由
と
の
関
係
と
い
う
問
題
提
起
の
章
で

あ
り
、
第
二
章
「
『
存
在
の
感
情
』
の
哲
学
」
、
第
三
章
「
ル
ソ
!
と
エ
ル

ヴ
ェ
シ
ウ
ス
」
は
こ
の
問
題
を
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
感
覚
論
と

の
問
題
で
捉
え
て
い
る
。
以
上
の
章
が
、
多
分
に
ル
ソ

l

の
人
間
観
に
関

• 
官主義

ルソーi二おける• .ili謀長と踊紋

『ルソーにおける正義と歴史
ユートピアなき永久民主主義革命』

鳴子博子著

中央大学出版部， 2001 年

調~ (簿

場*ァ~紫綬鉱

わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
四
章
「
ル
ソ
!
と
ホ
ッ
プ
ズ
」
、
第
五
章
「
社

会
契
約
と
正
当
性
の
問
題
」
は
、
ホ
ッ
プ
ズ
と
ル
ソ
!
と
の
対
比
に
よ
っ

て
、
ル
ソ
l

に
お
け
る
人
間
観
と
政
治
思
想
と
の
接
合
の
仕
方
を
吟
味
す

る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
の
後
に
、
固
有
の
意
味
で
の
政
治
思
想
が
、
第
六

章
以
降
で
扱
わ
れ
る
。
第
六
章
「
ル
ソ

l

の
市
民
宗
教
に
つ
い
て
」
は
、

市
民
宗
教
論
を
ル
ソ
l

の
ロ
ー
マ
史
理
解
と
の
関
係
で
捉
え
、
古
典
古
代

が
体
験
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
決
の
な
か
に
、
彼
が
近
代
の
問
題
性
の

根
源
を
見
て
と
っ
て
い
る
と
い
う
。
第
七
章
「
ル
ソ

l

に
お
け
る
戦
争
と

平
和
」
で
は
、
一
連
の
『
サ
ン

H

ピ
エ
ー
ル
論
』
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
国

家
連
合
論
が
、
各
国
の
利
益
に
そ
の
基
礎
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ

ま
り
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
正
当
な
国
家
と
し
て
の
共
和
国

を
つ
く
る
の
が
第
一
の
課
題
で
あ
り
、
戦
争
を
阻
止
し
平
和
を
見
出
す
の

は
派
生
的
問
題
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
八
章
「
ル

ソ
!
と
ス
パ
ル
タ
」
は
、
ル
ソ
l

の
ス
パ
ル
タ
・
モ
デ
ル
の
特
徴
を
、
プ

ル
タ
ル
コ
ス
に
由
来
し
近
代
に
受
け
継
が
れ
た
ス
パ
ル
タ
神
話
と
の
類
似

性
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
ル
ソ

l

を
共
和
主
義
の
伝
統
の
な
か
で

捉
え
よ
う
と
す
る
。
本
書
全
体
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ル
ソ
l

は
、
国
家
ど

い
う
政
治
的
共
同
体
か
ら
分
離
し
た
近
代
的
自
我
を
有
し
た
個
人
を
前
提

に
、
こ
の
近
代
的
自
我
の
概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び

秩
序
と
結
び
つ
き
う
る
よ
う
な
個
人
の
概
念
を
つ
く
ろ
う
と
試
み
た
。
こ

う
し
て
彼
は
、
一
方
で
は
、
内
面
的
自
由
を
媒
介
し
な
い
市
民
と
そ
う
し

た
政
治
秩
序
と
の
統
.
を
め
ざ
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
、
近
代
人
と
し

て
の
内
面
的
自
由
を
求
め
、
個
人
を
よ
り
抽
象
的
な
秩
序
の
方
に
結
び
つ

け
よ
う
止
す
る
。
著
者
は
こ
こ
に
、
ル
ソ

l

の
苦
悩
を
見
る
。
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本
書
の
議
論
を
よ
り
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
自
然
観
・
人
間
観
・
社
会

観
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
を
秩
序
観
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
古
代
か
ら
中

世
に
い
た
る
ま
で
の
秩
序
観
は
、
目
的
を
個
の
上
ま
た
は
外
に
措
定
す
る

よ
う
な
目
的
論
で
あ
っ
た
。
ル
ソ
ー
や
フ
イ
ロ
ゾ
l

フ
ら
は
、
こ
の
よ
う

な
秩
序
観
が
崩
壊
し
て
い
く
中
、
そ
れ
に
新
し
い
秩
序
観
を
模
索
し
て
い

た
。
し
か
し
、
フ
イ
ロ
ゾ
|
フ
ら
の
秩
序
観
が
、
や
は
り
伝
統
的
秩
序
観

を
批
判
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
そ
れ
同
様
、
機
械
論
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

ル
ソ
l

は
目
的
を
個
の
内
部
に
置
く
独
自
の
目
的
論
を
提
唱
し
、
こ
の
よ

う
な
秩
序
へ
の
服
従
こ
そ
自
由
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
『
人
間
不
平
等
起
源

論
』
の
自
然
人
の
自
由
は
、
神
か
ら
自
立
し
た
自
然
の
秩
序
に
従
う
こ
と

の
う
ち
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
エ
ミ
l

ル
』
で
は
、
社
会
状
態
に
お
け

る
自
由
と
は
、
人
が
自
ら
の
力
で
築
き
上
げ
て
き
た
文
明
と
い
う
名
の
外

的
秩
序
で
は
な
く
、
自
己
の
内
に
保
存
さ
れ
た
自
然
の
秩
序
に
服
従
す
る

こ
と
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
認
識
論
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
道
徳

的
自
由
の
概
念
の
う
ち
に
は
、
当
時
の
主
流
で
あ
っ
た
、
ロ
ッ
ク
的
な
経

験
論
に
由
来
す
る
思
潮
と
、
デ
カ
ル
ト
的
な
合
理
主
義
の
思
潮
と
が
流
れ

こ
ん
で
い
る
。
ル
ソ
l

は
、
情
念
を
人
間
の
行
動
の
内
的
推
進
力
と
し
て

認
め
た
う
え
で
、
「
存
在
の
感
情
」
な
ど
、
人
間
の
内
の
道
徳
的
な
要
素
が

肉
体
的
要
素
な
ど
の
上
に
立
っ
と
き
に
、
道
徳
的
自
由
は
実
現
す
る
と
主

張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
道
徳
的
自
由
は
、
世
俗
権
力
に
対
す
る
内
な
る

神
の
秩
序
、
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す
る
内
面
的
自
由
で
あ
り
、
ル

ソ
ー
は
こ
れ
こ
そ
近
代
的
な
自
由
で
あ
る
と
把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
実

の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
内
と
外
と
の
対
立
は
、
人
聞
と
共
同
体
と
の
分

裂
に
対
す
る
自
覚
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
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フ
ィ
ロ
ゾ

l

フ
が
そ
の
自
立
化
を
支
持
す
る
市
民
社
会
と
は
、
国
家
か
ら

分
裂
し
た
人
間
が
相
互
に
依
存
し
あ
う
体
系
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て

『
社
会
契
約
論
』
は
、
人
聞
が
そ
の
内
的
秩
序
と
合
致
す
る
政
治
秩
序
を
創

設
し
、
後
者
に
自
発
的
に
服
従
す
る
と
と
で
市
民
的
自
由
を
獲
得
す
る
よ

う
な
、
ス
パ
ル
タ
を
モ
デ
ル
と
し
た
国
家
を
め
ざ
す
。
し
か
し
こ
の
国
家

の
な
か
で
も
、
政
治
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
市
民
宗
教
が
必
要
と
さ
れ
た

り
、
依
然
と
し
て
道
徳
的
自
由
と
市
民
的
自
由
が
区
別
さ
れ
、
前
者
が
後

者
の
基
礎
と
見
な
さ
れ
る
な
ど
、
内
的
秩
序
と
外
的
秩
序
と
は
完
全
に
一

致
し
て
は
い
な
い
。
市
民
宗
教
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
市
民
社
会
と
国
家
と

の
分
裂
・
忠
誠
心
の
分
裂
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
批
判
の
上
に
展
開
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
救
済
に
関
わ
る
神
へ
の
信
仰
と
共
同
体
へ
の
服

従
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
神
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
の
解
釈
は
個
人
の
理
性
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
教
会
権
力
の
ヒ
エ
ラ

ル
ヒ
ー
は
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
道
徳
的
自
由
に
つ
い
て
も
、
肉
体
的

な
要
素
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
要
素
と
肉
体

的
要
素
と
の
上
下
関
係
の
維
持
が
自
由
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

点
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ル
ソ
l

の
ス
パ
ル
タ
・
モ
デ
ル
は
一
見

全
体
主
義
的
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
こ
で
個
の
意
識
が
消
失
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
、
評
者
の
意
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
山
本
の
ル
ソl
解
釈
は
先
行

研
究
の
丹
念
な
整
理
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
い
ず
れ
の
章
に
お
い
て
も
妥

当
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
第
一
章
は
、
ル
ソ
ー
を
同
時
代
の
思
潮
の

な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
し
、
ル
ソl
の
著
作
を
通
じ

て
流
れ
る
観
念
で
あ
る
「
存
在
の
感
情
」
と
の
関
わ
り
で
そ
の
自
由
観
を
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検
討
す
る
第
二
章
や
、
第
四
・
五
章
も
優
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
第
五

章
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
ル
ソ
l

自
身
が
そ
の
人
間
論
ゆ
え
に
社
会
契
約

理
論
を
徹
底
化
し
え
な
か
っ
た
せ
い
か
、
人
間
論
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本

書
も
ま
た
、
固
有
の
意
味
で
の
政
治
思
想
を
論
じ
た
第
六
章
以
降
は
や
や

物
足
り
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
七
章
は
回
目
頭
で
、
『
サ
ン

H
ピ
エ
i

ル
論
』

が
サ
ン
H

ピ
エ
l

ル
師
の
政
治
的
合
理
主
義
を
批
判
し
、
現
実
の
人
聞
を

っ
き
動
か
す
感
情
や
情
念
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

著
作
が
ル
ソ
l

の
情
念
論
の
展
開
の
な
か
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
章
で
実
際
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
ル
ソ
ー
が
国
際
関
係
を
、

あ
か
ら
さ
ま
な
利
害
関
係
と
し
て
把
握
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
、
ル
ソ
l

の
思
想
体
系
の
う
ち
で
派
生
的
な
問
題
で
し
か

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
全
体
の
構
成
に
お
い
て
、
あ
え
て
議

論
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
第
八
章
も
、

試
み
自
体
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
が
、
共
和
主
義
の
伝
統
に
お
け
る
ル
ソ
l

の
独
自
性
の
解
明
と
い
う
当
初
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
け
っ
き
ょ
く
明
確

に
さ
れ
ず
に
終
わ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、
こ
の
書
は
、
多
く
の
ル
ソ
l

研
究
者
が
興
味
深

く
読
む
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
鳴
子
は
、
ル
ソ
l

に
お
け
る
「
人
格
」
概
念
を
キ
i

に
据
え

る
。
こ
の
人
格
の
発
展
に
呼
応
し
て
、
宗
教
や
正
義
も
展
開
し
て
い
く
。

と
り
わ
け
、
「
各
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
奪
わ
れ
て
い

た
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
人
格
・
生
命
・
あ
ら
ゆ
る
力
・
財
産
の
返

還
」
す
な
わ
ち
「
人
間
の
正
義
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ル
ソl
は
草
命

と
、
そ
の
後
の
社
会
契
約
に
も
と
づ
い
た
国
家
を
主
張
し
た
の
だ
と
い
う
。

• 

人
は
、
人
間
の
正
義
を
完
壁
な
「
神
の
正
義
」
へ
接
近
さ
せ
る
べ
く
、
草

命
と
建
国
を
繰
り
返
し
つ
や
つ
け
る
存
在
な
の
だ
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

本
書
の
章
別
構
成
を
見
て
み
る
と
、
第
一
章
「
ル
ソl
に
お
け
る
家
族

と
市
民
」
は
『
エ
ミ
l

ル
』
を
、
生
徒
の
人
格
を
「
人
間
」
↓
「
社
会
的

人
間
」
↓
「
市
民
」
へ
と
発
展
成
長
さ
せ
る
市
民
形
成
論
と
し
て
提
示
す

る
。
第
二
章
「
ル
ソ
!
の
労
働
概
念
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
格
の
発
展

に
お
い
て
、
労
働
が
大
き
な
役
目
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
人

格
と
は
労
働
を
中
心
的
要
素
と
し
つ
つ
、
労
働
・
時
間
・
労
苦
と
い
う
三
一

要
素
か
ら
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
第
三
章
「
ル
ソ
l

の
人

格
概
念
」
で
は
、
三
要
素
か
ら
な
る
こ
の
図
式
が
、
教
育
に
お
い
て
は
人

格
H

時
間
・
教
育
・
労
苦
に
、
善
行
に
お
い
て
は
人
格H
時
間
・
善
行
・

労
苦
に
、
立
法
に
お
い
て
は
人
格
H

時
間
・
立
法
・
労
苦
と
い
う
図
式
に

置
き
換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
四
章
「
ル
ソl
の
宗
教
諭

の
構
造
」
は
、
人
間
↓
社
会
的
人
間
↓
市
民
へ
の
人
格
発
展
に
と
も
な
い
、

「
自
然
宗
教
」
↓
「
福
音
書
の
宗
教
」
↓
「
市
民
宗
教
」
へ
の
発
展
段
階
的

な
質
的
転
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
る
。
と
く
に
市
民
宗
教
に
つ
い

て
は
、
人
々
が
社
会
契
約
時
に
福
音
量
一
回
の
宗
教
を
全
面
譲
渡
し
た
後
、
立

法
者
に
よ
っ
て
そ
の
教
理
を
法
の
な
か
で
あ
た
え
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
章
「
ル
ソ
l

の
正
義
論
」
で
は
、
現
実
国
家
の
歴
史
過
程
に
お
け
る

疎
外
の
進
行
の
な
か
で
、
人
々
を
支
配
す
る
正
義
観
も
変
遷
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
古
い
正
義
観
を
白
紙
化
し
て
人
間
の
正
義
を

実
現
す
る
の
が
、
革
命
と
そ
の
後
の
全
面
譲
渡
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ

る
。
第
六
章
「
ル
ソ
l

の
一
般
意
志
論
の
解
明
」
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

成
立
し
た
国
家
を
導
く
一
般
意
志
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
正
義
と
利
益
(
有 2002 社会思想史研究 No.26
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用
性
)
の
一
致
」
と
い
う
ル
ソ
l

の
テ
l

ゼ
の
意
味
内
実
に
即
し
て
解
明

す
る
。
単
な
る
賛
否
だ
け
で
な
く
、
賛
成
の
意
志
の
強
弱
・
反
対
の
意
志

の
強
弱
を
分
布
し
た
と
き
、
こ
の
意
志
分
布
全
体
が
ル
ソ
l

の
い
う
全
体

意
志
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
一
般
意
志
と
は
、
す
べ
て
の
成
員
に
共
同
的

な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
共
同
利
益
の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
正
義
を
基
準

化
す
る
一
般
意
志
は
、
国
家
と
人
民
の
動
態
的
な
歴
史
過
程
の
推
移
と
と

も
に
、
変
化
を
遂
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
人
は
、
人
間
の
正
義
を
完
壁

な
「
神
の
正
義
」
へ
接
近
さ
せ
る
よ
う
運
動
す
る
が
、
決
し
て
最
終
的
に

解
放
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
何
度
も
革
命
↓
建
国
を
繰
り
返
し
つ
づ
け
る
存

在
な
の
で
あ
る
。
第
七
章
「
ル
ソ
l

の
宗
教
諭
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
諸
過

程
」
と
第
八
章
「
ル
ソ
l

の
人
民
集
会
論
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
は
、
フ
ラ

ン
ス
草
命
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
ル
ソ
l

の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
社
会
契
約

論
』
で
展
開
さ
れ
る
直
接
民
主
制
で
あ
る
人
民
集
会
論
そ
の
も
の
の
担
い

手
、
運
動
の
展
開
者
が
、
政
治
の
世
界
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

宗
教
の
世
界
で
は
萌
芽
形
態
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
説
か
れ
る
。
第
七

章
で
著
者
は
、
一
七
九
三
年
の
「
理
性
の
祭
典
」
を
、
ル
ソ
l

の
宗
教
論

の
プ
ロ
セ
ス
で
い
う
信
仰
の
全
面
譲
渡
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
。

さ
ら
に
、
一
九
九
四
年
の
「
最
高
存
在
の
祭
典
」
を
も
っ
て
、
ル
ソ

l

の

い
う
市
民
宗
教
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
人
民
の
宗
教
的
な
意
志
の
一
致
、

す
な
わ
ち
一
般
意
志
を
出
現
さ
せ
た
一
種
の
「
人
民
集
会
」
と
見
な
す
。

第
八
章
で
は
、
革
命
期
に
直
接
民
主
制
を
志
向
し
た
代
表
者
と
し
て
ベ
テ
イ

ヨ
ン
を
、
代
議
制
を
支
持
し
た
代
表
者
と
し
て
シ
エ

l

ス
を
取
り
上
げ
、

彼
ら
が
い
ず
れ
も
ル
ソ
l

を
意
識
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
隔
た
っ
て
い
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た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
い
ご
に
、
ル
ソ

l

の
議
論
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
「
ル
ソ1
H

ジ
ヤ
コ
パ
ン
日
全
体
主

義
」
と
い
う
定
式
へ
の
批
判
を
お
こ
な
う
。

評
者
に
と
り
、
こ
の
ル
ソ
l

論
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
解
釈
が
散
見
さ
れ
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
は
根
拠
づ
け
に
十
分
成
功
し
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
第
七
章
の
よ
う
に
、
「
理
性
の
祭

典
」
「
最
高
存
在
の
祭
典
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ル
ソ
l

の
い
う
全
面
譲
渡
、
な

ら
び
に
一
種
の
「
人
民
集
ム
主
と
し
て
捉
え
る
た
め
に
は
、
第
五
章
で
言

わ
れ
る
よ
う
な
、
新
し
い
正
義
の
観
念
が
宙
い
正
義
観
を
上
回
る
事
態
が
、

当
時
の
民
衆
の
あ
い
だ
に
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
肝
心
な
と
こ
ろ
で
、
著
者
は
い
つ
も
、
資
料

に
依
拠
し
て
実
証
す
る
こ
と
を
避
け
て
し
ま
う
と
い
う
印
象
を
受
け
る
の

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
根
拠
ら
し
き
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
妥
当
で
は
な
い
ケ
l

ス
も
目
立
つ
。
本
著
の
主
要
概
念
で
あ
る
人
格
に

つ
い
て
い
う
と
、
第
二
章
が
人
格
H

時
間
・
労
働
・
労
苦
と
い
う
把
握
を

導
出
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
エ
ミ
1

ル
』
か
ら
の
以
下
の
よ
う

な
引
用
だ
け
で
あ
る
。
「
土
地
を
耕
作
す
る
行
為
と
は
『
彼
が
そ
こ
に
時
間

と
労
働
と
労
苦
と
を
、
要
す
る
に
、
彼
の
人
格
を
注
ぎ
込
ん
だ
こ
と
』
を

意
味
し
、
『
こ
の
土
地
に
は
、
彼
自
身
に
由
来
す
る
何
物
か
が
あ
る
』
(
四

一
頁
)
」
。
ル
ソl

の
テ
ク
ス
ト
に
こ
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
な
ぜ
上
の
よ
う
な
解
釈
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
議
論
が
な

い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
根
拠
が
弱
い
と
思
わ
れ
る
議
論
は
他
に
も
数
多

く
存
在
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
ル
ソ

l

研
究
史
上
の
問
題
と
い
う
観
点
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か
ら
見
て
、
評
者
が
疑
問
を
感
じ
た
箇
所
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

第
四
章
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
社
会
契
約
時
に
、
福
音
喜
の
宗
教
を
全
面
的

に
譲
渡
し
、
市
民
宗
教
を
あ
た
え
返
さ
れ
る
。
し
か
し
、
市
民
宗
教
に
つ

い
て
も
「
公
共
的
有
用
性
の
限
界
」
が
妥
当
す
る
か
ら
、
人
々
は
市
民
の

道
徳
・
義
務
に
か
か
わ
ら
ぬ
領
域
で
は
、
個
人
的
な
内
面
的
信
仰
の
世
界

を
持
つ
こ
と
が
、
再
び
許
さ
れ
取
り
戻
さ
れ
る
の
だ
と
著
者
は
主
張
す
る
。

全
面
譲
渡
が
宗
教
に
つ
い
て
も
成
り
立
つ
と
い
う
主
張
に
は
、
評
者
を
含

め
違
和
感
を
覚
え
る
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
置
い
て
お
く
。

さ
て
、
ル
ソ
l

研
究
史
の
う
え
で
、
公
共
的
有
用
性
の
限
界
と
い
う
概
念

は
、
ド
ラ
テ
が
ル
ソ

l

の
う
ち
に
ロ
ッ
ク
的
個
人
主
義
を
見
出
す
た
め
に

注
目
し
た
概
念
で
あ
る
。
し
か
も
、
ド
ラ
テ
は
市
民
宗
教
論
の
う
ち
に
は

不
寛
容
を
見
る
の
だ
か
ら
、
著
者
は
ド
ラ
テ
以
上
に
ル
ソ
ー
を
ロ
ッ
ク
的

に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
八
章
は
「
社
会
契
約
締
結
時
に
、
全
成
員
が
物
心
両
面
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
国
家
に
一
時
的
に
譲
渡
す
る
、
い
わ
ば
一
時
的
『
固
有
化
』
が
ル
ソ
ー

の
い
う
全
面
譲
渡
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
流
の
『
部

分
譲
渡
』
的
解
釈
が
跡
を
絶
た
な
い
」
(
た
だ
し
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
解
釈
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
)
点
を
批
判
す
る
(
三
一O

九
一
三

O
頁
)
。
け
っ
き
ょ
く
こ
の
本
全
体
で
は
、
全
面
譲
渡
の
全
面
性

を
強
調
し
た
い
の
か
、
全
面
譲
渡
と
い
う
表
現
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
こ
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
の
か
、
不
明
瞭
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
読
者
は
、
ル
ソ
l

の
用
い
た
諸
概
念
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
史
上
の

意
義
が
不
明
瞭
な
ま
ま
に
、
彼
の
理
論
を
「
革
命
的
な
理
論
」
な
ど
と
し

て
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
最
大
の

• 

原
因
は
、
著
者
が
先
行
研
究
史
を
十
分
に
消
化
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
自
身

が
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
貢
献
す
る
の
か
と
い
う
意
識
に
乏
し
い

点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
ま
れ
、
本
書
の
う
ち
に
ユ
ニ
ー
ク
な
議
論
が

見
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
著
者
と
似
た
関
心
(
そ
れ
が
、
適
切
な
意
味

で
ル
ソ
l

に
対
す
る
関
心
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
)
を
も
っ
読
者

な
ら
ば
、
共
感
を
も
っ
て
読
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
さ
か
も
と
・
ま
さ
ひ
と
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学
生
と
し
て
で
あ
れ
、
教
師
と
し
て
で
あ
れ
、
大
学
と
い
う
機
関
に
籍

を
置
い
て
い
る
ひ
と
び
と
が
近
年
経
験
し
て
い
る
混
乱
は
、
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
日
本
の
高
等
教
育
の
歴
史
、
と
く
に
大
学
制
度
の
歴
史
に
お
い
て
、

と
く
に
記
憶
す
べ
き
出
来
事
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
変
化
に
対
し
て
自
覚
的
な
結
節
点
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、

あ
い
ま
い
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
悔
悟
と
と
も
に
で
あ
る
が
。

と
い
う
の
も
、
ま
が
り
な
り
に
も
二
百
年
続
い
た
あ
る
大
学
モ
デ
ル
が
、

い
ま
や
廃
棄
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
の
手
の
混
乱
の
顕
著
な
実
例
が
、
目
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
プ

ラ
ン
と
、
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
既
定
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
過
程
で
あ
る
。
独
立
行
政
法
人
化
と
い
う
政
策
は
、
さ
し
あ
た
っ

て
「
行
財
政
改
革
」
の
た
め
の
公
務
員
数
の
削
減
と
い
う
、
高
等
教
育
の

内
在
的
要
請
と
は
無
関
係
な
数
字
あ
わ
せ
に
端
を
発
し
て
い
た
。
そ
の
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
や
、
問
題
は
い
っ
た
ん
文
部
科
学
大
臣
(
当
時
は
文
部

大
臣
)
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
「
賢
人
会
議
」
の
下
に
作
ら
れ
た
「
調
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査
検
討
会
議
」
と
い
う
「
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
」
に
預
け
ら
れ
、
そ
こ

か
ら
幾
度
に
も
わ
た
る
下
書
き
案
が
情
報
と
し
て
流
さ
れ
た
挙
げ
句
に
、

「
最
終
報
告
」
と
い
う
作
文
が
二
O
O

二
年
三
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。そ

の
途
上
で
は
、
法
人
化
を
め
ぐ
る
実
質
的
な
批
判
は
ほ
と
ん
ど
ま
と

も
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
こ
の
「
子
続
き
」
そ
の
も
の
が
、

法
人
化
を
不
可
避
と
見
な
す
諦
念
を
増
殖
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た

だ
け
だ
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
「
ま
だ
内
実
が
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
」
と
い

う
理
由
で
態
度
表
明
が
回
避
さ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
「
す
で
に

確
定
し
た
と
と
だ
か
ら
反
対
し
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
や

は
り
踏
み
込
ん
だ
判
断
や
批
判
が
回
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

c

こ

う
し
て
大
学
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
も
行
政
に
従
順
に
な
り
、
独
立
行
政
法

人
化
が
招
く
と
予
想
さ
れ
る
無
惨
な
帰
結
に
も
、
責
任
あ
る
態
度
を
と
ろ

う
と
は
し
な
か
っ
た

c

批
判
の
力
は
こ
こ
ま
で
衰
微
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
学
は
た
し
か
に
多
く
の
問
題
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
皮
肉
な

こ
と
に
、
そ
の
深
刻
さ
は
、
大
学
人
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
に
自
発
的
に
判

断
し
た
り
構
想
し
た
り
す
る
能
力
を
行
使
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

あ
り
さ
ま
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
目
の
前
の
事
態
を

ま
る
で
存
在
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
行
政
の
強
力
な
介
入

と
操
作
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
ふ
り
を
す
る
。
そ
の
典
型
的
な
ケ

l

ス
が
、

国
立
大
学
協
会
の
態
度
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
国
大
協
は
、
「
孤
立
行
政
法

人
通
則
法
」
が
高
等
教
育
の
再
編
の
手
だ
て
と
し
て
は
お
よ
そ
相
応
し
く

な
い
と
し
て
、
九
七
年
の
段
階
で
は
そ
れ
を
一
度
は
拒
絶
し
て
い
た
。
そ

れ
が
、
大
学
教
育
の
実
務
当
事
者
に
は
か
な
り
一
般
的
に
共
有
で
き
る
当
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然
の
認
識
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
省
や
政
治
家
た
ち
の

圧
力
の
前
に
、
そ
の
後
国
大
協
は
、
当
の
自
分
た
ち
の
声
明
に
矛
盾
す
る

暖
昧
な
姿
勢
を
と
り
つ
づ
け
、
混
乱
に
拍
車
を
か
け
た
。
つ
い
に
二

0
0

二
年
の
四
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
国
大
協
総
会
で
、
「
最
終
報
告
」
を
無

原
則
的
に
受
け
入
れ
る
「
長
尾
会
長
談
話
」
を
賛
成
多
数
で
承
認
す
る
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
を
ひ
ね
り
だ
し
、
「
調
査
検
討
会
議
」
の
制
度
設
計
に
沿
っ

た
法
人
化
の
準
備
に
入
る
、
と
決
定
し
て
し
ま
っ
た
。
「
理
性
に
よ
る
関
か

れ
た
討
議
・
批
判
・
合
意
」
な
ど
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
「
最
終

報
告
」
に
対
す
る
議
論
は
お
ろ
か
、
国
大
協
の
機
関
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
設

置
形
態
検
討
特
別
委
員
会
」
が
出
し
た
四
月
一
日
づ
け
の
報
告
す
ら
検
討

せ
ず
に
、
強
引
な
挙
手
に
よ
る
多
数
決
を
強
い
、
し
か
も
賛
成
・
反
対
・

保
留
の
数
す
ら
確
認
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

国
立
大
学
法
人
に
つ
い
て
の
「
最
終
報
告
」
に
は
、
一
般
に
大
学
と
し

て
理
解
さ
れ
て
き
た
制
度
と
は
大
き
く
異
な
る
組
織
形
態
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
部
分
的
な
改
訂
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
大
学
が
ま
っ
た
く

別
様
な
も
の
と
し
て
作
り
か
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
文
脈
を

概
念
的
に
と
ら
え
て
お
か
な
い
か
ぎ
り
、
次
々
に
降
り
か
か
る
個
々
の
政

策
措
置
の
意
味
を
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
法
人
化

さ
れ
た
機
構
の
な
か
に
は
、
も
は
や
自
律
的
な
主
体
と
し
て
の
教
授
会
は

存
在
し
て
い
な
い
。
教
授
会
構
成
員
に
よ
る
学
長
選
考
権
も
ほ
ぼ
否
定
さ

れ
て
い
る
。
効
率
性
を
優
先
し
た
中
期
計
画
や
、
近
視
眼
的
な
運
用
を
さ

け
ら
れ
な
い
会
計
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
基
礎
研
究
な
ど
の
、
採
算
性
と

は
縁
遠
い
分
野
の
多
く
が
、
長
期
的
に
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

A
1ノ
。

• 

法
人
化
政
策
を
導
い
て
い
る
発
想
は
、
①
自
己
責
任
論
や
際
限
の
な
い

競
争
に
よ
る
容
赦
な
い
選
別
淘
汰
と
、
②
運
営
交
付
金
の
配
分
を
通
し
た

強
力
な
国
家
統
制
と
い
う
二
つ
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
は
、
「
自
由

化
」
と
「
統
制
」
と
し
て
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
調
整
を
重
視
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
、

個
々
の
現
場
に
お
け
る
個
別
的
な
意
思
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
効
率
性
の
名

の
も
と
に
破
壊
し
て
き
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、
八

0
年
代

以
後
い
わ
ゆ
る
先
進
諸
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
や
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
を
め

ぐ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
改
革
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
効
率
性
と
営
利
性
へ
の
強
迫
観
念
に
駆
ら
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ビ
ジ
ネ
ス
組
織
を
つ
く
り
、
そ
の
な
か
で
大
学
関
係
者
に
自
己
責
任
論

に
よ
る
ラ
ッ
ト
レ
ー
ス
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
効
率
的
に
国
家
戦
略

を
発
動
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
国
立
大
学
法
人
化
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
と
は
国
立
大
学
に
限
ら
れ
な
い
。
私
立
大
学
、
公
立
大

学
な
ど
を
含
め
、
高
等
教
育
全
体
が
こ
れ
と
同
様
の
変
容
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
む
し
ろ
、
独
立
行
政
法
人
化
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
自
殺
的
な
「
改

革
」
の
内
実
は
、
一
部
の
私
立
大
学
に
よ
っ
て
す
で
に
先
取
り
さ
れ
て
き

た
。
「
改
革
熱
」
と
い
う
病
い
は
、
今
日
の
あ
ら
ゆ
る
大
学
に
取
り
つ
い
で

い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
き
、
大
学
そ
の
も
の

を
論
じ
た
仕
事
は
実
に
多
か
っ
た
。
専
門
家
の
な
か
で
は
天
野
郁
夫
の
『
大

学
改
革
の
ゆ
く
え
|
|
模
倣
か
ら
創
造
へ
』
(
玉
川
大
学
出
版
部
、
二

O
O

一

年
)
な
ど
が
、
ま
た
地
方
大
学
か
ら
は
新
谷
恭
明
、
折
田
悦
郎
編
『
大
学

と
は
な
に
か
』
(
海
鳥
社
、
二
O
O

二
年
)
(
九
州
大
学
の
大
学
論
の
連
続
講
義

を
基
礎
に
し
た
一
冊
)
な
ど
が
、
そ
し
て
雑
誌
企
画
と
し
て
も
、
藤
原
書
店

2002 社会思想史研究 No.26
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の
『
環
』
別
冊
②
「
大
学
革
命
」
に
代
表
さ
れ
る
企
画
が
相
次
い
だ
。

と
く
に
昨
年
ま
で
国
大
協
会
長
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
化
問
題
に
関

わ
っ
て
い
た
前
東
大
総
長
蓮
賓
重
彦
の
『
私
が
大
学
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
二
、
三
の
事
柄
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
二
O
O

一
年
)
は
、
独
立
行
政
法

人
化
の
欺
臓
や
混
乱
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
洞
察
が
鎮
め
ら
れ
て
お
り
、

関
係
者
の
貴
重
な
発
言
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
蓮
賓
の
議
論
の
前
提

は
「
第
三
世
代
大
学
論
」
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
自
明

と
思
わ
れ
て
き
た
二

O
O
年
来
の
大
学
モ
デ
ル
が
い
ま
や
終
駕
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
か
ら
、
け
っ
し
て
か
れ
の
独
創
で
は
な
い
。

「
第
一
世
代
の
大
学
」
と
は
、
十
八
世
紀
く
ら
い
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
存

続
し
た
大
学
で
あ
り
、
超
越
的
な
神
や
真
理
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
構

造
の
な
か
で
も
の
を
考
え
て
い
た
。
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
中
世
の
学

生
組
合
か
ら
発
し
た
こ
の
モ
デ
ル
は
、
一
五

O
O
年
ご
ろ
を
頂
点
と
し
て

生
彩
を
失
い
、
そ
の
後
三
一
0
0
年
間
は
陰
の
薄
い
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
第
二
世
代
の
大
学
」
と
は
、
わ
た
し
た
ち
が
大
学
と

し
て
よ
く
知
っ
て
い
る
モ
デ
ル
で
あ
り
、
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
観
念
論
と

と
も
に
成
立
し
た
。
国
民
文
化
の
ほ
と
ん
ど
独
占
的
な
担
い
手
と
し
て
機

能
し
つ
つ
、
か
つ
理
性
の
普
遍
性
と
い
う
構
想
を
掲
げ
る
と
い
う
、
二
重

性
を
備
え
て
い
る
。
カ
ン
ト
の
理
念
や
フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
想
を
体
現
し
、

哲
学
な
い
し
は
人
文
的
な
諸
学
に
範
型
を
お
き
、
教
養
形
成
と
い
う
手
段

を
通
じ
て
社
会
統
合
を
達
成
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ
こ
に
存
立
し
て
い

る
了
解
は
、
自
由
な
精
神
の
共
同
体
が
教
師
と
学
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

世
俗
的
世
界
で
あ
る
な
ら
ば
強
制
に
よ
る
で
あ
ろ
う
関
係
が
、
も
っ
ぱ
ら

純
粋
に
内
的
な
衝
動
に
基
づ
い
て
、
人
間
の
知
的
陶
冶
に
よ
っ
て
達
成
さ
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れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
実
利
的
な
目
的
で
は
な
く
、
一
局
運
な
理
想

を
追
求
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
観
念
も
、
そ
の
一
部
を
な
す
。
し
か
し
、

「
第
二
世
代
の
大
学
」
の
運
命
は
、
こ
う
し
た
普
遍
的
で
合
理
的
な
知
に
対

す
る
内
在
的
な
自
己
変
容
と
自
己
批
判
に
よ
っ
て
、
内
側
か
ら
転
換
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
続
く
「
第
三
世
代
の
大
学
」
が
ど
の
よ
う
な
内
実
で
理
解
さ

れ
、
「
第
二
世
代
の
大
学
」
が
い
か
な
る
診
断
に
基
づ
い
て
死
亡
宣
告
さ
れ

て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
数
あ
る
大
学

論
の
実
例
に
あ
た
り
始
め
る
や
、
し
ι
た
ん
に
暗
潅
た
る
思
い
が
し
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
似
回
貝
香
門
編
『
第
三
世
代
の
大
学
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

二
O
O

二
年
)
な
ど
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
概
念
を
書
名
と
し
て
引
き
取
り
な

が
ら
、
「
東
京
大
学
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
」
の
立
ち
上
げ
を
賑
々
し
く

喧
伝
す
る
一
冊
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
編
者
で
あ
る
似
団
員
の
理
解
す
る

「
第
三
世
代
の
大
学
」
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
明
治
維
新
と
戦
後
の
新
制
大

学
に
続
い
て
、
三
度
目
に
新
し
い
世
代
の
大
学
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
と

い
う
だ
け
の
、
い
た
く
楽
観
的
な
段
階
論
で
し
か
な
い
。
ま
し
て
、
そ
れ

と
な
ら
ぶ
「
学
融
合
」
と
い
う
コ
ピ
ー
に
い
た
っ
て
は
、
蓮
賓
が
見
せ
て

い
た
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
姿
勢
は
す
っ
か
り
ど
こ
か
に
消
え
飛
ん
で
し
ま
う
。

当
の
「
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
」
が
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
院
研
究
科
と

違
っ
て
、
い
わ
ば
「
改
革
」
の
過
程
そ
の
も
の
を
研
究
科
の
自
己
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と

も
編
者
で
あ
る
似
田
貝
の
主
張
で
は
、
「
冒
険
」
、
「
創
造
」
、
「
最
先
端
」
と
、

ど
こ
か
の
テ

1
7
パ
1

ク
の
よ
う
な
空
疎
な
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
語
い
あ

げ
ら
れ
、
た
だ
エ
ク
セ
レ
ン
ト
だ
か
ら
エ
ク
セ
レ
ン
ト
で
あ
り
、
新
し
い
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か
ら
新
し
い
と
い
う
、
自
画
自
賛
の
ス
タ
イ
ル
に
落
ち
て
い
く
。
実
は
、

こ
の
一
年
に
出
て
き
た
大
学
特
集
の
多
く
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
た

い
て
い
は
こ
の
類
に
止
ま
っ
て
い
た

o
(
た
だ
し
、
一
連
の
動
き
に
樟
さ
す
も

の
の
な
か
で
は
、
青
木
昌
彦
、
津
昭
裕
、
大
東
道
郎
と
「
通
産
研
究
レ
ヴ
ュ

l

』

編
集
委
員
会
編
の
『
大
学
改
革
|
|
課
題
と
争
点
』
が
、
市
場
原
理
主
義
に
基
づ

く
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
側
の
立
場
を
よ
く
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ら

た
め
て
永
井
道
雄
『
未
完
の
大
学
改
革
』
(
山
岸
駿
介
編
、
中
央
公
論
新
社
、
二
O

O
一
一
年
)
の
よ
う
な
資
料
も
ま
と
め
直
さ
れ
て
い
る
。
永
井
の
「
大
学
公
社
論
」

は
、
独
立
行
政
法
人
の
起
源
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
こ
ど
が
あ
る
が
、
実
際
の
法
人

化
が
政
策
と
し
て
い
か
に
粗
雑
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
の
か
を
際
だ
た
せ
る
た
め

に
だ
け
で
も
、
「
大
学
公
社
論
」
を
今
一
度
見
直
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
。
)

と
こ
ろ
で
、
「
第
二
世
代
の
大
学
」
の
蓋
棺
に
際
し
て
、
死
に
ゆ
く
も
の

に
対
す
る
神
話
も
生
ま
れ
る
。
だ
が
、
「
大
学
の
自
治
を
守
れ
」
、
「
学
問
の

自
律
を
守
れ
」
と
い
う
主
張
が
、
当
の
守
ろ
う
と
す
る
も
の
の
内
実
に
つ

い
て
の
批
判
的
ま
な
ざ
し
を
封
じ
る
働
き
を
す
る
の
で
あ
っ
て
は
仕
方
が

な
い
。
そ
れ
で
は
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
自
己
目
的
化
し
た
「
改
革
熱
」

の
引
き
立
て
役
に
し
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
学
問
の
自
律
、
大
学
の
自
治

と
い
う
観
念
が
、
果
た
し
て
何
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
か
が
検
証
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
な
か
で
は
、
「
第
一
一
世
代
の
大
学
」
の
腐
朽
が
い

か
に
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
歴
史
的
に
吟
味
し
た
い
く
つ
か
の
仕

事
が
光
っ
て
い
る
。
高
田
里
恵
子
の
『
文
学
部
を
め
ぐ
る
病
|
|
教
養
主

義
・
ナ
チ
ス
・
旧
制
高
校
』
(
松
箱
社
、
二O
O

一
年
)
や
竹
内
洋
の
『
大
学

と
い
う
病
|
|
東
大
騒
擾
と
教
授
群
像
』
(
中
央
公
論
新
社
、
二
O
O

一
年
)

が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
竹
田
篤
司
の
『
物
語
「
京
都
学

• 

派
」
』
(
中
央
公
論
新
社
、
二OO

一
年
)
を
加
え
て
も
い
い
。

旧
制
高
校
か
ら
大
学
へ
と
い
う
教
育
シ
ス
テ
ム
が
、
い
か
に
最
初
か
ら

機
能
不
全
的
で
あ
っ
た
の
か
。
高
田
里
恵
子
の
『
文
学
部
を
め
ぐ
る
病
』

は
実
に
辛
練
で
あ
る
。
高
田
に
よ
っ
て
二
流
で
あ
る
こ
と
の
悲
喜
劇
を
暴

か
れ
、
善
意
の
愚
物
の
哀
れ
を
白
日
の
も
ど
に
引
き
出
さ
れ
る
様
子
は
、

理
論
的
に
粉
砕
さ
れ
る
よ
り
も
よ
ほ
ど
厳
し
い
。
な
か
で
も
、
大
政
翼
賛

会
元
文
化
部
長
の
高
橋
健
一
一
の
姿
は
、
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
に
徹
底
的
に

瑚
弄
さ
れ
て
い
る
。
戦
中
か
ら
の
へ
ツ
セ
の
紹
介
者
で
あ
り
、
『
車
輪
の

下
』
を
は
じ
め
と
し
た
翻
訳
を
送
り
出
し
つ
つ
、
同
時
に
ナ
チ
ス
文
学
の

紹
介
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
高
橋
。
文
学
者
で
も
、
論
客
で
も
あ
り
え

な
い
こ
の
文
学
研
究
者
と
い
う
奇
妙
な
大
学
内
存
在
は
、
戦
後
は
、
自

分
の
戦
争
協
力
を
弁
明
し
秘
匿
す
る
手
だ
て
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
さ
ん

ざ
ん
ヘ
ツ
セ
を
利
用
し
、
や
が
て
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
し
て
い
く
。

あ
る
い
は
、
ロ
l

ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
守
二
O
世
紀
の
神
話
』
の
共
訳
者
の
ひ

と
り
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
後
横
綱
審
議
会
の
委
員
長
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
高
橋
義
孝
。
あ
る
い
は
芳
賀
檀
、
吹
田
順
助
、
中
野
孝
次
な
ど
、

文
学
部
に
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
文
学
研
究
と
い
う
領
域
に
籍
を
お
く
ひ
と

び
と
を
蝕
む
深
い
病
巣
。
さ
ら
に
、
兵
士
の
物
語
で
は
な
く
旧
制
高
校
の

物
語
を
措
い
て
、
戦
争
の
記
憶
と
取
り
替
え
て
し
ま
っ
た
竹
山
道
雄
も
い

る
。教

養
主
義
の
「
伝
統
」
は
ど
の
よ
う
に
発
明
さ
れ
、
女
性
を
排
除
し
た

ホ
モ
ソ
l

シ
ヤ
ル
な
空
間
が
い
か
に
形
成
さ
れ
る
の
か
。
そ
こ
で
は
、
文

学
書
や
哲
学
書
の
読
書
も
、
集
団
で
同
じ
感
性
を
共
有
す
る
た
め
の
行
為

で
し
か
な
い
。
高
田
は
、
教
養
主
義
が
た
ん
に
世
俗
的
世
界
か
ら
章
離
し
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て
い
る
か
ら
駄
目
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
分
か
り
切
っ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
旧
制
高
校
の
掲
げ
る
教
養
主
義
そ
の
も
の
が
、

ド
イ
ツ
で
十
九
世
紀
末
以
後
に
出
て
き
た
「
啓
蒙
の
教
養
」
に
対
す
る
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
を
さ
ら
に
無
害
化
し
た
も
の
で
し
か
な
く
、
輸
入
と
と
も
に

批
判
的
な
契
機
が
蒸
発
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
か
ら
は
他
者
と
の
遭
遇
、
「
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
も
の
」
と
の
遭
遇
と

い
う
契
機
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
高
田
は
、
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
に
つ
い

て
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
こ
の
友
情
空
間
の
な
か
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
も
ビ

ル
マ
人
も
《
う
た
う
部
隊
》
の
兵
士
た
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
者
と
し
て

登
場
し
て
く
る
。
イ
ギ
リ
ス
兵
は
日
本
の
歌
(
実
は
イ
ギ
リ
ス
の
歌
)
を
よ

く
知
っ
て
い
る
し
、
ビ
ル
マ
人
の
物
売
り
の
ば
あ
さ
ん
は
、
な
ぜ
か
人
情

味
あ
ふ
れ
る
大
阪
弁
を
操
る
の
だ
。
無
意
味
に
玉
砕
し
よ
う
と
す
る
日
本

軍
を
説
得
す
る
と
い
う
役
目
を
担
っ
て
《
う
た
う
部
隊
》
を
離
れ
た
水
島

上
等
兵
は
、
一
見
他
者
の
な
か
に
放
り
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
て
、

そ
の
実
、
あ
ら
ゆ
る
者
か
ら
理
解
さ
れ
る
た
め
に
出
か
け
て
い
く
。
水
島

の
必
死
の
説
得
を
受
け
い
れ
な
か
っ
た
兵
隊
た
ち
も
、
結
局
は
生
き
残
っ

て
水
島
に
感
謝
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
竹
山
の
こ
の
作
品
が
戦
争
そ

の
も
の
を
語
っ
て
い
な
い
こ
と
は
す
で
に
幾
度
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

高
田
は
こ
こ
で
「
戦
争
の
記
憶
」
に
対
す
る
隠
蔽
記
憶
と
し
て
働
い
て
い

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
旧
制
高
校
の
表
象
と
ハ
ビ
ト
ウ
ス
で
あ
る
と
強
調
す

る
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
大
学
像
の
な
か
で
、
か
つ
て
旧
制
高
校
に
の
み
存

在
し
た
と
想
定
さ
れ
た
良
質
な
エ
リ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
教
養
主

義
の
麗
し
い
理
想
と
し
て
機
能
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
今
日

最
終
的
に
終
駕
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
民
国
家
の
大
学
そ
の
も
の
の
理
想
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で
も
あ
る
。
高
田
の
仕
事
は
、
廃
絶
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
第
二
世
代

の
大
学
」
の
破
綻
の
内
的
必
然
性
を
描
い
た
と
も
言
え
る
。

竹
内
洋
の
『
大
学
と
い
う
病
』
も
、
同
じ
よ
う
に
「
第
二
世
代
の
大
学
」

が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
き
た
の
か
を
執
搬
に
た
ど
っ
て
い
る
。
か
れ
は
、

す
で
に
大
王
期
に
、
つ
ま
り
最
初
の
大
衆
化
時
代
が
訪
れ
、
総
合
雑
誌
が

登
場
し
、
大
学
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
関
係
が
変
容
し
た
一
九
二
0
年
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
「
平
賀
粛
学
」
を
経
て
、
戦
後
へ

と
い
た
る
、
東
京
大
学
経
済
学
部
の
見
る
も
無
惨
な
知
的
類
廃
の
物
語
を
、

河
合
栄
二
郎
や
土
方
成
美
ら
、
大
学
教
授
た
ち
の
生
臭
い
横
顔
を
克
明
に

書
き
込
み
な
が
ら
描
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
東
大
助
教
授
大
森
義
太

郎
が
ご
九
二
八
・
三
・
一
五
」
の
影
響
で
左
派
と
し
て
大
学
か
ら
追
わ

れ
る
と
き
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
一
昨
夜
、
大
森
助
教
授
か
ら
突
然
辞
表
を
自
分
の
手
元
ま
で
提
出
さ

れ
た
の
で
、
こ
れ
を
受
理
申
達
す
べ
き
か
否
や
に
つ
き
、
本
日
教
授
会

を
開
い
た
。
自
分
の
知
れ
る
限
り
で
は
文
部
省
等
か
ら
東
京
帝
大
に
対

し
て
弾
圧
を
し
た
と
い
ふ
事
実
は
全
然
な
い
の
だ
し
、
ま
た
総
長
学
部

長
か
ら
大
森
氏
に
対
し
弾
圧
を
し
た
こ
と
は
全
然
な
い
。
従
っ
て
所
謂

大
学
の
自
治
と
い
ふ
も
の
は
犯
さ
れ
て
い
な
い
と
思
ふ
。
:
し
か
し
、

同
氏
が
大
な
る
決
心
を
以
て
辞
職
を
申
出
ら
れ
て
、
よ
り
自
由
な
る
立

場
に
立
っ
て
研
究
活
動
し
よ
う
と
せ
ら
れ
る
以
上
は
、
教
授
会
は
同
氏

の
意
思
を
尊
重
し
て
こ
れ
を
受
理
申
達
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
る
と

と
に
満
場
一
致
し
た
。
」
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こ
れ
は
、
一
九
二
八
年
四
月
、
『
東
京
日
々
新
聞
』
に
与
え
ら
れ
た
当
時

の
河
津
経
済
学
部
長
の
談
話
で
あ
る
。
こ
の
発
言
に
よ
っ
て
、
問
題
は
最

初
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
波
風
た
て
ず
に
知
の
自
律
性
は
放
榔
さ

れ
る
。
こ
の
発
言
を
、
冒
頭
で
み
た
国
大
協
に
よ
る
「
最
終
報
告
」
の
受

容
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
、
つ
ま
り
長
尾
京
大
総
長
の
「
会
長
談
話
」
に
重
ね

合
わ
せ
た
く
な
る
の
は
、
わ
た
し
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
大
学
に
対
す
る
統

制
な
ど
は
ど
こ
に
も
な
い
、
国
立
大
学
法
人
化
で
も
大
学
の
自
治
は
犯
さ

れ
て
い
な
い
と
思
う
:
:
:
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

『
物
語
「
京
都
学
派
」
』
も
、
直
接
大
学
そ
の
も
の
を
描
い
た
わ
け
で
は

な
い
に
し
ろ
、
い
た
ず
ら
な
京
都
学
派
幻
想
を
う
ち
砕
く
効
果
は
あ
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
仕
事
は
、
共
通
し
て
大
学
の
自
律
や
教
養
主
義
の
神
話

が
い
か
に
事
後
的
に
作
り
出
さ
れ
、
神
話
化
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
ま
さ
に
今
日
の
大
学
の
変
容
に
密

接
に
関
わ
る
労
作
で
あ
る
。

か
つ
て
大
学
論
と
い
う
も
の
は
、
教
育
学
の
専
門
家
で
も
な
い
か
ぎ
り
、

大
学
人
の
最
晩
年
の
余
芸
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
来
し
方
を
も
っ
と
も
ら

し
く
披
渥
し
な
が
ら
「
真
の
大
学
と
は
:
:
:
」
と
書
き
出
す
説
教
臭
い
エ
ッ

セ
ー
と
決
ま
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
繰
り
言
は
ま
す
ま
す
無
意
味
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
革
命
」
や
ら
「
創
造
」
や
ら
の
修
辞
に

満
ち
た
、
行
政
や
時
流
を
追
う
ば
か
り
の
お
追
従
型
大
学
論
に
も
砕
易
さ

せ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
第
二
世
代
の
大
学
」
の
終
震
と
い
う
認
識
は
、

き
れ
い
な
数
直
線
上
の
段
階
論
と
し
て
出
て
く
る
の
で
は
な
い
。
フ
ン
ボ

ル
ト
型
の
大
学
像
が
そ
の
普
遍
主
義
を
い
か
に
国
民
的
な
主
体
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
骨
が
ら
み
に
し
て
き
で
い
た
の
か
。
こ
の
大
学
像
が
、
い
か
に

• 

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
を
正
当
化
し
、
男
性
中
心
主
義
や
自
民
族
中
心
主
義
を

再
生
産
し
て
き
た
の
か

c

理
解
と
合
意
と
い
う
契
機
が
、
同
時
に
抑
圧
と

隠
蔽
に
他
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
作
用
し
た
の
は
、
い
か
な
る
文
脈
、
い

か
な
る
局
面
に
お
い
て
で
あ
っ
た
か
。
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
自
分
自
身
の
手
に
よ
る
こ
れ
ら
の
こ
と
の
診
断
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
い
わ
ば
「
第
二
世
代
の
大
学
」
と
「
第
一
二
世
代
の
大
学
」
の
あ
い

だ
に
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
踏
み
と
ど
ま
っ
て
み
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

か
つ
て
ビ
ル
・
レ
デ
ィ
ン
グ
ス
が
伝
説
的
な
大
学
論
『
廃
嘘
の
な
か
の
大

学
』
(
法
政
大
学
出
版
局
、
邦
訳
一
九
九
九
年
)
の
な
か
で
、
伝
統
的
守
旧
的

に
も
な
ら
ず
、
経
済
的
な
グ
ロ

l

パ
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
に
も
樟
さ
さ
な
い
「
不

同
意
の
共
同
体
」
と
い
う
《
あ
い
だ
》
の
選
択
可
能
性
を
暗
示
し
た
こ
と

が
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
の
目
に
す
る
「
第
二
世
代
の
大
学
」
は
す
で
に
廃

壊
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
《
廃
嘘
の
な
か
の
大
学
》
を
凝

視
す
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
的
な
ま
な
ざ
し
の
な
か
に
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

を
予
感
さ
せ
る
手
が
か
り
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
思
想
と
し
て
の
大
学
問

題
を
、
こ
こ
に
あ
る
い
ま
だ
容
易
に
は
言
語
化
で
き
な
い
変
化
に
即
し
て

考
え
る
と
い
う
作
業
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
で
は

な
し
カ

い
わ
さ
き
・
み
の
る
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V
自
由
論
題

学
問
的
成
果
を
社
会
に
還
元
し
よ
う
と

す
る
社
会
哲
学

【
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ1
の
例
に
見
る
、
哲
学
と
社
会
科
学
の
布
置
〕

〈
報
告
〉
福
野
明
子

〈自由論題〉

批
判
理
論
第
一
世
代
の
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で
次
の
三
つ
の
時
期
区
分
に

基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
一
九
三

O

四
一
年
の
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
1

が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
研
究
所
を
舞

台
と
し
て
、
学
際
的
唯
物
論
を
主
導
し
た
時
期
、
②
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』

前
後
の
挫
折
の
時
期
、
③
戦
後
の
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ

l

の
沈
黙
と
、
ア
ド

ル
ノ
に
よ
る
文
化
批
判
と
否
定
弁
証
法
の
展
開
、
お
よ
び
第
二
世
代
の
台

頭
や
実
証
主
義
論
争
の
時
期
、
の
三
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
一
世
代
の
仕
事
を
調
べ
る
と
、
こ
の
解
釈
で
は
説
明
が
つ

か
な
い
点
が
、
多
数
浮
か
び
上
が
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
発
表
で
は
、
ま

ず
、
一
、
ド
ゥ
ピ
l

ル
や
ハ
l

パ
ー
マ
ス
に
代
表
さ
れ
る
第
一
世
代
解
釈

の
論
点
を
整
理
し
、
二
、
そ
の
解
釈
と
戦
後
ド
イ
ツ
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
第
一
世
代
の
仕
事
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
不
整
合
を
指
摘
し
、
三
、

戦
後
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
第
一
世
代
の
作
用
影
響
史
を
テ

1
7

と
し
て
一
九
九
九
年
に
発
表
さ
れ
た
一
一
つ
の
研
究
を
紹
介
し
、
四
、
そ
の
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検
証
を
踏
ま
え
た
上
で
の
、
後
期
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
拡
大
さ
れ
た
「
批

判
理
論
」
理
解
を
問
う
た
。

代
表
的
な
第
一
世
代
解
釈
の
論
点

批
判
理
論
を
受
容
し
た
理
論
家
た
ち
の
聞
で
、
第
一
世
代
の
ア
ド
ル
ノ

と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
影
響
史
を
振
り
返
り
、
新
た
な
社
会
理
論
の
展
開

を
試
み
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
0
年
代
末
の

こ
と
で
あ
る
。
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
ド
ウ
ビ
i

ル
の
研
究
B
E
Z
o
-
-
5
?

気
器
内

E
H
Uミ
h
a
g
a
H
8
3
s
k
h

弓
怠
弓
常
同
ミ
白
仕
草
花
・
印
己
再
自
国
予
回
申
叶
∞
)
で
あ

る
。
こ
こ
で
ド
ゥ
ピ

l

ル
は
、
第
一
世
代
の
仕
事
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し

た
。
す
な
わ
ち
、
①
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
は
、
四
0
年
代
ま
で

に
、
学
際
的
社
会
研
究
に
挫
折
し
、
一
二0
年
代
の
批
判
理
論
を
放
棄
し
て

哲
学
に
回
帰
し
た
。
②
亡
命
か
ら
帰
国
し
た
時
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
!
と
ア

ド
ル
ノ
に
残
っ
て
い
た
の
は
、
道
具
的
理
性
批
判
だ
け
だ
っ
た
。
③
そ
し

て
、
以
後
の
批
判
理
論
は
、
実
践
面
で
は
、
理
論
を
担
う
べ
き
主
体
を
も

は
や
見
出
せ
な
く
な
り
、
政
治
面
で
は
、
民
主
主
義
法
治
国
家
に
内
在
す

る
理
性
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
過
小
評
価
し
て
、
理
性
批
判
の
全
面
化
に
向

か
い
、
規
範
的
基
礎
付
け
を
失
っ
て
、
ア
ポ
リ
ア
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
、
と
。

そ
の
際
に
ド
ゥ
ビ

l

ル
が
論
拠
と
し
て
引
用
し
た
(
U
E
E
o
-
-
S

認

-
ω
・

ロ

A
F
)の
は
、
「
啓
蒙
の
弁
証
法
』
序
文
の
一
節
(
徳
永
陶
訳
、
岩
波
書
店
、
町

頁
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
ド
ゥ
ビ

l

ル
は
、
著
者
た
ち
が
「
捨
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
信
頼
」
の
内
容
を
、
一
九
三

0
年
代
以
降
の
学
際
的
社
会
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究
と
解
釈
し
た
。

い
く
。

そ
の
後
の
ハ
l

パ
l

マ
ス
や
そ
の
他
の
独
創
的
後
継
者
た
ち
に
よ
る
、

そ
の
後
の
展
開
の
意
義
に
は
異
論
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
が
出
発
点
と
し
た
第
一
世
代
解
釈
は
、
第
一
世
代
が
戦
後
ド

イ
ツ
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に
果
た
し
た
貢
献
を
評
価
す
る
際
に
限
っ
て
言

え
ば
、
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
解
釈
は
、
以
後
、
多
く
の
論
者
に
踏
襲
さ
れ
て

戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
第
一
世
代
|
|
民
主
化
努
力
と
社
会
学

そ
も
そ
も
社
会
研
究
所
は
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
成
立
後
も
活
動
を
続
け

て
い
た
。
『
偏
見
の
研
究
』
が
完
結
し
た
の
は
、
一
九
五
O
年
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
第
一
世
代
が
広
く
読
者
を
獲
得
し
た
の
も
、
実
質
的
に
は

戦
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
!
と
ア
ド
ル
ノ

は
、
む
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
「
哲
学
お
よ
び
社
会
学
」
講
座

を
拠
点
と
し
て
、
社
会
学
や
政
治
学
の
専
門
学
科
と
し
て
の
制
度
化
や
政

治
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
、
教
育
制
度
の
再
建
に
尽
力
し
、
ド
イ
ツ

の
民
主
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
第
一
世

代
の
活
動
を
調
べ
る
と
、
「
民
主
化
あ
る
い
は
政
治
教
育
」
と
「
社
会
学
」

と
が
、
明
瞭
に
キ
l

タ
l

ム
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
戦
後
の
彼

ら
は
、
社
会
学
や
実
証
的
調
査
技
法
に
対
し
て
、
む
し
ろ
期
待
を
か
け
て

い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

戦
後
ド
イ
ツ
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
第
一
世
代
の
作
用
影
響
史

こ
の
時
期
の
批
判
理
論
の
作
用
影
響
史
に
つ
い
て
、

つ
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
デ
ミ
ロ
ヴ
イ
ツ
チ
の
研
究B
O
B
B
i
n
-
b
司
き
暴
言
\
司
書S
H
H
R
E
側

室
暴
言
ミ
』
町

w
p
g
喜

2
5
5

宮
(
印
号
E
S
)・
5
3

で
あ
る
。
著
者
は
、

『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
を
民
主
化
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
付
け
、

五
O

六
0
年
代
に
お
け
る
批
判
理
論
の
影
響
力
は
、
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル

ク
ハ
イ
マ
l

が
、
大
学
で
の
授
業
や
各
種
の
講
演
・
公
共
圏
へ
の
進
出
な

ど
を
通
し
て
、
積
極
的
に
人
々
に
働
き
か
け
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
説

得
的
に
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
著
者
は
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
や
初
期

批
判
理
論
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
主
張
を
十

分
説
得
的
に
裏
付
け
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ら
の
研
究

(
E
F
B
n
F
F宵
目
白
ロ
ロ
・
国
­

B

・
噂
匂
号
室
町
ミ
客
寄
専
の
込
註
史
認
令
、
宮
ミ
ミ
吾
を
札

F
m
円
g
r
p
門
戸
日
冨
告

(
(
U
E
一
吉
田)
-
H
S申
)
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
政
治
的
お
よ
び

文
化
的
自
己
理
解
に
お
け
る
こ
の
学
派
の
影
響
史
を
、
そ
の
代
表
的
論
者

た
ち
の
理
論
テ
キ
ス
ト
の
変
遷
か
ら
離
れ
て
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
著
者
ら
は
、
大
学
で
の
「
社
会
学
」
の
展
開
と
、
政
治
教
育

へ
の
尽
力
を
、
戦
後
の
第
一
世
代
に
よ
る
重
要
な
功
績
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
た
だ
し
、
著
者
た
ち
は
、
理
論
展
開
に
つ
い
て
は
従
来
の
解
釈
を
踏

襲
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
研
究
で
は
、
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の

姿
勢
に
は
理
論
面
と
実
践
面
の
問
で
「
歴
然
た
る
食
い
違
い
」
が
起
き
て

一
九
九
九
年
に
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い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
分
裂
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
ら
が
活
動
を
続
け
ら

れ
た
こ
と
は
、
謎
と
し
て
積
み
残
さ
れ
て
い
る
。

四

現
時
点
で
の
考
察
結
果
の
報
告

〈自由論題〉

し
か
し
上
記
の
二
つ
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
批
判
に
応
え
る
説
得

力
あ
る
理
論
的
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
第
一
世
代
、

特
に
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
理
論
理
解
は
、
な
お
断
片
的
で
あ
る
。

最
大
の
難
問
と
な
る
の
は
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
序
文
の
よ
く
知
ら
れ
た

一
節
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
序
文
は
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
i

自
身
が
主
導
し

て
書
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
焦
点
と
な
る
の
は
、
あ
の
一

節
で
「
例
の
信
頼
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ド
ゥ
ビ

l

ル
や
ハ
l

パ
l

マ
ス
の
引
用
箇
所
を
、
冒
頭
の

も
う
一
文
先
か
ら
改
め
て
読
み
直
す
と
、
彼
ら
の
解
釈
を
支
持
す
る
の
は

難
し
く
な
る
。
そ
の
一
文
は
、
「
我
々
は
、
記
述
の
難
し
さ
を
甘
く
見
積

も
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
現
在
の
意
識
を
い
ま
だ
に
信
頼
し
す
ぎ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
」
(
宮
門52
5
F
P
S

遺
書
写
待
言
、
重
(
以
下
g

と
略

記
Y
E

・
印
・
司g
呉
P
見
回
目
冨
包
ロ
(
E
R
E
S
-∞・
5
)
と
書
か
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
ま
で
著
者
た
ち
は
「
現
在
の
意
識
」
、
つ
ま
り
学
問
の
在
り
方

を
信
頼
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
「
自
分
た
ち
の
仕
事
を
、
主
に
専
門
的
学
説

の
批
判
や
展
開
に
限
定
し
て
き
た
」
が
、
こ
の
時
点
で
そ
の
信
頼
が
失
わ

れ
た
の
だ
、
と
。
こ
の
個
所
は
、
「
今
ま
で
通
り
の
学
問
の
ス
タ
イ
ル
や
守

備
範
囲
内
だ
け
に
限
定
し
た
知
的
活
動
だ
け
で
は
、
も
は
や
現
在
の
状
況

に
は
対
応
し
き
れ
な
い
」
と
い
う
指
摘
と
し
て
読
め
る
の
で
あ
る
。
と
す
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れ
ば
、
序
文
の
こ
の
箇
所
は
、
「
我
々
は
今
後
、
実
践
の
場
を
大
幅
に
拡
大

し
て
い
く
」
と
い
う
著
者
た
ち
の
宣
言
に
も
受
け
取
れ
る
。

か
つ
て
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

は
『
社
会
研
究
』
誌
創
刊
号
で
、
「
学
問
群

は
、
社
会
理
論
の
形
を
と
る
と
き
、
人
聞
が
持
つ
生
産
力
の
一
つ
と
な
る
」

(
図
。
∞E
-
ω

∞
・
き
)
と
書
い
た
。
し
か
し
、
人
文
科
学
の
成
果
に
よ
る
社

会
の
理
性
的
組
織
化
、
と
い
う
目
標
は
、
な
お
漠
然
と
語
ら
れ
て
い
た
に

過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
の
批
判
理
論
は
、
実
践
の
領
域
を
、

学
術
的
研
究
発
表
と
そ
れ
を
通
し
て
の
社
会
批
判
に
限
定
せ
ず
、
大
学
・

メ
デ
ィ
ア
・
教
育
政
策
へ
の
関
与
へ
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
民
主

化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
そ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
戦
後
の
活
動
指
針
と
な
っ

た
の
は
、
三

0
年
代
か
ら
す
れ
ば
、
拡
大
さ
れ
た
批
判
理
論
理
解
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
本
人
は
、
自
己
理
解
を
ま

と
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
形
で
整
理
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の

観
点
か
ら
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
室
田
か
れ
ざ
る
戦
後
の
拡
大
さ
れ
た
批
判

理
論
理
解
を
、
残
さ
れ
た
断
片
的
な
テ
キ
ス
ト
群
か
ら
再
構
成
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

質
疑
応
答

こ
の
報
告
に
対
し
て
、
仲
正
昌
樹
会
員
・
藤
野
寛
会
員
・
徳
永
陶
会
員
・

石
塚
正
英
会
員
か
ら
、
以
下
の
ご
質
問
を
頂
い
た
。
①
「
ハ
l

パ
i

マ
ス

ら
の
第
一
世
代
解
釈
を
定
説
と
呼
ぶ
の
は
妥
当
か
」
、
②
「
戦
後
の
第
一
世

代
が
社
会
理
論
を
構
築
で
き
た
と
は
言
い
が
た
い
の
で
、
社
会
理
論
が
ア

ポ
リ
ア
に
陥
っ
た
と
い
う
批
判
は
、
や
は
り
妥
当
で
は
な
い
か
」
、
③
「
社
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会
へ
の
還
元
を
課
題
と
す
る
社
会
哲
学
は
、
現
在
社
会
の
御
用
哲
学
で
は

な
い
の
か
」
、
④
「
戦
後
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マl
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
教
育
を

そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
に
移
植
し
よ
う
と
試
み
た
の
か
」
。

回
答
は
、
以
下
。
①
1

②
に
つ
い
て
は
、
ハ
1

パ
l

マ
ス
ら
と
は
違
う

別
の
観
点
か
ら
第
一
世
代
の
解
釈
を
試
み
る
際
に
、
報
告
者
自
身
の
観
点

が
明
確
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
混
乱
を
招
い
た
。
た
だ
し
、
報
告
者
は
、

戦
後
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

ら
の
活
動
指
針
と
そ
れ
が
実
践
と
結
び
つ
く
回

路
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ
け
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
を
手
が

か
り
と
し
て
、
理
論
的
再
構
成
の
可
能
性
は
ま
だ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
③

に
つ
い
て
。
報
告
者
は
、
「
社
会
へ
の
還
元
」
を
、
ハ
l

パ
l

マ
ス
の
形
容

を
借
り
れ
ば
、
学
問
知
の
実
践
知
へ
の
翻
訳
(
あ
る
い
は
、
学
問
に
よ
る
生

活
世
界
の
合
理
化
)
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
。
今

回
の
発
表
で
は
、
上
記
三
点
が
課
題
と
し
て
積
み
残
さ
れ
た
。
④
に
つ
い

て
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
資
本
主
義
の
帰
結
と
見
な
し
た
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ

l

は
、

ド
イ
ツ
社
会
内
部
の
抵
抗
力
に
期
待
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
は
参
照
す
べ

き
一
事
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

• 

(
ふ
く
の
・
あ
き
こ
)

V
自
由
論
題

2 

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
批
判
的
人
間
学

〈
報
告
〉
森
回
数
実

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
思
想
の
根
底
に
は
終
始
、
彼
の
人
間
学
的
関
心
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
学
的
・
人
間
的
形
成
が
、
批
判
的
理
論

と
い
う
思
想
的
立
場
の
確
立
お
よ
び
社
会
研
究
所
と
い
う
組
織
と
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
彼
は
、

近
代
の
(
市
民
的
)
人
間
性
の
運
命
と
で
も
表
現
す
べ
き
問
題
を
追
究
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
取
り
出
し
て
検
討
す
る
に
充
分
な
奥
行
き
を
持

つ
こ
の
人
間
学
的
研
究
は
、
し
か
し
、
三

0
年
代
以
降
、
社
会
理
論
に
組

み
込
ま
れ
る
形
で
遂
行
さ
れ
、
ま
た
ま
と
ま
っ
た
テ
ク
ス
ト
の
量
が
制
限

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
検
討
に
は
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
筆
者
の
試
み

は
、
彼
の
人
間
学
的
思
想
の
特
徴
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
代
表
的
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
見
る
多
様
な
視
点
か
ら
彼
の
思
想
を
解
明

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
以
下
で
は
、
理
性
と
自
然
と
の
関
係
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
四

0
年
代
に
生
じ
る
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
転
回
」
を
人
間
学
的
研

究
の
面
か
ら
考
察
し
、
そ
こ
に
む
し
ろ
彼
の
思
想
の
深
ま
り
を
み
る
と
い

う
視
点
を
提
出
し
た
い
と
思
う
。

2002 社会思想史研究 NO.26



議
論
の
手
順
は
、
ま
ず
最
初
、
三

0
年
代
の
彼
の
人
間
学
的
思
想
を
典

型
的
に
一
不
す
論
文
で
あ
る
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
論
」
か
ら
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』

の
「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
論
」
へ
の
彼
の
歩
み
を
作
品
史
的
に
再
構
成
す
る
な

か
で
、
テ
ク
ス
ト
理
解
に
基
づ
く
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ

l

に
お
け
る
自
然
の
問

題
系
導
入
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
で
、
な
ぜ
そ
う
し
た
歩
み
が
と

ら
れ
得
た
の
か
、
あ
る
い
は
と
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、

ま
ず
シ
ュ
ミ
l

ト
・
ネ
ア
氏
の
研
究
の
検
討
を
通
じ
て
、
「
主
体
の
内
で
の

自
然
の
想
起
」
と
い
う
視
座
と
そ
れ
へ
の
ア
ド
ル
ノ
の
影
響
を
考
察
し
、

次
に
両
者
の
違
い
の
一
端
を
「
弁
証
法
」
理
解
の
違
い
か
ら
窺
う
、
と
い

う
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
検
討
し
た
い
。
全
体
を
通
じ
て
、
ど
う
し
て
も
「
道

徳
的
に
」
思
考
す
る
、
あ
る
い
は
し
て
し
ま
う
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
!
と
い

う
思
想
家
の
特
性
の
理
解
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与
で
き
た
ら
、
と
い

う
の
、
が
筆
者
の
願
い
で
あ
る
。

四
0
年
代
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
『
転
回
』
・
再
考

〈自由論題〉

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
人
間
学
的
研
究
は
、
市
民
的
個
人
と
い
う
人
間
類

型
、
と
り
わ
け
そ
の
知
的
・
衝
動
的
制
約
の
解
明
へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
彼
は
こ
の
人
間
類
型
の
特
徴
を
、
人
間
の
自
己
支
配
、
自
制
を
基

礎
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
が
、
三0
年
代
の
彼
は
こ
う
し
た
課
題
を
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と
い
う
思
考
様
式
に
基
づ
い
て
追
究
し
て
い
た
。
彼

は
、
シ
ョ
1

ぺ
ン
ハ
ウ
ア
l

ニ
l

チ
ェ
の
遂
行
す
る
「
理
性
と
い
う
形
而

上
学
」
の
批
判
を
、
精
神
分
析
お
よ
び
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
の
考
察
方
法

の
導
入
に
よ
る
、
主
体
の
「
心
理
学
的
」
、
「
社
会
(
科
)
学
的
」
脱
中
心
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化
を
押
し
進
め
る
と
い
う
形
で
受
け
止
め
、
市
民
社
会
と
そ
こ
に
成
立
す

る
人
間
の
批
判
に
、
理
性
を
救
う
道
を
求
め
た
。
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
論
」
は
、

市
民
的
人
間
の
持
つ
残
忍
性
へ
の
傾
向
を
、
市
民
社
会
の
支
配
関
係
、
そ

の
媒
介
過
程
も
含
め
て
理
想
主
義
的
、
禁
欲
的
道
徳
の
支
配
手
段
と
し
て

の
機
能
と
の
関
係
で
捉
え
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
を
持
っ
て
い
る
。
彼
は
、

こ
の
道
徳
に
媒
介
さ
れ
た
、
と
り
わ
け
市
民
的
大
衆
の
欲
求
の
内
面
化
を
、

市
民
社
会
が
課
す
強
制
の
内
面
化
と
い
う
視
点
か
ら
説
明
す
る
。
換
言
す

る
と
彼
は
、
市
民
的
個
人
の
内
面
性
は
政
治
的
起
源
を
有
す
る
、
と
い
っ

た
理
解
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
彼
は
、
道
徳
的
に
理
想
化
さ
れ
る
人
間
の
本
質
と
は
対
立

す
る
よ
う
な
、
人
間
の
衝
動
、
身
体
と
い
っ
た
「
自
然
」
に
は
、
市
民
社

会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
程
と
の
関
連
で
言
及
し
、
そ
れ
ら
に
は
弱
く
、
忌

ま
わ
し
い
性
格
の
み
が
帰
さ
れ
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
社
会
の

管
理
化
・
大
衆
化
の
趨
勢
が
強
ま
り
、
ま
た
文
化
産
業
に
よ
る
大
衆
の
意

識
・
欲
求
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
は
、
初
期
の
批
判
的

理
論
か
ら
批
判
の
拠
り
所
を
奪
い
、
そ
の
構
想
の
根
底
的
変
更
を
強
い
る
。

批
判
的
理
論
は
新
た
な
合
理
性
理
論
の
模
索
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
こ
に

「
自
然
」
の
問
題
が
前
面
へ
と
押
し
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

四
0
年
代
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

に
現
れ
て
く
る
の
は
、
理
性
の
形
式
化

と
関
連
す
る
、
自
分
自
身
と
矛
盾
・
葛
藤
す
る
理
性
と
い
う
視
点
、
あ
る

い
は
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
の
言
葉
で
は
、
「
自
分
自
身
と
不
和
に
な
っ
た
自

然
と
し
て
の
、
精
神
の
自
己
認
識
」
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
彼
は
、
い
わ

ゆ
る
道
具
的
理
性
の
批
判
の
基
盤
を
、
理
性
の
自
己
反
省
の
力
に
求
め
る

の
だ
が
、
こ
の
彼
の
努
力
が
人
間
学
的
研
究
を
深
め
る
方
向
で
ひ
と
つ
の
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形
を
と
っ
た
の
が
、
「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
論
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

論
文
で
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

は
、
サ
ド
と
ニ

l

チ
ェ
の
思
想
を
、
自
然
の
苦

し
み
に
表
現
を
与
え
る
と
で
も
表
現
で
き
る
よ
う
な
試
み
の
、
ひ
と
つ
の

範
例
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
サ
ド
と
ニ
l

チ
エ

に
よ
る
実
践
理
性
の
仮
借
の
な
い
批
判
は
、
科
学
的
原
理
を
破
壊
的
な
も

の
に
高
め
な
が
ら
、
そ
の
批
判
の
過
程
で
逆
説
的
に
自
然
・
「
神
話
的
な
も

の
」
の
声
と
な
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
こ
う
し
た
視
座
を
、
啓
蒙
と
神

話
と
の
対
立
と
し
て
、
理
性
の
情
動
(
民
兵
互
に
対
す
る
態
度
と
い
う

視
点
か
ら
具
体
化
し
、
後
悔
、
同
情
、
愛
と
い
っ
た
「
感
情
」
に
対
す
る

サ
ド
と
ニ
l

チ
エ
の
批
判
に
、
そ
れ
を
神
話
的
だ
と
し
て
拒
否
す
る
側
面

と
、
同
時
に
そ
う
し
た
「
感
情
」
の
持
つ
「
人
間
的
」
意
味
に
表
現
が
与

え
ら
れ
る
面
と
の
両
者
を
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

• 
「
主
体
の
内
で
の
自
然
の
想
起
」
ー
|
シ
ユ
ミ

l

ト
・
ネ
ア
氏
の
見
解
の
検
討

以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
よ
る
「
自
然
」
の
問
題
系

の
導
入
に
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
理
解
・

扱
い
方
に
は
、
両
者
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
シ
ユ
ミ

l

ト
・
ネ
ア
氏
の
研
究
に
即
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
お
け
る
理
性

と
自
然
と
の
弁
証
法
と
い
う
問
題
に
一
瞥
を
与
え
て
お
き
た
い
。

彼
は
こ
の
問
題
を
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
る
。
彼
に

よ
る
と
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
に
は
、
一
方
に
、
理
性
の
自
己
破
壊
と
い

う
、
全
体
化
す
る
診
断
が
あ
る
。
精
神
の
最
も
高
尚
な
領
域
さ
え
支
配
の

要
求
に
浸
透
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
求
は
、
抑
圧
さ
れ
る
と
か
え
っ
て
一

層
重
大
な
結
果
を
招
く
よ
う
な
仕
方
で
回
帰
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

他
方
に
は
、
啓
蒙
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
救
わ
れ
る
、
理
性
内
部
の
矛
盾
、

お
よ
び
理
性
と
自
然
と
の
問
の
矛
盾
は
宥
和
さ
れ
る
、
と
い
う
希
望
が
、

紛
れ
も
な
く
存
在
す
る
。
道
具
的
理
性
の
内
部
に
、
そ
れ
自
身
を
超
え
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
こ
の
亀
裂
に
架
橋
し
よ
う
と
す
る

の
が
著
者
た
ち
の
ね
ら
い
で
あ
る
、
こ
う
彼
は
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
架
橋
・
媒
介
作
業
が
充
分
納
得
の
ゆ
く
形
で
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と

い
う
の
が
彼
の
判
断
で
あ
る
。

そ
の
検
証
の
た
め
に
、
彼
は
ア
ド
ル
ノ
の
思
想
の
一
つ
の
原
点
を
な
す

と
さ
れ
る
「
自
然
史
の
理
念
」
を
取
り
上
げ
る
。
彼
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
、

ア
ド
ル
ノ
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
か
ら
受
容
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
、
神
話
的
な

も
の
i

太
古
的
な
も
の
と
そ
の
批
判
の
敷
街
を
み
る
が
、
ア
ド
ル
ノ
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
で
は
、
神
話
的
な
も
の
太
古
的
な
も
の
が
含
む
静
力
学
と
力
学
止

の
媒
介
は
不
明
瞭
で
あ
る
と
す
る
(
こ
こ
で
は
具
体
的
な
検
討
は
割
愛
せ
ざ
る

を
得
な
い
)
。
そ
し
て
彼
は
、
他
の
テ
ク
ス
ト
に
幾
つ
か
の
媒
介
の
手
掛
か

り
を
見
い
だ
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
文
脈
で
着
目
す
べ
き
は
、
抑
圧
さ

れ
た
(
内
的
、
外
的
)
自
然
の
運
命
を
、
テ
ク
ス
ト
化
可
能
性
の
欠
落(
u
a
'

a
g

白
E
S
E

口
問
)
と
行
為
能
力
剥
奪
(
E
g
E
E
mロ
国
間
)
と
し
て
概
念
化
す

る
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
視
点
で
あ
る
。
特
に
ア
ド
ル
ノ
と
の
関
係
で
、
こ

の
視
点
の
固
有
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
両
者
の
弁
証
法
理
解
と
い
う

難
問
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
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ホ
ル
ク
八
イ
マ
l

と
ア
ド
ル
ノ
の
弁
証
法
理
解

〈自由論題〉

こ
こ
で
は
両
者
の
弁
証
法
理
解
の
違
い
の
一
端
を
、
『
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
|

著
作
集
』
に
公
刊
さ
れ
た
両
者
の
討
論
の
記
録
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
。
ホ

ル
ク
ハ
イ
マ
1

の
非
完
結
的
弁
証
法
の
構
想
は
、
「
幸
福
」
を
求
め
る
人
間

の
「
自
然
な
」
関
心
を
理
論
構
成
的
に
用
い
て
、
諸
実
証
科
学
の
成
果
に

限
定
的
否
定
を
加
え
る
な
か
で
そ
れ
を
統
合
し
て
い
く
と
い
う
形
式
を
持

つ
。
そ
れ
に
対
し
て
ア
ド
ル
ノ
は
、
そ
の
際
に
前
提
さ
れ
て
い
る
主
体
客

体
図
式
、
す
な
わ
ち
実
証
的
に
探
究
さ
れ
る
所
与
と
、
そ
れ
を
統
合
す
る

(
理
性
的
)
認
識
関
心
は
、
そ
れ
自
体
、
弁
証
法
的
に
媒
介
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
認
識
の
最
終
的
な
係
留
点
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
、
と
批

判
し
、
主
体
と
客
体
の
変
化
す
る
布
置
(
問
。
口
巳
色
白
片
岡
。
ロ
)
を
捉
え
る
べ
き

も
の
と
し
て
弁
証
法
的
像
の
概
念
を
提
示
す
る
。
概
念
的
存
在
で
は
な
く

直
接
的
に
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
を
、
主
体
と
客
体
と
を
両
極
と
す

る
緊
張
を
伴
う
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
構
想
は
、
後
の
ア
ド
ル
ノ
に

お
い
て
よ
り
一
層
の
展
開
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

一
連
の
討
論
で
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

は
、
自
分
の
批
判
の
立
場
は
純
粋
に

否
定
的
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
批
判
の
遂
行
の
な
か
に
は
、
特

定
の
内
容
的
措
定
が
含
ま
れ
て
い
て
、
た
だ
そ
れ
は
現
在
の
状
況
の
な
か

で
は
直
接
言
い
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
批
判
の
立
場
を
決
し
て
手
放
さ
ず
、
そ
れ
が
、

西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
同
様
に
、
自
然
を
め
ぐ
る
問
題
の

導
入
に
際
し
で
も
、
彼
の
思
想
に
独
特
な
緊
張
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
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え
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
こ
の
視
座
こ
そ
が
、
四
0
年
代
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー

の
、
一
方
で
の
概
念
の
弁
証
法
を
め
ぐ
る
言
語
哲
学
的
試
み
と
、
他
方
の

自
然
の
苦
し
み
に
表
現
を
与
え
る
、

Eど
い
う
自
然
の
問
題
系
導
入
の
背
後

に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
彼
の
「
転
回
」

は
、
断
絶
で
は
な
い
と
い
う
側
面
が
、
い
ま
少
し
強
調
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
と
一
言
?
え
よ
う
。

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

の
た
ど
っ
た
こ
う
し
た
道
は
、
一
方
で
ア
ド
ル
ノ
の

影
響
の
も
と
で
、
考
察
を
自
然
の
次
元
で
展
開
す
る
可
能
性
を
探
る
と
同

時
に
、
他
方
で
人
間
的
自
然
の
探
究
と
い
う
点
で
は
、
ヴ
イ
ツ
ガ
|
ス
ハ

ウ
ス
の
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
多
く
を
学
ん
だ
フ
ロ
ム
か
ら
、
批
判
の

基
準
の
伝
統
的
観
念
論
的
定
式
化
お
よ
び
限
定
に
対
す
る
批
判
を
通
じ
て

距
離
を
と
っ
て
行
く
と
い
う
、
両
者
の
狭
間
を
行
く
よ
う
な
軌
跡
を
描
く

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
疑
応
答

報
告
に
対
し
て
は
二
人
の
会
員
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
が
、
報
告
者
は
そ

の
両
者
に
対
し
て
充
分
な
答
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

徳
永
会
員
か
ら
は
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
は
た
し
か
に
一
貫
し
て
道
徳

哲
学
的
、
な
い
し
人
間
学
的
関
心
が
あ
る
が
、
し
か
し
弁
証
法
的
と
い
え

る
よ
う
な
人
間
学
は
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
聞
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

は
、
市
民
的
人
間
の
自
己
反
省
と
い
う
文
脈
で
彼
の
人

間
学
的
問
題
を
追
究
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
視
座
、
も
し
く
は
「
知
」

の
あ
り
方
が
、
弁
証
法
的
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
や
は
り
疑
問
が
残
る
。



136 

例
え
ば
精
神
分
析
の
「
知
」
は
、
現
存
す
る
も
の
へ
の
適
応
と
い
っ
た
機

能
の
観
点
を
超
え
て
、
「
臨
床
知
」
の
あ
り
方
と
い
っ
た
視
点
か
ら
み
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マi

/
ア
ド
ル
ノ
の
テ
ク
ス
ト
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
と
思
う
。

中
本
会
員
か
ら
は
、
宥
和
と
い
う
観
点
に
関
し
て
、
へ
l

ゲ
ル
と
の
関

係
に
つ
い
て
問
い
が
な
さ
れ
た
。
絶
対
精
神
の
自
己
自
身
と
の
宥
和
と
い

う
視
点
と
、
精
神
に
よ
る
「
自
然
」
の
想
起
と
し
て
の
宥
和
と
い
う
視
点

に
は
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
十
分
な
理
解
に
は
、
後
者
の
場
合
の
想
起

(
何
百
需
品
g
w
g
)
と
い
う
思
考
形
式
の
具
体
的
な
あ
り
方
も
含
め
て
、
よ
り

一
層
の
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

• 

も
り
た
・
か
ず
み
)

V
自
由
論
題

3 

)t.- _ 

ji 
.H tこ
i、お
フけ
ッ/'、

?杢
)t.- .f'-t今

)t.- lPJ 

と転
乙回
予テ
モ 1
イゼ

長に
ルザフ

Z い
}て

〈
報
告
〉

石
塚
省
二

コ
一
十
世
紀
哲
学
に
お
け
る
存
在
論
的
転
回
テ
ー
ゼ
」
を
展
開
す
る
。
戦

間
期
一
0
年
代
の
哲
学
的
主
潮
流
、
新
カ
ン
ト
派
か
ら
出
立
し
、
せ
ん
廻

す
る
ル
カ
l

チ
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
l

、
フ
ツ
サ
l

ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
そ
し
て

イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
五
人
の
哲
学
者
た
ち
は
い
づ
れ
も
、
第
二
次
大
戦
頃
ま

で
に
は
そ
の
存
在
論
的
転
回
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
二
十
世
紀
哲
学
を

特
色
付
け
る
こ
と
に
な
る
「
存
在
論
的
転
回
」
を
実
行
す
る
。

そ
の
事
情
に
つ
き
、
ル
カ
l

チ
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
・
『
社
会
的
存
在

の
存
在
論
』
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
l

『
存
在
と
時
間
』
、
フ
ッ
サl
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
人
間
性
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
、
ハ
ル
ト
マ
ン
『
存
在
論
的
基

礎
付
け
』
そ
し
て
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
『
世
界
の
存
在
を
め
ぐ
る
論
争
』
の
六

著
作
に
即
し
て
検
証
す
る
。

か
か
る
存
在
論
的
転
回
の
端
緒
は
、
既
に
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
イ
ル
タ

イ
(
一
八
三
三
一
九
一
一
)
、
フ
ッ
サ

l

ル
や
エ
ミ
!
ル
・
ラ
ス
ク
(
一
八

二
五
|
一
九
一
五
)
ら
を
通
し
て
へ
l

ゲ
ル
へ
の
遡
及
と
し
て
始
め
ら
れ
て

い
た
。
主
体
・
客
体

H

二
項
対
立
と
い
う
近
代
哲
学
の
ア
ポ
リ
ア
が
、
と
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れ
ら
の
哲
学
者
達
に
よ
っ
て
再
取
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
非
合

理
的
な
も
の
へ
の
関
心
が
ゼ
l

レ
ン
・
キ
エ
ル
ケ
ゴ
1

ル
(
一
八
二
二l
|
五

五
)
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ

l

チ
エ
(
一
八
四
四
|
一
九

O
O
)

に
よ
っ

て
活
気
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
知
的
流
れ
の
交
叉
点
に
お
い
て

本
報
告
で
論
じ
ら
れ
る
五
人
の
存
在
論
哲
学
者
達
は
、
デ
カ
ル
ト
以
来
の

近
代
認
識
論
哲
学
の
基
本
図
式
を
そ
の
存
在
論
的
転
回
に
よ
っ
て
乗
り
越

え
た
の
で
あ
る
。

(
い
し
づ
か
・
し
ょ
・
フ
じ

137 • <自由論題〉

V
自
由
論
題

4 

モ
1

ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
1

ン
の

啓
蒙
理
解
に
つ
い
て

〈
報
告
〉
後
藤
正
英

は
じ
め
に

「
ハ
ス
カ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
の
啓
蒙
運
動
の
特
徴

は
、
西
欧
社
会
の
知
識
を
積
極
的
に
吸
収
し
つ
つ
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
な
く
普
遍
的
解
放
を
目
指
そ
う
と
し

た
点
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
社
会
の
一
員
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
信
仰
を
保
持
し
て
い
る
、

と
い
う
二
つ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
の
啓
蒙
運
動
を
、
彼
自
身
の
ユ
ダ
ヤ
教
理
解
と
い
う
問
題
を
中
心
に
し

て
、
捉
え
直
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
と
哲
学
の
間

ユ
ダ
ヤ
の
思
想
家
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
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で
、
そ
こ
で
の
支
配
的
な
哲
学
と
対
決
し
、
そ
れ
を
吸
収
す
る
試
み
を
お

こ
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ロ
ン
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ト
ン
哲
学
、

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
と
っ
て
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
、
そ
し
て
、
ス
ピ
ノ

ザ
に
と
っ
て
の
デ
カ
ル
ト
哲
学
が
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
、
自
ら
の
哲
学
思
想
を
、
へ
ブ
ラ
イ
語
で
は
な
く
て
、
彼
ら
が
身

を
寄
せ
て
い
る
当
地
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
は
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
の
思
想
家
に
特
有
の
状

況
は
、
自
分
を
取
り
巻
い
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し

て
い
た
。
へ
ブ
ラ
イ
語
に
は
哲
学
的
語
集
が
不
足
し
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
真
理
の
核
心
を
明
確
な
仕
方
で
把
握
す
る
た
め
に
は
ギ
リ
シ
ア
以
来
の

西
洋
哲
学
を
媒
介
に
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
そ
の
全
生
涯

を
通
じ
て
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
基
本
的
主
張
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
場

合
、
メ
ン
デ
ル
ス
、
ソi

ン
が
取
り
組
ん
だ
哲
学
は
、
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
プ
ニ
ツ

ツ
|
ヴ
オ
ル
フ
の
哲
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
『
フ
ェ
ー
ド
ン
』
は
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
の
魂
の
不
死
性
へ
の
自
ら

の
信
仰
を
、
ヴ
オ
ル
フ
哲
学
の
合
理
的
心
理
学
の
言
葉
を
用
い
て
語
っ
た
、

一
種
の
自
然
的
宗
教
の
書
物
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
上
に
あ
げ
た
ユ
ダ
ヤ
の
思
想
家
の
中
で
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

哲
学
を
用
い
て
ユ
ダ
ヤ
の
啓
示
宗
教
と
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
根
本
的
一
致
を

主
張
し
た
マ
イ
モ
三
ア
ス
は
、
啓
蒙
思
想
に
共
感
す
る
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
知

識
人
の
間
で
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
l

ン
に
お
い
て
も
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
的
立
場
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
『
フ
ェ
ー
ド
ン
』
執
筆
中
の
書
簡
で
の
発
一
言
な
ど
か
ら
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

• 

ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
二
つ
の
視
点

『
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
』
で
の
主
張
に
最
も
典
型
的
で
あ
る
よ
う
に
、
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
l

ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
に
、
(
一
)
「
自
然
的
宗
教
(
理
性
宗
教
)

と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
」
と
(
二
)
「
制
度
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
」
と
い
う
一
一

つ
の
視
点
を
読
み
こ
も
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
に
現

れ
て
い
る
普
遍
的
な
精
神
的
内
容
と
、
命
令
や
行
動
規
則
や
慣
習
の
集
合

体
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
と
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
l

ン
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
理
性
に
よ
っ
て
直
接
的
に
把

握
で
き
る
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
状
況
の
も

と
で
与
え
ら
れ
た
(
啓
示
さ
れ
た
)
も
の
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
理
解
を
二
重
化
し
た
場

合
に
は
、
あ
る
種
の
皮
肉
な
事
態
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
(
一
)

の
観
点
を
強
調
し
た
場
合
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
に
読
み
取
る
こ
Bど
が
で

き
る
精
神
的
な
内
容
は
、
誰
も
が
理
性
に
訴
え
る
だ
け
で
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
普
遍
性
を
持
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
内
容
は
特
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
み
に
固
有
な
も
の
と
は
言
え
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
に
(
二
)
の
観
点
を
強
調
し
た
場

合
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
ユ
ダ
ヤ
教
と
は
、
普
遍
的
な
宗
教
性
の
体
現
者

で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
単
な
る
制
度
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
、
と
言
わ

れ
る
と
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
皮
肉
な
事
態
は
、
『
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
』
に
対
す
る
カ
ン
ト
の

評
価
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン
ト
は
一
方
で
は
、
自
然
的
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宗
教
と
し
て
理
解
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
に
現
れ
て
い
る
精
神
的
内
容
を
高
く

評
価
し
、
賞
賛
の
言
葉
を
送
り
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
単

な
る
制
度
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
た
批
判
も
行
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
、
(
明

示
的
に
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
)
メ
ン
デ
ル
ス
ゾl

ン
の
積
極
的
主
張
は
、
自

然
的
宗
教
と
し
て
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
方
が
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
優
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
視
点
の
読
み
込
み
の
背
景
に
は
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
を
近
代
の
世
俗
社
会
に
適
合
し
う
る
形

態
へ
と
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
同
体
が
近
代
の
国
民
国
家
と
対
立
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
を
、
近
代
の
政
教
分
離
や
救
済
内
面
主
義
と
い
っ

た
問
題
と
上
手
に
連
関
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
国
家
と
宗
教
の

妥
当
領
域
を
明
確
に
区
別
し
て
、
宗
教
の
基
礎
を
「
心
術
」
と
い
う
内
面

的
な
良
心
の
内
に
求
め
よ
う
と
す
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

l

ン
の
主
張
は
、
そ

の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ

に
は
、
ラ
ヴ
ァ
l

タ
ー
と
の
論
争
を
転
機
と
し
た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
の

思
索
の
変
遷
と
い
う
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
の
全
生
涯
を
通
し
て
の
活
動
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し

て
の
立
場
と
普
遍
的
知
性
や
人
間
性
の
立
場
と
を
調
停
す
る
努
力
に
あ
っ

た
わ
け
だ
が
、
彼
自
身
は
、
形
市
上
学
や
文
芸
批
評
に
つ
い
て
の
著
述
を

す
る
際
に
依
拠
し
て
い
る
普
遍
的
知
性
や
人
間
性
の
立
場
が
、
自
分
の
実

生
活
上
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
立
場
と
の
聞
に
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取

り
結
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら
必
ず
し
も
自
覚
的

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
基
本
的
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

l

ン
は
、
普
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遍
的
知
性
や
人
間
性
の
立
場
が
、
歴
史
や
民
族
の
問
題
左
関
係
を
持
ち
始

め
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
あ
る
種
の
鴎
踏
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
(
公

的
な
形
で
の
ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
信
仰
告
白
を
強
要
さ
れ
た
)
ラ
ヴ
ァ

l

タ
!
と
の

論
争
を
転
機
'
ど
し
て
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
は
、
普
遍
的
知
性
や
人
間
性

の
立
場
が
、
民
族
や
歴
史
の
問
題
と
関
係
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
側
面
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
、
晩
年
に
な
っ
て
『
ベ
ル
リ
ン
月
報
』

に
執
筆
し
た
啓
蒙
に
つ
い
て
の
小
論
の
中
に
は
、
そ
の
点
を
は
っ
き
り
と

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
疑
応
答

最
初
に
水
田
洋
先
生
か
ら
次
の
ご
質
問
が
あ
っ
た
。
「
(
一
)
レ
ツ
シ
ン

グ
や
カ
ン
ト
の
理
性
宗
教
論
E

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
ど
の
関
係
に
つ
い
て
。

(
二
)
フ
イ
ヒ
テ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
論
じ
る
場
合
に
は
、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
l

ン
を
意
識
し
て
い
た
の
か
」
0
(
一
)
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
「
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
l

ン
は
、
理
性
宗
教
諭
E

ユ
ダ
ヤ
教
諭
と
を
切
り
離
し
て
お
ら
ず
、

そ
こ
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
の
宗
教
諭
の
特
徴
と
困
難
が
あ
る
」
と
い
う

趣
旨
の
回
答
を
し
た
。
し
か
し
、
(
報
告
書
を
執
筆
し
て
い
る
)
現
段
階
で

は
、
メ
ン
一
ア
ル
ス
ゾ
ー
ン
自
身
の
歴
史
理
解
の
問
題
に
も
触
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
し
ι
考
え
て
い
る
。
合
一
)
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
「
フ
イ
ヒ
テ
が
ユ

ダ
ヤ
人
批
判
の
文
章
を
書
く
際
に
は
、
当
時
の
一
般
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ

メ
ー
ジ
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
は
直
接
的
な
言
及
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
お
答
え
し
た
。

続
い
て
、
植
村
邦
彦
先
生
か
ら
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
(
イ
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デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
と
ド
イ
ツ
語
の
関
係
の
よ
う
な
)
言
語
の
位
置
は
ど
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
の
ご
質
問
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
ゲ
ツ

ト

l

の
中
で
し
か
通
用
し
な
い
ユ
ダ
ヤ
風
の
ド
イ
ツ
語
と
し
て
の
イ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
に
は
批
判
的
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
の
習
得
に
お
い
て
も
、

へ
ブ
ラ
イ
語
の
学
習
に
お
い
て
も
、
言
語
に
関
し
て
は
、
純
粋
化
と
い
う

も
の
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
お
答
え
し
た
。

最
後
に
、
仲
正
昌
樹
先
生
か
ら
「
啓
蒙
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
打
倒
す

べ
き
相
手
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
は
ず
だ
が
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

l

ン
に

と
っ
て
そ
れ
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
の
ご
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
「
問
題
で
あ
っ
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
現
状
の
改
善
で
あ
り
、
そ
の

際
、
為
政
者
に
対
し
て
積
極
的
な
批
判
を
展
開
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
常

に
情
勢
を
見
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
(
時
に
は
状
況
に
迫
ら
れ
る
形
で
)
対

応
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
(
つ
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
積
極
的
に
全
面
に

出
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
ド
イ
ツ
人
の
側
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
的
地
位
を
改

善
す
る
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
)
と
お
答
え
し
た
。

(
ご
と
う
・
ま
さ
ひ
で
)

• 

V
自
由
論
題

5 

灰
色
の
領
域
と
し
て
の
美

【
百
・w
・
ア
ド
ル
ノ
の
『
ヴ
ア

1

グ
ナ
1

誠
論
』
を
め
ぐ
っ
て
】

〈
報
告
〉
多
賀
健
太
郎

一
九
三
七
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
ア
ド
ル
ノ
の

『
ヴ
ァl
グ
ナ
l

試
論
』
(
ぎ
者
)
、
お
よ
び
六
三
年
の
講
演
『
ヴ
ア
|
グ

ナ
1

の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』

(
4
2
)を
足
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
彼
の

ヴ
ア
l

グ
ナ
l

批
判
を
検
討
し
、
そ
こ
に
ア
ド
ル
ノ
の
弁
証
法
が
根
本
的

に
苧
ん
で
い
た
理
論
的
ア
ポ
リ
ア
を
探
ろ
う
と
し
た
。

ほ
ぽ
三
O
年
隔
た
っ
た
こ
の
て
つ
の
ヴ
ア
l

グ
ナ
l

論
で
主
L
ι
し
て
目

指
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
ヴ
ア
i

グ
ナ
l

の
「
異
化
」
、
つ
ま
り
「
無

時
間
的
な
意
味
で
ヴ
ア
l

グ
ナ
l

を
神
話
化
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ヴ
ア
l

グ
ナ
l

の
時
間
の
核
を
破
り
ひ
ら
い
て
、
作
品
自
体
を
歴
史
的
に
崩
壊
し

た
も
の
と
し
て
示
す
こ
と
」
(
者K乙
で
あ
る
。
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

作
品
を
、
そ

れ
が
帯
び
て
い
る
デ
マ
ゴ
ギ
ー
や
集
団
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
と
い
っ
た
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
色
を
払
拭
す
る
こ
と
な
く
弁
証
法
的
に
批
判
し
よ
う
と
す
る
ア
ド

ル
ノ
は
、
そ
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
い
う
よ
り
、
そ
の
批
判
を
徹

底
化
す
る
こ
と
で
、
ヴ
ア
l

グ
ナ
!
の
近
代
性
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
。

実
際
、
ア
ド
ル
ノ
の
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

評
価
は
、
当
初
か
ら
総
じ
て
両
義
的
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に
揺
れ
動
い
て
い
る
。
こ
の
両
義
性
は
、
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

の
楽
劇
そ
の
も

の
が
帯
び
て
い
る
ヤ
ヌ
ス
的
な
両
義
性
と
重
ね
ら
れ
展
開
さ
れ
る
。
ヴ
ア
|

グ
ナ
1

の
進
歩
的
要
素
と
退
行
的
要
素
は
、
ア
ド
ル
ノ
に
と
っ
て
け
っ
し

て
二
元
的
に
分
離
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
後
年
の
『
啓
蒙
の

弁
証
法
』
(
U
E
に
お
け
る
啓
蒙
と
神
話
の
循
環
関
係
の
よ
う
に
、
相
互

に
分
か
ち
が
た
く
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ア
|
グ
ナl
作
品
は
、

進
歩
と
退
行
の
両
義
的
な
絡
み
合
い
と
い
う
姿
で
ア
レ
ゴ
リ
カ
ル
に
解
釈

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
リ
ア
、
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
、
重
唱

と
い
っ
た
伝
統
的
な
形
式
を
排
除
し
、
旧
来
の
オ
ペ
ラ
か
ら
の
脱
却
を
は

か
っ
た
楽
劇
形
式
の
革
新
性
は
、
結
果
と
し
て
「
実
際
の
音
楽
に
は
効
力

の
な
い
図
式
の
戯
れ
」
(
言
者
)
に
反
転
し
、
反
復
進
行
の
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー

フ
は
、
「
な
に
ひ
と
つ
起
こ
ら
な
い
」
と
い
っ
た
歴
史
を
抹
消
す
る
時
間
の

永
遠
性
、
「
本
質
的
な
回
帰
不
可
能
性
と
い
う
呪
縛
」
を
逆
説
的
に
も
現
出

さ
せ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
不
協
和
音
を
協
和
音
へ
の
解
決
か
ら
解
放
す
る

ヴ
ア
1

グ
ナ
l

の
ト
リ
ス
タ
ン
和
音
の
先
駆
性
は
、
「
調
性
領
域
を
じ
か
に

宙
吊
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
調
性
領
域
の
拡
大
を
媒
介
さ
せ
た
だ

け
で
、
音
響
言
語
を
一
新
し
た
」
(
ぎ
者
)
も
の
と
し
て
積
極
的
に
評
価
さ

れ
る
一
方
で
、
音
響
効
果
の
レ
ベ
ル
で
し
か
前
衛
性
が
意
識
さ
れ
て
い
な

い
点
で
そ
の
不
徹
底
さ
を
指
弾
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
全
体
と
し
て
概
観
し
た

と
き
に
、
ア
ド
ル
ノ
の
ヴ
ァ
l

グ
ナ
1

批
判
が
、
一
枚
岩
の
個
人
攻
撃
や

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
感
情
的
な
断
罪
に
終
始
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
進
歩
的
要
素
と
退
行
的
要
素
の
両
義
的
な
絡
み
合

い
、
す
な
わ
ち
、
「
近
代
」
の
真
正
な
芸
術
が
不
可
避
的
に
帯
び
ざ
る
を
え
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な
い
こ
の
美
の
両
義
性
を
、
時
代
に
先
駆
け
て
意
識
し
、
そ
れ
を
「
綜
合

芸
術
作
品
」
と
い
う
も
っ
と
も
先
鋭
的
な
か
た
ち
で
形
象
化
し
よ
う
と
し

た
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

の
近
代
性
を
救
出
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
彼
の
批
判
の
眼

目
は
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
批
判
の
射
程
は
、
近
代
高
度
資
本
主

義
に
お
け
る
パ
ラ
ド
ク
ス
に
み
ち
た
芸
術
全
般
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

「
ヴ
ァ
l

グ
ナ
i

の
作
品
で
、
聴
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
作
品
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
す
と
ぶ
る
近
代
的
な
作
品
で
あ
り
、
技
法
的
に
も
、
き
わ
め

て
進
歩
的
で
あ
っ
て
、
在
来
の
慣
習
か
ら
、
は
る
か
に
か
け
離
れ
た
作
品

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
近
代
性
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、

不
協
和
音
、
異
名
同
音
法
、
半
音
階
法
が
、
そ
こ
に
は
他
の
作
品
よ
り
も

多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
表
面
的
に
み
て
も
誤
解
の
余
地
が
な
い
」

(
巧
〉)
0
そ
れ
ゆ
え
、
伝
統
的
な
形
式
が
、
具
体
的
に
生
じ
て
く
る
芸
術
上

の
課
題
と
矛
盾
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
解
決
し
よ
う

と
新
た
な
方
法
の
探
求
に
乗
り
だ
し
た
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

の
近
代
性
は
、
稀

代
の
そ
ダ
ニ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
ア
ド
ル
ノ
自
身
に
と
っ
て
も
、
け
っ
し
て

無
縁
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
ヴ
ア
l

グ
ナ
l

試
論
』
の
最
初
の
読
者
の
一
人
だ
っ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

は
、
ア
ド
ル
ノ
に
宛
て
た
書
簡
(
一
九
三
八
年
六
月
十
九
日
付
)
の
な
か
で
、

簡
潔
な
が
ら
も
的
確
に
、
『
試
論
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
弁
証
法
的
批
判

が
抱
え
る
ア
ポ
リ
ア
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
ア
ポ
リ
ア
と
は
、

か
い
つ
ま
ん
で
い
え
ば
、
救
出
と
い
う
歴
史
哲
学
的
な
パ
l

ス
ベ
ク
テ
イ

ヴ
と
、
進
歩
と
退
行
と
い
う
批
判
的
な
パ
l

ス
ペ
ク
テ
イ
ヴ
と
の
両
立
不

可
能
性
と
い
う
点
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
救
出
の
形
式
(
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
的
な
方
法
論
)
が
ツ
イ
ク
ル
ス
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
進
歩
と
退
行
と
い
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う
論
争
の
形
式
(
批
判
理
論
の
方
法
論
)
は
進
行
な
の
で
あ
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
は
ア
ド
ル
ノ
の
記
述
の
中
に
、
両
者
の
方
法
論
上
の
髄
断
を
い
ち
は
や

く
嘆
、
ぎ
わ
け
た
の
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
は
、
こ
れ
に
対
す
る
返
信
の
な
か

で
、
救
出
と
い
う
ツ
イ
ク
ル
ス
の
形
式
と
、
進
歩
と
退
行
と
い
う
論
争
の

線
状
の
形
式
と
は
両
立
し
う
る
、
と
弁
明
す
る
だ
け
で
、
け
り
を
つ
け
て

い
る
。
だ
が
実
際
、
最
後
ま
で
二
人
の
間
で
論
じ
っ
く
さ
れ
ず
に
残
っ
た

こ
の
沈
黙
の
う
ち
に
は
、
た
ん
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ド
ル
ノ
の
考
え
方
の

相
違
だ
け
に
収
ま
り
き
ら
な
い
、
よ
り
広
く
深
い
溝
が
横
た
わ
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ツ
イ
ク
ル
ス
形
式
と
進
歩
日
退
行
形
式
と
を
両
立
可
能
に
す
る
と
い
う

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
戦
略
は
、
抜
き
が
た
い
方
法
論
上
の
論
理
矛
盾
を
み
ず

か
ら
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
こ
う
し
た
矛
盾
が
典
型
的

に
現
わ
れ
て
く
る
の
は
、
も
と
も
と
ヴ
ァ

l

グ
ナ
i

の
『
ヴ
ェ
l

ゼ
ン
ド

ン
ク
の
五
つ
の
歌
』
か
ら
と
ら
れ
、
ブ
ロ
ツ
ホ
や
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
と
も
に
、

と
り
わ
け
ア
ド
ル
ノ
に
よ
っ
て
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
愛
用
さ
れ
た

「
追
想
」
(
回
おEO
長

g
)
と
い
っ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
的
な
概
念
に
お
い
て

で
あ
る
。
神
話
と
啓
蒙
が
絡
み
合
う
近
代
的
支
配
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て

「
主
体
に
お
け
る
自
然
へ
の
追
想
」
(
り
ど
が
支
配
な
き
ユ
ー
ト
ピ
ア
へ
の

視
座
を
確
保
す
る
一
綾
の
希
望
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
〔
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

に

お
け
る
〕
操
作
さ
れ
た
追
想
は
、
啓
蒙
の
反
対
物
」(
5
4
3
へ
と
た
や
す

く
転
化
し
て
し
ま
う
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
「
操
作
さ
れ
た
追
想
」
も
ま

た
、
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

楽
劇
の
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
l

世
界
の
脱
神
話
化
を

つ
う
じ
て
、
ふ
た
た
び
希
望
の
契
機
に
変
貌
し
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
の

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
「
脱
神
話
化
が
神
話
に
反
転
す
る
」
(
『
否
定
弁
証
法
』
)
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と
い
う
ア
ド
ル
ノ
の
危
機
的
認
識
に
あ
っ
て
は
さ
し
あ
た
り
ヴ
ア

l

グ

ナ
l

救
出
と
い
う
可
能
性
は
、
も
っ
ぱ
ら
否
定
的
な
か
た
ち
で
し
か
語
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
留
保
を
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
予

定
調
和
的
な
解
決
を
断
念
す
る
彼
の
思
考
は
、
飽
く
な
き
否
定
性
の
背
後

で
し
か
、
救
出
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
進
歩
と
退
行
の
聞
に
か
ろ
う
じ
て
穿
た
れ

る
、
こ
の
救
出
と
い
う
空
隙
に
こ
そ
、
ア
ド
ル
ノ
の
弁
証
法
の
隠
れ
た
原

動
力
が
あ
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
眼
に
は
両
立
し
が
た
い
矛
盾
と
映
っ
た
と

は
い
え
、
そ
れ
は
ア
ド
ル
ノ
に
と
っ
て
は
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
点
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
あ
た
か
も
ア
ド
ル
ノ
の
思
考
は
、
こ
の
空

隙
に
対
す
る
空
間
恐
怖
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
周
囲

を
ひ
た
す
ら
巡
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ド
ル
ノ

の
弁
証
法
イ
メ
ー
ジ
に
か
ん
す
る
相
違
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
思
想
に
理
論
的

矛
盾
左
し
て
内
在
化
さ
れ
、
た
え
ず
乳
み
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
こ
の
矛
盾
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ア
ド
ル
ノ
に
と
っ
て
は
消
極
的
な

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
美
的
形
象
と
の
暗
黙
裡
の
ミ
メ
l

シ
ス
を
果
た

す
彼
の
美
的
思
考
が
必
然
的
に
帯
び
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「
ア
ウ
シ
ユ
ヴ
イ
ツ
ツ
以
後
、
詩
を
書
く
こ
と
は
野
蛮
で
あ
る
」
と
い
う
あ

ま
り
に
も
有
名
な
ア
ド
ル
ノ
の
モ
ッ
ト
ー
に
象
徴
的
に
暗
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
美
と
野
蛮
と
が
両
義
的
に
交
差
す
る
領
域
は
、
あ
る
意
味
で
は

「
近
代
」
と
い
う
世
界
が
直
面
し
た
普
遍
的
な
事
態
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

楽
劇
の
両
義
的
な
演
劇
空
間
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
と

え
ば
、
映
画
『
独
裁
者
』
の
ラ
ス
ト
シ
l

ン
に
お
け
る
、
自
由
の
象
徴
で

あ
る
小
麦
畠
の
波
打
つ
穂
と
強
制
収
容
所
生
活
に
お
け
る
風
に
そ
よ
ぐ
ド 2002 社会思想史研究 No.26



〈自由論題〉

イ
ツ
娘
の
金
髪
と
の
交
換
可
能
性
B
E

ゃ
、
犠
牲
者
と
虐
殺
者
と
が
厳

密
に
区
別
で
き
ず
、
ど
こ
か
で
奇
妙
な
共
犯
関
係
を
結
ん
で
し
ま
う
強
制

グ
レ

l

ゾ

1

ン

収
容
所
に
お
け
る
ア
ン
ビ
ヴ
ア
レ
ン
ト
な
空
間
と
し
て
の
灰
色
の
領
域
(
プ

リ

l

モ
・
レ
l

ヴ
イ
て
あ
る
い
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
写
真
に
自
分
の
失
な
わ

れ
た
幼
年
時
代
の
記
憶
を
重
ね
て
思
わ
ず
感
動
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
強
制
収
容
所
で
殺
さ
れ
、
生
き
た
痕
跡
を
一
切
残
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
自
分
の
親
類
た
ち
の
死
に
つ
い
て
は
何
の
感
慨
も
抱
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
、
田
帰
な
き
世
界
が
陥
る
《
深
い
道
徳
的
な
倒
錯
》
(
ミ

ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
)
に
も
通
底
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
裁
き
を

下
す
こ
と
の
不
可
能
性
」
(
ジ
ヨ
ル
ジ
ヨ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
)
の
領
域
は
、
い
ま

な
お
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
負
の
遺
産
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
説
的
な
の
は
、
ヴ
ア
l

グ
ナ
ー
を
論
じ
る
こ
と

と
同
様
、
ア
ド
ル
ノ
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
も
ま
た
、
あ
る
程
度
の
ア
ナ

ク
ロ
ニ
ズ
ム
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
と
い
う
現
状
だ
ろ
う
。
「
綜
合
芸
術
作

品
」
と
い
っ
た
す
ぐ
れ
て
近
代
的
な
野
心
は
、
評
判
を
落
と
し
て
久
し
い

し
、
従
来
ま
で
の
全
体
概
念
や
啓
蒙
的
理
性
と
い
っ
た
近
代
的
な
枠
組
に

対
す
る
信
頼
は
、
す
で
に
色
槌
せ
、
そ
れ
自
体
が
「
脱
魔
術
化
」
や
相
対

化
の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
と
は
い
え
、
枠
組
の
転
換
そ
の
も

の
が
、
問
題
の
解
決
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
の
回
避
へ
と
向
か
う

の
で
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
も
ま
た
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
い
っ
転
化
し
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ヴ
ア

l

グ
ナ
ー
や
ア

ド
ル
ノ
な
ど
近
代
を
代
表
す
る
芸
術
や
思
想
を
と
り
ま
く
、
ア
ナ
ク
ロ
ニ

ズ
ム
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
が
す
れ
ち
が
う
一
瞬
の
空
隙
に
こ
そ
、
今

後
の
課
題
と
な
る
未
踏
破
の
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
な
要
旨
の
報
告
を
お
こ
な
い
、
藤
野
寛
会
員
、
清
水
多
吉

会
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
。

(
た
が
・
け
ん
た
ろ
う
)
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-
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
(
1
)

【
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
構
想
に
つ
い
て
】

〈
世
話
人
〉
松
岡
利
道
・
太
田
仁
樹

〈
報
告
者
〉
国
分
幸

「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開

(
1
)」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
二
O
名
弱
が
出

席
し
、
「
マ
ル
ク
ス
・
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
構
想
の
諸
問
題
」
と
題
し
て
、
国

分
幸
会
員
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
過
渡
期
に
お
い
て
は
、
市
場
原
理
と
計
画
原
理
か
ら
な
る
混
合

経
済
体
制
が
し
か
れ
、
社
会
は
分
権
的
で
非
一
国
一
工
場
的
で
あ
る
。
そ
の

限
り
土
台
と
上
部
構
造
(
コ
ミ
ュl
ン
型
国
家
)
は
整
合
的
で
あ
る
。
利
潤
分

配
性
(
共
通
占
有
)
を
と
る
諸
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
は
所
有
と
経
営
の
分
離
に

も
と
づ
く
共
同
占
有
H

組
合
的
占
有
(
民
営
)
の
自
立
し
た
連
合
的
株
式
会

社
で
あ
り
、
所
有
形
態
は
生
産
者
に
よ
る
「
個
々
人
的
」
共
同
所
有H
連
合

的
・
組
合
的
所
有
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
社
会
主
義
段
階
の
非
市
場
的

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
は
、
市
場
全
廃
の
計
画
経
済
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
方
式

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
国
一
工
場
体
制
に
帰
着
す
る
公
算
が
き
わ
め
て
濃
い
。

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
根
本
は
一
国
一
工
場
体
制
に
あ
る
。
こ
の
体
制
に
お
い

て
は
土
台
と
分
権
的
上
部
構
造
は
全
く
矛
盾
し
、
計
画
を
担
う
中
央
機
関
が

占
有
主
体
(
上
位
の
占
有
者
)
と
な
り
、
組
合
的
占
有
権
・
所
有
権
は
纂
奪

さ
れ
、
各
生
産
者
は
従
属
的
占
有
主
体
に
な
り
下
が
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ

ア
型
国
家
を
回
避
す
る
道
は
市
場
的
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
体
制
で
あ
る
。

報
告
に
対
し
、
内
田
博
会
員
よ
り
以
下
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
①
「
過

渡
期
」
の
構
想
を
本
来
の
社
会
主
義
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
か
。
②

長
期
の
権
力
獲
得
は
よ
く
な
い
の
か
。
③
企
業
内
部
の
計
画
と
個
人
の
裁

量
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
④
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
へ
の
転
化
を
回
避
す

る
の
に
は
、
人
間
の
根
本
的
変
革
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
⑤
マ
ル
ク

ス
が
社
会
主
義
の
変
質
を
問
題
に
し
え
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

回
答
は
、
①
「
過
渡
期
社
会
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
「
本
来
の
社

会
主
義
」
と
す
べ
き
だ
、
②
政
府
の
役
割
は
重
要
だ
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て

き
た
権
力
形
態
は
考
え
ら
れ
な
い
、
③
株
主
H

従
業
員
総
会
で
、
経
営
の
民

主
主
義
化
が
可
能
で
あ
る
、
④
一
国
一
工
場
体
制
が
問
題
な
の
で
、
こ
れ
が

な
け
れ
ば
人
間
も
変
わ
る
、
⑤
マ
ル
ク
ス
の
な
か
に
、
楽
観
主
義
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
心
主
義
が
あ
り
、
共
同
所
有
や
国
家
的
所
有
か
ら
の
分
業
に
も
と

づ
く
階
級
の
発
生
を
問
題
に
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
松
岡
利
道
、
伊
藤
成
彦
、
西
田
照
見
、
保
住
敏
彦
、
出
雲
雅
志
、

千
石
好
郎
な
ど
の
諸
会
員
か
ら
、
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
自
称
と
の
関

連
、
コ
ミ
ュ
l

ン
国
家
と
計
画
経
済
の
関
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
と

ア
ジ
ア
重
視
の
問
題
点
、
入
会
地
占
有
の
問
題
、
市
場
原
理
を
規
制
す
る

理
念
の
問
題
、
「
一
国
一
工
場
」
の
回
避
が
ご
国
一
組
合
」
を
帰
結
し
な

い
か
、
「
ゴ
l

タ
綱
領
批
判
」
の
「
過
渡
期
」
の
理
解
に
つ
い
て
、
等
々
の

問
題
が
提
起
さ
れ
、
質
疑
応
答
弁
」
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

(
文
責
太
田
仁
樹
/
お
お
た
・
よ
し
き
)
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マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
(
2
)

【
オ
ッ
ト1

・
パ
ウ
ア
l

『
民
族
問
題
と
社
会
民
主
主
義
』
を
め
ぐ
っ
て
}

〈
世
話
人
〉
松
岡
利
道

〈
報
告
者
〉
丸
山
敬
一

〈インフォーマル・セッション〉

「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開

(
2
)」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
ッ
ト

l

・

パ
ウ
ア
l

『
民
族
問
題
と
社
会
民
主
主
義
』
に
関
す
る
報
告
が
、
丸
山
敬

一
氏
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
黒
滝
正
昭
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
出

席
者
は
二
O
名
弱
で
あ
っ
た
。
丸
山
報
告
で
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル

ス
か
ら
始
ま
り
カ
ウ
ツ
キ
ー
や
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
、
ロ

l

ザ
・
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
に
い
た
る
民
族
問
題
論
の
系
譜
の
中
に
オ
l

ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス

主
義
の
民
族
把
握
を
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
パ
ウ
ア
l

の
著
書
の
見
解
の
独

自
性
を
見
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ア

l

は

民
族
の
接
近
・
融
合
・
消
滅
を
説
く
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
異
な
っ

て
、
民
族
の
持
つ
積
極
面
を
肯
定
し
、
ま
た
ブ
リ
ユ
ン
綱
領
の
属
地
主
義

に
個
人
原
理
を
補
足
し
て
、
民
族
問
題
解
決
に
有
意
義
な
視
点
を
与
え
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
丸
山
氏
は
そ
の
よ
う
な
議
論
の
展
開
を
通
し
て
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
問
題
の
難
し
さ
」
に
言
及
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
近

代
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
な
か
で
も
っ
と
も
動
員
力
が
大
き
い
が
、

• 145 

し
か
し
自
民
族
中
心
主
義
と
拝
外
主
義
を
核
と
す
る
危
険
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
で
あ
り
、
ロ
l

ザ
の
よ
う
に
徹
底
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
対
置
し
て
も
、
ま
た
民
族
自
決
権
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
譲
歩

し
て
も
、
そ
の
克
服
は
難
し
い
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
黒
滝
氏
の

コ
メ
ン
ト
は
、

Z
巳
H
O
E
-
-
S
H
g
吟
同
岡
市
を
「
民
族
問
題
」
で
は
な
く
、
「
多

民
族
問
題
」
と
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
か
ら
は
じ
ま
り
、
パ
ウ
ア
ー

も
民
族
の
融
合
・
消
滅
を
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
言
語
共
同
体

に
つ
い
て
は
パ
ウ
ア
!
と
カ
ウ
ツ
キ

l

に
一
致
点
が
あ
り
、
パ
ウ
ア
ー
に

よ
る
交
通
共
同
体
の
強
調
を
見
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
ま
た
同
化
と
差
異

化
に
つ
い
て
バ
ウ
ア
ー
に
は
不
十
分
な
面
が
あ
る
と
指
摘
し
、
パ
ウ
ア
l

の
独
自
性
の
み
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
論
者
と
の
共
通
点

へ
の
目
配
り
を
促
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
太
田
仁

樹
、
相
田
慎
一
、
保
住
敏
彦
、
上
条
勇
、
野
村
真
理
な
ど
の
各
氏
か
ら
意
見

、
が
出
て
、
パ
ウ
ア
!
と
レ
ン
ナ
l

お
よ
び
カ
ウ
ツ
キ
!
と
の
関
係
、
パ
ウ

ア
l

の
現
代
的
意
義
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
把
握
な
ど
が
論
点
と
な
っ
た
。
バ

ウ
ア
l

の
評
価
す
べ
き
側
面
と
し
て
は
、
パ
ウ
ア
ー
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
民
族
共
存
と
い
う
、
よ
り
具
体
的
な
解
決
策
を
提
起
し
た
点
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
l

問
題
の
解
決
策
と
し
て
考
察
に
値
す
る
点
、
最
近
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
多
民
族
共
生
の
流
れ
に
示
唆
を
与
え
る
の
で
は
と
い
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
他
方
で
、
属
人
主
義
に
は
注
目
で
き
る
も
の
の
パ
ウ

ア
l

の
大
著
に
は
多
く
の
叙
述
上
の
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

総
じ
て
、
パ
ウ
ア
i

の
大
著
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
い
う

の
が
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
意
見
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

(
文
責
松
岡
利
道
/
ま
つ
お
か
・
と
し
み
ち
)



146 

お
詫
び

昨
年
度
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
」

で
は
『
新
マ
ル
ク
ス
学
事
典
』
を
巡
る
議
論
が
報
告
者
/
的
場
昭
弘
、
コ

メ
ン
テ
l

タ

l
/
正
木
八
郎
の
両
氏
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
コ

メ
ン
テ
l

タ
l

名
の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
て
訂
正

致
し
ま
す
。

• 

世
話
人

松
岡
利
道
・
太
田
仁
樹
)

-
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

高十
目八
治
『九
?世
Z 紀
t;I:の
重ド
勢イ
型ツ
F 社
を A

ぞ選
石済
思
想

〈
世
話
人
〉
原
田
哲
史

〈
報
告
半
官
〉
滝
口
清
栄
・
神
山
伸
弘

滝
口
清
栄
・
神
山
伸
弘
の
両
会
員
が
高
柳
良
治
著
『
へ
l

ゲ
ル
社
会
理

論
の
射
程
』
(
御
茶
の
水
書
房
、
二0
0
0

年
)
を
紹
介
・
批
評
し
て
、
そ
の

後
、
討
論
し
た
。

滝
口
会
員
は
、
同
書
の
次
の
よ
う
な
議
論
を
取
り
上
げ
た
。
①
へ

l

ゲ

ル
は
、
ル
ソ
!
と
同
じ
く
国
家
意
志
を
重
視
す
る
が
、
「
票
数
の
計
算
に

よ
っ
て
一
般
意
志
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
可
能
」
と
考
え
る
ル
ソl
の
「
具

体
的
・
経
験
的
性
格
」
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
「
即
自
的
本
質
的
意
志
」

を
自
覚
す
る
と
は
限
ら
ぬ
「
人
民
」
に
は
依
拠
せ
ず
、
官
僚
に
期
待
し
た

(
第
三
一
章
)
。
②
ル
ソ
ー
に
は
国
家
・
市
民
社
会
の
区
別
が
な
く
、
「
身
分
・

階
級
・
国
家
」
の
認
識
も
不
充
分
で
あ
る
。
へ

l

ゲ
ル
は
ル
ソ
l

の
「
人

類
」
主
義
的
な
仮
構
性
に
対
し
「
存
在
す
る
も
の
の
理
解
」
を
主
張
し
た

(
第
四
章)
o
③
ホ
ッ
プ
ズ
や
ル
ソ
l

は
中
間
団
体
の
意
義
を
認
め
な
い
が
、

「
中
間
団
体
論
、
と
り
わ
け
職
業
団
体
論
は
へ
l

ゲ
ル
社
会
理
論
の
根
幹
を

な
し
て
い
る
」
(
第
五
章
)
。
④
「
執
行
権
(
統
治
権
)
と
立
法
権
と
が
分
離 2002 社会思想史研究 NO.26
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さ
れ
て
い
る
場
合
が
共
和
的
」
と
す
る
カ
ン
ト
の
場
合
、
そ
れ
が
不
分
離

の
民
主
制
(
民
衆
制
)
は
「
専
制
的
」
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
戦
争
回
避
の

た
め
に
提
唱
し
た
の
は
、
「
世
界
国
家
や
世
界
共
和
国
」
で
は
な
く
、d
E
q

・

す
な
わ
ち
「
連
合
と
い
う
消
極
的
な
代
替
物
」
で
あ
る
。
フ
イ
ヒ
テ
は
前

者
を
「
す
ば
ら
し
い
目
標
」
と
し
、
へ

l

ゲ
ル
は
国
家
連
合
で
さ
え
、
そ

の
条
約
関
係
が
「
永
遠
の
欺
臓
」
で
あ
る
と
し
た
(
第
八
章
)
。
⑤
一
八
一

七
・
一
八
年
法
哲
学
講
義
で
は
、
コ
ル
ポ
ラ
ツ
イ
オ

l

ン
の
独
自
の
項
は

な
く
(
た
だ
し
第
二
一
一
節
で
扱
わ
れ
る
)
、
ポ
リ
ツ
ア
イ
で
は
貧
困
問
題
、

警
察
、
価
格
査
定
、
植
民
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
(
第
一
一
章
)
。

神
山
会
員
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
の
は
同
書
の
次
の
諸
論
点
で
あ

る
。
①
へ
l

ゲ
ル
の
思
想
を
「
国
家
権
力
の
反
動
的
絶
対
化
」
と
す
る
解

釈
は
、
彼
の
「
ド
イ
ツ
憲
法
論
」
に
お
け
る
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
無

関
心
と
機
械
国
家
批
判
と
を
見
れ
ば
、
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
い
(
第
一

章
)
。
②
へl
ゲ
ル
は
道
具
に
対
し
て
高
い
評
価
を
下
す
が
、
機
械
に
対
し

て
は
「
き
わ
め
て
否
定
的
な
評
価
」
を
下
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
「
生
産

過
程
に
お
け
る
搾
取
の
事
実
を
把
握
し
え
ず
」
、
「
機
械
の
資
本
主
義
的
充

用
の
意
義
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
(
第
二
章
)
。
③
一
八O
五
­

O
六
年
の
講
義
は
リ
ア
ル
で
あ
り
、
市
民
社
会
の
「
偶
然
」
「
分
配
」
が
指

摘
さ
れ
、
「
営
業
」
の
多
面
性
、
「
労
働
」
の
抽
象
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
「
貧
富
の
分
裂
に
至
る
過
程
の
必
然
性
の
把
握
と
し
て
は
具
体
性
を
欠

い
て
」
お
り
、
「
自
己
増
殖
す
る
価
値
と
し
て
の
資
本
」
を
把
握
で
き
て
お

ら
ず
、
そ
の
点
で
『
法
の
哲
学
』
と
同
程
度
で
あ
る
(
第
二
章
)
。
④
へl

ゲ
ル
の
コ
ル
ポ
ラ
ツ
イ
オ
l

ン
論
を
、
著
者
は
「
貧
困
問
題
」
と
の
関
連

で
捉
え
て
お
り
、
プ
リ
ッ
ダ
l

ト
も
「
持
続
的
な
生
計
の
維
持
」
を
確
保

147 • 

し
、
「
労
働
資
産
」
実
現
の
保
証
を
担
う
も
の
と
す
る
。
他
方
、
早
瀬
明

は
、
そ
の
意
義
を
「
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
の
養
成
」
へ
と
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
の
活
動

を
方
向
づ
け
て
い
く
点
に
見
る
(
第
二
章
、
第
六
章
、
補
論
六
)
o
⑤
コ
ル
ボ

ラ
ツ
イ
オ
l

ン
論
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
市
民
社
会
の
官
僚
制
」
に
他
な
ら

な
い
職
業
団
体
と
し
て
否
定
的
に
評
価
し
た
が
、
今
日
の
「
多
極
共
存
型

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
モ
デ
ル
」
(
樋
口
陽
一
)
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
へ
l

ゲ
ル
の
コ
ル
ポ
ラ
ツ
イ
オ
l

ン
が
「
貧
困
層
の
ぺ
l

ベ
ル
化

を
防
止
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
」
(
第
六
章
)
。

討
論
は
、
両
報
告
者
が
諸
論
点
に
加
え
た
ー
ー
と
り
わ
け
神
山
会
員
に

よ
る
著
者
に
対
す
る
ポ
レ
ミ
l

ク
を
含
む
l
l
}

コ
メ
ン
ト
を
発
端
と
し
て
、

活
発
に
な
さ
れ
た
。
発
言
者
は
柴
田
隆
行
、
早
瀬
明
、
内
田
弘
の
各
会
員

と
原
因
で
あ
り
、
最
後
に
著
者
の
高
柳
会
員
自
身
か
ら
総
括
的
な
発
言
が

あ
っ
た
。

文
責

原
田
哲
史
/
は
ら
だ
・
て
っ
し
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イ
タ
リ
ア
思
想
史

{
啓
蒙
の
発
見
|
|
ヴ
エ
ン
ト
ゥ

l

リ
『
自
由
の
た
め
の
闘
い
』
(
一
九
九
六
)
を
読
む
}

〈
世
話
人
報
告
者
〉
堀
田
誠
三

『
自
由
の
た
め
の
闘
い
』
の
主
要
部
分
は
、
ス
ペ
イ
ン
革
命
を
論
じ
た

「
新
し
い
ス
ペ
イ
ン
」
を
皮
切
り
に
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
か
ら
戦
後
の
時

期
(
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
六
年
)
ま
で
の
政
治
論
説
か
ら
な
り
、
論
点

は
、
以
下
の
四
つ
に
整
理
で
き
る
。

①
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
論
争
。
諸
欠
陥
の
ゆ
え
に
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
を
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
排
他
的
な
地
域
主
義
を
克
服
し
国
民
統
一
を
め
ざ

し
た
運
動
と
し
て
擁
護
し
、
そ
の
遺
産
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
治
社
会
問
題
が
、
道
徳
宗
教
問
題
の
中
心
に
す
え
ら
れ
た
こ
と
は
意
義

深
い
。
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
再
評
価
に
あ
た
っ
て
、
神
話
対
反
神
話
の
争

い
で
な
く
真
実
を
探
究
す
る
こ
と
が
歴
史
家
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
の
な
か

で
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
性
格
が
明
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

②
社
会
主
義
論
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
は
、
社
会
主
義
の
実
現
し
た
時
代

で
あ
る
。
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
社
会
主
義
は
、
「
事
実
に
よ
る
批
判
」
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
の
影
と
し
て
の
ナ
チ
ズ
ム
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

に
よ
っ
て
、
人
民
戦
線
の
形
成
の
形
成
が
促
さ
れ
た
。
人
民
戦
線
に
は
、

共
産
党
の
戦
術
と
い
う
面
は
あ
る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
階
級
の
た

め
の
戦
い
を
お
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
の
教
訓
は
、
国
民
解

放
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
次
元
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て

い
る
。
社
会
主
義
の
要
求
に
集
約
さ
れ
る
勤
労
大
衆
は
「
馬
」
で
あ
り
、

民
主
主
義
は
「
騎
手
」
の
役
割
を
は
た
す
。

③
ロ
シ
ア
論
。
ソ
ヴ
イ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
古
典
の
復
興
は
、
大

衆
の
知
識
欲
の
表
現
で
り
、
そ
こ
に
マ
ル
ク
ス
主
義
離
れ
と
文
化
・
文
明

(
n
E
E
)へ
の
欲
求
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
「
ひ
と
つ
の
教

会
の
終
鷲
」
が
み
ら
れ
た
。
ソ
ヴ
イ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
教
会
・
宗

教
問
題
(
イ
タ
リ
ア
人
に
は
中
心
問
題
)
を
語
る
こ
と
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
l

を
語
る
の
に
似
る
。
公
式
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
根
絶
や
し
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
宗
教
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
に
、
啓
蒙
の
自
然
人
(
日
無
神
論
)
が
、
宗
教
へ
の
歴
史
的
批
判
的

視
点
な
し
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
革
命
の
内
的
確
信
の

喪
失
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
は
、
特
権
的
生
活
の
保
証

と
引
き
換
え
に
大
衆
啓
蒙
の
道
具
と
な
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
、
機
能
喪
失

に
お
ち
い
っ
て
い
る
。

④
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
啓
蒙
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
独
裁
を
許
し
た
イ
タ
リ
ア
社

会
の
危
機
の
基
礎
に
は
、
モ
ラ
ル
の
問
題
が
あ
る
。
敗
北
を
く
り
か
え
さ

な
い
た
め
、
十
八
世
紀
以
来
の
遺
産
で
あ
る
建
設
的
革
命
へ
の
意
志
を
継

承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
産
主
義
者
か
ら
自
由
主
義
者
ま
で
の
統
一

戦
線
の
時
代
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
革
命
は
、
「
自
由
主
義
革
命
」
で
あ
り
、

こ
の
革
命
は
、
近
代
的
自
由
の
基
礎
の
う
え
に
、
国
家
と
社
会
の
下
か
ら

の
民
主
主
義
的
再
建
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自

2002 社会思想史研究 NO.26



由
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
自
由
以
外
で
あ
り
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
未

来
の
社
会
に
「
自
由
」
を
具
体
性
を
持
っ
て
定
着
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
原

理
的
批
判
は
無
意
味
で
あ
る
。
再
建
さ
る
べ
き
イ
タ
リ
ア
国
家
は
、
自
由

の
自
律
か
ら
連
邦
主
義
へ
の
方
向
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

(
文
責
堀
田
誠
一
ニ
/
ほ
っ
た
・
せ
い
ぞ
う
)
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ヲ白
3 由
之主
7 義
ギ思
よ想、
二の
高射
概 'I.:...L.

念
を
巡
る
考
察

〈
世
話
人
〉
森
岡
邦
泰

〈
報
告
者
〉
逸
見
修
ニ

ギ
ゾ
l

の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
は
、
一
般
的
に
思
想
史
研
究
で
は
、

究
極
的
に
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
l

の
政
権
の
正
統
性
の
主
張
に
還
元
さ
れ
る

も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
l

グ
と
し
て
の
ギ
ゾ
|

像
と
親
和
的
な
形
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
多
様
な
意
味
内
容
を
包
含
す
る
総
合
的
な
こ
と
ば
で
あ
る

「
文
明
」
と
い
う
概
念
は
、
啓
蒙
思
想
の
落
し
子
と
し
て
、
は
じ
め
は
解
放

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
作
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
支
え
る
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
転
化
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
た
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
必
ず
し
も
誤
つ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
仮
に
ギ
ゾ

l

の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』

の
解
釈
と
接
合
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ギ
ゾ
l

思
想
の
理
解
と
し
て
は
一
面
的

な
も
の
に
止
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ギ
ゾ

l

は
同
時
代
の

思
想
家
と
比
較
し
て
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
熱
狂
と
最
も
縁
遠
か
っ

た
存
在
で
あ
っ
た
。
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『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
的
/
国
家
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
側
面
を
見
出
そ
う
と
す
る
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
下
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
明
」
を
動
的
社
会
の
理
解
枠
組
み
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
、
あ
る
積

極
的
な
側
面
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
が
そ

の
中
に
多
様
な
諸
要
素
の
闘
争
・
対
立
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
体
と
し
て
秩
序
を
保
て
る
条
件
と
し
て
、
あ
る
い
は
い
か
に
進
歩
を
も

た
ら
す
よ
う
な
闘
争
を
回
路
づ
け
る
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
ギ
ゾ
l

の

「
文
明
」
と
い
う
概
念
は
ま
た
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
ど
の
よ
う
に
安
定
し
た
社
会
を
構
築
す
る
か
と

い
う
、
ギ
ゾ

l

が
直
面
し
た
最
も
大
き
な
聞
い
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
に

も
繋
が
る
。

こ
の
よ
う
な
文
明
社
会
の
条
件
と
し
て
、
彼
の
政
治
思
想
や
政
治
実
臨

を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
代
議
制
は
、
「
権
威
と
自
由

の
活
発
な
調
和
を
、
す
な
わ
ち
両
者
の
闘
争
裡
の
合
法
的
な
闘
技
場
に
お

け
る
是
認
せ
ら
れ
た
、
公
然
の
、
抑
制
せ
ら
れ
た
、
常
軌
を
逸
し
な
い
闘

争
裡
の
両
者
の
調
和
」
を
確
保
す
る
装
置
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
が

主
張
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
野
蛮
(
な
も
の
)
を
い
か
に
馴
化
す
る

か
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
制
限
選
挙
が
正
当
化
さ
れ
た
こ
と
、
公
民
的

公
教
育
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
る
一
方
で
、
教
育
の
階
層
性
も
担
保
さ
れ

る
べ
き
と
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
報
告
内
容
に
基
づ
い
て
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
主

な
項
目
は
次
の
と
お
り
。

• 
-
文
明
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
」
と
キ
リ
ス
ト

教
は
、
ギ
ゾ
ー
に
あ
っ
て
は
等
値
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

例
え
ば
「
イ
ス
ラ
ム
教
に
基
づ
く
文
明
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
あ

り
え
る
の
か
。
↓
む
し
ろ
逆
に
、
ギ
ゾ
l

を
批
判
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク

陣
営
、
が
両
者
を
等
値
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ギ
ゾl
に
お
い
て
は
、
文

明
が
上
位
概
念
で
あ
り
、
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
都
市
、
王
権
等

と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
会
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
字

軍
の
記
述
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
と
は
異
質
な
文
明
と
の
遭
遇
」
と

い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ギ
ゾ
l

の
文
明
は
複
数
形
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

-
法
に
基
づ
か
な
い
統
治
と
し
て
の
専
制
で
は
な
く
、
「
合
法
的
専
制
」

の
よ
う
な
も
の
も
ギ
ゾ

l

に
あ
っ
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
釈
し
て

よ
い
の
か
。
↓
ギ
ゾ

l

は
法
H

理
性
H

真
理
を
、
人
聞
が
決
し
て
完

全
に
は
獲
得
で
き
な
い
も
の
と
し
て
思
想
の
根
本
に
位
置
づ
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
形
態
を
ギ
ゾ

l

は
想
定
し
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

明思
が想、こ
行のれ
わプに
れロ加
たテえ
スて
タ
ギ

ン
ゾ

ト l
的ム

童話
刊、

徴
の

の t

位盟

置ア
つ h

Z 事
足墾

同
「コ
いの
内

て出
もベ
補ギ
足ゾ
説 l

(
文
責

逸
見
修
二
/
へ
ん
み
・
し
ゅ
う
じ
)
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ジ
ェ
ン
ダ
1

諭

{
「
平
等
か
/
差
異
か
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
越
え
て
|
|
ジ
エ
ン
ダ

I

諭
か
ら
見
た
法
の
言
説
)

〈
世
話
人
〉
大
貫
敦
子

〈
報
室
官
〉
岡
野
八
代

〈インフォーマル・セッション〉

こ
れ
ま
で
の
「
女
性
論
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
今
回
か
ら
で
シ
ェ
ン
ダ
!

論
」
と
改
称
し
た
。
「
女
性
」
を
主
語
と
す
る
だ
け
で
は
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま

う
思
想
史
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
-

バ
イ
ア
ス
の
問
題
を
考
え
て
い
く
試
み
の
第

一
回
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ

l

論
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
終
駕
な
の
か
、
そ
れ

と
も
新
た
な
る
展
開
な
の
か
、
と
い
う
近
年
の
議
論
に
即
し
て
、
発
表
で

は
、
法
的
な
平
等
論
を
主
張
す
る
フ
ェ
ミ
ズ
ム
第
一
波
と
性
的
差
具
を
強

調
す
る
第
二
波
の
フ
ェ
ミ
ズ
ム
が
い
ず
れ
も
陥
っ
た
臨
路
を
歴
史
的
に
展

望
す
る
こ
と
で
、
平
等
論
と
差
異
論
の
双
方
が
と
も
に
主
体
構
築
の
思
考

に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
近
代
に
お
け
る
「
主
体
」
概
念
を

批
判
し
つ
つ
、
し
か
も
規
範
を
論
じ
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
l

理
論
の
可
能
性

を
探
る
試
み
が
提
示
さ
れ
た
。

法
の
言
説
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
平
等
を
求
め
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、

法
そ
の
も
の
が
性
的
差
異
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
き
た
の
で

あ
り
、
ま
た
差
異
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
逆
に
、
法
を
問
題
化
せ
ず
に
規
範

• 151 

を
避
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
(
現
状
記
述
を
も
っ
て
事
た
れ
り
と
す
る
社
会
学
が

そ
の
典
型
)
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
見
逃
し
て
い
る
の
は
、
平

等
論
も
差
異
論
も
い
ず
れ
も
「
法
の
力
そ
の
も
の
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
」

と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
。
ジ
エ
ン
ダ

l

論
が
指
摘
す
る
の
は
、
近
代

の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
が
前
提
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
「
道
徳
的
・
法

的
人
格
」
や
「
政
治
的
主
体
」
の
想
定
が
、
常
に
、
法
・
規
範
の
「
あ
と

で
」
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
女
性
」
は
、

「
平
等
論
」
か
「
差
具
論
」
か
の
選
択
以
前
に
、
す
で
に
「
主
体
」
と
し
て

同
一
性
の
確
立
を
要
請
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
平
等
論
を
と
る
に
せ

よ
、
差
異
論
を
と
る
に
せ
よ
、
選
択
を
す
る
「
わ
た
し
」
は
、
そ
の
選
択

の
帰
結
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
起
点
と
し
て
想
定
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
女
性
の
声
を
聞
き
取
ろ
う
と
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
が
、
逆
に
多
様
で
あ
る
は
ず
の
女
性
の
声
を
単
一
な
女
性
主
体
に
還
元

し
抑
圧
す
る
結
果
を
も
生
む
。

議
論
で
は
、
自
立
的
な
主
体
と
い
う
近
代
の
幻
想
を
回
避
し
つ
つ
も
、

な
お
か
つ
規
範
性
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
要
求
と
変
わ
ら
な
い
、
む
し
ろ
主
体
概
念
を
批
判
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
l

論

は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
要
求
を
弱
体
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
や
、

「
女
性
」
の
主
体
を
崩
壊
す
る
こ
と
へ
の
疑
念
も
表
明
さ
れ
た
が
、
一
方
で

は
ま
さ
に
「
主
体
」
を
基
盤
に
お
い
た
「
大
き
な
物
語
」
こ
そ
が
近
代
思

想
に
お
い
て
イ
マ
l

ジ
ナ
ル
な
次
元
で
構
築
さ
れ
た
こ
と
を
無
視
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
抑
圧
の
側
面
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

反
論
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
己
決
定
論
が
、
最
近
の
経
済
状
況
の
な
か
で

変
容
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
法
の
言
説
の
経
済
的
側
面
を
考
慮
す
る
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必
要
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
主
体
を
想
定
し
な
い
規
範
論
が

可
能
か
ど
う
か
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
だ
が
今
回

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

l

論
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
敵
対
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
い
ま
だ
強
い
風
潮
の
な
か
で
、
ひ
と
つ
の

対
話
の
回
路
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(
文
責
大
貫
敦
子
/
お
お
ぬ
き
・
あ
っ
こ
)

• 

-
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

日
本
思
想
と
近
代
・
現
代

〈
世
話
人
〉
福
井
直
秀

今
年
は
以
下
の
4

報
告
が
な
さ
れ
た
。

清
水
多
吉
(
立
正
大
学
)
「
岡
倉
覚
コ
一
の
ア
ジ
ア
観
」

片
倉
和
人
(
農
村
生
活
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
)
「
日
本
農
本
主
義
と
中
国

|
|
一
九
三
一
年
『
日
本
村
治
派
同
盟
』
の
人
々
」

高
文
勝
(
名
古
屋
大
学
人
間
情
報
研
究
科
)
「
王
正
延
論

i

ー
そ
の
『
革
命

外
交
』
構
想
の
展
開
と
崩
壊
」

川
島
智
生
(
建
築
史
家
)
「
近
代
日
本
住
宅
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
の
創
出

と
そ
の
理
念
|
|
一
九
二

0
年
代
、
三
0
年
代
・
郊
外
住
宅
を
中
心

と
し
て
」

清
水
報
告
|
|
岡
倉
天
心
論
の
系
譜
と
し
て
、
「
わ
だ
つ
み
世
代
」
の
色

川
大
吉
・
橋
川
文
三
・
竹
内
好
、
旧
左
翼
の
宮
川
寅
雄
・
大
江
志
乃
夫
、
そ

し
て
日
本
浪
漫
派
の
亀
井
勝
一
郎
・
浅
野
晃
を
批
判
的
に
と
り
あ
げ
た
。
天

心
研
究
に
は
、
天
心
自
身
が
無
自
覚
で
あ
っ
た
テ

1
7

「
ア
ジ
ア
・
日
本
の

美
を
通
し
て
何
を
見
ょ
う
と
し
た
か
」
を
探
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

片
倉
報
告
|
|
日
本
の
農
本
主
義
に
は
中
国
思
想
の
影
響
が
あ
る
と
い
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う
問
題
意
識
か
ら
、
一
九
三
二
年
に
流
行
し
た
農
本
主
義
思
想
の
う
ち
日

本
村
治
派
同
盟
を
考
察
し
た
。
日
本
村
治
派
同
盟
は
、
中
国
の
王
鴻
一
に

は
じ
ま
り
、
当
時
梁
激
涙
が
率
い
て
い
た
「
村
治
派
」
に
よ
る
農
村
建
設

運
動
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
田
口
康
信
の
満
州
国
建
国

プ
ラ
ン
に
見
て
取
れ
る
。
田
口
の
プ
ラ
ン
は
石
原
莞
爾
と
相
容
れ
ず
に
野

に
下
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
。

高
報
告
|
|
一
九
二
八
年
か
ら
一
三
年
ま
で
の
南
京
国
民
政
府
第
三
任

外
交
部
長
・
王
正
延
の
「
革
命
外
交
」
は
、
米
英
日
ソ
を
離
反
さ
せ
る
こ

と
で
不
平
等
条
約
の
撤
廃
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

策
は
、
日
本
の
侵
略
、
国
内
基
盤
の
脆
弱
さ
、
対
日
外
交
政
策
の
無
策
か

ら
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

川
島
報
告
|
|
日
本
の
住
居
が
変
化
し
た
の
は
、
一
九
二
O
、
三
0
年

代
の
郊
外
住
宅
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
洋
風
の
間
取
り
、
日
本
式
の
概

観
を
も
っ
民
家
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
流
行
は
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
住
宅
の

模
索
と
い
え
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
園
住
宅
の
影
響
を
受
け
た
屋

根
や
壁
も
流
行
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
清
水
報
告
で
は
、
天

心
の
ブ
レ
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
な
さ
れ
た
。
片
倉
報
告
で
は
、
中
国
の
農

村
建
設
の
あ
り
方
、
田
口
と
中
国
人
活
動
家
と
の
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ

た
。
高
報
告
に
は
反
植
民
地
主
義
と
の
関
係
が
問
わ
れ
た
。
川
島
報
告
は
、

ス
ペ
イ
ン
風
と
の
類
似
な
ど
が
話
題
に
上
っ
た
。

来
年
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
方
向
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
場
所

を
代
え
て
議
論
を
続
け
た
。
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文
責

福
井
直
秀
/
ふ
く
い
・
な
お
ひ
で

-
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

ル
カ
1

チ
没
後
三
十
周
年

【
『
社
会
的
存
在
の
存
在
論
』
刊
行
十
五
周
年
】

〈
世
話
人
-
報
告
者
〉
石
塚
省
二

世
話
人
石
塚
省
二
が
司
会
・
通
訳
を
引
き
受
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式

で
参
加
者
の
討
論
を
大
切
に
し
て
進
め
て
ゆ
く
。

ま
ず
、
石
塚
省
二
が
ル
カ
!
チ
の
大
著
『
社
会
的
存
在
の
存
在
論
』
の

全
容
紹
介
を
含
む
基
調
報
告
を
行
な
い
、
ひ
き
つ
づ
き
、
呂
g
]訟
が
丘
忌
告
、

司
B
W
F
w
ロ
印
色
町
円
、
冨-
F白
]
〕
ぺ
〈
白
」
仏
恒
三
教
授
に
よ
る
三
つ
の
ル
カ

1

チ
講
演

を
も
と
に
ル
カ
l

チ
論
討
論
会
を
参
加
者
全
員
で
展
開
す
る
「
ル
カ
l

チ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
い
。

多
く
の
自
由
な
参
加
者
を
募
る
ー
な
お
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
テ
ー

プ
起
こ
し
を
待
っ
て
書
籍
化
し
、
さ
ら
に
世
に
問
う
所
存
で
あ
る
。

(
文
責
石
塚
省
二
/
い
し
づ
か
・
し
よ
う
じ
)
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〈
社
会
理
論
〉
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

【
い
ま
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
ど
う
読
む
か
】〈

世
話
人
〉
細
見
和
之

〈
報
告
者
〉
佐
野
誠

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
〈
社
会
理
論
〉
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
|
|
い
ま
、

カ
1

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
ど
う
読
む
か
」
と
題
し
て
、
奈
良
教
育
大
学
の

佐
野
誠
さ
ん
に
報
告
を
、
立
命
館
大
学
そ
の
他
で
非
常
勤
を
さ
れ
て
い
る

田
崎
英
明
さ
ん
に
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
お
願
い
し
た
。
参
加
者
は
三
O
名

弱
だ
っ
た
。

佐
野
さ
ん
は
ウ
ェ
l

パ
l

研
究
か
ら
出
発
し
て
現
在
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
、
『
カi
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
時
事
論
文
集
』
(
二0
0
0

年
、
風
行
社
)
の
翻
訳
に
も
携
わ
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
田
崎
さ
ん
は
ジ
ヨ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
、
ャ

l

コ
ッ
プ
・

タ
ウ
ベ
ス
と
い
っ
た
、
ま
だ
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
思
想
家
、

政
治
的
に
は
左
派
の
側
で
の
創
造
的
な
シ
ュ
ミ
ッ
ト
受
容
に
関
心
を
持
た

れ
て
い
る
。

ま
ず
佐
野
さ
ん
か
ら
、
①
カ
l

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研
究
史
の
概
観
、
②

カ
l

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
に
お
け
る
普
遍
性
、
③
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ツ

ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
観
(
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
思
考
)
、
に
つ
い
て
包
括
的
な
報
告
を

い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、
ヵ

l

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」

が
ナ
チ
ズ
ム
加
担
の
時
期
(
一
九
三
三
|
一
九
三
六
)
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
戦
後
の
「
日
記
」
の
な
か
に
も
窺
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
の
思
想
家
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
全
体
を
捉
え
る
最
近
の
研
究

動
向
に
つ
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

一
方
岡
崎
さ
ん
か
ら
は
、
タ
ウ
ベ
ス
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
ら
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト

へ
の
関
心
に
そ
い
な
が
ら
、
『
大
地
の
ノ
モ
ス
』
、
『
海
と
陸
と
』
、
『
パ
ル
チ

ザ
ン
の
理
論
』
な
ど
、
一
九
五

0
年
代
以
降
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
へ
の
関

心
が
語
ら
れ
た
。
と
く
に
、
交
戦
権
と
条
約
締
結
権
を
そ
な
え
た
「
主
権

国
家
」
を
前
提
と
し
た
の
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
戦
争
形
態
の
登

場
、
植
民
地
解
放
闘
争
な
ど
の
戦
争
論
か
ら
見
た
位
置
づ
け
と
い
う
点
で
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
概
念
・
国
家
概
念
の
再
検
討
が
必
要
、
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
直
接
民
主
主
義
的
な
民
主
主
義
の
定

義
(
広
場
で
民
衆
が
指
導
者
の
演
説
に
拍
手
喝
采
を
浴
び
せ
て
い
る
、
ー
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
)
と
イ
エ
ス
を
法
の
「
媒
介
者
」
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
、
三
O
年
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
ウ
エ

ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
公
法
」
と
し
て
評
価
す
る
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
可
能
性
と
限
界
、
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

元
来
、
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
止
め
ど
な
い
不
況
の
な
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
政
治
家
へ
の
期
待
が
強
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
日
本

に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
「
政
治
的
な
も
の
」
や
「
主
権
者
」

を
め
ぐ
る
議
論
を
あ
ら
た
め
て
問
い
な
お
す
、
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
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た
。
だ
が
、
九
・
一
一
の
出
来
事
以
降
、
事
態
は
ま
さ
し
く
シ
ュ
ミ
ッ
ト

的
思
考
を
引
き
寄
せ
る
か
の
よ
う
に
推
移
し
、
つ
い
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
空
爆

H

「
報
復
戦
争
」
と
い
う
「
例
外

状
況
」
を
背
景
と
し
て
、
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
司
会
(
世
話
人
)
が
冒
頭
で
あ
ま
り
時
事
的
な
話
題
に
終
始
し

な
い
よ
う
注
意
し
た
た
め
、
む
し
ろ
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
現
在
そ
の

も
の
を
焦
点
化
す
る
方
向
が
稀
薄
に
な
っ
た
。
余
計
な
牽
制
で
、
貴
重
な

チ
ャ
ン
ス
を
逸
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
司
会
・
文
責
と
も
、
細
見
和
之
/
ほ
そ
み
・
か
ず
ゆ
き
)
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水
田
洋
『
思
想
の
国
際
転
位
』
を
め
ぐ
っ
て

〈
世
話
人v

星
野
彰
男

〈
報
室
官
〉
田
中
正
司

本
書
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二0
0
0

年
)
は
、
h
§
s
~
ぎ
ま
ピ
マ
ぬ
ミw

h
n
紅
芯
怠
室
町
と
と
も
に
思
想
家
と
し
て
の
著
者
の
持
ち
味
が
最
も
よ
く
発

揮
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
今
後
の
思
想
史
研
究
の
動
向
を
示
唆
す
る
著
者

の
代
表
作
と
な
ろ
う
。
収
録
さ
れ
た
全
八
章
は
、
い
ず
れ
も
著
者
な
ら
で

は
の
分
か
り
ゃ
す
さ
で
、
生
き
生
き
と
現
在
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
書

は
第
四
|
六
章
の
ス
ミ
ス
論
を
中
心
に
し
て
全
体
が
三
部
構
成
に
な
っ
て

い
る
が
、
内
容
的
に
は
前
半
の
四
章
と
後
半
の
四
章
と
の
間
に
は
執
筆
時

期
と
「
転
位
」
の
内
実
に
基
本
的
な
差
具
が
あ
る
。
前
半
の
四
章
は
『
法

学
講
義
』
の
新
ノ
l

ト
が
公
刊
さ
れ
た
一
九
七
八
年
ま
で
の
業
績
で
あ
る

の
に
対
し
、
後
半
の
四
章
は
八

0
年
代
後
半
以
降
の
二
0
0
0

年
ま
で
の

作
品
で
あ
る
う
え
、
「
転
位
」
の
様
態
も
前
半
部
と
は
性
格
が
具
な
る
。

本
書
の
基
本
的
特
色
は
、
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
観
念
史
と
、
用
語
の
同
時
代

的
含
意
を
重
視
す
る
Q
・
ス
キ
ナ
l

の
政
治
思
想
史
方
法
論
が
思
想
相
互

の
関
係
を
断
ち
切
る
欠
陥
を
も
っ
点
を
批
判
し
、
転
位
の
動
態
の
分
析
を

通
し
て
思
想
の
多
面
的
な
性
格
を
問
う
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
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こ
の
方
法
は
処
女
作
『
近
代
人
の
形
成
』
に
み
ら
れ
た
基
底
還
元
論
的
方

法
を
べ
l

ス
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
で
は
前
著
の
環
境
規

定
論
が
よ
り
能
動
的
・
実
践
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う

し
た
形
で
転
位
の
位
相
分
析
を
通
し
て
思
想
の
在
る
べ
き
姿
を
問
う
著
者

の
問
題
意
識
は
、
「
思
想
の
旅
人
」
を
自
任
し
な
が
ら
も
、
た
ん
な
る
旅
人

に
と
ど
ま
ら
ぬ
戦
中
派
知
識
人
と
し
て
の
著
者
の
実
践
性
が
方
法
論
の
レ

ヴ
ェ
ル
に
ま
で
昇
華
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
異
文
明
国
へ
の

導
入
に
伴
う
転
位
の
問
題
を
究
明
し
た
第
七
八
章
は
、
問
題
意
識
無
き

世
代
の
研
究
者
に
自
ら
の
研
究
の
在
り
方
の
問
い
直
し
を
迫
る
も
の
と
い

え
よ
う
。

し
か
し
、
本
書
の
白
眉
を
な
す
第
二
章
を
除
く
前
半
四
章
は
、
執
筆
時

期
の
研
究
水
準
の
制
約
も
あ
っ
て
、
研
究
フ
レ
ー
ム
の
面
で
い
さ
さ
か
問

題
が
無
い
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
英
仏
間
の
思

想
の
交
流
関
係
の
考
察
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
思
想
の
ス
ミ
ス
へ
の
影
響

の
解
明
を
意
図
し
た
三
四
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
理
神
論
が
フ
ラ
ン
ス
思

想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
に
対
し
、
五

0
年
代
か
ら
「
逆
流
」
が
は

じ
ま
り
、
ヴ
オ
ル
テl
ル
そ
の
他
の
利
己
心
説
と
理
性
主
義
が
ヒ
ュ

l

ム
、

ス
ミ
ス
の
市
民
社
会
論
形
成
の
契
機
に
な
っ
た
と
し
、H
ス
ミ
ス
に
お
け
る

市
民
社
会
の
論
理
は
パ
ス
カ
ル
論
に
お
け
る
ヴ
オ
ル
テ
l

ル
の
着
想
を
展

開
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い

d
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
文

明
社
会
の
危
機
」
に
直
面
し
た
英
仏
「
知
識
人
の
思
想
的
連
帯
」
と
い
う

当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
内
田
フ
レ
ー
ム
に
い
さ
さ
か
影
響
さ
れ
す
ぎ
た
解

釈
で
、
ス
ミ
ス
の
市
民
社
会
理
論
形
成
過
程
は
自
然
法
学
の
伝
統
を
踏
ま

え
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の
分
析
を
ベ
l

ス
に
し
な
い
と
大
局
を

• 

見
誤
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
「
転
位
」
の
様
態
は
、
思
想
を
受
容
す
る
側
の
環
境
に
よ
っ
て
類

型
化
さ
れ
う
る
の
で
、
そ
う
し
た
視
角
か
ら
整
理
し
て
み
る
の
も
、
転
位

論
の
有
効
な
活
用
の
た
め
に
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

(
文
責
田
中
正
司
/
た
な
か
・
し
よ
う
じ
)
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On Leslie Stephen's Interpretation of Burke's 
Political Thought 

Hiroshi SUETOMI 

• 158 

The aim of this paper is to reassess the value of Leslie Stephen包 interpretation

of Edmund Burke's politi印1thought. 

Stephen's interpretation is generally supposed one of the Victorian interpreｭ

tations of Burke' s thought which mainly focus on the utilitarian aspects of Burke. 

It is P. J. Stanlis who con住ibutesmuch to the m込山gof this view on Stephen's 

mte叩retatlOn.

In Edmund Burke and the Natural Law, Stanlis maintains that Burke包 political

thought is based on the Traditional Natural Law. 

Stanlis argues that Stephen's interpretation is not valid because he cannot apｭ

preciate the cardinal importance of the Traditional N atural Law which plays a key 

role in Burke's political thought. 

By comparing Stephen's interpretation with Stanlis', 1 make it clear that 

Stephen gains an insight into an important dimension of Burke's political thought 

which Stanlis cannot apprehend well enough. 

Stephen realizes that the unique and important feature of Burke's thought lies 

not in what his thought is based on, but how he apprehends the connection beｭ

tween political thought and practical matters should be. 

Finally 1 consider the relevance of this reassessment of Stephen's interpretaｭ

tion to the present politics, with focus on the idea of Political Judgment which 

Ronald Beiner formulates. 

社会思想史研究 No.26 2002 



159 ・ 〈英文抄録〉

Mary Wollstonecraft and Patriotism 

Chihiro UMEGAKI 

This paper discusses Wollstonecraft's idea of patriotism in the context of the 

so-called “ Revolution Debate" of the 1790s. In A Vindica#仰 01the Rights 01 

Men , she undermines Edmund Burke's sentimental concept of patriotism by 

putting forward a version which stressed “universal benevolence",“enlighten­

ment" and a “disinterested" contribution towards the public good. She was 

influenced in this through her involvement with Rational Dissent, most notably 

by Richard Price whose writings in support of the French Revolution display a 

certain “intemationalismぺ Her patriotism involves a “ feminist" claim for 

the fuller participation of women in the public sphere. Despite the cosmopolitan 

stance of her work, she was not entirely 丘eefrom the dominant prejudices of 

hertime. 

The British radicals (including Wollstonecraft) were labelled during the 

mid-1790s by loyalist propaganda as anti-patriots who sought to destroy Britョm

in alliance with France. This situation made their appeals to “ universal" patriｭ

otism especially difficult. Despite the loyalist backlash, despite the growing 

disillusionment with the events in France, Wollstonecraft's critical and reformist 

attitude towards her society remains unchanged. Her last novel, 防争ongs 01 

Woman , addresses the kind of patriotism which was dominant in the repressive 

Britain ofthe late 1790s. My paper seeks to demonstrate Wollstonecraft's "alｭ

temative" patriotism which should not be so easily dismissed as Linda Colley 

so evidently does inBritons. 



Hedonism, Indirect Legislation and Paederasty in 
Bentham' s Thought 

Hiroaki ITAI 

• 160 

Most scholars interpret utilitarianism philosophy, especially Bentham's, as 

the principle of majority rule. In contrast, however, 1 intend in this paper to 

sketch Bentham' s advocacy of minority groups such as homosexuals, and αiticize 

J. Rawls' interpretation of utilitarianism. 1 shall concentrate my attention on 

re-examining the relation among the concepts of hedonism, indirect legislation 

and paederasty to investigate the character of hedonism in his thought. 

Ben伽mαiticized Blackstone, Montesquieu and Voltaire's ideas of paederasty 

仕omfive points of view. His critiques are based on his critical view oflanguage, 

the principle of asceticism and the principle of sympathy and antipathy, which 

伺nbe extracted from his essay Paederasか， and his books Introduction (IPML) 

and 1均itésde l馮islation civile etμ仰le.

Bentham believed it important to enlighten the govemment and the people in 

matters conceming paederasty by indirect legislation. Because it is necessa可

to construct a “ regime of publicity," which is one of indirect legislation, to cure 

the prejudices of people, including intellectuals, who persecute someone having 

paederastic tastes. 

When examining some of his critiques, it seems clear that Bentham' s utilita-

rianism is characterized by hedonism, which is “not pleasure but avoidance of 

pain." 

社会思想史研究 No.26 2002 



161 ・ 〈英文抄録〉

“Entzauberung" and “Wiederverzauberung": Politics of 
Creation and Elimination. 

Toshihiko ARAKAWA 

The purpose of this paper is to reconstruct the concept of “Entzauberung," 

which has been studied and interpreted 仕omsuch diverse perspectives as emanｭ

cipation 仕ombad magic, disenchantment, and the ambivalence of modernization. 

These perspectives, however, are premised upon two stereotypes found in 

social and historical analyses. The first is the argument that history is the conｭ

sequence of a linear historical process. The second is that these perspectives 

have used this concept merely as a diagnostical tool in considering modernity. 

We may argue that these perspectives fai1 to grasp the common basis of relations 

between “ Entzauberung" and “Wiederverzauberung." Max Weber actually 

pointed out the process which is contr訂Yto the Entzauberung process, and his 

famous phrase “ Entzauberung der Welt" suggests a transformation from one 

“ cosmos" to another. It means also that another cosmos has a di妊erent magic, 

and we can see, also prior to Weber, the use of this concept in a similar fashion. 

Therefore we may understand and interpret this word not as a diagnosis of fatalｭ

istic and linear modernization, but rather as a heuristic concept which can ana-

lyze the phases of politics: what is enchanted and what is eliminated. 



• 162 

The Physiognomy of history-on the Interpretations of 
G. B. Vico by Arendt and Said. 

Toshiaki KIMAE 

In this artic1e, we examine the interpretations of G. B. Vico's philosophy of 

history by Hannah Arendt and Edward W. Said in order to explicate a few probｭ

lems of historiography. Arendt regarded Vico as the father of modem history 

and criticized him, because she thought that Vico' s theorem admitted the pre-

dominance of “ labor" and “work" over “action". Said considered Vico to 

understand “the gentile history " as the metaphorically generative and repetitive 

process. Arendt and Said are different 仕omeach other in the interpretations of 

Vico and history. In my opinion they describe the each other di妊erentaspects 

of history and historiography, however which should not be easily integrated 

into the theory in Hegelian sense. 

社会思想史研究 NO.26 2002 
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164 • 〈公募論文投稿規定〉

公
募
論
文
投
稿
規
定

一
、
論
文
投
稿
の
資
格
は
、
社
会
思
想
史
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。
た
だ
し
編
集
の
都
合
上
、
投
稿
受
け
付
け
の

区
切
り
を
年
二
回
設
け
、
三
月
二

O
目
、
九
月
二

O
日
(
共
に
必
着
)
と

す
る
。
送
付
先
は
社
会
思
想
史
学
会
事
務
局
と
す
る
。

三
、
論
文
の
枚
数
は
、
論
題
、
注
な
ど
を
含
め
、
四OO
字
×
玉
O
枚
目
二
O

、

0
0
0
字
(
一
行
四
O
字
、
四
O
行
で
印
刷
し
て
、
三
一
・
五
ペ
ー
ジ
)

以
内
と
す
る
。
論
文
の
最
後
に
、
総
文
字
数
の
デ
l

タ
を
記
入
す
る
。

四
、
論
文
は
、
四
部
提
出
す
る
。
う
ち
一
部
に
は
執
筆
者
名
を
記
載
す
る
が
、

残
り
三
部
に
は
執
筆
者
名
を
記
載
し
な
い
こ
止
。

五
、
論
文
は
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
で
提
出
す
る
こ
と
。
そ
の
場
合
必
ず
、
A
4
判
用

紙
を
使
用
し
、
一
ペ
ー
ジ
四
O
字
×
四
O
行
の
書
式
と
す
る
。
ま
た
電
子

デ
!
タ
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
投
稿
者
は
、
別
に
次
の
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

ア
編
集
連
絡
用
覚
書
。
論
題
、
執
筆
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番
号
、

中
日
出
口
ア
ド
レ
ス
を
明
記
す
る
。

イ
英
文
抄
録
。
論
題
お
よ
び
執
筆
者
名
の
英
文
表
記
を
含
め
、
四0
0

語
て
い
ど
の
抄
録
を
作
成
す
る
。

七
、
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
要
領
を
参
照
の
こ
と
。

八
、
論
文
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
委
嘱
す
る
審
査
員
の
所
見
に
基
づ
き
、
編

集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

九
、
二
重
投
稿
は
認
め
な
い
。

十
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
社
会
思
想
史
学

会
に
帰
属
す
る
。
但
し
著
者
に
よ
る
論
文
の
転
載
等
を
学
会
と
し
て
制
限

す
る
も
の
で
は
な
い
。

投
稿
規
定
(
二
)
へ
の
補
則

-
そ
れ
ぞ
れ
の
区
切
り
ご
と
に
、
編
集
委
員
会
は
審
査
規
定
に
し
た
が
っ
て

審
査
を
お
こ
な
う
。

論
文
の
掲
載
号
に
か
か
わ
る
区
切
り
は
九
月
二
O
日
と
し
、
そ
れ
ま
で
に

事
務
局
に
到
着
し
た
投
稿
論
文
を
採
用
し
た
場
合
、
翌
年
発
行
の
年
報
に

掲
載
す
る
。
し
た
が
っ
て
三
月
二

O
日
の
区
切
り
ま
で
に
到
着
し
た
投
稿

論
文
の
場
合
、
採
用
し
て
も
、
同
年
で
は
な
く
翌
年
発
行
の
年
報
に
掲
載

と
な
る
。

論
文
の
掲
載
号
と
発
行
年
次
に
か
ん
す
る
誤
解
を
防
ぐ
た
め
、
審
査
結
果

を
投
稿
者
に
通
知
す
る
さ
い
、
掲
載
号
と
発
行
年
次
を
明
記
す
る
。

2 3 
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〈公募論文審査規定〉• 165 

公
募
論
文
審
査
規
定

一
、
編
集
委
員
会
の
権
限
と
機
能

『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
す
る
公
募
論
文
お
よ
び
特
集
論
文
(
以
下
、

「
論
文
」
と
い
う
)
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
が
、
審
査
員
の
審
査
報
告
に

基
づ
い
て
、
決
定
す
る
c

編
集
委
員
会
は
、
論
文
の
内
容
、
表
現
な
ど
に

つ
い
て
、
投
稿
者
に
再
検
討
を
う
な
が
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
審
査
員
の
委
嘱

1

編
集
委
員
会
は
審
査
員
の
委
嘱
に
あ
た
っ
て
拡
大
編
集
委
員
会
を
召

集
し
、
拡
大
編
集
委
員
会
の
議
を
経
た
う
え
で
、
論
文
テ
i

マ
・
内
容
を

考
慮
し
て
、
そ
れ
に
相
応
し
い
会
員
か
ら
、
論
文
一
篇
に
つ
き
複
数
名
の

審
査
員
を
委
嘱
す
る
。
そ
の
さ
い
投
稿
者
と
審
査
員
の
関
係
に
お
い
て
公

平
を
欠
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
に
配
慮
す
る
。

2

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
投
稿
者
と
審
査
員
の
問
お
よ
び
審
査
員

相
互
間
は
匿
名
と
し
、
審
査
員
の
氏
名
は
、
事
前
に
も
事
後
に
も
編
集
委

員
会
お
よ
び
拡
大
編
集
委
員
会
の
外
部
に
は
公
開
し
な
い
。

三
、
審
査
要
領

(
1
)審
査
員
は
対
象
論
文
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
熟
読
し
、
ま
た
年
報
既

刊
号
掲
載
の
関
連
・
周
辺
論
文
を
併
読
し
、
本
年
報
に
掲
載
可
能
か
ど
う

か
を
審
査
し
、
所
見
を
表
明
す
る
。

(
2
)
評
価
は
A

、

B

の
上
、
B

の
下
、
C
の
4

段
階
に
区
別
し
て
下
す
。

そ
の
際
、
区
別
の
目
安
は
つ
ぎ
の
も
の
と
す
る
。

A
-
学
界
に
お
け
る
現
在
の
研
究
水
準
に
到
達
し
て
お
り
、
本
年
報
掲
載

に
値
す
る
。
提
出
原
稿
の
書
き
直
し
は
、
技
術
上
の
箇
所
を
除
い
て
、
必

要
と
認
め
ら
れ
な
い
。

B

の
上
・
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、

部
分
的
な
書
き
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
審
査
員
は
書
き
直
し
箇
所
と
そ
の

理
由
を
必
ず
あ
き
ら
か
に
す
る
。

B

の
下
一
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、

論
文
と
し
て
公
表
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
論
の
構
成
、
論
証
の
し
か
た
な
ど

に
つ
き
、
編
集
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
大
幅
な
書
き
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

審
査
員
は
書
き
直
し
箇
所
と
書
き
直
し
の
理
由
を
必
ず
あ
き
ら
か
に
す
る

c

c

・
内
容
的
に
み
て
、
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
な
い
。

審
査
員
は
そ
の
理
由
を
必
ず
明
ら
か
に
す
る
。

(
3
)審
査
結
果
は
、
審
査
員
署
名
つ
き
の
書
面
に
記
し
、
封
書
に
て
依
頼

書
に
記
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
下
記
連
絡
先
に
通
知
す
る
。
審
査
論
文
の
複

写
は
、
本
年
報
刊
行
時
ま
で
審
査
員
が
保
管
す
る
。

連
絡
先
い
(
当
該
年
度
八
企
案
文
相
当
編
集
責
の
什
境
氏
名
電
耗
安
章
、

E
邑
ア
ド
レ
ス
)

(
4
)
当
該
論
文
掲
載
の
最
終
審
査
は
編
集
委
員
会
で
お
こ
な
う
。

四
、
投
稿
者
へ
の
審
査
結
果
通
知
お
よ
び
リ
ラ
イ
ト
要
請

編
集
委
員
会
は
、
投
稿
者
に
審
査
員
の
名
を
伏
し
た
う
え
で
審
査
報
告
の
コ

ピ
ー
を
同
封
し
て
、
審
査
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
場
合
に
は

リ
ラ
イ
ト
を
要
請
す
る
。
審
査
員
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
、
C
の
評
価
が
な

さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
年
度
に
つ
き
不
採
用
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
投

稿
者
は
当
該
論
文
を
修
正
の
う
え
再
度
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
論
文
の
最
終
審
査

編
集
委
員
会
は
、
リ
ラ
イ
ト
の
結
果
を
審
査
報
告
に
て
ら
し
て
検
討
し
、

論
文
の
採
否
を
最
終
決
定
す
る
と
と
も
に
、
幹
事
会
に
報
告
す
る
。
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執
筆
要
領

-
表
記

1
現
代
仮
名
遣
い
、
常
用
漢
字
を
使
用
。

2

接
続
詞
、
副
詞
の
類
の
漢
字
語
は
な
る
べ
く
仮
名
書
き
と
し
、
当
て
字
は

避
け
る
。

(
例
)
故
に
↓
ゆ
え
に
所
謂
↓
い
わ
ゆ
る
然
る
に
↓
し
か
る
に

等

3

引
用
文
は
「
」
で
括
る
。
引
用
文
中
に
さ
ら
に
引
用
の
あ
る
場
合
は

二
重
の
鍵
括
弧
『
』
で
括
る
。
欧
文
を
使
用
す
る
時
は

N
H

な

ど
で
括
る

0

4

数
字
は
次
の
要
領
に
て
表
記
す
る
。

[
1
]
一
般
の
数
(
基
数
詞
の
類
)
に
つ
い
て
は
十
(
ト
ン
ボ
)
を
入
れ
ず
四
桁

目
ま
で
は
和
数
字
を
並
べ
る
。
万
・
億
・
兆
に
つ
い
て
は
単
位
語
を
入
れ

る
。
「
三
桁
区
切
」
の
読
点
は
不
要
。

(
例
)
一
億
八
三
六
万
二
0
0
0
円
一
一
四
万
二
六
一
二
人

[
2
]千
万
、
百
万
、
千
、
百
の
位
で
き
り
の
よ
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
語

を
使
用
。

(
例
)
六
千
万
年
六
百
年

[
3
]
暦
年
に
つ
い
て
は
和
暦
に
十
(
ト
ン
ボ
)
を
使
用
し
、
西
暦
は
ト
ン
ボ
を

使
用
し
な
い
。

(
例
)
一
九
六
五
(
昭
和
四
十
)
年

[
4
]年
齢
と
月
日
は
ト
ン
ボ
を
使
用
す
る
。

(
例
)
十
一
月
十
八
日
で
三
十
一
歳
に
な
る

[
5
]数
字
の
幅
は
最
後
に
単
位
語
を
付
す
。

(
例
)
一
二
四O
|
四
八
O
円
一
九
六

O

六
五
年

[
6
]
分
数
・
小
数
の
表
記
。

(
例
)
一
二
分
の
一
一
一
一
分
の
五
五
二
・
三

[
7
]
紀
元
前
・
後
の
表
記
。

(
例
)
前
二
二
後
三
二
年

[
8
]世
紀
な
ど
の
序
数
詞
は
十
(
ト
ン
ボ
)
を
使
用
す
る
。

(
例
)
十
九
世
紀
二
十
一
世
紀
ル
イ
十
四
世

-
翻
訳
上
の
記
号
の
置
換

お
お
よ
そ
、
次
の
様
な
要
領
に
て
置
換
す
る
。

[
1
]
原
文
中
の
引
用
符
《
》

H
d

等
は
「
」
に
。
引
用
符
中
の

引
用
符
は
『
』
あ
る
い
は
〈
)
に
し
て
統
一
的
に
処
理
。

[
2
]
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
は
、
書
名
・
作
品
名
・
紙
誌
名
の
場
合
『
』

で
括
る
。

[
3
]原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
強
調
な
い
し
概
念
表
現
で
あ
る
場
合
、
傍
点

を
付
す
。

[
4
]原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
、
単
に
原
文
に
対
す
る
外
国
語
で
あ
る
が
故

に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
場
合
は
何
も
し
な
い
。
或
い
は
必
要
に
応
じ
片
仮

名
で
ル
ピ
表
記
を
す
る
。

[
5
]原
文
に
あ
る
[
]
(
原
著
者
が
引
用
し
た
も
の
に
対
す
る
原
著
者
の

補
足
・
注
記
な
ど
)
は
そ
の
ま
ま
[
]
に
。

[
6
]訳
者
に
よ
る
訳
註
な
ど
の
補
足
は
〔
〕
で
括
る
。

[
7
]
原
文
の
(
)
は
そ
の
ま
ま
(
)
に
。
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〔8
〕
意
味
の
纏
ま
り
な
ど
を
表
現
す
る
上
で
頗
る
効
果
的
で
あ
る
、
な
ど
の
意

識
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
原
文
に
は
な
い
「
」
(
)
な
ど
を
敢
え

て
多
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
む
ね
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

-
構
成

1
本
文
中
に
節
を
設
け
る
場
合
は
、
一
二
三

立
て
る
場
合
は
、
1
2
3
:
と
す
る
。

本
文
以
外
の
補
足
デ
!
タ
に
つ
い
て
は
、
、
在
、
参
考
文
献
の
順
と
す
る

σ

参
考
文
献
リ
ス
ト
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
な
お
、
注
と
参
考
文
献

リ
ス
ト
も
原
稿
枚
数
に
含
む
。

と
し
、
さ
ら
に
項
を

2 -
注

1
注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
(
1
)
(
2
)
(
3
)
と
記
し
、
稿
末
に
注

を
纏
め
て
番
号
順
に
配
列
す
る
。
注
番
号
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
用
せ

ず
に
、
英
数
半
角
で
普
通
の
入
力
で
お
こ
な
う

Q

ま
た
引
用
の
場
合
に
は

引
用
カ
ッ
コ
の
す
ぐ
後
に
、
文
章
注
の
場
合
に
は
句
読
点
の
前
に
入
力
す

る
。
稿
末
に
配
列
す
る
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
(
H
Y
Q
)，
と
表
記
す
る
こ
と
。

(
例
)
「
」
会
)
『
』
(
旧
)
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
す
で
に

多
く
の
分
析
が
あ
る

Q
)。

注
の
内
、
引
用
文
献
は
次
の
要
領
で
表
記
す
る
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
も

同
様
に
表
記
。

(
参
考
文
献
の
配
列
の
基
本
は
、
和
文
の
場
合
は
五
十
音
順
に
、
欧
文
の
場

合
は
ロ
ー
マ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
す
る
)
。

①
表
記
す
る
情
報
は
、
著
者
名
、
(
あ
る
場
合
は
編
者
名
)
、
書
名
/

2 

論
文
名
、
(
論
文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
)
、
雑
誌
名
(
号
数
も
)
、
発
行

所
或
い
は
発
行
者
名
、
刊
行
年
。

②
和
喜
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
『
』
で
括
り
、
論

文
名
は
「
」
で
括
る
。

③
欧
文
文
献
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で

入
力
、
ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原

稿
に
も
、
そ
の
箇
所
を
手
書
き
赤
線
で
「
イ
タ
リ
ッ
ク
」
と
指
示
す
る
。

円
和
書
の
場
合
〕

(
例
)

丸
山
異
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二

年
、
一
一
一
一
一
|
五
頁
。

丸
山
民
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
『
世
界
』
五
月
号
、
岩
波
書

店
、
一
九
四
六
年
。

丸
山
員
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
、
同
『
増
補
版
現
代
政
治

の
思
想
と
行
動
』
、
未
来
社
、
一
九
六
四
年
。

莱
「
論
文
名
」
某
編
(
或
い
は
監
修
等
)
『
論
文
所
収
書
名
H

出
版
社

名
、
刊
行
年
。

〔
和
訳
書
の
場
合
]

(
例
)

ピ
エ
l

ル
・
ブ
ル
デ
ュ
1
9

『
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
|
|
社
会
的
判
断

力
批
判
I
E

』
、
石
井
洋
二
郎
一
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
I

、
五

六
七
頁
。

ピ
エ
l

ル
・
ブ
ル
デ
ュ
l

、
ジ
ヤ
ン

H

ク
ロ
ー
ド
・
パ
ス
ロ
ン
、
ジ
ヤ
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ン
H

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ン
ボ
ル
ド
ン
『
社
会
学
者
の
メ
チ
エ
l
l

認
識
論

上
の
前
提
条
件
』
、
田
原
音
和
・
水
島
和
則
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
四
年
。

[
外
国
語
文
献
]

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
圏
な
い
し
専
門
分
野
で
の
慣
習
に
従
っ
て
表
記
し
て
か

ま
わ
な
い
が
、
論
文
内
で
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
。
お
お
よ
そ
の
基
準
は

以
下
の
例
を
参
照
。
な
お

J
.

・
な
ど
の
前
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず

に
入
力
し
、
・
・
一
の
後
に
は
一
文
字
分
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

和
書
同
様
に
著
者
名
、
(
あ
る
場
合
は
編
者
名
)
、
書
名
/
論
文
名
、
(
論

文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
)
、
雑
誌
名
(
号
数
も
)
、
発
行
地
、
出
版
社
、

刊
行
年
、
引
用
ぺ
l

ジ
を
表
記
す
る
。

書
名
・
雑
誌
名
の
部
分
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、
あ
る
い
は
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
付
す
(
印
刷
時
イ
タ
リ
ッ
ク
体
表
記
)
。

(
例
)

回
0
5
F
Z
R
Z
円
8
・
0
呂
田
忠
岡
山
富

ι
己
百
円
。
口
円
。
言
。
同

2
i
]
g
n』o
q‘
廿H

O
E
E

冨
E

同0
・
&
・
・
m
v
s
g

，

S
K
ミ
3
a
s
s
-
E
足
。
口
口
問
。
邑
包
四
四

]
戸
申
斗
申
・
官

-
ω
c・

4『
母
弱z
a
S
F
E
d肖
冨
与
え

P
出
宵
・3
E
S

を
智
彦
歪

-
F
Z
D
N・

司
白-
-
H申
∞
印
・
目
】
A
P・

国
c
u
s
p回
R
g
g
(
5
8
Y
尽
き

g
g
唱
。
宮
口
問B
H
m
g同
門
的
円
。
円
宮
F
F
u

h
u言
言
寄
常
匂

S
F
H
P
F
-
N
W
印
-
H
∞
・

印建国

H 忌 çr

言 ii 
~~ 
さ~

5p 
�:1 ~ 

~ ~ 
EE 
EE 
i::::笠
宮 B

E5 

喜容

お
詫
び
と
訂
正

『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
二
五
号
の
自
由
論
題
報
告
中
、
浜
田
会
員
の
報
告
タ
イ
ト
ル

が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
七
九
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
名
を
「
初
期
ア
ル
チ
ュ
セl
ル
の
マ

キ
ヤ
ヴ
エ
ツ
リ
論
、
そ
し
て
偶
然
的
唯
物
論
」
を
「
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
マ
キ
ヤ
ヴ
ヱ
ツ

リ
論
、
そ
し
て
偶
然
的
唯
物
論
」
に
訂
正
し
ま
す
。
ま
た
三
ペ
ー
ジ
の
目
次
欄
も
同
様
の

修
正
と
な
り
ま
す
。
浜
田
会
員
か
ら
の
お
申
し
出
も
あ
り
、
「
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
同

一
の
タ
イ
ト
ル
と
す
る
原
則
に
従
っ
て
お
り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

(
年
報
編
集
委
員
会
)

以
上
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編
集
後
記

今
号
か
ら
『
社
会
思
想
史
研
究
』
は
藤

原
書
店
の
刊
行
と
な
り
ま
す
。
た
だ
誌
面

構
成
を
ご
覧
に
な
る
と
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
か
な
り
の
部
分
で
旧
来
の
形
式
を
踏

襲
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の

間
の
藤
原
書
店
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、

二
六
号
に
つ
い
て
は
過
渡
期
で
も
あ
る
の

で
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

本
格
的
な
ス
タ
イ
ル
の
変
更
は
二
七
号
か

ら
行
う
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

今
号
の
編
集
方
針
を
や
や
具
体
的
に
い

え
ば
、
第
一
に
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
「
歴

史
は
何
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
)
と

「
特
集
」
(
「
思
想
史
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン

と
コ
ン
ヴ
エ
ン
シ
ヨ
ン
」
)
が
二
本
立
て
に

な
り
、
こ
の
二
つ
を
総
括
す
る
タ
イ
ト
ル

と
し
て
「
歴
史
と
思
想
の
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二
に
大
会
関

係
の
自
由
論
題
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
従
来
通
り
の
形
式
で
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
。
第
三
に
公
募
論
文
、
書
評

に
つ
い
て
も
、
旧
来
と
同
様
の
編
集
で
す

が
、
論
文
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
性
格

の
レ
フ
ェ
リ
ー
論
文
で
あ
る
か
が
わ
か
る

よ
う
に
「
特
集
公
募
論
文
」
「
公
募
論
文
」

な
ど
と
明
記
し
、
書
評
に
つ
い
て
は
対
象

と
な
っ
た
本
の
写
真
版
を
つ
け
る
と
と
に

な
り
ま
し
た
。
第
四
に
は
刊
行
書
店
の
変

更
を
契
機
に
、
「
公
募
論
文
投
稿
規
定
」
「
執

筆
要
領
」
「
公
募
論
文
審
査
規
定
」
を
改
訂

整
備
し
た
も
の
を
掲
載
し
、
周
知
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
延
長
線
上
に
二
七
号
か
ら
の
全
面

的
リ
ニ
ュ

l

ア
ル
を
想
定
し
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
最
大
の
要
点
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
記
録
な
ど
大
会
関
係
の
記
事
は
、
新
設

の
『
大
会
報
告
集
』
に
移
し
、
本
誌
は
「
特

集
」
論
文
を
軸
に
、
公
募
論
文
、
書
評
、

学
界
動
向
な
ど
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な

な
学
会
誌
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
(
編
集
主
任
安
田
常
雄
)
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社
会
思
想
史
学
会
の
創
立
に
あ
た
っ
て

こ
の
た
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
に
お
い
て
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
も
の
が
あ
つ
ま
り
、
社
会
思
想
史
学
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
思
想
史
、
が
学
界
で
市
民
権
を
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も

比
較
的
あ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
思
想
史
研
究
者
た
ち
は
、
既
成
の
各
学
問

分
野
で
訓
練
を
う
け
、
そ
こ
に
所
属
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
社
会
思
想
史
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
社
会
思
想
史
と
い
う
多
面
的
な
研
究
対
象
に
接
近
す
る
の
に
、
か

え
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
今
後
も
こ
の
接
近
方
法
を
持
続
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
反
面
で
は
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
接
近
に
意
見
交
流
の
場
が
与
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
意
図
し
て
い
る
あ
た
ら
し
い
学
会
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
既
成
諸
学
会
の
存
在
を

前
提
と
し
た
横
断
組
織
と
し
て
の
思
想
史
研
究
者
の
あ
つ
ま
り
で
あ
り
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格

へ
の
関
心
を
核
と
し
た
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
思
想
史
的
関
心
を
お

も
ち
の
研
究
者
各
位
の
広
範
な
ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。



⑨
多
文
化
社
会
に
対
応
し
た
新
し
い
概
念
を
説
明
す
る

市
民
権
と
は
何
か

デ
レ
ッ
ク
・
ヒ
ー
タ
ー
/
田
中
俊
部
・
関
根
政
美
訳

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
揺
ら
ぐ
近
代
「
市
民
権
」
概
念
を
、
現
代

の
多
文
化
社
会
に
対
応
し
た
「
多
重
市
民
権
」
と
い
う
考
え
方
で

捉
え
直
す
。
四
六
判
上
製

-
3
3
6

頁
本
体

3
6
0
0

円

⑨
叩
世
紀
を
動
か
し
た
革
命
家
の
決
定
版
評
伝

4
.，v

・
・
圃
圃

4
.，v

、
、
，
，
ノ
、
、
.
，
r

!
凶
F

盲
目
'
回
国
・

4
d
v
上
下

-
-
E
・

E

・
-
園
田
-
司

E
f
t
-
(

ロ
パ
!
卜
・
サ
l

ヴ
ィ
ス
/
河
合
秀
和
訳
(
全2
冊
完
結
)

秘
密
文
献
を
基
に
、
歴
史
を
動
か
し
た
革
命
家
の
生
の
姿
と
知
ら

れ
ざ
る
事
実
を
紹
介
。
現
代
史
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
決
定
版

評
伝
。
四
六
判
・
上
製
・
上
3
7
4

頁
・
下
3
6
4

頁
本
体
各

3
8
0
0

円

議
リ
ベ
ラ
ル
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
希
望

儲
議
山
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
ロ
|
テ
イ
/
須
藤
訓
任
・
渡
辺
啓
真
訳

リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
と
い
う
〈
希
望
〉
へ
の
連
帯
を
説
き
続
け
る
哲

学
者
が
、
そ
の
主
張
を
簡
潔
に
述
べ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

B
6

判
・
上
製
・35
2

頁
本
管

d
2
0
0

円

4私
朝
鮮
民
衆
運
動
の
展
閉
め
問
題
と
趨
景
達

機
織
一
八
六
0
年
代
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
、
朝
鮮
半
島
で
沸
き
起
こ
っ

ゑ
や
た
様
々
な
民
衆
運
動
を
通
し
て
、
朝
鮮
民
衆
の
日
常
的
世
界
を
逆

照
射
す
る
。

A
5

判
・
上
製
・39
4

頁
本
体

7
4
0
0

円
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オ
ッ
ト
!
パ
ウ
ア
i
/
丸
山
敬
一
・
倉
田
稔
・
相
田
慎
て
上
条
勇
・
大
田
仁
樹
訳
|
|
九

O
O
O
円

l
/

民
族
問
題
と
社
会
民
主
主
義
政

マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
最
も
詳
し
い
民
族
問
題
の
体
系
的
な
理
論
化
の
試
み
開
寸

ビ
ル
ガ!
p
・
ブ
リ
ッ
タ
ー
ト
/
高
富
通
訳
|
A
5
判
・
四
九
O
頁
・
七
五
O
O
円
相
聞

経
済
学
者
へI
、
ゲ
ル
出

へ
ゲ
ル
の
経
済
学
の
構
想
を
彼
の
『
法
の
哲
学
』
に
お
い
て
新
た
に
解
釈
す
る
|
加

田
中
正
司
看
1
i
l
A
5
判
・
各
二
五O
頁
・
各
二
八O
O
円
川

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
倫
理
学
(
上
)
(
下
)
叩

【
『
道
徳
感
情
論
』
と
『
国
富
議
』
】
各
部
ご
と
の
一
詳
細
な
読
解
と
文
脈
比
較
分
析
財

田
中
正
司
著
|
|
l
A
5
変
型e
二
二
O
頁
・
二
四
O
O

円
叩
凶

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
現
代
ヰ

ス
ミ
ス
自
身
は
市
場
経
済
の
問
題
老
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
駅
間

野
村
真
理
善
|
|
|
菊
判
・
四
八O
頁
・
六
=
δ
O

円
津
知

ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
|
ト
詰
絞
{
で
官

高
揚
す
る
民
族
主
義
を
丹
念
に
た
ど
る
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
の
側
か
ら
男
た
社
会
史
問
け

的
場
昭
弘
著
1
1
i
A
5
変
判
・
二
八O
頁
・
二
八O
O
円
帯
同

ポ
ス
ト
現
代
の
マ
ル
ク
ス
l

彰
宮
ぐ
っ
て
市
航

行
き
先
の
見
え
な
い
ポ
ス
ト
現
代
を
脱
出
す
る
可
能
性
を
マ
ル
ク
ス
に
読
む
政
引

石
井
伸
男
著
1
i
|
A
5
判
・
二
八
O
頁
・
四
二O
O
円
印
羽
田

マ
ル
ク
ス
じ
お
け
る
へ

l

、
ゲ
ル
問
題
目

ノ
マ
ル
ク
ス
自
身
に
へ
ゲ
ル
哲
学
が
ど
の
よ
う
に
評
価
・
抗
判
・
吸
収
さ
れ
た
か
。
干

T

松
田
賀
孝
著
|
|
A
5
判
・
六
八
O
頁
・
一
0
0
0
0
円
孟
マ

民
主
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
共
和
制
国
家
か
ら
「
協
同
社
会
開

ロ
ッ
ク
か
ら
口
i
ル
ズ
に
い
た
る
主
要
な
思
想
家
の
諸
説
を
再
吟
昧
す
る
。
主
回

伊
坂
青
司
看
|
|
1
A
5
判
・
三O
O
頁
・
三
ニO
O
円

C

へl
ゲ
ル
と
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
司

思
想
形
成
期
か
ら
哲
学
的
体
系
の
構
築
に
至
る
へ
|
ゲ
ル
の
実
像
を
追
跡
h
b

相
田
慣
一
著
1
l
l
菊
判
・
六
二
四
頁
・
九
五

O
O
円

H
M
V

言
語
と
し
て
の
民
族11
カ
ウ
ツ
?
と
民
族
問
題
穿

カ
ー
ル
・
力
ウ
ツ
キ
|
の
民
族
理
論
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
核
心
を
把
握
す
る
。
凶
叩

田
中
ひ
か
る
著
I
1
l
菊
判
二
一
八
二
頁
・
五
二
O
O
円

4
2

ド
イ
ツ
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
成
立
!
『
フ
-
フ
イ
ハ
イ
ト
』
派
主
の
思
想
@

一
九
由
紀
ド
イ
ツ
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
思
想
の
形
成
過
程
在
歴
史
的
に
再
構
成
。
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倫
困
闘
剛
切

消
費
文
化
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
上
下
巻

M

・
フ
ェ
ザ
ー
ス
ト
ン
著
/
川
崎
賢
一
・
小
川
葉
子
編

-
A
5

判
・
上
巻
予
価
二
、
五
O
O
円
・
下
巻
予
価
二
、
五
O
O
円

部
分
訳
と
し
て
発
刊
し
好
評
を
博
し
た
既
刊
本
に
フ
ェ
ザ
ー
ス
ト
ン
氏
の

来
日
講
演
録
を
収
録
(
上
巻
)
。
さ
ら
に
、
新
た
な
翻
訳
陣
を
迎
え
、
旧
版
未

収
録
部
分
を
完
全
邦
訳
(
下
巻
)
。
現
代
の
諸
社
会
理
論
家
を
検
討
し
、
変
容

す
る
世
界
を
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
現
代
消
費
文
化
の
リ
ア
リ
テ

ィ
の
本
質
へ
と
結
び
つ
け
捉
え
た
名
著
の
完
全
邦
訳
版
。

ー
目
次
|

上
巻
序
章
日
本
の
読
者
の
た
め
に

/
l
モ
ダ
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
一
定
義

と
解
釈
/
2
消
費
文
化
の
諸
理
論/
3
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
化
の
社
会
学
を
目

指
し
て
/
4
日
常
生
活
の
審
美
化
/
付
論

下
巻
5

文
化
変
動
と
社
会
的
実
践
/
6
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
消
費
文
化
/

7

都
市
文
化
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル/
8
消
費
文
化
と
グ
ロ

ー
バ
ル
な
無
秩
序
/
9
コ
モ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
か
、
ア
ン
コ
モ
ン
・
カ
ル
チ

ャ
ー
か
?
/
m
結
語
一
多
様
性
の
グ
ロl
バ
ラ
イ
ゼ
l

シ
ヨ
ン

白
岡
闘W

社
会
状
況
の
分
析
l

質
的
観
察
と
分
析
の
方
法

J

・
ロ
ブ
ラ
ン
ド
他
著
/
進
藤
雄
三
・
宝
月
誠
訳

-
A
5
判
・
本
体
価
格
五
、
一
二OO
円

最
も
整
備
さ
れ
た
社
会
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
権
威
と
定
評
を
有
す
る

本
書
は
、
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
発
達
に
よ
る
情
報
通
多
お
よ
び
人
権
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
尊
重
の
現
代
に
対
応
し
た
方
法
論
を
編
み
出
し
て
い
る
。
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』
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P

園
E
E
E

伽
∞

叶
ソ
I

ホ
l

の
マ
ル
ク
ス
上
訂
卜
七
一
諒
一
蹴

耕
マ
ル
ク
ス
の
現
代
ア
メ
リ
語
幹
産
一
九

8

同
一
回
一
川

崎
市
現
代
ア
メ
リ
カ
の
影
と
ソ
連
邦
包
朋
壌
を
眼
前
に
T
V存
~
マ
ル
ク
ス
が
、
怒
り
、
嘆
き
、
肌
一
・
岡
崎

腕
え
る
!
比
類
な
き
痛
快
ア
ジ
テ

1

シ
ョ
ン
演
劇l

著
者
の
(
9・
U

〉
一
周
年
に
一
剛
一
刷

寄
せ
た
序
文
を
付
す
。
一
川
@

刊
一

1

』
日

刷
新
世
代
は
一
線
を
画
すL

五
日
時
川
時
一
品

コ
ソ
ボ
・
墓
ナ
イ
モi
ル
・
曹
関
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
予
価
二
五

8

円
一
昨

今
日
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
淵
源
・

N
A
T
O

軍
に
よ
る
ユl
ゴ
空
爆
な
ど
の
帝
国
主
義
一
T

的
犯
罪
を
暴
く
。
〈
9

・
U

〉
以
後
の
ア
メ
リ
カ
で
果
敢
に
闘
い
続
け
る
著
者
の
注
目
の
一
郎

ベ
ス
ト
七
フ1
0

一
4

既
刊
⑩
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
・
ポ
ス
ト
2
2
A

カ
リ
ニ
コ
ス
⑥
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
の
起
源
p
・
5

ダ
l

ソ
ン
一
お

一
一
川
w
m

一
件
下

一
込
剖

一
駒
均

一
本
か

一
区
M
M

一
京
引

一
文
お

一
都
(

一
、
L

一
葉
百

九
鬼
周
造
エ
ッ
セ
ン
ス
九
鬼
周
造
著

「
出C
」
長
居
娯
碓
を
翰
拝
~
具
合
岡
山
九
鬼
哲
学
。
本
体
二
八

O
O
円

戸
坂
潤
の
哲
学
(
別
巻
)
戸
坂
潤
著

戦
闘
的
唯
物
論
者
・
一
戸
坂
潤
の
革
命
的
批
判
精
神
の
発
露
。
本
体
=
5
0
0
円

資
本
論
の
誤
訳
言
虞
西
元
信
著

マ
ル
ク
ス
研
究
が
誤
植
の
上
に
築
か
れ
た
こ
と
を
喝
破
。
本
体
三
六O
O
円

歴
史
の
意
味
と
そ
の
行
方
言
)
高
坂
正
顕
著

歴
史
的
世
界
を
動
的
に
分
析
し
た
独
自
な
歴
史
哲
学
。
本
体
=
一
0
0
0
円

@
続
刊哲
学
入
門
l
i
-
-教
哲
学
・
倫
理
学

中
井
正
一
エ
ッ
セ
ン
ス

(
ぬ
巻
)

こぶし書房

田
辺
元

中
井
正
一

-
R価
格
は
税
別
で
す
。



社
会
の
学
問
の
革
新

田
中
秀
夫
・
自
然
法
思
想
か
ら
社
会
科
学
ヘ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓

蒙
を
中
心
に
、
社
会
科
学
が
生
ま
れ
た
過
程
を
追
う
。

3
6
0
0

円

社
会
正
義
論
の
系
譜

パ
ウ
チ
ャ
l
/
ケ
リ
l

編
飯
島
昇
戴
/
佐
藤
正
志
他
訳
・
ヒ
ュ
l

ム
か
ら
ウ
ォ
ル
ツ
ア
ー
ま
で
【
叢
書
フ
ロ
ネ
1

シ
ス
】
4
2
0
0

円

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
チ
ャ
ド
ウ
イ
ツ
ク

A

・
フ
ラ
ン
デ
イ
ジ
贋
重
準
四
郎
/
藤
井
透
訳
・
福
祉
国
家
の
開

拓
者
福
祉
思
想
を
問
い
直
す
。
本
邦
初
訳
。

3
6
0
0

円

一一寸
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を村耳LL
歴邦 I~
史彦 1-\;

向型 L二

時を
時支
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写る
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吉本日
ソ J K;訟、

ス
ム

近
代
そ
の
も

3
5
0
0

円

ポ
ス
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

有
賀
誠
/
伊
藤
恭
彦
/
松
井
暁
編
・
社
会
的
規
範
理
論
へ
の
招
待

新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
共
同
研
究
。

3
0
0
0

円

市
場
経
済
と
価
値
|
価
値
論
の
新
機
軸

飯
田
和
人
・
価
値
の
質
的
分
析
を
通
し
て
、
関
係
主
義
的
価
値
論
を

提
示
し
市
場
経
済
の
基
本
的
存
立
構
造
を
考
察
。

4
8
0
0

円

市
場
と
共
同
体

松
尾
秀
雄
・
現
実
の
経
済
分
析
を
通
し
、
市
場
に
共
同
体
的
ピ
ヘ
イ

ヴ
ィ
ア
を
見
出
し
、
新
た
な
理
論
構
築
を
模
索
。

4
2
0
0

円

(表示は本体価格です〉
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ア
メ
リ
カ
の
経
済
思
想

建
国
期
か
ら
現
代
ま
で
現
代
世
界
に
圧
倒
的
な
影
響
を
与
え
る
ア
メ
リ

カ
経
済
学
の
源
流
と
、
そ
の
多
様
な
展
開
を
描
く
通
史
。

3
5
0
0

円

田
中
敏
弘
著

自
由
と
秩
序
の
経
済
思
想
史

ど
の
よ
う
な
社
会
秩
序
が
よ
り
よ
い
自
由
を
実
現
し
う
る
の
か
?
経
済

学
の
多
層
的
な
理
解
を
め
ざ
し
た
最
新
の
テ
キ
ス
ト
。

2
8
0
0

円

高

哲
男
編

思
想
の
国
際
転
位

比
較
思
想
史
的
研
究
越
境
に
よ
り
位
相
を
変
え
る
思
想
の
姿
。
変
化
を

促
す
社
会
的
文
脈
と
、
転
位
を
苧
ん
で
い
た
思
想
の
本
質
。
5
5
0
0

円

水
田

ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
と
ス
コ
ッ
ト
一
予
ド
啓
蒙

不
完
全
な
機
械
の
喰
社
会
科
学
の
形
成
に
与
、
え
た
一
二
l
ト
ン
、
王
義
の
影

響
を
本
格
的
に
解
明
。
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞

6
0
0
0

円

長
尾
伸
一
著

自
国
史
の
行
方

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
政
策
ハ
イ
ダ
i

現
象
を
粛
し
た
歴
史
認
識
の
陥
穿

を
浮
き
彫
り
に
し
、
歴
史
と
国
家
像
の
関
係
を
問
、1
3
2
0
0

円

近
藤
孝
弘
著

ナ
チ
ズ
ム
と
歴
史
家
た
ちp
・
シ
ェ
計
計
一
一

歴
史
学
に
よ
る
ナ
チ
へ
の
協
力
を
克
明
に
措
き
、
戦
後
一
大
潮
流
を
な
し

た
社
会
史
の
起
源
に
大
き
な
疑
問
符
を
投
げ
か
け
る
。

4
2
0
0

円

良
心
論

そ
の
哲
学
的
試
み
正
義
論
の
手
前
で
、
良
心
の
本
質
と
構
造
を
解
き
明
か

し
、
欲
望
と
方
位
喪
失
の
時
代
に
問
い
か
け
る
。

2
8
0
0

円

石
川
文
康
著

洋
著

ヒ11-..町内名古屋大学出版会一



l 藤原誠 11官 I

四
八8
円

〈世界システム〉概念により社会科学の全領
野を包含する l ・ウォ ラ ステイン。二十
世紀半ば以降、崩壊過程に突入した「近代世
界システム」の次には、いかなる時代が訪れ
るのか。十九世紀以来の学問の分裂状況を根
底から批判し、新たな総合的「知』の樹立を
ウォ ラ ステインは訴える。

-
ウ
ォ
l

ラ
l

ス
テ
イ
ン
最
新
著
、
刊
行
!

の向。
現け現
イ吃てイt
世発を
帽串「

Z47千近
?三1-:tY
)' T廿

=ノ持軍

アシ
遇ス
貨テ
危ム

がり

議事
州山

統時

合E
9'見

h 

~l jｭ
ま著
で苔

11 が
，、

ア毎
ル月
タニ
イ回
ム欠
でか
論さ
じず
た世
究界
極に

時
代
の
転
換
点
に
立
つ

四
六
判

四
五
六
頁

天
O
O

円

-
好
評
既
刊
書

新
し
い
学

〔
二
十
一
世
紀
の
阜
量
豪
華
]

転
移
す
る
時
代

〔
世
界
シ
ス
テ
ム
の
軌
道
『
喝
な
・

M
白
星

ユ
ー
ト
ビ
ス
テ
イ
タ
ス

〔
二
十
一
世
紀
の
歴
史
的
選
択
]
松
岡
利
道
訳

ア
フ
タ
ー
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

冠
岱
車
シ
ス
テ
ム
霊
え
た
イ
ム
ナ
オ
ロ
ギ
み
富
}
松
岡
利
道
訳
・

2

刷

ポ
ス
ト
・
ア
メ
リ
カ

[
世
界
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
政

T
地
政
文
化
〕
丸
山
勝
訳
・
4

刷

脱
A
社
会
準
{
E
2
3

イ
ム
の
壁

本
多
健
吉
・
高
橋
章
監
訳

山
下
範
久
訳

丸
山
勝
訳

-
3
刷

-
8
刷

ひ
ら
、

秀
解
説

-
2
刷

四
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0円

一
八8
円

回
八
口
白
円

三
七O
O円

亘
七O
C円

残
部
僅
少

/、

8 
円
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